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いにしえの昔から、大陸文化の窓口として博多湾は常に清新な息

吹きを送りつづけてきました°この博多湾の東部には和白浜・香椎

浜の砂丘が拡がっています。

今回調査した唐原遺跡は、博多湾に面したこの砂丘上に位置し、

眼前に開けた干潟には数千羽の鴨．都鳥などが越冬し、豊ふな自然

に包まれたところです°

発掘調査の結果、弥生時代後期から古墳時代にかけて綿々と営ま

れた一大集落遺跡・墳墓群が検出され、海にむかって躍動する古代

人の姿を容易に想い浮かべることができます。また、砂丘上に営ま

れた住居や墳墓群は古代の集落や社会構造を究明する上で貴重な資

料になるものと考えます。

本書は、唐原遺跡で検出された竪穴住居址・炉址等の集落址に関

するものです。収録された資料が、唐原遺跡－墳墓編－とともに市
／

民の皆さんに広く活用され、埋蔵文化財保護に対するご理解の一助

になるとともに、学術研究の分野においても役立つことを願うもの

であります。

なお、調査にあたって、ご指導・ご助言をいただいた諸先生をは

じめ、多くの方々のご協力をいただきました°記して深い感謝の意

を表します。

平成元年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　佐藤　善郎



□　本書は福岡市教育委員会が、1984年10月～1985年12

月に実施した唐原市営住宅の建替えに伴って発掘調

査した「唐原遺跡」の発掘調査報告書－集落址編－

である。

言　本書に使用した方向はすべて磁北方向であり、真北

からの偏差は西偏6。21′である。

ロ　本書に掲載した遺構の実測と写真撮影は小林．小畑

が行ない、実測については参加学生諸君の協力を得

た。

□　本書に掲載した遺物の整理実測は小林・田崎真理・

山村信栄・小原哲・境一美が行い、製図は小林と田

崎が行った。

写真撮影は小林と岩本が行った°

口　遺構は呼称を記号化し、箱式石棺基はSX、古墳は

ST、竪穴住居址はSC、土壙はSK、炉址はSRとした

が円形周溝墓、方形周溝遺構、火葬墓についてはそ

のまま使用した。

口　本書の執筆は小林が行なったが、ⅠⅤ－4、5は山村

が執筆した。

また、IV－6の土器の形態分類は山村・田崎の協

力をえて行った。

口　付論として布目順郎先生の玉稿をいただき内容の充

実をはかった。

□　本書の編集は小林が行った。

遺跡調査番号 ： 8401 遺跡暗号 ：－　 T N H

調査地籍 ： 東区唐原二丁 目 分布地 図番号 ： 029一 A － 1

工事面積 ：20，300m 2 調査対象面積 ：20，300㎡ 調査実施面積 ：19，000m ～

調査期間 ： 1984年 10 月24 日～1985年 12 月30 日
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Fig・193　壺形土器分類図（1）
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Ⅰ　は　じ　め　に

1・発掘調査にいたるまで

昭和30年代、日本経済のめざましい復興は都市部への急速な人言増加を招き、わが福岡市も

例外ではなかった。昭和33年、福岡市はその要望にこたえて東区唐原に市営住宅を建築した。

それから20余年の歳月を経た昭和56年、福岡市建築局の第4期5カ年計画が策定され、この

中で昭和61年度事業として老朽化した市営住宅唐原団地の建替工事が計画されていた。しかし、

昭和58年にこの計画を2カ年繰り上げて、昭和59年度事業として実施することが決定され、昭

和59年7月に至って、当該地における埋蔵文化財の事前調査依頼が文化課にあった°

市営住宅唐原団地は、博多湾北奥の和白浜から香椎浜と連なる砂丘上にあり、福岡市文化財

分布図「東部II、29・30」に唐原遺跡群として周知されている。また、分布調査において多量

の弥生式土器・吉武土師器が採集されており、弥生時代から古墳時代に至る一大砂丘遺跡の存

在が予想された。このため昭和59年9月、既存住宅の解体を待って20，300㎡の対象地に8本、

のベ270mのトレンチを設定して試掘調査を実施した。その結果、弥生時代後期から古墳時代初

めの竪穴住居址や土壙等が対象地全域に拡がる大集落遺跡であることが確認され長期間におよ

ぶ発掘調査が必要となった。これをもとに文化課は建築局住宅整備課と協議を重ねたが、昭和

59年度内着工は動かし難く、内部調整の結果昭和59年10月24日より発掘調査を開始した。

発掘調査は建設工事の工程に沿う形ですすめられたが、集落規模が当初予想をはるかに越え、

かつ300基以上の炉址、箱式石棺墓群、古墳等が相次いで発見され、調査期間の延長止むなきに

至ったが、住宅整備課の方々のご理解とご協力を得て昭和60年12月30日に無事調査を終えた。

2．発掘調査の組織

調査委託　福岡市建築局　住宅整備課

調査主体　福岡市教育委員会　教育長　西津茂美（前任）　佐藤善郎（現任）

調査総括　福岡市教育委員会文化部文化課　課　長　生田征生（前任）　柳田純孝（現埋蔵

文化財課長）

調査庶務　埋蔵文化財課第1係　折尾　学（係長）　松延好文

調査担当　埋蔵文化財課第1係　小林義彦、小畑弘己

補助員　山村信栄（現太宰府市教育委員会）、小原哲（九州大学大学院）、田崎真理

なお、発掘調査にあたっては、岡崎　敬．横山浩一・西谷　正（九州大学）、近藤義郎（岡山

大学）、小田富士雄（北九州市考古博物館）、甲元真之（熊本大学）、下僚信行（愛媛大学）の諸

先生方には数々の貴重なご指導．ご助言を受けた。記して謝意を表したい。
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周辺遺跡分布図

1、唐原遺跡
2、永浦遺跡
3、下の府遺跡（縄文時代）

4、下和白遺跡群（旧石器時代．弥生時代）
5、飛山古墳群

6、立花貝塚（古墳時代）
7、在自遺跡（縄文時代・弥生時代）
8、塔原古墳群．山の下支群
9、塔原遺跡群
10、中和白古墳
11、上和白古墳
12、猿の塚古墳群

13、上和白遺跡群（住居跡．製鉄跡）
14、高見古墳群
15、高見窯跡
16、香住ケ丘古墳

Fig・1周辺遺跡分布図（1／25，000）



ぶ

II　立地と歴史的環境

1．立地と歴史的環境

唐原遺跡は、福岡平野の北部、博多湾の最奥部にあたる福岡市東区唐原二丁目地内に所在し、

福岡市文化財分布地図「東部II．29・30」で周知化された唐原遺跡群内に位置する。

博多湾の最奥部は、玄海灘の西流海流と博多湾の左転回流の土砂運搬作用によって作られた

海岸砂丘、いわゆる海の中道が10km沖の志賀島までつづき自然の大防波堤として博多湾を守っ

ている。この海の中道の基部にあたる奈多・和白浜からは、左転回流によって作られた海岸砂

丘が香椎浜．箱崎浜へと南へつづく。唐原遺跡は、和白浜から南へ500mの海岸砂丘上に立地す

るが、立花山に源を発する唐原川が西流し、砂丘は一旦途絶える。遺跡の西側全面には、この

唐原川の土砂運搬作業によって作られた干潟が拡がり、南に伸びる香住ケ丘丘陵との間には唐

原川の沈澱による低湿地が拡がっていたであろう。

また、遺跡の背後には、三群山地の支脈に属する大嶋山・立花山がつづき、立花山からのび

た丘陵は東区三苫で玄海灘とぶつかり、粕屋平野を表粕屋と裏粕屋に二分する。標高367mの立

花山からは北・南．西と、新生代三紀層を基盤とする低丘陵が幾筋も派生し、この舌状にのび
（註1）　　　（証2）

た低丘陵の頂部から斜面には飛山古墳群・塚原古墳群等の群集境が立地する。

唐原遺跡の所在する地域は、福岡市東区大字唐原字大新聞にあたり、昭和30年、福岡市に編

入されるまでは粕屋郡香椎町に所属していた。市営唐原団地の建設される昭和33年以前は海岸

砂丘が拡がり、弥生時代以来の姿をとどめていたところである。この唐原村は、古来裏粕屋郡

に属し、「筑前固梼風土記」に「村中に唐人と言うあり。よって村の名起れりと里侍にあり。」

と記されている。また、「筑前圓棲風土記拾遺」には「上村下村琵琶橋。初は下村と同村也°下

村の辺に塚二有。地名を塚の元と云。其辺に塔ノ元といふも有。是村名の起る所成るべし°（中

略）地蔵堂高藤近辺に大量有。里民は地主といえり。」とあり、いずれも村中に塚（古墳）があ

り、その塚に由来して村名としている°上村・下村は唐原川流域、琵琶橋は香住ヶ丘団地にあ

たり、現在報告されている古墳は三角縁神獣鏡を出土した香住ケ丘古墳だけであるが、元来、

立花山麓や低丘稜上にはいくつかの古墳が点在していたものであろう。ここに云う唐原村は立

花山南山裾に拡がる地域で、遺跡の所在する海岸砂丘は、村はずれの波打ち際にあたり、砂丘

上には、古墳が連なり、あながち村名の起こりと無縁でなかったかも知れない°

唐原遺跡周辺での発掘調査は少なく、昭和45年の和白遺跡群、昭和54年の塚原古墳群、海の

中道遺跡、昭和59年の梅ヶ崎遺跡の調査に次ぐものである°　ここでこれらの調査成果をふまえ

て、唐原遺跡周辺の歴史的環境について概観してみたい。

この地域に、人間が初めて足跡を印すのは旧石器時代後期である°和白遺跡では、ナイフ形

文化期にみられる三稜尖頭器が出土しており、本遺跡においても細石刃が出土している。雁ノ

（註1）「福岡市和白遺跡群発掘調査報告書」1971福岡市埋蔵文化財調査報告書第18集
（註2）「福岡市埋蔵文化財遺跡地名表（稔集桶）」1971福岡市埋蔵文化財調査報告書第12集
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Fig・2　唐原遺跡周辺地形図（明治33年1／25，000）
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Fig・3　唐原遺跡位置図（1／10，000）
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Fig．4　唐原遺跡周辺現況図（1／3，000）
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（註3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（姓4）

巣砂丘遺跡や粕屋郡古賀町佐谷古墳からもナイフ石器が出土している。また、同町鹿部山遺跡

からは細石刃核が出土している。

縄文時代に入ると後期から晩期に遺跡が散見される。志賀海神社言遺跡では後・晩期の土器

が、古賀町水上遺跡．新宮町下ノ府遺跡では後期の土器が検出されている。上和白．下和白遺

跡では縄文時代と思われる石匙が出土している。晩期末になると、夜目式土器の型式認定遺跡
（註5）

として著名な新宮町夜目遺跡や立花貝塚があるが、総じてこの地域における旧石器時代から縄

文時代の遺跡はきわめて希薄である。

弥生時代になると遺跡はいくらかの拡がりを示す。下和白遺跡では中期から終末期の、古賀

町鹿部山遺跡では前期から後期のまとまった遺物が出土している。水稲耕作技術の導入によっ

て肥沃な可耕地を背景に飛躍的に発展を遂げる福岡平野に比べ、海岸線に丘稜がせりだし後背

平野のないこの地域は発展性に欠ける。この中にあって、弥生時代後期から古墳時代前期の漁

捗的性格を有する一大集落址を検出した本遺跡の成果は注目に値する。

古墳時代になると、立花山から西に派生した幾筋もの丘稜上に古墳が現れる。まず4世紀後半

代に本遺跡南の丘陵に香住ヶ丘古墳が出現する。舶載三角縁二神二獣鏡を出土して著名なこの

古墳は、海に臨んだこの狭小な平野を包括する主長クラスの墳墓であろう。この他に三角縁神
（証6）

獣鏡を副葬する古墳としては東区唯一の前方後円墳である名島古墳が挙げられる。5世紀代に

なると、和白丘陵に竪穴式石室や竪穴系横言式石室をもつ飛山1、2号境がある。古賀町鹿部

山遺跡群浦田4号墳も竪穴系横言式石室を内部主体としている。本遺跡の円墳は石室構造は明

確ではないが、これに近い時期にあたり、この両者を比較するとその立地のあり方が生産基盤

の相違に由来するもの否かは明確でないが非常に興味深い。6世紀以降になると横穴式石室を

内部主体とする群集境が丘陵頂部や斜面に出現する。三苫経塚古墳・飛山古墳群・塚原古墳群・

中和自古墳・宮の前古墳群．高見古墳群・猿の塚古墳群が列挙されるが、何れも1基か3－6

基で一群をなし、福岡．早良平野の群集境と様相を異にする。後背地に可耕地をもたない生産

基盤の脆弱さ故によるものであろうか。1一方、玄海灘に画した海の中道遺跡では古墳時代後期

の製塩土器が確認され、海岸遺跡の優位性を示す生産活動が行われていた。

古代から中世にかけては、和白遺跡で奈良時代の製鉄遺構が確認されている。奈多浜．和白

浜では鉱量は少ないながらも近年まで海砂鉄の採集が行われていた事実がある。製塩土器とと

もにこの地域の生産活動を解明する上で貴重であり、今後の資料の増加を待ちたい。一方、博

多ほどではないが、和白遺跡等では中国陶磁器も出土している。中世の一時期に貿易港が那津

から今津に移った時期があり、博多湾の奥に位置する本遺跡周辺の入江にも宋船が出入りした

のかもしれない。唐原村の由来とされる「唐人塚あり」の一節を思い浮かべると興味深い°　中

世未になると後背の立花山城を舞台に大内．大友・島津・毛利氏などの戦国大名が覇権を争い

合うことになる。
（註3）「佐谷．脇田山．古墳調査報告」1974　福岡県教育委員会
（註4）「鹿部山遺跡」1973　九州大学考古学研究室編
（註5）日本農耕文化の生成1972　日本考古学協会編
（註6）1986年調査　地崎譲二氏ご教示による



8

2．地形と地質

唐原遺跡は、福岡市東部に所在する香椎宮より北方約2kmの距離に位置し、玄海灘に向かっ

て湾口を北に開く博多湾のもっとも奥まった東北岸沿いにある。

地形的には玄海灘の西流海流と博多湾の左転海流によってつくられた、いわゆる「海の中道」

と云われる砂洲が新宮浜から志賀島にむかって長く西へのび、この砂洲のつけ根にあたる奈多・

和白浜からは、さらに南へとのびる砂丘が香椎浜．箱崎浜へとつづいている°　この砂丘地帯に

唐原遺跡はあり、その前面（西側）には唐原川の土砂運搬作用によって作られた干潟が拡がり、

渡り鳥の格好の越冬地となっている°

また、唐原遺跡のすぐ後背には、山城の築かれた標高367mの立花山があり、山塊は、さらに

東へのびて粕屋平野を裏粕屋と表粕屋とに二分している°また、この立花山からは標高40－100

mの丘陵が幾筋も派生してのびている°遺跡のすぐ東にはこの立花山から派生した和白丘陵が、

南には香住ケ丘丘陵がのびだし、この丘陵の間には唐原川の土砂運搬作用によって作られた標

高5mほどの狭小な沖積平野が拡がっている。

唐原遺跡周辺の地質は、粕屋平野を表裏に区切る山塊が古生代三郡変成岩層よりなり、その

西端部にあたる立花山は、中世代花崗岩類（早良花崗岩・糸島花崗閃緑岩）よりなる。立花山
E
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より派生した和白丘陵・香住ケ丘丘陵は、新生代第三紀層からなり、両丘陵によって囲まれた

狭小な沖積平野部では、これら新生代第三紀層が地下に埋没し、新生代第四紀層に覆われてい

る。また、唐原遺跡の南東にある九州産業大学の北側の丘陵の一部には古第三紀層中に花崗岩

類の部分的な露頭がみられる。

一方、唐原遺跡は、中世代白亜紀の花崗岩類を基盤とし、その上部に花崗岩に由来する新生

代第四紀の末固結層が不整合に堆積している。地層は、上層より（1）．表土層、（2）．沖積砂質土

層、（3）・沖積粘性土層、（4）．洪積粘性土層、（5）．洪積砂礫層、（6）・花崗岩類の6層に区分され

る°　花崗岩類は、風化が進行し、真砂土化している°
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III　調査の記録
1．調査の概要

唐原遺跡は、試掘調査の所見によれば、調査区のほぼ中央を海岸線に沿って古砂丘の尾根が

南北方向にはしり、この古砂丘の尾根上および砂丘が内陸部へむかって低くなる緩斜面上に弥

生時代後期から古墳時代前期に亘る多数の竪穴住居址・土壙．柱穴等を中心とする集落址が検

出された。遺跡前面には豊かな博多湾が拡がり、この海を舞台に活動した慣海洋性の集落址で

ある可能性が十分に予想される。また砂丘上に立地することなど等から慎重にかつ多方面に亘

る調査が望まれた。同時に、建設される8棟の共同住宅のうち、北側に建設される2棟は昭和

59年度中の着工がすでに決定されており、公園用地を含む北側の約5，000㎡については昭和60年

2月中旬までの調査終了が果せられたため、発掘調査は北側より開始し、終了次第造成・建設

工事と併行して進められることになった。

調査対象地は南北に長く、かつ三角形に近い形状をしていることから長辺に沿って調査区中

央の磁北より8030′西へ振った長軸を任意に設定し、これを基準線として一辺20mのグリットを

割付けた。この20mのグリットは東西方向に西よりA．B・C、南北方向に北よりI・II・III

とした。さらに、これを2mX2mの小グリットに細分し、東西方向にa．b・C、南北方向

に1・2．3と呼称し、遺構に伴わない遺物はこの小グリットで取り上げた。

発掘調査は、建設予定地20，300㎡全域が調査対象であるため公園用地を含む北側5，000㎡の調

査に先立ち、まず、発掘調査事務所設営地から開始し、北から南へと調査区を広げていくこと

とした。事務所用地は、北側5，000m2の調査が急がれることから、箪輝調査によって比較的遺構
／

の稀薄とされたE・F－XI・XII区に選定し、10月24日から発掘調査を開始した。

その結果、試掘調査では予想もされなかった直径15mの円墳が発見された。この円墳は墳丘

に河原石を敷並べて葺石とし、幅1．5－2．0mの周溝を巡らすものであるが、主体部は市営住宅

建設に際して削平されていた。周溝には須恵器・土師器の完形品が21個供献されていた°　しか

しながら、これらのほとんどは仮設事務所保管中に窓ガラスを破って侵入した心ない愛好家に

よって持ち去られた。考古学を学ぶものとして非常に残念であった。更に、この古墳検出面か

ら15－20cm掘り下げると弥生時代終わり頃から古墳時代前期（布留式期）の竪穴住居跡15棟が

検出された。この1，000㎡の調査に約1カ月を要し、調査工程は、開始早々から遅れだした。

次に、北側より調査に移ると、調査区の中央に海岸線に沿ってほぼ南北方向の古砂丘が検出

された。この砂丘は、調査区北端で北へ低くなり、湾奥へつづく砂丘との間に浅い谷様の凹み

があり、古砂丘として独立したものである。この砂丘の尾根上は一面に赤褐色砂で覆われてい

た。この赤褐色砂（焼け砂）を覆土とする遺構は、すべてが円形あるいは楕円形プランで、深

さ15－30cmの浅い凹レンズ状を呈する炉址であった。これらの炉址の中には、赤褐色砂を中心

としてドーナツ状に灰を掻き出したものもある。構造的には、（1）・素掘りのもの、（2）．底面に
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粘土を貼ったもの、（3）・底面に5cm内外の礎石を敷いたものの3タイプに区分される°このう

ち素掘のものにも覆土内に焼けた粘土塊をふくむものが多くあり、使用後は貼った粘土床およ

び、炉体を破壊したもののようである。覆土中からは弥生時代後期の土器片が多数出土するが、

土器片は甕形土器が圧倒的におおく、壺形土器は少ない。高坏にいたってはほとんど出土して

いない。これら土器片の中には二次焼成を受けたものもあり、製塩遺構の可能性も考えられた°

しかし、二次焼成を受けた土器片には製塩課程で生じる土器内面の化学変化がないこと、二次

焼成痕が弱いこと、粘土を貼った炉床の焼け方が弱いこと、更に、いわゆる「製塩土器」が出
（証1）

土していないことから製塩遺構としては考え難い。

また、粘土床を作るもののうち、炉壁に沿って凹レンズ状に粘土を貼り覆土に炭片の混入し
（証2）

ていたものがある。中国雲南省で報告されている原始的な土器窯に多少類する点もあるが、こ

れも断定的ではない。

これらの炉址は、大小倉わせると総数300基にものぼり見分けもつかぬ程に重複しているが、

その立地する範囲は砂丘の尾根線上のみで、海側や内陸側の緩斜面上にはなく、明らかに砂丘

尾根に占地することを意識していたようである。いずれにしてもこの炉址群のもつ意味・性格

等および砂丘上に点在するほぼ同時期の竪穴式住居址との関わりを明らかにしていくことが大

きな課題となろう。

この一群の炉址は、砂丘尾根の北端部より営まれはじめ、漸次南へ移動して砂丘の南端まで

至っているが、両端部は重複が希薄であるのに比べ中央部は著しく、そのプランすら掴みかね

るものもあった。また、砂丘尾根の中央部にあたるD－ⅤⅠ区付近で炉址下より竪穴住居跡が検

出され、炉址と歩みを同じくするように南へ移動するが、炉址との間には一定の距離を保って

いるようである。竪穴住居址同志の切り合いはほとんどなく、いずれも炉址下より検出される

が、弥生時代終末期に至ると内陸側の緩斜面に立地するようになる。

一方、唐原川に沿って南へ舌状に突き出す狭い砂丘尾根には、箱式石棺墓群と円形周溝基か

らなる小墳墓群があり、竪穴住居址は後出する1棟を除いてはまったくなく、集落址とは明確

に区分されている。時期幅があり短絡的には云い難いが意識的に聖なる基城として集落と隔絶

していたことだけは明らかなようである°　また、最初に発見された円墳（1号墳）の、南側に

は葺石を敷いて周溝を巡らした円墳（2号墳）がもう1基発見された。一説によれば、昭和初

年頃には遺跡の北方500mの湾奥部までの砂丘上には点々と塚があったと云われており、時期的

な問題もあるが、立花山から派生した丘陵上に立地する古墳群と比べて考えたとき、非常に興

味深い資料となりえよう。

このように試掘調査では予見されなかった結果、問題点を残して発掘調査は終了した。

（註1）岡山大学教授近藤義郎先生よりご教示を受ける°

（註2）北九州市立考古博物館長小田富士雄先生よりご教示を受ける°
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2．調査の記録

（1）竪穴住居址

本調査区内において弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居址を81棟検出したが、炉址等

による著しい削平を受けて明確に把握しえなかったものを含めれば100棟近いものであったと推

定される。これらの竪穴住居址群は、調査区北から南西方へやゝ弧状にのびる古砂丘尾根上に

連なるものと古砂丘東側の緩斜面上（山側）に立地するものの概ね二群に大別される。

このうち古砂丘尾根上に立地する一群は、古砂丘の東西に浅い谷状の流路がはいるC～F－

ⅤII区を北限として南方に展開し、西側緩斜面上に（海側）には立地しない。この古砂丘上には

尾根北端から南西端に至るまで300基以上の炉址群が折り重なるように連なり、そのほとんどが

竪穴住居址上に構築されている。この尾根上の竪穴住居址群と炉址群は、弥生時代後期前半よ

り始まり、時間の経過とともに南方へ移動する。この両者はある距離をおいて歩を一にしてお

り興味深い。

一方、古砂丘の東側緩斜面上に立地する竪穴住居址群は、F－IX区を北限、D－XIⅤ区を西

限とする狭い範囲に拡がり、数例を除いて古墳時代前期に属する竪穴住居址群によって構成さ

れ、更に東側の内陸部へと拡がるものであろう。

SC－01（Fig．7　PL．4）

E－Ⅶ区に検出した住居址で、ST－01より西へ3mの距離にある。埋設管等によって北半分

は破壊されている。平面形は東西3．39m、南北2．60m以上の方形に近いプランをなしたものと

推定される°面積は8．81㎡以上である。壁高は24cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面

は平坦であるが、中央部がやや高まる°柱穴は検出できなかった。

遺物は東．南壁際に3カ所程土器小片が散布していた。

出土遺物（Fig．8）

壺形土器（1）言縁部が短い「く」字状で、球形の胴部には丸底ぎみの小さな平底の鹿部がつ

く。外面には研磨調整を施す。F類。

甕形土器（2）言綾部は短く「く」字状に外反し、砲弾形の胴部をもつ大型のもの。調整は内

外面ともに粗いハヶ目。AI類。

SC－02（Fig．7　PL．4）

F－XI区に検出した住居址でST－01より北東8mの距離にあり、SC－03・05の中間に位置す

る。平面形は南北4．07m、東西3．65mを測る方形をなし、面積は14．8㎡である。壁高は32。mを

測り急峻に傾斜して立ち上がる。床面はほぼ平坦で西壁側は巾60。m、高さ10cmのベット状遺構

がある。柱穴は7個あるが主柱穴は隅角の4本と考えられる。南壁側の柱穴間には115×110。m、

深さ35cmの土壙がある。

遺物はベット状遺構上より完形の甕と高坏が出土しているほか、小型丸底壷．甑等が土壙上



より出土している。

出土遺物（Fig．9）

壺形土器（3・4）い

ずれも小型壷である。3

は「く」字状の言綾部が

内雪ぎみに長く開き、球

形の胴部がつく。BII類に

属する。

甕形土器（5－10）い

ずれも「く」字状言縁を

もつものである°　7．8

は言綾部が反りぎみに開

く。AII類に属する。5・

9は言綾部が一旦上方に

のびて開くもので、5は

短胴のやや肩の張った胴

部に丸底の鹿部がつく。

胴部は中央部に穿孔あり。

AIII類°　6・10は言綾部が

内雪ぎみに立ち上がり、

端部をつまみ上げるもの

で、布留系の影響をうけ

ているものである。AIⅤ類

に属する。

高坏（11－13）いずれ

もC類に属する。11は坏部

が下半に屈曲して稜をつ

く　り反りぎみに外方に開

く。脚部は膨らみぎみに

短く開く°1213は脚部

資料で、ストレートにの

びる脚部は短く、裾端部

は内方に小さくつまみだ

SC－021 ∈

∝？

寸
・

＝

H．4．8m

Fig．7　SC－01．02実測図（1／60）

3
m

0
Ⅲ

○土器
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0　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

土　田ロ　　ー．：．．－1　一一一一一一一」
l・

Fig．8　SC－01出土土器実測図（1／4）

す。

SC－03（Fig．10　PL．3）

F－Ⅶ区に検出した住居址で、ST－01の東5mにあり、東側でSC－04を切っている。平面形

は東西4・42m、南北3．87mを測る方形をなし、面積は17．1㎡である°壁高は24cmを測り、ほぼ

垂直に立ち上がる°床面は平坦である°柱穴は東・南壁側に3個確認したが西・北壁側では検

出できなかった。ベット状遺構は認められない。

遺物は、甕．壺．高坏等があるが、おおむね北側壁際に集中する傾向があった°

出土遺物（Fig・11）

壺形土器（14．15）いづれも小型壷である。14は口径9．4cm、器高9．3cm。「く」字状の言綾部

は内等ぎみに長くのびる。小さめの扁球形胴部に小さな平底がつく。15は短く外反する「く」

字状言練のもので、球形の胴部がつく°　BIII類。

甕形土器（16－19）16－18は口綾部が短く「く」字状に外反するもので、端部を小さくつま

み出す。胴部は短胴で球形°AII類。19は布留系の影響を受けたもので「く」字状の言縁端部を

内方に小さくつまみ上げている。AIⅤ類。

高坏（20・21）20は坏部資料で、内彎ぎみに開く。21は脚部が短くストレートにのび、裾部

はラッパ状に開く°　C類。

SC－04（Fig10　PL．3）

F－Ⅶ区に検出した住居址で、ST－01より東へ8mほどの距離にあり、西半分以上はSC－03

によって切り取られて東側の壁を残すのみである。平面形は南北3・70mで方形をなすものと推

定される°壁高は25cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦である°柱穴は検出できな

かった。

遺物はほとんど検出できなかった。

SC－。5（Fig．10　PL．5）
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Fig・9　SC－02出土土器実測図（1／4）
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F－XI区に検出した住居址で、SC－06の東2．0mの距離に隣接している。住居中央には炭片の

多く混入した径2・0mの円形土壙が切り込んでおり、床面は大半を破壊している。平面形は東西

3・47m、南北3．45mを測る方形をなし、面積は11・9㎡である。壁高は29cmを測りほぼ垂直に立

ち上がる°床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は3個あり、主柱穴は4本と考えられるが、西

壁側の柱穴は破壊によるものか検出できなかった。　　　　　　　　　　　　

遺物は土師器壺・甕・高坏等が全域にわたって散布する。　　　　　　　

出土遺物（Fig．11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

壺形土器（22・23）いずれも小型壷である。22は「く」字状の言綾部がストレートに長くの

び、球形の胴部がつく°BIⅤ類。23は「く」字状の言綾部が短くストレートにのび、胴部は球形

である。BIII類。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

甕形土器（24．25）いずれも「く」字状の言綾部は内雪ぎみに立ち上がり、端部は内側に小

さくつまみ出す手法のもので、布留系の影響を受けたものである。AIⅤ類°25は口径12．4。Ⅲで、

球形の胴部はやや肩がはる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高坏（26・27）26は口径18．3cm。坏部は内等ぎみに大きく外方に開く。27は脚部で、短くス

トレートにのび、裾部は小さく開く。C類。　　　　　　　　　　　　　　　

SC－06（Fig．12　PL．5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

F－XI区に検出した住居址で、ST－01の北東10mにある。平面形は南北4．86m、東西4．17m

の方形をなし、面積は20・2㎡である。壁高は38cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦

である。柱穴は精査したが検出できなかった。南壁際西に寄って115×85。Ⅲ、深さ25。㎡の楕円形

の土壙がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

遺物は、壺．甕・高坏等が少量出土した°　　　　　　　　　　　　　　　

出土遺物（Fig．14・192）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

壺形土器（28．29）28は小型壷である。「く」字状の口綾部は内雪ぎみに開き、球形の胴部が

つくものである。ちⅠⅤ類。29は球形の胴部をもつ大型のもので、最大径26・2。mを測る。

高坏（30－34）いずれもC類°30－32の休部は反りぎみに開き、端部は小さくつまみ出すよう

にしておさめる。33は体部下半に凸帯状の段をつくり出し、言綾部は反りぎみに開く。34は脚

部資料で、ストレートにのび、短くラッパ状に開く裾部は端部を小さくつまみ上げている。底

径13．4cm。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

石錘（32）長さ8．5cm、幅5・6cm、厚さ4．7cmの有溝石錘である。溝は短軸に平行し、幅広であ

る°このタイプの石錘は瀬戸内海沿岸に主とし、東は駿河湾、西は博多湾までの広い地域に分

布するもので、手釣り用の沈子と推定される。花南岩系。重さは260g。　　

SC－07（Fig12　PL．5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

F－XI区に検出した住居址で、ST－01の北東7mの距離にある。SK－12、SC��h�S��,h�
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Fig．11SC－03．05出土土器実測図（1／4）
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複関係にあり、

この中で最も

古く、SK－12

→SC－06．09

→SC－07と

なる。平面形

は南北4．43m、

東西3．87mを

測る方形をな

し、面接は17．

1㎡である。壁

高は22cmを測

り、ほぼ垂直

に立ち上がる。

床面は平坦で

あるが、東・

南方向に傾斜

コ：
．

Cr1

b
ヨ

S0－08

Fig．13　SC－08実測図（1／60）

する。柱穴は

南東隅とSC－06南側の柱穴を主柱穴とする4本柱と考えられるが、西壁側では精査したにもか

かわらず検出できなかった。

遺物の出土は少ない。

SC－08（Fig13　PL・3）

E－XI区に検出した住居址で、SC－09より南へ2mの距離にある。北西隅は土壙に、南壁は

ST－01によって大部分が破壊されている。平面形は東西3．74mを測り方形をなすと思われる。

面積は12．6㎡以上°壁高は17mを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦である。柱穴は東

壁際で2個検出した°

遺物は床面上より甕．高坏等を検出したが量的には少ない。

出土遺物（Fig．14）

壺形土器（35）口径12・4cm°　言綾部は直言ぎみに外反し、端分布を外方に小さくつまみ出す。

胴部はラグビーボール状の長胴形でDII類に属す。日録部内外と胴部外面は比較的丁寧な研磨を

施す。

甕形土器（36）「く」字状の口綾部は短く外反し、ラグビーボール状の長胴の胴部がつく、調

整は内外面ともに粗いハヶ目。口径18・1cm。AI類。
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Fig．14　SC－06．08出土土器実測図（1／4）
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高坏（37．38）A類の脚部

資料。脚部は細長くのび、

裾部はラッパ状に大きく開

く。裾端部は内方に小さく

つまみだす。外面は丁寧な

研磨を施し、下半に円孔を

穿つ。底径は37が20・1cm、

38が19．4cm。

SC－09（Fig．15　PL・5）

F－Ⅶ区に検出した住居

址で、ST－01より北へ5m

の距離にある。SK－12・

SC－07と重複関係にあり、

SC－07．より新しくSK－12　H．5・Om

より古い°平面形は南北3．

10m、西堂は消失している

が、約3・5mに推定できる長

方形をなすものであろう。

面積は10．2m2以上°壁高は

○土器
▲玉

3m

』一■一七一一一二一■＿－棗±亡3d

Fig・15　SC－09実測図（1／60）

26cmを測りほぼ垂直に立ち

上がる。床面は平坦である。栓穴は東側で3個確認できた。

遺物は土師器の壷．甕．高坏等があり、北東隅部に集中している°

出土遺物（Fig．16・17）

壺形土器（39．40）39は二重口縁の小型壷である°擬口線上の言綾部は直言した後に小さく

外反する。胴部は扁球形で小さく屑がはる。口径8．7cm。AIII類。40は口径13．3cm。「く」字状の

口綾部は長めでストレートに開く。BII類。

甕形土器（41．42）言綾部は内等ぎみに開くもので、布留系の影響を受けたものである。AIⅤ

類°41は口径15・6cmで端部を内側に小さくつまみ出す。42は口径17．6cm。胴部は卵形を里し、

やや薄手。

高坏（43－45）43は口径22・8cm。体部下半に凸帯状の段をつくり、日録部は反りぎみに開く°

C類。44は口径20．1cm、嶽高13．4cmを測る完形乱休部は下半に屈曲して掛）稜をつくり、言縁

部は反りぎみに開く。脚部はストレートにのび、裾部は跳ね上がりぎみに外反する。C顆。45は

脚部で、裾部はラッパ状に開く。
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Fig・16　SC－09出土土器実測図（1／4）

鉢形土器（46）台付の鉢で休部は内雪ぎみに立ち上がる。脚部は

ずんぐりと短く裾部は屈曲して短く開く。口径14．5cm、器高6．9cm。

G類°

器台（47）底径10．3cm。脚部は内雪ぎみに開き、裾部は小さく外

方につまみ出す。

勾玉（1・2）1は長さ23．9mm、厚さ5．5mm、重さ3・6gを測る。

⊂〕　0

0　　　　　3cm

ヒ＝仁一一丁二∃

Fig・17　SC－09

出土勾玉実測図（2／3）

背部が丸味をもつ半月形をなし、断面形は長方形を呈す°未製品で孔はない。蛇文岩製か。2

は長さ18mm、厚さ4mm、重さ1．3gの碧玉製勾玉°「く」字形をなす背部は丸みをおび、尾部は

ややすぼまる。色調は白いところもあるが緑色を呈す°



34

SC－10（Fig．18　PL・6）

E－XI区に検出した住居址で、ST－01の北西部に接し、南東隅をST－01の周溝によって破壊

されている。平面形は南北6．25m、東西5・78mを測る大型の方形で、面積は36．2㎡である。壁

は遺存状況が良く53cmの高さがあり、急峻に立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴

は12個あり、P・1－P・4を主柱穴とする4本柱と考えられる。

遺物は床面よりやや浮いた状況で、壷．甕・高坏．鉢等が多数出土した。また、南壁際より

SK－08

Fig・18　SC－10実測図（1／60）
3m

「「「一口11　－－1　5－－－－　－　－一一一」
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Fig．19　SC－10出土土器実測図（1）（1／4）
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Fig・20　SC－10出土土器実測図（2）（1／4）

滑石製の大型有孔石錘3個が出土している。

出土遺物（Fig19．20・21）

壺形土器（48～53）48は小型壺で、言綾部は内雪ぎみに開き、端部は直言する。50．51は二

重言線の壺で擬言綾部は凸帯状の段を有し、直言ぎみに開く言綾部は端部を水平に整えて外方

に小さくつまみ出す。胴部は屑のはった球形。AII類。52は口径9・4cm。言綾部は直言し、端部

小さく外反する。DI類。53は口径13・8cm°　口綾部は直言して立ち上がり、水平に整えた端部

は外方に小さくつまみ出す。胴部は長胴形で、中位に穿孔がある°　DII類。49は口径10・40m。

「く」字状の言綾部は短く外反し、扁球形の胴部がつく°器高に比べて貴大径が大きい。F類

に属する。
ヽ

高坏（56・57）56は口径22・0cm。言縁端部にカキ臼状の横凹線を巡らす。吉備系のものであ

ろう。57は細くストレートにのびる脚部でC類に属す。

器台（58）底径9・8cm°器壁は厚く、裾部はストレートに開く。A類。

鉢形土器（59－65）63．65は深手の鉢で、言綾部は鍔状に外反する。B類。62はやや浅めの鉢

で、言綾部は鍔状に長くのびて開く。口径27．8cm、器高7．3cm。C類。59－61．64はG類に属す

るもので、休部は内雪ぎみに膨らみ、言綾部は直言ぎみになる°鹿部は平底ぎみのものと丸底

ぎみのものがある。
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石錘（1－3）いずれも滑石製の大型有孔石錘

である°形状はやや楕円形で中央部に内径2・0－2・

3cmの孔を穿ち、断面形は扁平な不整六角形。整形

は粗く面取りした後に側線はノミ状工具によって

上下より鋭角的に削り出す。1は径19．0×14．3cm、

厚さ5・2－6．4cm、重さ2．87kg°　2は径18．0×14．8

cm、厚さ4．9～5・8cm、重さ1・62kg。3は径15．2×

13．4cm、厚さ5・4～6．4cm、重さ2．17kg。この外に

図示していない破片資料がある。

SC－11（Fig．22　PL．6）

E－Ⅶ区に検出した住居址で、ST－01の南面に

接してあり、南壁は攪乱を受けている。平面形は

南北5．17m、東西3．97mを測る長方形をなし、面

積は20・5㎡である°　壁高は40cmを測り、ほぼ垂直

に立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である°柱

穴は3個あり、主柱穴は長軸線上に並ぶP．1、

P・2の2本と考えられる。

遺物は量的には少ないが、弥生時代後期の長頸

壺．二重言縁壺・高坏等がP・1近くに比較的集中

して出土した°

出土遺物（Fig．23）

壺形土器（66～69）66は長襲壺で、頸部は細長

くラッパ状にのび、口綾部は小さく外方に開く°

BI類°　61はこ重言線壷で、口綾部は内傾する°

68・69は同タイプの胴部で、68は最大径部に三角

凸帯が巡る。AI類。

甕形土器（70－72）ロ綾部は短く「く」字状に

外反し、長胴形の胴部をもつものでAI類に属す

る°　口径は70が20．0cm、72が16．9cmを測る。73は

凸レンズ状の平底をもつ鹿部資料。

高坏（74・75）74は脚部が短くストレートにの

び、裾部は強く屈曲して水平に開く。C顆。75は

底径20・0cm。脚部は朝顔状に大きく開き、端部は

11－－5圭「

、－　∴　、

．1．・∴’
20cm

2．1．、1－　　　　　；　　　　　一　　　一　一　一一一」

Fig．21SC－10出土石器実測図（1／4）
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H．5．1m

○土器

0

長江＝‡主去＝車。。■。。ゴm Fig．22SC－11実測図（1／6。）

小さくつまみ出す。中位に焼成前の穿孔がある。A類。

SC－12（Fig・24　PL．7）

E－Ⅶ区に検出した住居址で、ST－01の南に接し、北半分はST－01の周溝によって破壊され

ている。平面形は東西4．90mで、南北が5．50mに復原出来る長方形をなす°壁高は遺存状況が

よく64cmを測り、ややゆるく傾斜して立ち上がる。床面は、浅い凹レンズ状である°柱穴は3

個ある。南西隅には120×70cmの楕円形を呈する、深さ20cmの浅い土壙がある。

遺物は壷．甕・高坏等のほか砥石も出土している。

出土遺物（Fig・25．26）

壺形土盛（76－78）76は口径8．1cmの長頸壷。言綾部はラッパ状に開く。BI類°77・78はBIII

類の小型壷である。「く」字状の言綾部は短めで、反りぎみに開くものである。口径は77が10．

6cm、78が10．5cm°

甕形土器（80－85）81－85はAI類のものである。言綾部は「く」字状に外反するもので、端
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Fig・23　SC－11出土土器実測図（1／4）

部を小さくつまみ上げるもの（81．82）と平坦に仕上げるもの（83．84）とがある。80は言縁部

がやや上方にストレートにのびるものである。球形の胴部に丸底の鹿部がつくものである°AIII

類。

鉢形土器（79）「く」字状の口綾部は短く反りぎみに開く。胴部は半球形で、丸底ぎみの小さ

な鹿部がつく。D類。

高坏（86・87・89．90）いずれもA類のものである。86はやや深手のもので口径25．0cm°内題

ぎみに立ち上がる休部は中位で弱く屈曲して稜をつくり、ロ綾部は直言ぎみに小さく外反する°

87は口径26・0cm。外反する言綾部は端部を水平に小さくつまみ出す。90は大きく朝顔状に開く
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Fig．24　SC－12実測図（1／60）

脚部で底径19．3cm。

器台（88）小型のもので受け部は内等ぎみに小さく開くものであろう。B類°

土匙（91）手捏ねの基部を欠く資料である。長さ9．7cm。断面形は台形に近い方形°

砥石（4）扁平な板状の荒研用砥石で両端部を欠く。砥面は表裏と両側面の4両が使用され、

表面は中央がわずかに凹んでいる°研砥の機能とともに作業台的機能も兼ねて使用されたもの

と思われる。砂岩質で長さ19・5cm、帽15．8cm、厚さ5．0cm。

SC－13（Fig・27　PL．7）

F－Ⅶ区に検出した住居址で、ST一01より南東5品の距離にあり、南東隅は土壙に切られ

る°平面形は東西4．11m、南北3．88mを測る方形をなし、面積は15．9㎡である。壁高は43cmを
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Fig・25　SC－12出土土器実測図（1／4）
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測りゆるく傾斜して立ち上がる°　床面は平坦である。

柱穴は精査したが検出できなかった。北西隅には85×

75cm、深さ18cmの浅い楕円形土壙がある。

遺物は甕．高坏等があるが量的には少ない。

出土遺物（Fig．28）

壺形土器（92・93）92は二重言縁壷。言縁部は小さ

く膨らんで鋭く内傾する°　口径20．4cm。93は同タイプ

の胴部資料で頸部との境に三角凸帯が1条巡る。AI

類。

甕形土器（94－96）いずれもAI類に属する。「く」字

状の口綾部は反りぎみに開き、平坦に整えた端部は外

方に小さくつまみ出す。胴部は長胴形。口径は94が19・

4cm、96が23・6cm。95は鹿部資料で底径4．5cm、凸レン

ズ状の平底。

高坏（97）口径28．5cm。内等ぎみに立ち上がる坏部

10cm

土1111；　　　一一」

Fig・26　SC－12出土石器実測図（1／4）

は中位で屈曲して弱い稜をつくり、口綾部は一旦直言した後反りぎみに開く°　口縁端部は内方

に小さくつまみだす。内面は暗文状に粗い研磨を加えている。A類。

SC－14（Fig・27　PL．8）

E－Ⅶ区に検出した住居址で、ST－01の西に接しており、東側半分以上をST－01の周溝によ

って破壊されている。平面形は南北が2．05mあり、東西も2・Om余の小型の方形と推定される。

壁高は24cmを測り、急峻に立ち上がる。床面はほぼ平坦である。柱穴は精査したが検出できな

かった。

遺物はほとんどなく、小礫石が比較的多く混入していた。

出土遺物（Fig．28）

甕形土器（98）口径24．3cm。「く」字状の口綾部は短く外反し、平坦に整えた端部は外方に小

さくつまみ出す。胴部は長胴形。調整は内外面とも粗いハヶ目。AI類。

SC－15（Fig．27　PL．8）

E－Ⅶ区に検出した住居址で、ST－01の東側封土下にある。東側はST－01の周溝（葦石）

に、南側は埋設管によって破壊され、北西のコーナー（3・40×3・0m）を残すのみであるが、復

原すれば一辺4mほどの方形となるものであろう。壁高は25cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上

がる。床面は平坦で、2個の柱穴のほか中央部に径1．35m、深さ10cmの浅い土壙がある。

遺物は量的には少ないが、壺・甕．鉢．高坏．器台等が土壙を中心にまとまって出土した。

出土遺物（Fig．29）
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Fig・27　SC－13．14・15実測図（1／60）
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Fig．28　SC－13・14出土土器実測図（1／4）

壺形土器（99～101）99はBI類の長頸壷。口頸部は細長くラッパ状に開く。外面は縦方向の研

磨を施す。口径11．6cm。100は小型壷。「く」字状の口綾部は長く外方に開き、端部は薄くなる°

胴部は玉葱状の扁球形°　口径10．1cm。BIⅤ類。101は口径21．7cm。口綾部はラッパ状に大きく開

き、端部は平坦に整えている。調整は内外面ともに粗いハヶ目。EI類。

甕形土器（102）口径18・9cm。「く」字状の口綾部は短くストレートに外方に開く。AI類。

鉢形土器（103）口径33．3cm、底径6．4cm、器高9・0cm。口綾部は鍔状に長く外方に開く。胴部

は扁平な半球形で、小さな凸レンズ状の鹿部がつく°　C類。

高坏（104－106）104は口径30・2cm、底径18．2cm、器高24．4cm。坏部は浅めで、言綾部は屈曲

した後反りぎみに外方に開き、平坦に整えた端部は外方に小さくつまみ出す。105は底径10．6
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Fig・29　SC－15出土土器実測図（1／4）
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cm。脚部は細長くラッパ状に開く。裾部に穿孔がある°106は底径20．0cm。裾部はラッパ状に開

く。平坦に整えた端部は水平に近く、端部は内方に小さくつまみ出す°　中位に穿孔がある。い

ずれもA類。

器台（107・108）いずれもA類。受け部はやや反りぎみに開き、脚部はラッパ状に開く。端部

は平坦に整え、受け部は外方に小さくつまみ出す。調整は内外面ともに粗いハヶ目。内面中央

部はヘラヶズ11°

SC－16（Fig・30　PL・9）

E－VII区に検出した住居址で、SC－20より北東へ5mの距離にある。平面形は南北4．90m、
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Fig．30　SC－16実測図（1／60）
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東西4．42mを測る方形をなし、面積

は21．6㎡である°　壁高は48cmを測り、

急峻に立ち上がる。床面は浅い凹レ

ンズ状であるが中央部は攪乱によっ

て大きく破壊きれている。北西壁側
L＿

．・．・．．－1

には弧状に幅の狭いベット状の段が

つく。柱穴は5個あるが主柱穴は明

確ではない。

遺物は壺・甕．高坏・砥石等があ

るが量的には少ない。陶質土器の甕

小片が1点出土している。

出土遺物（Fig・32）

壺形土器（109）口径9．1cmの小型

壺。「く」字状の口綾部はストレート

に開く。胴部は球形。BIII類。

甕形土器、（110－114）110．111は

AII類°「く」字状の口綾部は短く外

反する。口径は110が12．8cm、111が

12．2cm。112．113は布留系の影響を

受けたAIⅤ類。「く」字状の口緑部は

内題ぎみに立ち上がり、端部を内方

に小さくつまみ出す。口径は112が

15・Ocm、113が15・8cm°114は同タイ

プの胴部上半資料である°

高坏（115－119）115は口径23・3

cm°坏部はわずかに膨らんで外方に

開く°A類。116－119はC類に属す

る°116は口径20．6cm。体部下半に段

を作った後に言綾部は反りぎみに外

方に開く。119は底径16．0cm。脚裾部

は朝顔状に大きく開く°調整は内外

面ともにハヶ目。

陶質土器（120）小型甕の肩部資

ゥ霞

SC－17

エ
・

■ゝ

iカ
ヨ

D H．5．1m

3m

⊆Ⅱ∴一丁－1一　一；－　－1；－　　t一二∃

Fig．31SC－17．18実測図（1／60）
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料。外面は経常文の叩き目後に横

凹線が巡る。内面はナデ。

SC－17（Fig・31PL．10）

F－IX区に検出した住居址で、

SC－16より北へ3mの距離にあ

り、東半分は攪乱を受けている。

平面形は南北が2．73mを測り東西

もほぼ同規模の小型の方形をなす

と推定される。壁高は38cmを測り、

ゆるく傾斜して立ち上がる。床面

は浅い凹レンズ状である。柱穴は

精査したが検出できなかった。

遺物は壷．甕．高坏等があるが

量的に少ない。

出土遺物（Fig．32）

壺形土器（121－126）いずれも

小型壷である。121は口径9・2cm。

「く」字状の口縁部はストレート

に長くのびる。BI類。122は口綾部

がやや内雪ぎみにのびる。123は口

径13．2cmで言綾部は反りぎみに開

く。124－126はいずれもBIII類に

属する。「く」字状の口綾部はやや

反りぎみに短く開き、やや肩のは

った球形の胴部がつく。調整は外

面がハケ目、内面がヘラヶズリ、

口径は124が8・9cm、125が8．6cm、

126が8．2cm。

甕形土器（127．128）いずれもA

IⅤ類に属する。127は口径13．4cm。

128は口径13・6cm。内等ぎみに開く

「く」字状の言綾部は端部を水平

に整え外方に小さくつまみ出す。

SC－20
E

q
Ln

．

工

3m
土田。　i l　：　　一　一∃

Fig・33　SC－19・20実測図（1／60）
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高坏（129－131）129は口径18・6cm。坏部下半は平坦で、言

綾部は直線的に開く。131は底径11．0cm。脚部は短く、裾部は

屈曲して大きく外方に開く。

SC－18（Fig．31PL．10）

F－IX区に検出した住居址で、SC－19より北東へ4mの距

離にある。平面形は東西3．31m、南北3・25mを測る方形をな

し、面積は10．8㎡である。壁は道春状況がよく高さ49cmを測

り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが北

側にやや傾斜する。柱穴は6個ある。

遺物は壺・甕・高坏等があるが量的に少ない。

5

・瑚

一言I三二
くこ＝＞　　　　⊂⊃

⊂〕

4cm

ヒ二上－．　土二∃

Fig・35　SC－20出土石器、
勾玉実測図（2／3）

出土遺物（Fig・34）

甕形土器（132）「く」字状の言綾部は小さく外方に開き、胴部は肩のはった球形をなす。外

面はハケ目、内面はハヶ目・ヘラケズリ調整、口径13．5cm、AII類。

SC－19（Fig・33　PL．11）

F－IX区に検出した住居址で、SC－18より南西へ4mの距離にあり、西半分は攪乱を受け消

失している。平面形は南北で3．97mを測り一辺約4．0mの方形に復原できよう。壁高は35cmを測

り、急峻に立ち上がる°床面は浅い凹レンズ状で北壁側にやや傾斜する。柱穴は中央に1個あ

り、東・北壁には中心にむかう傾斜する小ピットがある。中央には楕円形の浅い土壙があるが

覆土が黒っぼく、炭小片を多く含んでいることから炉として使用したものであろう。

遺物は量的に少ないが、南東隅に比較的まとまって出土した。

出土遺物（Fig・34）

壺形土器（133・134）133は口径7・8cm。「く」字状の言綾部は短く開き、球形の胴部がつく。

BIII類。134は口径8．7cm、器高11．7cm。長めの言綾部は反りぎみに小さく開く。胴部は玉葱状の

扁球形をなす。BI類。

甕形土器（135－137）135は口径13・6cm。「く」字状の言綾部は反りぎみに開き、端部は内方

に小さくつまみ出す。胴部は球形をなす°AIⅤ類。136は同タイプの胴部資料であろう。137は口

径24．8cm。「く」字状の口綾部は短く、折り曲げたように大きく開く。AI類°

高坏（138）脚部はストレートにのび、屈曲して大きく外方に開く。底径12．1cm。C類

SC－20（Fig．33　PL・11）

F－Ⅹ区に検出した住居址で、SC－23より北へ4mの距離にある。埋設管等によって大部分

が破壊され、北のコーナー（2・83×2．25m）を残すのみである°壁の遺存状況は比較的良好で
／

壁高は42。mを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる°床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は精査し

たが検出できなかった°
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Fig．36　SC－21実測図（1／60）

遺物は壺・甕・高坏等の土器に混って玉も出土した。

出土遺物（Fig．34・35）

壺形土器（139．140）いずれも二重言線壷。139は口径15・2cm。擬言線上に凸帯状の段をつく

り、言綾部は直言する。端部は水平に整え、内方に小さくつまみ出す。AI類。140はAIⅤ類。言

綾部は反りぎみに開く。調整は内外面ともに粗いハヶ昌。

甕形土器（141）薄手の球形をなす胴部資料である。最大径20・5cm。調整は外面がハヶ目、内

面がヘラヶズリ。

高坏（143－／148）いずれもC類に属する。143は口径17．8cm。体部下半に三角凸帯状の段をつ

くり、言綾部は反りぎみに大きく開く。144は口径20・1cm。口綾部は大きく外反する。145は口

径20．0cm。休部は内雪ぎみに開き、言縁端部は小さく屈曲する。148は底径13．2C恥脚部は短く

裾部はラッパ状に開く。外面と裾部内側はハヶ目調整。外面はヘラヶズリ。
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Fig．37　SC－21出土土器実測図（1／4）

手捏ね土器（142）口径4．4cm、底径3．4cm、器高

3・9cm°鹿部は厚手の平底で、休部は直言して立ち

上がる°　B類°

勾玉（3・4）3は長さ20．2mm、厚さ3．5mm、重

さ1．3gを測る。背部は丸みをもつ半月形をなし、

鹿部はややすぼまる。頭頂部には「ⅤⅠ」字状の線

10cm

⊆コ－－1Ⅰ1－1；一　　　　一一二∃

Fig．38　SC－21出土鉄器実測図（1／2）
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○土器

Fig．39　SC－22実測図（1／60）

刻がある。蛇文岩製か°　4は碧玉製勾玉の未製品で、面取りした後、背腹面のみ粗く磨かれて

いる。頭部には内径1．7mmの孔があるが貫通していない。長さ15mm、厚さ3mm、重さ0・7g。色

調は淡緑色。
、

石鏃（5）安山岩製の打製石鏃で凹基無茎式。長さ23mm、厚さ2．5mmで、断面形は菱形に近い。

SC－21（Fig．36　PL．12）　　　　　　　　　　　　　　　　　着

E－Ⅹ区に検出した住居址で、SC－23より西へ5mの距離にある。SK－21・22．23と重複関

係にあり、この中で最も古い。平面形は東西4・49m、南北4．36mを測る方形をなし、面積は19．

5㎡である。壁の遺存状況は良好で高さ43cmを測り、急峻に立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状

である。西堂に沿って幅90cm、高さ20cmのベット状遺構が付設される。柱穴は7個あるが南北

壁に沿った2本が主柱となるものであろう。東壁際に120×85cmの楕円形土壙がある。

遺物は弥生時代の壷．甕・高坏等が出土したが量的には少ない。

出土遺物（Fig・37・38）
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Fig・40　SC－23実測図（1／60）

甕形土器（149－152）いずれもAI類に属する。「く」字状の言綾部は短く開く。胴部はラグビ

ーボール状の長胴形で、凸レンズ状の鹿部がつく°調整は内外面ともに粗いハケ日。149は口径

14．1cm。150は底径6．2cm。151は口径18．0cm、底径6．1cm、器高23・4cmで、言綾部は端部を平坦

に整え外方に小さくつまみ出している。152は底径6．0cm°

高坏（153－155）153．154はA類に属する。休部は内彎ぎみに立ち上がった後に屈曲して弱い

稜をつくり、言綾部は反りぎみに外方に開く。口径は153が24．2cm、154が26．7cmと大型である。
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二一「

20cm

し田1田『．－田－！一一一1－田。－』－．－′一一ロー，田田一一一」

Fig．41SC－22．23出土土器実測図（1／4）
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155は底径19．0cm。脚部は細長くラッパ状に大きく

開く。裾部に焼成前の穿孔あり。外面は研磨、内

面はヘラヶズ11・ナデ調整を施す。

鉄鏃（1）圭頭斧箭式に属するもので、身幅2・

2cm、長さ10・5cmを測る。

SC－22（Fig．39　PL．121

－Ⅲ5
◎

2

cm

O
言

Fig・42　SC－23

出土玉実測図（2／3）

－偲
2　．’葛も3

0　　　　　　　5cm
5　．　1　－　．－－－」

Fig・43　SC－23出土
鉄器実測図（1／2）

E－IX区に検出した住居址で、SC－73より南東

へ2mの距離にある。東・西堂側は攪乱を受けている。平面形は南北4・42m、東西3．9mを測る

隅丸方形をなし、面積は17．3㎡である。壁高は43cmを測り、急峻に立ち上がる。床面はほぼ平

坦である。南北に並んで2個の主柱穴が配される。

遺物は壺・甕．高坏が全域に散布するが量的には少ない。

出土遺物（Fig．41）

壺形土器（156－158）156は口径19．5cmの二重言縁壺°擬言線上の言綾部は膨らみぎみに内偵

し、端部は平坦に整える。調整は内外面ともにハヶ目。AI類。157は口径8．2cm、器高10．0cmの

小型壺°「く」字状の言綾部は短くストレートに開き、胴部はやゝ屑のはった球形をなす。BIII

類。158は口径11・0cm、器高11．9cm。言綾部は直言ぎみに立ち上がった後に小さく外反する。胴

部は屑のはった扁球形で、丸底ぎみの小さな鹿部がつく。調整は口綾部内外と外面が研磨、内

面がハヶ目。

甕形土器（159－162）159．160はAI類°「く」字状の口綾部は短く外反する。口径は159が12・

8cm、160が18．2cm。161は長胴形の胴部に小さな平底がつく胴部下半の資料で、底径2．2cm。162

は口径14．5cm、底径5・7cm、器高14．6cm。「く」字状の口綾部は短く内雪ぎみに開く。胴部は砲

弾形で、厚手の平底がつく。AVI類。

鉢形土器（165）休部はコップ状で、言綾部は直言して立ち上がる。平坦に整えた端部は内傾

し外方に小さくつまみだす。E類°

高坏（163）脚裾部はラッパ状に大きく開く。端部は両側を平坦に整えとがりぎみになる°　底

径20・8cm。

手捜ね土器（164）口径6．0cm、器高3．3cm。休部は現状の半球形で、言綾部は小さく直言す

る。D類。

SC－23（Fig・40　PL・13）

F－Ⅹ区に検出した住居址で、SC－21より東へ5mの距離にある。北壁を中央部はSK－18・

19によって切られている。平面形は南北5・85m、東西5．15mを測る長方形をなし、面積は30・i

mzである。壁の遺存状況は良好で高さは63cmあり、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦である°

柱穴は4個あるが北東隅部では精査したにもかかわらず検出できなかった。西・南壁には中心
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Fig・44　SC－24実測．図（1／60）

にむかった小ピットがある。北壁寄りのところに楕円形の浅レ－土壙がある。

出土遺物（Fig・41．42・43）

甕形土器（166－170）166は口径35・4cmと大型である。言綾部はラッパ状に開き、平坦な端部
．－一．－

には山形の刻目を施す言調整は内外面ともにハヶ目。AI類°167は口径14．4。Ⅲ。「く」字状の言

緑部は反りぎみに外方に開き、球形の胴部がつく。AII類。168は口径10・3cm、底径4．7cm、器高

13．9cm。「く」字状の言綾部は短く開き、平坦に整えた端部は外方に小さく摘み出す。胴部は卵

形で、厚手の平底がつく。

鉢形土器（171）口径14．0cm、器高5．5cm°休部は半球形で、口綾部は短く「く」字状に開く。
）

B類。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／

高坏（172）脚部は短くラッパ状に開く。調整は外面がナデ、内面がヘラケズリ°C類。
＼＼

管玉（5）長さ15mm、径3孟こ＼＼卑さ0．4gの碧玉製管玉で、孔は同一の大きさで貫通してい／

／

／

一一1－－－／一／ノ′一一＼＼／／／－＼＼＼／ノ
／／
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る°　色調は緑色。

鉄鏃（2）全容を知りえないが鉄鏃茎部の資料であろう°長さ3．7cmを測り、断面形は長方

形。

不明鉄器（3）長さ2．7cm、身幅1．3cmを測る扁平な先端部資料で全容は不明。剣の切先かと

も思われるがやゝ小さすぎる。一部に木質が残る。

SC－24（Fig・44　PL．14）

F－XlII区に検出した住居址で、ST－02より北東へ5mの距離にある°　平面形は南北4．85m、

東西4・54mを測り、やや胴のはった隅丸方形をなす。面積は22・0㎡°壁高は57cmを測り、ほぼ

垂直に立ち上がる。床面は平坦である。柱穴は6個あるが隅角に近い4本が主柱穴となるもの

であろう。床面から20cmほどの面に炭化材片や炭化物が散らばっており、家災家屋と考えるこ

とができる。

遺物は壺・甕等が比較的原位置に近い状況で出土した。

出土遺物（Fig．45．46．49）

壺形土器（173．174）173は口径10．7cmの小型の二重言縁壺°　擬

言線上の言綾部は反りぎみに短く直言する。内外面ともにハヶ目

調整°174は口径10．5cm、底径1．9cm、器高11．0cm。「く」字状の言

綾部は直言ぎみに小さく外反する。胴部は肩のはった玉葱状で、

小さな平底の鹿部がつく。BI類°

甕形土器（175－178）177・178は二重口縁をもつC類。擬言縁は

短く「く」字状に外反して三角凸帯状に小さく張り出し、口綾部

は一旦直言した後に小さく外反する。口径に177が15．5cm、178が

20．2cm。175．176はD類に属する。175は口径10．3cm。短く開く「く」

字状の言綾部は三角凸帯状につくり出し、外見上は二重言線状を

なす。176は口径10．1cm、底径3．0cm、器高10．5cm。「く」字状の言

綾部は小さく開き、端部を直ロぎみにつまみ上げており一見二重

言線状をなす。卵形の胴部に小さな平底がつく°

鉢形土器（179）休部

は内彎ぎみに立ち上が

り、「く」字状の口綾部

は緩く屈曲して反りぎ

みに短く開く。口径26・

0cm°　B類。

砥石（6）棒状のも

、
一
．
、
．

』
『

く皿4　0

中
－
・
㍉
十
㌦
L

0　　　　　10cm
土1ロ　ー1　　　　－j

Fig．45　SC－24
出土石器実測図（1／4）

10cm

Fig・46　SC－24出土鉄器実測図（1／2）

く＝＝＝）　6
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ので上下端を欠く。表裏面と両側面が砥面として使用され、砥面は中央が反りぎみに凹み、よ

く使用されている。砂岩質で、長さ20cm、幅7・8cm、厚さ4・0－5・4cm。

鉄鏃（4－6）いずれも無茎切刃造腸挟三角形式に属するものである。4は長さ4．9cm、身幅

2．6cmで、先端側には1対の孔があり装着痕が残る。5は長さ5・1cm、身幅2・7cm。6は長さ4．1

cm、身幅1・7cm。

SC－25（Fig．47　PL・14）

F－ⅦⅤ区に検出した住居址で、ST－02の南東1mの距離にあり、東壁側の方形周溝遺構によ

SC－25

○土器

3m

「口ロー∴　－；一一　′一一　一；一　一1－　＿」

Fig・47　SC－25実測図（1／60）
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って切られている。平面

形は南北5．14m、東西4．

94mを測るやや胴張りの

隅丸方形をなし、面積は

25．4㎡である。壁高は38

cmを測り、ゆるく傾斜し

て立ち上がる。床面は浅

い凹レンズ状である。柱

穴は7個あり、主柱穴は隅

角のP・1－P．3を含む4

本と考えられるが、東隅

部の柱穴は土壙の重複に

より梢失していた。

遺物は壺・甕・高坏等

があるが量的に少ない。

出土遺物（Fig．49）

壺形土器（181）玉葱状

の胴部をもつ長頸壷の胴

部資料であろう。調整は

内外面ともにハヶ目。底

径3．5cm、胴部最大径17．
Fig・48　SC－26実測図（1／60）

H．壁

9cm°

甕形土器（180・182－185）183－185は「く」字状の言綾部が短く外反するものでAI類に属す

る°183は口径10・8cm。184は口径21・9cmで、平坦に整えた端部は上方に小さくつまみ上げてい

る°180は口径11・2cm。「く」字状の言綾部は短く直線的に開き、端部を内側に小さくつまみ出

す。布留系の影響を受けたものでAIⅤ類。

SC－26（Fig．48　PL．15）

E－XlII区に検出した住居址で、ST－01の北西1mの距離に摸して位置する°北半分は攪乱を

受けているが東西は4．52mを測り、方形プランをなすものと推定される。壁高は38cmを測り、

ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は5個ある。東・南壁のコー

ナー部には径20cmの小ピットが壁面に打ち込まれている。

遺物は少ないが東側に集中して拡がる。

出土遺物（Fig・49）
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Fig・49　SC－24．25．26出土土器実測図（1／4）
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甕形土器（186－189）186は口径12．6cm°肥厚した「く」字状の言綾部は短く外反し、端部は

小さくつまみ上げて稜をつくり一見二重言線状をなす°胴部は卵形°調整は内外面ともに言綾

部がヨコナデ、胴部はヘラケズリ。D類°187は口径15・8cm。「く」字状の言綾部は短く外反し・

端部は平坦に整えて外方に小さくつまみ出す°胴部は卵形°調整は内外面ともにハヶ目°AI

類°188189は鹿部資料°底径は188が7．8cm。189が7．5cm。

SC－27（Fig．50　PL．15）

E－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－28より北西へ2mの距離にある°平面形は南北6．15m、

東西5．10mを測る長方形をなし、面積は31．4㎡である。壁高は35cmを測り、ゆるく傾斜して立

ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である°柱穴は12個あるが、主柱穴は明確でない°

遺物は甕・壷の小片が全域に散布しているが量的には少ない°

Fig．50　SC－27実測図（1／60）
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H・5・Om

○土器

0

」Ⅱ。。。ヒコ。。。ヒ＝。＝＝＝∃m

Fig．51SC－28実測図（1／60）

出土遺物（Fig・52）

壺形土器（190）扁球形の胴部資料で、胴部貴大径16・1cmを測る。調整は内面がヘラヶズ11、

外面は研磨を施しており長頸壺の胴部になるものであろう。

甕形土器（191－194）191は底径5・0cmの胴部下半資料。長胴形の胴部に凸レンズ状の平底が

つく。192・193は言綾部が短く「く」字状に外反し、平坦に整えた端部は外方に小さくつまみ

だす。調整は外面がハヶ目・内面はハヶ目．ナデ仕上げ。AI類。192は口径13．2cm、底径4．0

cm、器高16．1cmで、卵形の胴部に平底の鹿部がつく。193は口径16．5。m°

鉢形土器（194）休部は内考ぎみに立ち上がり、言綾部は小さく内偵する。調整は内外面とも

にナデ調査。口径9・5cm。F類。

SC－28（Fig・51PL・16）

E－XlII区に検出した住居址で、ST－02のすぐ北西に接してある。平面形は東西5．13m、南北
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Fig．52　SC－27．28出土土器実測図（1／4）
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4．80mを測る方形をなし、面積は24．6㎡である。壁高は28cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上が

る。床面はほぼ平坦であるが南にむかってやや傾斜する。柱穴は8個あり、主柱穴は各コーナ

ー部の4本と考えられる。中央に径90cm、深さ20cmの円形土壙があるが覆土に炭を含み、壁が

淡く赤変することから炉であろうと思われる。

遺物は壺・甕・高坏等が多く、北側に集中する。

出土遺物、（Fig．52・53）

壺形土器（196・197）196は口径12・5cm°　口綾部は緩く屈曲して内

等ぎみに大きく開き、端部は直言ぎみに小さくつまみ上げる。197は

「く」字状の言綾部が直線的に開き、屑のはった球形の胴部がつく。

甕形土器（198－205）202．205はAII翠に属する°「く」字状の言

綾部は小さく外反し、端部は

小さく外方につまみだす°202

は口径17．0cm°205は口径15・

2cmで、球形の胴部がつく。

203・204は二重言縁をもつC

類に属する。短く「く」字状

に外反する擬言縁は小さく凸

帯状に段をつくり、言綾部は

反りぎみに開く。203は口径

17・3cm。204は口径14．0cm、器

高16・4cmで、卵形の胴部に小

さな鹿部がつく。198は口径7．

6cm、底径2．7cm、器高6・0cmを

測る。言綾部は短く「く」字

状に開いた後に小さく直言す

る。胴部は卵形を呈し、厚手

の平底がうく。D類に属する

ものである。199は口径7．4cm。

「く」字状の言綾部は小さく

朝顔状に開く。

鉢形土器（206）口径13．5

cm、底径3・6cm、器高5．0cm。

休部は内雪ぎみに立ち上がり、

A

SC－29
。Ⅰ

◎モ］①
6

Fig．53　SC－28

出土玉実測図（2／3）

H・4・9m B

H・4・9m D

Fig．54　SC－29実測図（1／60）
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小さな丸底ぎみの鹿部がつく。調整は内

外面ともにパケ目。G類。

高坏（207・208・210）210は口径9．5

cm。坏部は内彎ぎみに立ち上がり、言綾

部は直言ぎみに小さくつまみ上げる。脚

部は短く開くものであろう。

手捜ね土器（195・209）195は口径4．8

cm、底径1・9cm、器高6・2cmの壺形。言綾

部は小さくつまみ上げて直言する。胴部

は球形で、上げ底ぎみの平底がつく°C

類。209は盃形のもので口径6．2cm、底径

2・8cm、器高3．2cmを測る°休部は直線的

20cm

。214

！1田田　；．　．　5

Fig・55　SC－29出土土器実測図（1／4）

に大きく開き、短く低い脚がつく°

小玉（6）径3．5mm、厚さ2．7mmのコバルトブルーのガラス小玉である°孔

に平行して気泡が並ぶところがあり、孔を平行方向にのばして製作したもの

であろう°孔はやや斜行する°

SC，29（Fⅰg・54　PL・16）

E－XlII区に検出した住居址で、ST－02より南西方向へ3mの距離にある

が、北半分は埋設管等による攪乱を受けて消失している°平面形は東西壁が

4・36mを測り、一辺が約4．50mほどの方形をなすものであろう。壁高は18cmと

浅く、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面はほぼ平坦である°柱穴は5個あるが

主柱穴は明確ではない。南壁側には直径約85cm、深さ30cmの円形土壙がある°

出土遺物（Fig．55－57）

Fig．56　SC－29
出土勾玉実測図

（2／3）

酢土器（211－214）211は口径14．1cmの二重言縁をもつものでC類に属す　』＝＝豊田

る。擬言縁は短く「く」字状に外反した後に屈曲して小さな凸帯状の段をつ

くり、言綾部は小さく外反する°213は口径11．0cm°二重言縁をもつ小型の甕　Fig・57

でD類に属する。短く「く」字状に開いた擬言線は屈曲して強い稜をつくり・直㌫豊（1／2）
言する言綾部を小さく外方につまみ出す°214は短い「く」字状の口縁部をもつ

もので、言綾部直下に三角凸帯が1条巡る°調整は外面がハケ目、内面はナデて仕上げている°

勾玉（7）「C」字形をなす背部は丸みをおび、鹿部は細くすぼまる°断面形は方形に近く、

色調は乳白色を呈す。長さ14mm、厚さ5mm、重さ2gを測る。

鉄鏃（7）長さ5．5cm、身幅1．2cmを測る有茎両丸式鉄鏃である。茎部の断面は方形をなし、

一部に木質が残る。
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SCー30（Fig．58　PL・17）

D－ⅦⅤ区に検出した調査区

最南端の住居址で、円形周溝

墓より北へ4mの距離にあり、

西側には7基の箱式石棺墓が

南北に並ぶ。東壁は挽乱によ

って消失しているが、平面形

は東西3・50m、南北3．10mを

測る小型の長方形をなすもの

と推定される。壁高は40cmを

測り、ゆるく傾斜して立ち上

がる。床面は平坦であるが、

中央部が浅くレンズ状に凹む。

柱穴は西・北壁側に2個検出

したが主柱穴は明確ではない。

H・5・1m

遺物は住居址中最も多く、　　　　　　　　　　Fig．58　SC－30実測図（1／60）

200個体以上の壺・甕）高坏等が幾重にも折り重なる状態で出土した。この総量は一家屋の使用

量にしては異常に多いもので、集中保管したまま何んらかの理由で放置したものか、あるいは

一括投棄されたものではないかと推測される。

出土遺物（Fig．59－68）

壺形土器（215－244・246．253）215－240は小型壷である。238－240は言綾部がストレート

に長くのび、球形の胴部がつくものでBII類に属する。238は口径12・4cmで、端部を直言ぎみに

小さくつまみ上げる。239は口径13．1cmで、底径3．6cmの小さな平底の鹿部がつく。240は口径12・

5cmで端部を外方に小さくつまみ出す。215・217・222－229・232．234・237は言綾部が短く外

反し、器高が10cm内外を測るものでBIII類に属する°胴部は扁球形で、鹿部は尖底ぎみになる

ものと丸底ぎみになるものとがある。216・218－221・231は「く」字状の言縁部がストレート

にのび、頸部直上が段状に小さく膨らむもので、BIⅤ類に属する°胴部はやゝ屑のはった扁球

形で、鹿部は尖底ぎみのものと丸底のものとがある。233は口径8．9cm、器高8・5cm。言綾部は内

題ぎみに直言して立ち上がる。244は口径21．3cmの二重言縁壺でAI類のものである。言綾部は

内等ぎみに直言し、平坦に整えた端部は小さく内傾する。241はAII類の二重口縁壺である。擬

言縁直上には横凹線が1条巡り、直言する言綾部は小さく開く。端部は平坦面を水平に整え小

さく外方につまみ出す。胴部は屑のはった卵形をなす。246はAIII類の二重言縁壷。口綾部は直

言ぎみに立ち上がり、端部を反りぎみに外方につまみ出す。243は口径10．8cm。口綾部部は反り
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Fig．59　SC－30出土土器実測図（1）（1／4）
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Fig．60　SC－30出土土器実測図（2）（1／4）
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Fig・61SC－30出土土器実測図（3）（1／4）
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Fig・62　SC－30出土土器実測図（4）（1／4）
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Fig．63　SC－30出土土器実測図（5）（1／4）
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Fig・64　SC－30出土土器実測図（6）（1／4）
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Fig．65　SC－30出土土器実測図（7）（1／4）
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Fig・66　SC－30出土土器実測図（8）（1／4）
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Fig・67　SC－30出土土器実測図（9）（1／4）
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ぎみに直言する。胴部は卵形。C類。253は口径19．5cm、器高33．0cmの大型

壷。「く」字状の言綾部は大きく外反し、端部は外方につまみ出す。

甕形土器（245・247－252・255－275）249・250．254－261・264・270－273

は言綾部が短く「く」字状に外反し、胴部が短胴の球形をなすものでAII

類に属する。247・248．251・252．264．265は「く」字状の言綾部が上方

に長くのび、卵形の胴部をもつものでAIII類に属する。262・263．266－268

は「く」字状の言綾部が内雪ぎみに立ち上がり、端部を内側に小さくつま
／

み出すもので、布留系もしくはその影響を受けたものである。AIⅤ類に属

する。269・274．275は言綾部が直言した後に小さく外反するもので、端部

◎9
8　　①

0

0　　　　2cm

［二二モ＝∃

Fig．68

SC－30出土

玉類実測図（2／3）

は内側に小さくつまみだす。胴部は屑がはり、外面に叩き目を施すものでB類に属する。245は

口径10・Ocmの二重言縁をもつものでC類に属する。擬言縁は短く「く」字状に外反し、言綾部

は直言して立ち上がる。

鉢形土器（306）口径13．0cm、器高7．2cm°休部は半球形で言綾部は直言して立ち上がる。G

類に属する。

高坏（276－304）いずれもおおまかにはC類の範ちゅうに含まれるが豊富なバリエーション

があり、更に細分化されるものである°　坏部についてみれば休部が内等ぎみに立ち上がり、言

綾部が外反するものと、体部下半に凸帯状の段をつくって言綾部が外反するものとに大別され

る。脚部はストレートにのびて裾部が屈曲して短く開くものと、大きくラッパ状に開くものと

に分けられる°　303の脚裾部内面にはヘラ記号がある。

器台（305・307）305は口径8・7cm、器高7．9cm。受け部は内雪ぎみに開き、脚部は短く朝顔状

に開く。B類に属する°

蛸壷（309）口径6．0cm、器高10．5cm。休部はコップ状に直言し、言綾部直下に穿孔がある。

半欠する為に明確ではないが、外面には人面様の線刻がある。調整は内外面ともに指頭押圧後

にていねいにナデて仕上げている。

須恵器高坏（308）口径14．9cm°休部は内等ぎみに立ち上がり、口綾部は直言する。平坦に整

えた端部は小さく内偵する。調整は内外面とも、口綾部がヨコナデ、休部はナデて仕上げてい

る。本住居址出土の遺物で唯一の須恵器である。

勾玉（8）背部は丸みをおび、半月形をなす°長さ18mm、厚さ2・5－4．7mm、重さ1g。断面

形は円形に近い。

小玉（9）径4．1mm、厚さ2．3mmのライトグリーンのガラス小玉である。

SC－31（Fig．69　PL．18）

C－XIII区に検出した住居址で、砂丘尾根上に南北に連なる住居群中で南端に位置する。、SC－

35より南東へ3mの距離にある°平面形は南北5．80m、東西4．80mを測る隅丸方形をなし、面
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H．5．0m

Fⅰg・69　SC－31実測図（1／60）

積は27．9㎡である°壁の遺存状況は良好で、高さは83cmを測り、急峻に立ち上がる°床面は平

坦であるが中央部が浅くくぼんでいる。主柱穴は南北筋の2本と考えられる°主柱大間に炉址

を検出した。炉は120×85cmの楕円形で、浅くレンズ状に凹み、炭片を含む淡黒色砂が充満して

いた。

出土遺物（Fig．70－72）

壺形土器（310－312）310は口径5・7cm。言綾部が細長くラッパ状に開く長頸壷でBI類°311

はBIII類の小型壺°「く」字状の口綾部はストレートに開き、端部は尖る°胴部は扁球形で、頸

執こ穿孔がある。口径10．2cm、器高10．8cm°313は口径13．8cmの小型壷。「く」字状の言綾部は
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．

Fig．70　SC－31出土土轟実測図（1）（1／4）



71

一一ヽ、－

言，三二，

Fig．71SC－31出土土器実測図（2）（1／4）
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〒一三十二■）
Fig．72　SC－31出土土器実測図（3）（1／4）

短く外反する。312は口径10・6cm、口綾部は短く直言する。胴部は卵形で厚手の平底がつく。D

I類。

甕形土器（315－325）315－317はAI類の甕である。「く」字状の言綾部は短く外反し、砲弾状

の長い胴部がつく。調整は内外面ともにハヶ目°315は口径19・2cm。316は口径22・2cmで、平底

の鹿部がつく。317は口径20．0cm。318・324はAII類に属する甕である。「く」字状の口綾部は

短く外反し、短い胴部がつくものである。324は口径14．2cm、器高20・1cmで尖底の鹿部がつく。

319・320・322・323は「く」字状の言綾部が上方にのびるものでAIII類に属する。胴部は球形

で丸底の鹿部がつく。321・325は「く」字状の口綾部が内等ぎみに立ち上がる布留系の甕でA

IⅤ類。言縁端部は内側に小さくつまみ出す°胴部は球形で丸底の鹿部がつく。

鉢形土器（314・326．327）314は口径13・4cm、器高11・3cm。言綾部は短く「く」字状に外反

し、小さな平底の鹿部がつく。D類°326は口径26．7cm、器高19・2cm。口綾部は鍔状に長く外反

し、半球形の胴部に丸底の鹿部のつくC類の鉢に脚のつくものである。脚は短くラッパ状に開

く°327は口径17・7cm、器高5・1cm。休部は内雪ぎみに立ち上がり、言綾部は小さく直言する。

高坏（328－333）いずれもC類に属する°坏部は下半が屈曲して弱い段状の稜をつくり、口

綾部は反りぎみに開く°稜直上には凹線の巡るものがある。脚部はストレートにのびて裾部が
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Fig・73　SC－32実測図（1／60）

屈曲して開くもの（330・332・333）と短く筒状に開くもの（331）がある°

支脚（334）受け部が囁状になる沓形のもので、脚部は直線的に短く開く。

SC－32（Fig．73　PL．19）

B－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－36の西2mにあり、SR－282と重複する°平面形は南北

5．68m、東西4．53mを測る隅丸長方形をなし、面積は25．8㎡である°壁の遺存状況は良好で壁

高は84cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦である。柱穴は7個あるが・主柱穴は肩

面中央の南北筋の2本と考えられる。南西隅には85×70cm・深さ35cmの楕円形土壙がある°

遺物は壷．高林等の完形土器があるが、住居址中央に集中して拡がる°

出土遺物（Fig．74・75）

壺形土器（335－339）すべて小型壷である°339は二重言緑のAIII類。擬言緑は短く「く」字
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Fig・74　SC－32出土土器実測図（1）（1／4）
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Fig・75　SC－32出土土器実測図（2）（1／4）

状に外反して凸帯状の段をつくり、言縁部は短く直言した後に小さく外反する°口径9．3cm、器

高12・Ocm。335．338はBIII類に属する。「く」字状の言綾部は短く外反する。338は小さな平底の

鹿部が付く°337は口径7．2cm。言綾部は短く直言した後に小さく外反する°胴部は扁球形。F

類。336は口径13．3cm、器高11．1cm。言綾部は長く直線的に開き・扁球形の胴部がつく。

甕形土器（340～343）340は口径15・0cm。「く」字状の言綾部は短く開き・田植の胴部がつく°

AI類。341・343はAII類の甕である。言綾部は「く」字状に外反し、胴部は倒同で球形をなす。

341は口径15．0cm。343は口径11．0cmで尖底ぎみの鹿部がつく。342は口径13．3cm。布留系の影響

を受けたものでAIⅤ類に属する。「く」字状の口綾部は内彎ぎみに開き・端部は直言ぎみにつま

み上げる。胴部は短めの卵形で尖底ぎみの丸底が付く。

鉢形土器（345－347）345は口径12．0cm、器高11．5cm。胴部は砲弾状をなし、口綾部は小さく

内偵する。E類。346は口径22．5cm。胴部は下脹れの半球形で、口綾部は鍔状に長くのびる。C顆に

属する°

高坏（348－352）348は坏部が直言ぎみに立ち上がる鉢状をなし、端部は小さくつまみ出す°脚

部は低く朝顔状に大きく開く。上位に円孔を穿つ°349．350はA類に属する大型の高坏である°

休部は内彎ぎみに立ち上がり、言綾部は大きく外反する。349は口径28・8cm0350は口径31．4cm

で言綾部外面と内面全域に箆描きの粗い暗文を施す°351・352はC類の高坏で、口綾部はストレ

ートに開く。352は口径16．8cm。直線的にのびた脚は裾部が強く屈曲して反りぎみに開く。

SC－33（Fig．76　PL．19）

C－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－36より東へ3mの距離にあり、南隅部はSC－37によって

切られる。平面形は南北6．60m、東西4．70mを測る長方形をなし・面積は31・0㎡である。壁の
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Fig・76　SC－33実測図（1／60）

遺存状況は良好で・高さ88cmを測りゆるく傾斜して立ち上がるが西堂

は垂直になる。床面は浅い凹レンズ状である°中央部東寄りの位置に　－

炉がありこれを取り囲むように8個の柱穴がある。炉は140×85。m、深

さ12cmの楕円形で浅いレンズ状に凹み、炭・焼砂が堆積していた°炉

を中心に西側に薄い炭層の拡がりが認められた。灰の掻き出しによる

く＞

°

訊8二錮
0　　　3cm
と二一一一　一二二∃

Fig・77　SC－33出土

銅鏃実測図（1／2）
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Fig．78　SC－34・35実測図（1／60）
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ものであろう。

出土遺物（Fig．79）

壺形土器（353．354）353はBII類の小型壷。口径は12・4cm°「く」字状の言綾部は長くストレ

ートにのびる。354はBIII類の小型壺°「く」字状の言綾部は短く直線的にのび、球形の胴部がつ

く。

甕形土器（355）AI類に属するもので言綾部は短く「く」字状に外反するものであろう。胴部

は砲弾形で平底の鹿部がつく°調整は内外ともに粗いハヶ日。

鉢形土器（358・359）358は口径19．0cm、底径3．8cm、器高9．4cm。胴部は内等ぎみに立ち上が

り、言綾部は直言ぎみになる。鹿部は小さな平底で厚手である。F類。359は口径12・6。m、底径

3．7cm、器高11．9cm。胴部は半球形で、言綾部は屈曲して強く内傾する。F類に属するものであ

る。

高坏（356・357）いずれもC類に属する高坏である。言綾部は反りぎみに大きく開き、端部は

小さくつまみ出す。356は口径18．7cm。357は口径18．8cm。脚部は直線的に短くのび、裾部は反

りぎみに開く。

銅鏃（8・9）有茎鏑造腸挟柳菓式に属する。開部は損傷が著しい。8は全長5．1。㎡、身幅1．

0cm、茎長3・0cmを測り、反りが強い。茎部にはバリのかソト痕が残る。重さ4．5g°9は全長3．

4cm、身幅0・8cm。

SC－34（Fig．78　PL．20）

C－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－62のすぐ南1mの距離にある。平面形は南北2・98m、東

西2．80mを測る小型の方形をなし、面積は8．40㎡である。壁高は30cmを測り、ゆるく傾斜して

立ち上がる。床面は平坦である°柱穴は西壁の西隅と東隅際に3個ある。

遺物は壺・甕・高坏等があるが量的に少ない°

出土遺物（Fig．79）

壺形土器（360）口径24．3cm。言綾部は一旦直言ぎみに立ち上がった後に朝顔状に開く。胴部

は屑のはった卵形をなす。調整は内外ともに粗いハヶ目°EI類に属する。

甕形土器（361）口径15・5cm。「く」字状の言綾部は短く直線的に開く。胴部は短めの卵形をな

す。調整は内外面ともにハヶ目。

SC－35（Fig．78）

C－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－31より北西へ3mの距離にある。平面形は東西5．03m、

南北は西壁が5．60m、東壁が4．00mを測る台形状の方形をなし、面積は24．0㎡である。壁高は

29cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は7個あるが、

南壁側に集中する。北東隅寄りの柱穴間1・2mの範囲に炭片を含む黒色砂が薄く拡がり、炉址の

可能性がある。
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Fig．79　SC－33・34出土土器実測図（1／4）
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Fig・80　SC－35出土土器実測図（1／4）

遺物は量的に少ないが北壁側に集中して拡がる°

出土遺物（Fig．80）

甕形土器（362－365）363－365はいずれもAI類の甕である。「く」字状の言綾部は短く外反

し、端部は平坦に整えて内側あるいは外方に小さくつまみ出す。胴部は長胴の卵形をなし、平

底の鹿部がつく。調整は内外面ともにハヶ目。363は口径16．2cm。364は口径14．7。m、底径7・0

cm、器高25．5cm。365は口径20・Ocm、底径4．6cm、器高28．1cm。362は口径14．2。m。「く」字状の

言綾部は厚く、小さく外反する。調整は内外面ともにハヶ目。AII類に属する。

鉢形土器（366）口径21・7cm、底径3・4cm、器高13．9cm。「く」字状の言綾部は直線的に短く開

く。胴部は半球形で小さな平底の鹿部がつく。外面は丁寧な研磨仕上げ。B類°

／
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Fig．81SC－36実測図（1／60）

SC－36（Fig．81PL．20）

C－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－33より西へ3mの距離にあり、SR－319と重複する。平

面形は東西5・66m、南北5．42mを測る隅丸方形をなし、面積は30・6㎡である。壁の道春状況は

比較的良好で高さ44cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱

穴は4個あり、柱間は2．2mであるが西東の柱穴はやや西に寄る°なおSR－319は竪穴住居址埋

没後の凹みを利用して構築されたものである°遺物は壺－甕．高坏等がある°

出土遺物（Fig．82・83）

壺形土器（367－369）367は口径20・3cm。言綾部は直言して立ち上がった後に、小さくラッパ

状に開く。頸部に三角凸帯が1条巡る。胴部はやや屑のはった卵形をなす。368は球形の胴部に

朝顔状の口綾部がつくものであろう°369はAI類の二重言縁壺。口径24．8cm、底径8．8cm、器高
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Fig・82　SC－36出土土器実測図（1）（1／4）

／
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Fig・83　SC－36出土土器実測図（2）（1／4）

39・4cmと大型の壷である°頸部は直言ぎみに立ち上がった後に、朝顔状に外反して擬言縁をつ

くり、外方に凸帯状の段をつくる。言綾部は直線的に短く内傾し、端部は外方に直言して大き

くつまみ出す。口唇部と擬言綾部に刻み目を施し、頸部には三角凸帯が巡る。胴部は玉葱状を

なす。

甕形土器（370－375）370－372・375はAI類の甕である。言綾部は「く」字状に短く外反し、長

胴の胴部がつく。調整は内外面ともにハケ目。口径は370が20．1cm、371が21・0cm、372が19・8

cm。375は口径12．4cm、底径4．0cm、器高14．0cmと小型で、「く」字状の口綾部は折り曲げたよう

に水平に開き、端部を小さくつまみ上げる。373は口径13．3cm、器高16．4cm°「く」字状の言綾

部は反りぎみに開き、端部を小さくつまみ上げる。胴部は短卵形。AII類。374は布留系のもの

でAIⅤ顆に属する°内等ぎみに立ち上がる口綾部は、端部を小さくつまみ出す。胴部は球形を呈

する。

鉢形土器（376・377）376は口径19・4cm、底径4．6cm、器高7．6cm。言綾部はゆるく屈曲して短
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く直線的に開く°　胴

部は扁平な半球形で、

凸レンズ状の平底が

つく。B類に属する°

377は口径20．0cm。胴

部は内雪ぎみに立ち

上がり、直言する言

綾部は端部が小さく

内傾する。F類に属す

る。

SC－37（Fig・84

PL・21）

C－Ⅶ区に検出し

た住居址で、SC－35

より東へ7mの距離

にある。SC－33と重

複関係にあり新しい。

平面形は東西3．92m、

南北3．08mを測るや

や小型の長方形をな

し、面積は12．1㎡で

ある。壁高は29cmを

測り、ゆるく傾斜し

て立ち上がる。床面

は浅い凹レンズ状で

ある。主柱穴は北隅

を除く各隅にあり、

本来は4本柱であっ

たと考えられる。南

隅寄りのところに炭

を含む黒色砂層が70

cmの範囲で拡がって

おり、炉址であろう。

H．4．9m

H．5．2m

Fig．84　SC－37・38実測図（1／60）
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遺物は弥生時代後期の壺・甕．高坏等があるが

量的には少ない。

出土遺物（Fig．85）

石錘（7）滑石製の大型有孔石錘。形状は径19・9×

17．0cmの卵形に近い楕円形で、中央部に内径2．6cm

の円孔を穿つ。断面形は下半部を欠くが側線中央

を平坦に整え上下方向に削り出す扁平な八角形を

呈するが、上下の平坦面は磨き出して丸みをおび

る°　重さは3．64kg。

SC－38（Fig．84　PL．21）

D－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－39より北東

へ4mの距離にある。平面形は南北4．65m、東西

3．86mを測る隅丸長方形をなし、面積は18・0m2で

ある°　壁の遺存状況は良好で高さは47cmを測り、

ゆるく傾斜して立ち上がる°　床面は平坦である。

一一一一一一一一＿L．lL＿．：－．＿

ZOcm
5－1．l1　　i　　　－　　　富

Fig．85　SC－37出土石器実測図（1／4）
柱穴は南北柱間が2．00m、東西柱間が1．8mの4本

柱で中央部北偏りに炉址をもつ。炉は径70cmの円形で、深さ15cmの浅い皿状に凹む。炉址内は

炭片を含む黒色砂が堆積していた。

遺物は弥生時代後期の壷．甕・高坏等があるが量的に少なく、中央部に拡がる。

出土遺物（Fig．87）

甕形土器（378－381）「く」字状の言綾部は短く外反し、端部は小さくつまみ出す。胴部はラ

グビーボール状の長胴形をなし、凸レンズ状の平底がつくもので、いずれもAI類に属する。調

整は内外面ともにパケ目。378は口径19・3cm、器高25．7cmを測り、底径4・5cmの丸底ぎみの鹿部

がつく。379は口径16．4cm、底径5．5cm、器高26．1cm。380は口径21．5cm、底径7．9cm、器高33・6

cmを測る大型のものである。381は口径19．0cm、底径6．2cm、器高27．4cm°

SC－39（Fig．86　PL．22）

D－XI区に検出した住居址で、SC－38より南西へ4mの距離にある。平面形は南北5．45m、

東西4・43mを測る隅丸長方形をなし、面積は24．1m2である。壁の遺存状況は比較的良く、高さ

45cmを測り急峻に立ち上がる。床面は平坦である°　柱穴は北東隅が不明なものの、P．1－P．

3を主柱穴とする4本柱と考えられ、中央部には炭片を含む薄い炭層が拡がり炉であろう。

遺物は弥生時代後期の壺・甕．高坏等があるが量的には少ない。

出土遺物（Fig．87）

鉢形土器（382）休部は薄く内彎ぎみに立ち上がり、言綾部は小さく直言する。調整は内外面
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SC－39

○土器

H．5．3m

Fig．86　SC－39．40実測図（1／60）

『…
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20cm
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Fig・87　SC－38．39出土土器実測図（1／4）
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H．5・Om

2m

○土器
□石器

Fig・88　SC－41実測図（1／60）

ともにハヶ目°　口径16．0cm°　F類に属する。

高坏（383）底径18・1cmを測る薄手の脚部資料である。脚部は低く、ストレートに朝顔状に開

く。脚部上位に円孔を穿つ。外面はナデ、内面はナデ・ハヶ目調整を施す。

SC－40（Fig．86　PL．22）

D－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－39より南へ5mの距離にある。平面形は東西2・84m、南

北2・67mを測る小型方形をなし、面積は7．58m2である°壁高は44cmを測り、ゆるく傾斜して立

ち上がる°床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は精査したが南壁側で1個検出したのみである。

中央部に140×102cmの楕円形土壙がある。断面形は舟底状で深さは40cm。

遺物はほとんどなく、弥生時代後期の甕．鉢片を出土した。

出土遺物（Fig泊0）

鉢形土器（384）口径16．6cm。薄手の休部は内雪ぎみに立ち上がり、言綾部は小さく直言す
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1
Fig・89　SC－42．43実測図（1／60）
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Fig．90　SC－40・41・42．43出土土器実測図（1／4）

る。調整は外面がハヶ目、内面はナデて仕上げている°胎土には細砂粒．雲母粒を含み、焼成

は良好で色調は赤褐色。F類に属する。

SC－41（Fig．88　PL．23）

D－IX区に検出した住居址で、SC－42より北東へ3mの距離にある°SR－202．203と重複関

係にあり、最も古い。平面形は南北5・40m、東西4・55mを測る隅丸長方形をなし、面積は24．6

㎡である。壁高は38cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱

穴は11個あるが、南北軸中央に並ぶ4個の外側2個を主柱穴とする2本柱であろう。



遺物は量的には少

ないが、南壁際から

2個の石錘が重なっ

た状態で出土した。

出土遺物（Fig．90

・91）

甕形土器（385）

「く」字状の口綾部

は短く直線的に開き、

端部は平坦に整えて

いる°　胴部はラグビ

ーボール状の長胴形をなす。

調整は内外面ともに粗いパ

ケ目を施す。口径は19・8cm。

AI類に属する。

石錘（8．9）いずれも

滑石製の大型有孔石錘で壁

際より8を上にして重なっ

て出土したもので対として

使用されたものであろう。

形状は円形で中央に内径約

2cmの円孔を穿つ。断面形

は側線が平坦で、上面にむ

かって斜めに削り出す扁平

な台形である。円孔内には

．．－∴ ．〕

Fig．91SC－41出土石器実測図（1／4）

く＝：＞

Fig．92　SC－42出土鉄器実測図（1／2）　⊂＝コ

12

10
cm

Ⅲ

縦方向の、側線部には連続した横方向のノミ状工具痕が残る。8は径14．3cmX13．6cm、厚4．5

cm、重さ1・36kg。9は径15．5cmX13．8cm、厚3．8cm～4．4cm、重さ1・46kg°

SC－42（Fig・89　PL．25）

D－IX区に検出した住居址で、SC－41より南西へ3mの距離にあり、SR－198・249と重複関

係にある。平面形は東西6・10m、南北4．75mを測る隅丸長方形をなし、面積は29・0㎡である°

壁高は45。mを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は11個あ

る°南東壁が削平されているが、北南壁際に2．2mの間隔で3個の柱穴が並びこの対する6本が

主柱穴と考えられる。
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Fig．93　SC－44実測図（1／60）

遺物は弥生時代後期の壺・甕等が南西偏りに拡がって出土したが量的に少ない。

出土遺物（Fig．90．92）

壺形土器（386）口径21．5cmの二重口縁壺でAI類に属する。口綾部は一旦大きく朝顔状に開

き、短く内偵する。端部は平坦に整える。頸部には三角凸帯が1条巡り、肩のはった卵形の胴

部がつくものであろう。調整は内外面ともにハヶ目。

甕形土器（387）底径7．0cmを測る凸レンズ状の平底で、ラグビーボール状の胴部がつくもの

であろう。

鉢形土器（388）口径14．8cm。薄手の休部は半球形をなし、言綾部はつまみ出すように小さく



8ぶ

Fig．94　SC－44出土土器実測図（1／4）
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直言する。調整は内外面ともに細かいハヶ目を施す。F類に属する。

高坏（389）坏部下半資料である。坏部は内等ぎみに立ち上がり、短い「く」字状の言綾部が

つくものであろう。脚部は棒状の細長いものである。

器台（390）口径12．5cm°受け部と脚部がラッパ状に開く筒状のもので、A類に属するもので

ある。全体に厚手で、受け部端部は平坦に整える。調整は外面がハヶ目、内面はナデて仕上げ

ている。

刀子（10・11）10は身部資料で、長さ6・8cm、身幅1．2cm。11は身部と関から茎部の2本の資

料が癒着したものである。

鈍（12）長さ12．8cm、身幅1．2cmを測る。Ⅴ字形の刃部は端部が両方とも水平に研がれてい

る。

SC－43（Fig・89　PL・25）

D－Ⅹ区に検出した住居址で、SC－44の南東1mの距離に摸してある。平面形は南北4．38

m、東西3．95mを測る隅丸方形をなし、面積は17・3㎡である°壁高は27cmを測り、ゆるく傾斜

して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は5個あり、主柱穴は長軸中央の2本と

考えられる。中央に炉址をもつ。径70cmの範囲に炭を含む炭層が拡がり、浅いレンズ状にくぼ

む。

遺物は弥生時代後期の甕．高坏等が出土したが量的には少ない。

出土遺物（Fig．90）

鉢形土器（391）口径23・8cm、器高8．6cm。言綾部はゆるく屈曲して鍔状に長く外反し、端部

は小さくつまみ出す。胴部は半球形をなす。調整は外面がハヶ目、内面はハヶ日の後に粗い研

磨を加えている。C類に属する。

SC－44（Fig・93　PL・24）

D－X区に検出した住居址で、SC－45より東西へ1mの距離にある。北壁と北東隅は埋設管

等による攪乱を受けている。平面形は南北6．15m、東西4．60mを測る長方形でやや台形ぎみ。

面積は28．3㎡である。壁高は39cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状

である。柱穴は5個ある。主柱穴は北西隅が消失しているもののP．1－P・3を含む4本柱と考

えられる°

遺物は弥生時代後期の高坏・甕が完形に近い状態で北壁側でまとまって出土したが、量的に

は少ない。

出土遺物（Fig．94）

壺形土器（392）口径6・5cm、底径1・2cm、器高11．0cmの長頸壷でBI類に属する。言綾部はス

トレートに開くが、長頸壷としては頸部は短めである。胴部は扁球形で、上げ底ぎみの小さな

鹿部がつく。調整は外面が研磨、内面はナデて仕上げている。
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Fig．96　SC－45・46出土土器実測図（1／4）
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H．5．1m

Fig・97　SC－47実測図（1／60）

甕形土器（395．396）395は底径7・0cm。卵形の胴部に凸レンズ状の鹿部がつくものである°

調整は内外面ともにハヶ目。396は口径15．8cm、底径4・3cm、器高20．9cm°「く」字状の言縁部は

短く外反するものでAVI類に属する。胴部は卵形で、平底の鹿部がつく。調整は外面がパケ目、

内面はヘラヶズ11。

鉢形土器（393．394．397・398）393は口径15・7cm、器高18．1cm。小さく外反する言綾部に屑

のはる球形の胴部をもつもので、D類に含まれるが甕とも類する。394は口径17．5cm、底径6．0

cm、器高16・8cm。言綾部が短く「く」字状に外反する深手のものでA類に属する°胴部は短卵
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Fig．98　SC－48実測図（1／60）

形で、平底の鹿部がつく。397は口径17．5cm、器高8．2cm。素日録のや、深手の鉢でF類に属す

る。休部は半球形で口綾部は直言ぎみに立ち上がる。鹿部は小さな平底。398は口径21．1cm、器

高11．3cm。口綾部が鍔状に長くのびるもので、B類に属する。胴部は扁平な半球形で鹿部は平

底。調整は内外面ともにハヶ目・ナデ。

高林（399・400）大型の高林でA類に属する。休部は浅く内雪ぎみに立ち上がり、言綾部は

弱く屈曲して反りぎみに外方に開く。399は口径が30．5cmを測り、調整は内外面ともに研磨で仕上

げている。400は口径32．2cm。調整は内外面ともにハヶ目後に丁寧なナデ仕上げを施している。

器台（401）筒状をなすA類のもので、裾部は短くラッパ状に開く。調整は内外面ともに粗い

ハヶ目。底径11・3cm。

SC－45（Fig・95　PL．27）
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Fig．99　SC－47．48出土土器実測図（1／4）
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D－Ⅹ区に検出した住居址で、SC－44より北東へ1mの距離にあり、北壁は攪乱により消失

している。SR－308と重複関係にあり、古い。平面形は東西で3・Om、南北で約5・Omと推測され

る長方形をなすと思われる。壁高は33cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は平坦であ

る。柱穴は南壁側に1個あり消失しているものの、長軸に2本の主柱穴をもつものと考えられ

る。住居址は埋没した後中央の浅い凹みに拳大の小礫を敷きつめ炉址として使用している。小

礫の表面は赤変し、礫石の隙間には炭片が混入している。中央ほど石には赤変が著しい。

遺物は弥生時代後期の壺・甕．高坏等を出土するが、量的には少ない。

出土遺物（Fig．96）

鉢形土器（404）休部は小さく膨らんだ後に直言して立ち上がり、口綾部は小さくつまみ出

す。調整は外面がハヶ目後にナデ、内面はナデ・ヘラヶズリ。口径6・5cm、底径9．3cm。全体と

して蛸壷によく似ており、E類に属する。

高坏（402）底径19・0cm。脚部は薄く朝顔状に大きく開くもので、A類に属する。調整は外面

が研磨、内面はハヶ目で仕上げ、中位に円孔を穿つ。

器台（403）口径10・2cm。受け部と裾部がラッパ状に開く筒形のものでA類に属する。内外面

ともにハヶ目調整。

SC－46（Fig・95　PL．26）

D－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－51より東へ2mの距離にある。平面形は東西3．90m、南

北3・67mを測る隅丸方形をなし、面積は14．3㎡である。壁高は46cmを測り傾斜して立ち上がる。

床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は各コーナー部に4個ある4本柱で、柱間は1・7mと2．0m

を測り、やや菱形に近いO　中央のやや南西偏りに炉をもち、100×75cmの楕円形の範囲に炭片、

灰が薄く堆積していた。

遺物は炉の北側にまとまってあり、完形の壺・甕．ミニチュア土器が出土したが、量的に少ない。

出土遺物（Fig・96）

壺形土器（405）口径4．7cmの小型壺である。「く」字状のやゝ長めで、反りぎみに開く。胴部

は玉葱状の扁球形をなし、BI類に属する。調整は外面が研磨、内面はナデ・ヘラヶズリ。
／

甕形土器（408－410・412）「く」字状に短く外反する言綾部に長胴の胴部がつくものでAI類

に属する。調整は内外面ともに粗いパケ目。408は口径20・2cm。409は口径17．0cm、器高24・5cm

で底径5．0cmの平底の鹿部がつく。410は口径18．7cm。器高25．6cmで底径5・1cmの平底がつき、言

縁端部は平坦に整えて小さくつまみ上げている。

鉢形土器（406・407・411・413）406は口径15・7cm、器高9．7cm。「く」字状の言綾部は短く外

反し、胴部は扁球形をなす°調整は内外面とも上半が研磨で下半がヘラヶズ11。D類。407は口

径11．1cm。器高10・2cm。「く」字状の言綾部は鍔状に長くのびるものでB類に属する。胴部は下

脹れぎみの半球形。411．413は素口縁の浅手のものでG類に属する。411は口径12．7cm。胴部は
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扁平な半球形で、言綾部は短く直言する°413は口径17．0cm。休部は丸底の鹿部から内等ぎみに

大きく外方に開く。

SC－47（Fig・97　PL．27）

C－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－39より南西へ4mの距離にあり、SR－315と重複する。

平面形は南北5．08m、東西4・1mを測る隅丸長方形をなし、面積は21．8㎡である。壁の遺存状況

は良好で高さは49cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である°柱穴

は4個あるが、主柱穴は中央長軸上の2本である°住居址埋没後は、南西隅に拳大の小礫を敷

きつめて石敷炉を築いている。

出土遺物（Fig．99）

鉢形土器（414）口径30．2cm、底径8．0cm、器高28・9cmを測る大型の鉢でA類。「く」字状の口

縁部は短く外反し、端部は平坦に整える。短卵形の胴部に平底の鹿部がつき、頸部に三角凸帯

が1条巡る。調整は内外面ともに粗いハヶ目。

高坏（415）坏部上半を欠く資料である。坏部は内雪ぎみに立ち上がる。脚部は直線的に開

き、裾部は屈曲して短く水平に開く。底感10．0cm。

SC－48（Fig・98）

C－X区に検出した住居址で、SC－45より北西へ3mの距離にあり、SR－253・257と重複す

る。平面形は東西4・75m、南北4．65mを測る方形をなし、東壁がや、張り出す。面積は22．1㎡

である。壁高は22cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である°柱穴

は6個あるが、主柱穴は中央南北軸の2本と考えられる。北半部上面には焼けた小磯とともに

灰が散在しており、石敷炉が構築されていたものであろう。

遺物は少なく、弥生時代後期の壷．甕．高坏等が出土している。

出土遺物（Fig．99）

壺形土器（416～419）1416－418は長頸の二重言縁をもつ壷でAI類に属する。416は口径18・

0cm。朝顔状に開いた言綾部は袋状に小さく内傾する。調整は外面がハケ目、内面はナデて仕上

げている°417は口径19．2cm。朝顔状に外反した擬言縁は凸帯状の段をつくり、言綾部は短く直

線的に内傾する。平坦に整えた端部は内傾し、外方に小さくつまみ出す。頸部には三角凸帯が

1条巡り、胴部は卵形となるものであろう。418は同タイプの胴部下半資料で三角凸帯が1条巡

る。419は口径18．0cm、底径8．6cm、器高31．0cmの大型壷でEI類に属する。言綾部は短く「く」

字状に外反する。胴部は卵形で平底の鹿部がつく。調整は内外面ともにハケ目．ナデを旋す。

高杯（420・421）420は大型高杯の脚部資料でA類に属する。脚部は細長くラッパ状に開く°

調整は外面が研磨、内面はヘラヶズリ。

支脚（422）内傾する受け部の上端が囁状に尖る沓形の支脚で、中央に円孔を穿つ。脚部はラ

ッパ状に開く。
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○土器

Fig．100　SC－49実測図（1／60）

SC－49（Fig．100　PL．27）

C－Ⅹ区に検出した住居址で、SC－63より北へ3mの距離にあり、SR－212．237と重複す

る。北壁側は攪乱による削平を受けている°平面形は南北が6．50m以上、東西5．3mの大型隅丸

長方形をなすと推定される。壁高は42cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レ

ンズ状である。柱穴は7個あるが、柱穴としては彦とまりをなさない°

遺物は弥生時代後期の壷．鉢・高坏等が、北東隅にまとまって出土したが量的には少ない。
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Fig．101SC－49出土土器実測図（1／4）

出土遺物（Fig．101）

甕形土器（424－426）424は口径23．4cm°「く」字状の言綾部は短く外反し、胴部は砲弾状の

長胴形になるものであろう。調整は内外面ともに粗いハケ目。AI類。425は口径15．2cm、底径

4．6cm、器高21．0cm。言綾部はやゝ長めで反りぎみに上方にのびるものでAIII類に属する°胴部

は卵形で凸レンズ状の鹿部がつく。調整は言綾部内外と外面がハケ目、内面はナデて仕上げて

いる。426は言綾部が短く「く」字状に外反し、短胴の胴部がつくものでAII類に属する。鹿部

は大きめの平底で底径6・4cm。外面がハヶ日、内面はナデ調整。

鉢形土器（423）口径11．3cm、底径4・6cm、器高11・6cm。素口縁の鉢でE類に属する°胴部は内

奪して立ち上がった後に直言し、言綾部は小さく内傾する。鹿部は厚く。凸レンズ状の平底。

高坏（427－428）427は口径18．0cm、底径11．7cm、器高12．0cmでC類に属する。坏部は浅く、

言綾部はストレートに外方に開く。脚部は細く、裾部はゆるく屈曲して大きくラッパ状に開く。

SC－50（Fig．102　PL．28）

C－XI区に検出した住居址で、SC－65より東へ3mの距離にある。平面形は南北3．98m、東

西3．80mを測る隅丸方形をなし∴面積は15．1mzである°壁の遺存状況は比較的に良好で、壁高
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は43cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は平坦で南へ僅かに傾斜する。柱穴は5個あ

るが、主柱穴は中央東西軸の2本である。中央に炉をもち、径100cmの浅く凹んだ範囲に炭が散

らばる。

遺物は壺．甕・高坏等が南東隅に比較的まとまって出土したが、量的には少ない。

出土遺物（Fig．103）

壺形土器（429．430）429は口径15．2cmの二重言縁壷でAI類に属する。朝顔状に開いた言綾

部は強く屈曲して直線的に内偵する。端部は水平に整え、直下を小さく外方につまみ出す。頸

部に三角凸帯が1条巡り、胴部はや、肩のはった卵形をなす。調整は内外面ともに粗いハケ目。

430は口径9・8cmの小型壷である。「く」字状の言綾部は長めで直線的に開くものでBII類に属す

る。調整は内外面ともにハヶ目後ナデ調整を加えている。

甕形土器（431）口径16．0cm。「く」字状の言綾部は短く直線的に開き、内方に小さくつまみ

だす。胴部は肩のはった球形となろう。

鉢形土器（434・435）434は素言縁の鉢でF類に属する。休部は半球形をなし、言綾部は直言

ぎみに立ち上がる。調整は内外面ともにハヶ目。口径18・7cm。器高9．0cm。435は口径26．0cm。

言綾部が鍔状に長くのびるC類のもので、平坦に整えた端部は小さくつまみあげる。調整は内外

面ともにハヶ目後にナデて仕上げている。

高坏（432・433）432は口径17・3cm。休部は内等ぎみに立ち上がり、言綾部はストレートに外

方に開く。433は口径15・8cm、底径11．9cm、器高11．3cm。平底ぎみの坏部は下半でゆるく屈曲し

て稜をつくり、言綾部は反りぎみに大きく開く。ラッパ状に開く脚部は短く、裾部は屈曲して

反りぎみに開く。いずれもC類に属する。

SC－51（Fig・102）

C－XI区に検出した住居址で、SC－50より北へ5mの距離にあり、SR－263と重複する°平

面形は南北4．03m、東西3．35mを測る隅丸方形をなし、面積は13．5㎡である。壁高は45cmを測

り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は2個あるが、主柱穴は

明確でない。

遺物は弥生時代の壺・甕・高坏等が中央に拡がって出土したが、量的には少ない。

出土遺物（Fig．103）

甕形土器（436）言綾部が「く」字状に短く外反するもので、AI類に属する。平坦に整えた

言縁端部は外方に小さくつまみ出す。胴部は砲弾形の長胴をなし、凸レンズ状の平底がつく。

調整は内外面ともにハヶ目°　口径22．4cm、底径5．6cm、器高33．0cm。

SC－52（Fig．104　PL・28）

B－XI区に検出した住居址で、SC－53より北へ1mの距敵にあり、SK－102、SR－154・284

と重複関係にあり貴も古い。平面形は東西3．41m、南北3．38mを測る隅丸方形をなし、面積は
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H．5．0m

S0－50

H・4．9m

○土器

Fig．102　SC－50・51実測図（1／60）

－105－
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Fi壷二103　SC－50・51出土土器実測図（1／4）



11．5㎡である。壁の遺

存状況は良く高さ50cm

を測り、ゆるく傾斜し

て立ち上がる。床面は

平坦であるがや、北側

に傾斜する。柱穴は4

個あるが、中央部東西
′

軸の2本を主柱穴とす戸

る2本柱である。

遺物は弥生時代後期

の完形の壺．甕・鉢・

高坏等がまとまって出

土した。

出土遺物（Fig．105．

106）

壺形土器（437）口径

11．2cm、器高16．2cm。

直線的にのびる「く」

字状の言綾部に球形の

胴部がつくもので、BII

顆に属する°調整は外

面がハケ目、内面はハ

ケ目・ヘラケズリ。

甕形土器（440．441）

440は口径16．4cm、底径

4・8cm、器高19．8cm。短

い「く」字状の口綾部

に短胴の胴部がつくも

ので、AII類に属する。

鹿部は凸レンズ状をな

す。調整は内外面とも

にハヶ目°441は口径

18・4cm、底径4．2cm、器 Fig・104　SC－52．53実測図（1／60）

≠

3

m

○土器
△鉄器
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Fig・．105　SC－52出土土器実測図（1／4）
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高23．5cm。「く」字状の

言綾部は短くストレー

トに開き、胴部は長胴

形をなすものでAI類

に属する。鹿部は丸底

ぎみになる。調整は内

外・面ともにハヶ目・ナ

デ。

0　　　　　　　　　　　　／Ol。m
2．－　－　－　－：　　　　　！

Fig・106　SC－52出土鉄器実測図（1／2）

鉢形土器（438・439．442－446）438・439は「く」字状の言綾部にや、肩のはった球形の休

部がつくものでD類に属する。438は口径12．7cm、器高12．8cm。439は口径13・6cm、器高14・8cm

で、小さな丸底がつく。442－445は素言縁の鉢である。442・443は休部が半球形で、直言ぎみ

に立ち上がった言綾部は僅かに内傾するF類のものである。442は口径12・5cm、器高7．2cm。444

は口径15．0cm、器高8．0cm。443は口径13．2cm、器高13・5cm。砲弾形の胴部をもつもので、E類に

属する°肥厚した言綾部は僅かに内傾する。445は口径14．0cm。休部は浅く扁平で、口綾部は内

傾する°　446は言綾部が鍔状にストレートにのびるものでB類に属する。胴部は扁平な半球形

で、台付きのものである。口径16・0cm。

高坏（447．448）448は口径15・3cm、底径13．8cm、器高21・6cm。坏部は下脹れの半球形に短い

「く」字状の口綾部がつくもので鉢形をなす。脚部は細く棒状で、裾部は大きく朝顔状に開く。

調整は内外面ともにハヶ目。全体に歪みが著しい。

20cm

L　田　口　　　；　　　1　　！

Fig．107　SC－53出土土器実測図（1／4）



110

鎌（13）全長18．9cm、身幅3．2

cm、背厚4mmを測る。刃部は内等

し、柄部は小さく折り返す。

SC－53（Fig．104　PL・29）

B－Ⅶ区に検出した住居址で、

SC－52より南へ1mの距離にあ

る。平面形は南北3．57m、東西2・

7mを測る小型の長方形をなし、面

積は9．7㎡である。南西堂側に幅

50－90cm、高さ20cmの平坦面がL

字状に巡り、ベット状遺構の可能

輝がある。仮にベット状遺構であ

れば南北4・65m、東西3．4mとな

る。壁高は40cmを測り、ゆるく傾

斜して立ち上がる。床面は浅い凹

レンズ状である。柱穴は3個ある

が、主柱穴は明確でない。南壁東

隅に径70cmの土壙があり、壙中よ

り完形の壷．甕が出土した。

出土遺物（Fig．107・108）

壺形土器（449）口径9・9cm、器

高11．5cmの小型壺である°　言綾部

は短く直言ぎみに開く。胴部は張

りの強い扁球形で鹿部は扁平な平

底状をなす。調整は内外面ともに

ハヶ目、ナデ°　BI類に属する。

甕形土器（450．451）450は口径

11．5cm、底径3．3cm、器高15．2cm。

「く」字状の言綾部は屈曲が弱く

直言ぎみに外反する。胴部は下脹

Fig．108　SC－53出土鉄器実測図（1／2）

0
≠

H．4．0m

3m

⊆中二一口　ロー　一一；一一　1－－．；－1一口．一一二∃

Fig．109　SC－54実測図（1／60）
れの短胴形で、平底の鹿部がつく。

AVI類。451は言綾部が短く「く」字状に外反するものでAI類に属する。胴部は卵形°調整は

内外面ともに粗いハヶ目。口径17．9cm、底径6．8cm、器高27．2cm°
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鉢形土器（452．453）

452は口径16．7cm、器高

11・3cmの素言縁をもつ

深めの鉢でF類に属す

る°　直言ぎみに立ち上

がった言綾部は小さく

内傾する。端部は平坦

面を水平に整え、外方

に小さくつまみ出す。

調整は内外面ともにハ

ヶ目。453は口径13・2

cm、器高6．8cm。素言縁

の浅めの鉢でG類のも

のである。言綾部は直

言ぎみに立ち上がる。

胴部は半球形で1．9cm

の小さな鹿部がつく。

鉄斧（14）長さ6．9

cm、基部幅2．9cm、刃部

幅4・1cm、袋部幅1．8cm

を測る鍛造鉄斧で、刃

部は短冊形をなす。

Sc－54（Fig．109）
－－

C－IX区に検出した

’住居址で、SC－48より

北西へ10mの距離にあ

る。SR－181．292．317

と重複し、南北壁は捜

乱も加わって梢失して

いる。平面形は東西4・

14m、南北3．40m以上

を測り、方形をなすと

推定される。壁高は23

SC－55

H．5・Om

3m

1田田口一　　一；　　－　　：　1　Ⅰ

Fig．110　SC－55・56実測図（1／60）



113

一一一一一功

20cm

』＝iTT・』1．　－，．，－＝∃

一一一　一一′

Fig・111SC－54・55出土土器実測図（1／4）

1－＼二≡二



SC－57

3
m

0
Ⅲ

H．4・6m

Fig．112　SC－57実測図（1／60）

cmを測りゆるく傾斜して立ち上がる。床面は平坦である。柱穴は精査したが、検出できなかった。

遺物は、土師器の完形の甕・高坏．鉢等が出土しているが量的には少ない。

出土遺物（Fig・111）

壺形土器（455）口径11．8cm、器高15．3cm°「く」字状の口綾部はストレートにのび、端部は

小さく外反する。胴部は肩のはった球形をなす。BIⅤ類。

甕形土器（454・456・457）454は口径12．8cm、器高20・5cm。言綾部が上方に長くのびるもの

でAIII類に属する。胴部は肩のはった球形をなす。456は口径13．1cm、器高21．3cm。布留系のも

のでAIⅤ類。「く」字状の言綾部は内等ぎみに立ち上がり、端部を内側に小さくつまみだす。胴

部は球形で、丸底の鹿部がつく。457は口径17・2cm、器高25．5cm。「く」字状の言綾部は直線的

に開き、平坦な端部は小さくつまみ出す°矩形の胴部は屑のはった卵形で、尖底の鹿部がつく°
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Fig．113　SC－56・57出土土器実測図（1／4）
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AII類°

鉢形土器（458．460）458・460は素言縁の浅手の鉢でG類に属する°休部

は扁平な半球形で言綾部は内彎ぎみに開く。458は口径15．2cm、器高5．9cm°

460は口径15・3cm、器高7・2cmで、ラッパ状に開く低い脚がつく台付鉢である°

高坏（459）口径18・0cm、底径13．3cm、器高12・3cmを測る小型のもので、

C類に属する。坏部は浅く休部はストレートに開く。脚部は短く直線的で、

裾部は大きくラッパ状に開く。

0　　　　2cm

ヒ二）一二］

Fig．114　SC－57
出土石器実測図（2／3）

SC－55（Fig．110）

B－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－32のすぐ北西に隣摸し、SR－282と重複し南半分は消失

している。平面形は東西で3・45m、南北で2．78m以上を測り、方形に復原できるものであろう。

壁高は53cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である°柱穴は2個あ

るが、主柱穴は明確でない°北壁西偏りに100×72cmの楕円形土壙がある°

遺物は壺・甕・鉢等があるが量的には少ない。

出土遺物（Fig．111）

甕形土器（461）口径13．0cm。「く」字状の言縁部は短く反りぎみに開き、平坦な端部は横凹

線状に小さく凹む。調整は内外面

ともに粗．いハヶ目。AII類に属する

ものである。

鉢形土器（462・463）462は口径

21・0cm、器高10・7cm。やや深手の

鉢でF類に属する。外方に開くロ綾

部は内側に弱い稜をつくり、やや

反りぎみになる。調整は内外面と

もにハヶ目後にナデて仕上げてい

る°463は口径15・Ocm。素言縁の浅

手のものでG類に属する。内題ぎみ

に立ち上がった口綾部は、端部を

外方に小さくつまみ出す。調整は

内外面ともにハヶ目。

高坏（464）底径11．4cmの脚部資

料である。裾部は朝顔状に開き、

中位に円孔を穿つ°

SC－56（Fig．110）

○土器

△鉄器

SR－155　H．4・7m

S0－58

0　　　　　　　　　　　　　3m

－．－．　－　　－　－　　－　　－　　　　　　－　一　　　一　　一　　　－　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　－　　一一．　　　　一　　　　　　一　　一一．　　　　　　　　　　　　　－

Fig・115　SC－58実測図（1／60）
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0　　　　　　　　　　　　　　20cm
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Fig．116　SC－58出土土器実測図（1／4）

C－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－33より東へ2mの距離にある。SR－300

と重複関係にあり、古い。北壁と西壁北半分は埋設管等による攪乱を受けて消

失している°平面形は東西3．68m、南北約4mを測る隅丸方形をなすものであ

ろう。壁の遺存状況は比較的良好で40cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。

床面は平坦である。柱穴は精査したが検出できなかった。埋土上面には拳大の

小礫石を厚く敷きつめた状態でおかれていた。小磯石は焼けて赤愛し、礫石の ［〕

15

5

cm

一3－－9

隙間に炭片が詰まっていることから埋没後の凹みを利用して炉として使用した

ものであろう。　　　　　　　　　　　　浩品実話乳2）
遺物は弥生時代後期の壷．甕・高坏があるが量的にはほとんど少量である°
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Fig．118　SC－59出土土器実測図（1／60）

出土遺物（Fig・113）

壺形土器（465）口径18．0cm。「く」字状の言綾部はやゝ長めで大きく外反し、端部を上方に

つまみ上げる。胴部は屑のはった大型の球形をなす。調整は内外面ともにハヶ目後にナデて仕

上げている°　EI類。

高坏（466）口径20・4cmとやゝ大型でA類に属する。坏部は浅めで中位に弱い稜をつくり、言

綾部は反りぎみに開く。

SC－57（Fig．112　PL．29）

C－Ⅶ区に検出した住居址で、SC－64より東へ5mの距離にある。SK－105、SR－269・275

と重複関係にあり、SK－105よりも新しく、SR－269．275よりも古い。平面形は、南北5・7m、

東西5．08mを測る長方形をなし、面積は28・9㎡である。壁の遺存状況は比較的良好で壁高は50

cmを測り、急峻に立ち上がる。床面は平坦である。柱穴は7本あるが、中央南北軸の2本が主

柱穴である。主柱穴間のやゝ西偏りに130×80cmの範あこ炭と赤変した砂が拡がっており、炉址
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Fig．119　SC－59出土土器実測図（1）（1／4）
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0　　　　　　　10cm

土　田　－：　　」

－3・・・

Fig・120　SC－59出土土器実測図（2）（1／4）

として使用したものであろうが堆積が薄く断面形は明確に確認できなかった。

遺物は壺・甕・鉢．高坏のほか土錘が1点出土しているが量的にはきわめて少なく、あり方

も散逸的である。

出土遺物（Fig113・114）

壺形土器（467）二重言縁をもつ長頸の壷でAI類に属する。朝顔状に開いた言綾部は屈曲し

て短く内傾する。胴部は肩の張った扁球形で、最大径部に刻目を施した「コ」字状の凸帯が巡

る。頸部には縦方向の暗文を施す。口径12・0cm。器高20・1cm。

甕形土器（468）口径14・9cm。言綾部は一旦直言した後に反りぎみに開く、胴部は砲弾状でやゝ

長めである。AVI類。

鉢形土器（469．470）口径13．3cm。「く」字状の言縁部は短く外反し、胴部は肩の張った扁球

形をなすもので、D類に属する。470は口径25．0cm。素言縁をもつ深手のもので、F類に属する。

言綾部は直言ぎみに立ち上がり、平坦に整えた端部は外方に小さくつまみ出す。調整は内外面

ともにハケ目。

高坏（471・472）いずれもA類に属する脚部資料で、裾部は大きくラッパ状に開く。底径は471

が17．3cm、472が20・4cmを測る。

細石刃（10）黒色砂中より出土した黒曜石製細石刃で刃部には刃こぼれがある°長さ18mm、

断面形は台形に近い°

SC－58（Fig．115　PL・30）

C－XI区に検出した住居址で、SC－65より西へ2mの距離にある。SK－106、SR－155・279

と重複関係にあり、いずれよりも古い。平面形は南北3・65m、東西3．08mを測る小型の長方形

をなし、面積は11．3㎡である。壁高は44cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる°床面は浅い凹

レンズ状である。柱穴は2本あるが、主柱穴は明確にはできなかった。中央より北偏りに91×

65cmの楕円形土壙があり断面形は舟底状になる°土壙内には黒褐色砂に混って炭が入っており、

炉址として使用されたものであろう°

遺物は弥生時代後期の長頸壷．鉢・高坏が完形で西．北壁より出土したが、全体にはまばら
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Fig．121SC－60実測図（1／60）

な分布を示し、量的にも少ない。

出土遺物（Fig116・117）

壺形土器（473）口径8・1cm、器高17・8cmの長頸壺でBI類に属する。言綾部はラッパ状に開

き、頸部は短めである°胴部は張りの強い扁球形である。調整は外面がハヶ目後に研磨、内面

がヨコナデ・ナデ仕上げ。

甕形土器（474）口径18．8cm。「く」字状の言綾部はストレートに開き、胴部は長めの卵形を

なす。調整は内外面ともにハヶ目。AI類に属する。

鉢形土器（475～479）475は口径11・4cm、器高9．7cm°素言線をもつ深手のもので、F類に属す

る°休部は半球形で、直言ぎみに立ち上がった言綾部は小さく内偵する。476・477は素言縁を

もつ浅手のもので、G類に属する。休部は内雪ぎみに立ち上がり、言綾部は直言ぎみに開く。476

は口径14．6cm、器高7．4cmで・言縁端部を小さくつまみ出す。477は口径16・2cm、器高6．1cm。478

は言綾部が鍔状に長くのびるもので、C類に属する°調整は内外面ともに粗いハヶ目。口径23．
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Fig．122　SC－60出土土器実測図（1）（1／4）
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0　　　　　　　　　　　　20cm
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Fig．123　SC－60出土土器実測図（2）（1／4）　　　0

3cm、器高17．7cmで、底径14．9cmのラッパ状に開く脚がつく台付鉢である。479

は「く」字状の言綾部が鍔状に開く深手の鉢でB類に属する。調整は内外面と【・。

16

3
cm

0 同
．一．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　’Y’－〉　T’▼－．－．▼一．ローFig．124　SC－60

もに丁寧なナデ仕上げ。口径は20．9cmで脚のつく台付鉢である。　　　　出土鉄器実測図（1／2）

高坏（480）口径10．6cm。坏部はや、深く、言綾部は中位で屈曲して直言した後に大きく外反

する°　脚部は短くラッパ状に開くものであろう。調整は内外面ともにナデ・研磨。B類。

不明鉄器（15）長さ6．3cm、身幅6mmを測る。端部は鋭利に尖り、断面形は方形を呈す。

SC－59（Fig．118　PL．30）

B－XI区に検出した住居址で、SC－60より南へ10mの距離にある。SK－109、SR－266・287

と重複関係にあり、SK－109よりも新しく、SR－266．287よりも古い。平面形は南北5．19m、

東西4．6mを測る長方形をなし、面積は23．9㎡である。壁高は33cmを測り、ゆるく傾斜して立ち

上がる。床面は平坦である。柱穴は精査したが検出できなかった。

遺物は完形の土師器甕・鉢・高坏等が出土したが量的には少ない。

出土遺物（Fig．119・120）

壺形土器（481．482）481は口径10・0cm、長頸の素口縁をもつものでC類に属する。頸部はや

や短めで、言綾部は小さく外反する。平坦な整部は中央が凹線状にやや凹む。胴部は肩の張っ

た球形。調整は内外面ともに粗いハヶ目。482は口径14．0cm、器高14・6cm。言綾部は内傾ぎみに



○土器

△鉄器

Fig．125　SC－62実測図（1／60）

短く直言し、胴部は屑のはった扁球形をなす。E類に属する。調整は胴部内

面がヘラケズリのほかはハヶ目。

甕形土器（483～487）483・485・486は「く」字状に外反する言綾部に、

Ⅱ

0　　　　6cm
とi∴一一一一．一一。＝有

短胴形の胴部がつくものでAII類に属する。485は口径12．6cm°486は口径15．Fig．126　SC－62

2cm、器高19．8cm、言緑端部は小さくつまみ出す°胴部は張りの強い卵形で、
出土土器実測図（1／4）

尖底ぎみの鹿部がつく。484は口径13．3cm、底径2・1cm、器高13．7cm°「く」字状の言綾部は短く

内等ぎみに開き、端部を上方につまみ上げる°胴部は玉葱状の扁球形で、小さな平底の鹿部が

つく°胴部外面は下半がヘラヶズ11、上半が平行叩き後にパケ目調

整を加えている。内面はナデ・ヘラヶズリ°487は口径14．9cm、器高

28．3cm。「く」字状の口綾部は内考ぎみに上方に開き、平坦に整えた

端部は外方に小さくつまみ出す°胴部は屑のはった卵形で、丸底の鹿

部がつく°AIII類。

鉢形土器（488－492）488は口径17．8cm、器高15．8cm°　言縁執ま短

く「く」字状に外反し、肩のはった球形の胴部がつくもので、D類に

属する°鹿部には低い朝顔状の脚がつく台付鉢である。490は口径17．

0cm、器高5．9cm。言縁部が内等ぎみに開く浅手のもので、G類に属す

－123－

0　　　　　　　5cm
！．．－1．一一　一一一」

Fig・127　SC－62
出土石器実測図（1／2）
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る°　調整は内外面ともにハケ

目。489・491．492は素口縁を

もつ深手の鉢で、F類に属す

る。胴部は半球形で、直言ぎ

みに立ち上がった言綾部は小

さく内傾し、端部は小さくつ

まみ出す。489は口径8．9cmで

底径2・2cmの小さな平底がつ

く。491は口径14・3cm、器高10．

7cm°　492は口径12．8cm、器高

6．6cmで、底径4．1cmの平底が

つく。

高坏（493）口径18．0cm。口

綾部は反りぎみに大きく開く

ものでC類に属する。

SC－60（Fig．121PL．31）

B－Ⅹ区に検出した住居址

で、SC－68より西へ4mの距

離にある°　平面形は南北5．15

m、東西4．68mを測る長方形

をなし、面積は24．1㎡である。

壁の遺存状況は比較的良好で

壁高は50cmを測り、傾斜して

立ち上がる。床面は平坦であ

る。主柱穴はほぼ中央南北軸

の2本柱で、東・西堂際には

等間隔に各々3本の栓穴が並

び補助柱的性格のものと思わ

れる°

遺物は南．北壁際からほと

んど完形の甕・鉢・高坏が出

土したが量的には少ない。

出土遺物（Fig．122－124）

S0－64

H・4・8m

3m

L0－－－－－．　－；．一一一1－　1　－．－－－－∃

Fig．128　SC－63・64実測図（1／60）
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壺形土器（494－496）

494．495は短く「く」

字状に外反する口綾部

に肩のはった短形の胴

部がつくもので、EII類

に属する。鹿部は平底

で、甕に類する。調整

は内外面ともにハヶ目。

494は口径13．8cm、器高

18．0cm、495は口径13・

0cm、器高20．0cm。496

は口径14．3cm。言綾部
0　　　　　10cm
！1．－　－　－：　　　　　5

は短く直言した後にラ　Fig・129

ッパ状に開き、端部は　SC－62出土石器実測図（1／4）

0　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
2－1－1．　　：　　－Ⅰ　　　5

Fig．130　SC－64出土土器実測図（1／4）

直言して垂直につまみ上げる。胴部は張りの強い卵形をなす。EI類。

甕形土器（497－499）「く」字状に外反する言綾部に長胴形の胴部がつくもので、いずれもA

I類に属する。調整は内外面ともにハケ目。497は口径18．5cm。499は口径20．2cm、器高30．3cm

で、底径5・2cmの平底がつく。

鉢形土器（500．501）500は口径16．5cm、器高7．1cm。休部は扁平な半球形で、言綾部は小さ

く直言する。調整は外面がハヶ目後にナデ、内面がナデ仕上げである。G類に属する。501は素

口縁の深手の鉢でF類に属する。胴部は半球形で、言綾部は直言して立ち上がる。端部は水平に

整え、外方に小さくつまみ出す。口径16．8cm、器高10．3cmで凸レンズ状の鹿部がつく。

高坏（502－504）いずれも大型の坏部にラッパ状に開く長めの脚がつくものでA類に属する°

坏部は内雪ぎみに立ち上がり、口綾部は屈曲して外方に開く。502は口径24．6cm。口綾部は直線

的にのび、平坦な端部は中央が凹む。503は口径24・6cm。平坦に整えた端部は外方に小さくつま

み出し、中央が僅かに凹む。調整は粗い研磨。504は口径23・8cm。底径14・4cm、器高18．6cm°　言

綾部は厚く、反りぎみに開く。脚部は長くラッパ状に開き、中位に円孔を穿つ。

釣針（16）基部を欠く資料で、長さ2．2cmを測る。針先は細身で、U字状に内奪した後に外方

に長い返りをもつ。身の断面は方形をなす。

SC－62（Fig．125　PL．31）

C－Ⅶ区に検出し＼＼た住居址で、SC－65より南へ4mの距離にある。SC－67、SR－247・271

と重複関係にあり、SR－247・271より古く、SC－67よりも新しい°平面形は南北4．33m、東西

3・45mを測る隅丸長方形をなし、面積は14・9㎡である°壁の遺存状況は比較的良好で高さは37
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cmを測り、ほぼ垂直に

立ち上がる°　床面は平

坦で僅かに南西側へ傾

斜する。柱穴は5個あ

るが中央南北軸の2本

が主柱穴と考えられる。

遺物は壺・甕・高坏

とあるが量的には少な

い°　南西コーナーから

は完形の大型有孔石錘

が出土した。

出土遺物（Fig．126．

127・129）

手捏ね土器（505）口

径6．8cm、器高5．0cm。

休部は内奪して立ち上

がり、言綾部は小さく

直言する。鹿部は尖底

状で、小型の鉢形に類

する。調整は内外面と

もに指頭による押圧ナデ。D類に属する°　Fig．131SC－65実測図（1／60）

石剣（11）茎から身下半を欠く頁岩製磨製石剣である。身の中央部には明瞭な鏑が通り、断

面は菱形を呈する。刃部は鋭利で丁寧に研磨されている。長さ7・5cm、幅3．4cm、厚さ1．0cm°

石錘（12）滑石製の大型有孔石錘である。形状は径13・5×12・7cmのほぼ円形で、中央部に内

径2・3cmの円孔を穿つ。断面形は長円形で厚さは6．3cm。重さ1．72kg。円孔内および側線部には
1

ノミ状工具による粗い整形痕が残る。

SC－C3（Fⅰg128　PL．32）

C－Ⅹ区に検出した住居址で、SC－49より南へ3mの距離にある。SR－277と重複し古い。

平面形は東西3．4m、南北3．3mを測る隅丸方形をなし、面積は11．3㎡である°壁高は35cmを測り、

ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は平坦である。柱穴は壁際に5個あるがまとまらない。

遺物は弥生時代後期の壺・甕・鉢等があるが量的にはきわめて少ない。

SC－64（Fⅰg128　PL・32）

B－Ⅹ区に検出した住居址で、SC－57より西へ5mの距離にある。平面形は南北3．57m、東
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20cm

6－1ロ　ー　　　。　　1　　　－1

Fig・132　SC－65出土土器実測図（1／4）
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西3．37mを測る方形で、

面積は12・1㎡である。

壁高は34cmを測り、ゆ

るく傾斜して立ち上が

る°床面は平坦である。

柱穴は中央やゝ北偏り

にある2個を主柱穴と

するものであろう。

遺物はほとんどなく、

弥生時代後期の甕．鉢

を出土した。

出土遺物（Fig．130）

甕形土器（506）口径

14・0cm。言綾部は「く」

字状に外反し、胴部は

肩のはった短胴の卵形

をなすものでAII類に

属する。内外面ともにハ

ヶ目調整で、胴部下半

はナデ消して仕上げて

いる。

SC－65（Fig．131

PL．33）

C－Ⅶ区に検出した

住居址で、SC－50より

西へ3mの距離にある。

SR－268・272と重複関

係にあり最も古い。平

面形は東西が4．0m、南

北が3・75mを測る隅丸

方形で、面積は15㎡で

ある。壁の道春状況は

良く高さは54cmを測り、

H．4・6m

3m

L一一田11　1　　土　　－；　1－　－1

Fig．133　SC－66・67実測図（1／60）



急峻に立ち上がる。床面は

浅い凹レンズ状である。柱

穴は3個あり、東西軸の2

個を主柱穴とする2本柱で

あろう。

遺物は壷．甕・高坏等が

あるが、量的には少ない。

南壁際には人頭大の礫石4

個を中心に小礫が床面より

多少浮いた状況でまとまっ

て検出された。礫間には炭

が詰まり、礫も焼けている

ところから廃棄直後に石敷

炉として使用されたもので

あろう。

出土遺物（Fig．132）

壺形土器（507．508）507

は口径10．8cm、底径3．7cm、

器高14．9cm。短く外反する

「く」字状の言綾部は折り

曲げるようにして内面を水

平にする。胴部は肩のはっ

た球形で、平底の鹿部がつ

く°EII類に属する。508は．・．

口径18．8cmの二重言縁壷で、

AI類に属する。言綾部は短

く「く」字状に外反して擬

言縁をつくり、屈曲して短

く直言する。端部は水平に

整える。胴部は屑のはった

卵形となろう。調整は内外

面ともにハヶ目。

甕形土器（509）口径18．

旦

H．4・5m B

H．4・5m D

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

5田口．　；　1　　ⅰ　　　一　　一」

Fig・134　SC－68・70実測図（1／60）
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○土器
△鉄器

Fig．135　SC－71実測図（1／60）

0cm、底径5．7cm、器高28．4cm。言綾部は短く「く」字状に外反するもので、AI類に属する。胴

部は長めの卵形をなし、鹿部は凸レンズ状の平底である。調整は内外面ともにハヶ目であるが、

胴部内面は更にナデて仕上げる。

高坏（510－512）いずれも大型の坏に長くラッパ状に開く脚部がつくもので、A類に属する。

510は口径30・0cm。休部は浅く内雪ぎみに立ち上がり、屈曲して反りぎみに開いた言綾部は外方

につまみ出す。内外面ともに箆先状工具による暗文風の研磨調整を施している。511は底径17．
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Fig．136　SC－72．73実測図（1／60）
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9cm。坏部は内彎ぎみに立ち上がる。脚部は柱状に細長く、裾部はラッパ状に開く。下位の屈曲

部に円孔を穿つ。512は口径31．5cm、底径17・4cm、器高27．5cm。休部は内考ぎみに立ち上がり、

反りぎみに開いた言綾部は端部を水平に整え、外方に小さくつまみだす。脚部は柱状に細長く、

裾部はラッパ状に開く。調整は外面と坏部内面が丁寧なナデ仕上げ。脚部内面はヘラヶズリ・

ハヶ目。

器台（513）口径6・5cm。ラッパ状に開く脚部に盃状の受け部がつくもので、B類に属する。受

け部は内雪ぎみに立ち上がり、言縁部は反りぎみになる。受け部は内外面ともにハヶ目調整。

SC一cc（Fig・133）

C－XI区に検出した住居址で、SC－59より東へ4mの距離にある。SK－106、SR－269と重

複関係にあり最も古い。重複・削平により南西コーナーと東壁の一部を残すのみであるが、東

西が4．1mを測り、平面形は方形になると推定される。壁高は21cmでゆるく傾斜して立ち上が

り、床面は平坦である。柱穴は東壁側で1個検出された。

遺物は弥生時代後期の壺・甕・砥石等があるが、量的にはほとんど少ない。

SC－67（Fig．133　PL．33）

C－XI区に検出した住居址で、SC－65より南へ4mの距離にある。SC－62、SK－104、SR－

270・314と重複関係にあり、最も古い。重複が著しいために北・南．西壁の一部を残すのみで

ある°平面形は南北4・07mを測り、方形をなすものと推定される。壁高は24cmを測り、ゆるく

傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は精査したが中央北壁よりに1個検

出したのみである。

遺物は弥生時代後期の壺・甕片があるが量的には少ない。

SC－68（Fig・134）

C－Xに検出した住居址で、SC－57の西へ6mの距敵にあり、埋設管等により東半分は削平

を受け消失している。平面形は東西が3．65mを測り、方形をなすものと推定される。壁高は30

cmを測り、傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は検出できなかった。

遺物は攪乱によるものかほとんどない。

出土遺物（Fig・137）

甕形土器（514）口径14．7cm。短く「く」字状に外反する言綾部に肩のはった卵形の胴部がつ

くもので、AII類に属する。全体に厚手。調整は外面と言綾部内面がハヶ目で胴部内面はナデて

仕上げている。

高坏（515）底径14．3cm。脚部は短く朝顔状に開くもので、上半部に円孔を穿つ。調整は外面と

裾部内面がハヶ目で、内面上半はナデて仕上げている。

SC－70（Fig．134）

B－XI区に検出した住居址で、SC－59の南西6mの距離にある。SR－156．162．283と重複
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Fig．137　SC－68・71・72出土土器実測図（1／4）
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関係にあり、貴も古い°平面

形は南北4・4m、東西4・1mを

測る隅丸方形をなし、面積は

18．4㎡である。壁の遺存状況

は比較的良好で壁高は30cmを

測り、ゆるく傾斜して立ち上

10cm

Fig．138　SC－71出土鉄器実測図（1／2）

がる°床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は6個あるが、主柱穴は南北軸の2本柱である。住

居址上面にはSR－283が一致して重なり、住居址埋没後の浅い凹みが炉として利用されたもので

あろう。

SC－71（Fig．135　PL・34）

E－ⅤIII区に検出した住居址で、SC－79のすぐ南1mの距離にあり、SR－129・131と重複関係

にある。平面形は南北6．3m、東西5．2mを測る長方形をなし、面積は32．8㎡である。壁の道春

状況は良好で高さ45cmを測り、傾斜して立ち上がる°床面は平坦で中央が浅く凹む。柱穴は13

個あるが、中央南北軸の2個が主柱穴と考えられる。

遺物は東．西堂際で支脚等が出土したが、量的には少ない°

出土遺物（Fig・137．138）

甕形土器（516・517）516は口径23・6cm、鹿部6・6cm、器高34・0cm°言線部は－く」字状に外

反し、平坦に整えた端部は小さくつまみ出す。胴部は長胴の砲弾状をなし、平底の鹿部がつく。

調整は言綾部外面がヨコナデの外は粗いハヶ目。517は口径12．8cm。「く」字状の日録部は短く

直線的に開き、端部は平坦に整え僅かにつまみ出している°胴部は肩のはった短胴形のもので

あろう。AII類に属する。調整は外面がハヶ日後にナデ、内面はヘラヶズリ。

器台（518～520）いずれも受け部と脚裾部がラッパ状に開もので、A類に属する。519は口径

8．4伽、底径9．9cm、器高13．0cm。受け部と裾部は短くラッパ状に開く。調整は外面がハヶ目、

内面はハヶ目．ヘラケズリ。519は底径8・2cm。520は底径9．3cm。筒状の脚部は長めで、裾部は

短く反りぎみに開く。調整は外面がハヶ目、内面はハヶ目．ヘラケズ11。

刀子（17）蕨手刀子で、身部の一部を欠損する。刃部は若干内反りぎみで、身幅は1・7cm。環

は柄から水平にのばして下端に密着させるが、接着部は環端が柄に接するだけである°

SC－72（Fig・136）

E－VIII区に検出した住居址で、SC－73のすぐ北にある。SR－63と重複関係にあり、床面の大

半は挽乱を受けて消失している。東西軸は4．15mを測り、隅丸方形をなすものと推定される°

壁面はゆるく傾斜して立ち上がり、壁高は30cmを測る。床面は浅い凹レンズ状である。柱穴は

精査したが検出できなかった。

遺物は壷．甕が北壁に沿って僅かに残っていた°
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出土遺物（Fig・137）

壺形土器（521・522）

521は口径13．0cm。言綾

部は短く「く」字状に

外反し、言綾部は小さ

くつまみ出す。胴部は

肩の強くはった扁球形

で、丸底の鹿部がつく

ものである。調整は外

面と言綾部内面がハヶ

目、胴部内面がヘラヶ

ズ11。F類。522は口径

8．6cm、器高9・1cmの小

型壷である。「く」字状

の言綾部はゆるく外反

して開き、胴部はやゝ

肩のはった扁球形をな

す。BIII類に属する。調

整は内外面ともにナデ

て仕上げている。

鉢形土器（523）口径

17・3cm、底径5．6cm、器

高6・9cm。素言縁の浅め

の鉢でG類に属する。胴

部は内雪ぎみに立ち上

がり、口綾部は小さく

直言する。鹿部は凸レ

ンズ状の平底がつく。

調整は外面がハヶ目、

内面は丁寧にナデて仕

上げている。

SC－73（Fig．136）

E－IX区に検出した Fig．139　SC－74．75実測図（1／60）



138

－ q
－

蓋墓≡皇

こ：一一一一こ

、■一一、　－－－－＿

、ボ　 小

．一一一一．．一　　　　　　一．．．一一一一　　　　　 5

1＿ミゞ＼

．削

1－「ザ博一 ／亨≡一一一

一一一一一，一．

Fig．140　SC－73．74出土土器実測図（1／4）
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住居址で、SC－72のすぐ南にあり、砂丘尾根上に並ぶ。西壁は擾

乱を受けて梢失している。SR－306と重複関係にある°平面形は南

北4．5m、東西3．88mを測る隅丸長方形をなし、面積は17．5㎡であ

る。壁面はゆるく傾斜して立ち上がり、壁高は45cmを測る。柱穴

は精査したが3個しかなくまとまらない。

遺物は壷．甕．高坏等があり、中央部にまとまって出土した。

甕片の中には粗圧痕のついたものもある。

出土遺物（Fig．140）

甕形土器（524）口径16．8cm。言綾部は「く」字状に短く外反す

るもので、AI類に属する。胴部は卵形。調整は内外面ともにハケ

目・ナデ。

高坏（527）大型の坏部をもち、脚部が長くラッパ状に開くもの

でA類に属する。底径21．9cm。ラッパ状の脚裾部は内等ぎみに開

き、屈曲する中位には円孔を穿つ。調整は外面がハヶ目後にナデ、

内面へラケズリ．ハケ目。

器台（526）底径10・5cm。脚部がラッパ状に開くものでA類に属

する°

手提ね土器

（525）口径7．0cm、

底径3・1cm、器高4．

6cm。休部は厚く、

内等ぎみに開く。

鹿部は凸レンズ状

をなす。

SC－74（Fig．

139）

D－IX区に検出し

た住居址で、SC－

76より東へ2mの

距離にありSR－

149．150と重複関

係にある。東西軸

は5．58mを測り、

Sβ．■77
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SC－74出土石器実測図（1／4）
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方形プランをなすものと推

定される。壁高は29cmを測

り、ゆるく傾斜して立ち上

がる。床面は凹レンズ状で

ある。主柱穴は東西軸ほぼ

中央に並ぶ2本と考えられ

る°

出土遺物（Fig．140・141）

壺形土器（528－530）528

は口径12・2cm、器高17．2cm。

「く」字状の口綾部は長く

反りぎみに開き、扁球形の

胴部がつくものでBI類に属

する。調整は外面がハヶ目、

内面はナデて仕上げている。

529は口径15．0cm。口綾部は

内傾ぎみに立ち上がった後

に折れ曲がるように外反す

る。平坦に整えた端部は中

央が凹み、外方に小さくつ

SC－78

H・5．1m

まみ出す。胴部は張りのつ　　　　　　Fig．143　SC－78実測図（1／60）

よい卵形をなすもので、EI類に属する。調整は内外面ともに粗いハヶ昌。530は口径19・0cmの

二重口縁壷で、AI類のものである。言綾部は朝顔状に開いて鋭く反りぎみに内偵し、端部は直

言してつまみ出す。頸部に三角凸帯が1条巡る。調整は内外面ともにハヶ目。

甕形土器（531）口径17．4cm、器高25．4cm。布留系のものでAⅠⅤ類に属する。「く」字状の言綾

部は内雪ぎみに開く。胴部は屑のはった卵形で、鹿部は尖底になる°

高坏（532）口径16．1cm。休部は扁平な半球形で、口綾部は小さく直言する。調整は外面がハ

ヶ目後にナデ、内面は粗い研磨。

石錘（13）滑石製の大型有孔石錘で1／3ほどを欠く。形状は径約14cmの隅丸方形に近い円形

で、断面形も側線部がやや膨らんで方形を呈する°厚さは15．0－15．7cm。側線部の中央よりや

や上方に内径2．9cmの円孔を横方向に穿つ。上面にも内径2．7cmの円孔が奉るが2．6cmの深さで途

絶えている。本遺跡出土の大型有孔石錘中で側線に横方向に円孔を穿っただ1点の資料である。

重さ2．98kg。
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SC－79

H．5．0m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　3m
L1－ロー1－－－一一一）＿　－1一　一ト．1．－－　－－．二！

Fig．144　SC－79実測図（1／60）

SC－75（Fⅰg・139）

D－ⅥⅠ・Ⅷ区に検出した住居址で、砂丘尾根の西斜面上にあり、SK－86、SR－137と重複関

係にあり著しい削平を受けている。SC一79より西へ15mの距離にある。平面形は東西4・9m・南

北5・15mの隅丸方形になると推定される。壁高は25cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床

面は凹レンズ状である。

遺物は、削平を受けているために少ない°

SC－76

D－rX区に検出した住居址で、SC－74の西1mの距離にある°SR－148・176と重複関係にあ

り、著しく削平を受けている。平面形は西堂をコーナーを僅かに残すのみで全容は知りえない。

壁高は18cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は平坦である。
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Fig．145　SC－80実測図（1／60）

SC－77（Fig．142）

E－ⅤII区に検出した住居址で、SC－81より東へ2mの距離にある。平面形は南北4・03m、東

西3．50mを測る隅丸方形をなし、面積は14．1㎡である。壁高は30cmを測り、ほぼ垂直に立ち上

がる。床面は平坦で中央が浅く凹む。柱穴は精査したにもかかわらず1個しか検出できなかっ

たが、長軸筋に2本の主柱穴をもつものと考えられる。

遺物は壷．甕があるが、量的には少ない。

SC－78（Fig．143）

E－ⅤIII区に検出した住居址で、SC－79より北東へ2mの距離にある°平面形は南北5．05m、

東西4．60mを測る長方形をなし、面積は23・3㎡である°壁高は50cmを測りゆるく傾斜して立ち

上がる°床面は浅い凹レンズ状である。北西隅を除く3カ所のコーナーには三角形の小さなフ

ラット面がある°柱穴は9個あるが中央部長軸に並び南北軸を柱筋とするものと考えられる。
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SC－81翌卓上．圭，亮一／：SR－113

○土器

Fig・146　SC－81実測図（1／60）

遺物は全域に分布するが上層に浮いている。　　　　　　　　　　　　－
－

SC－79（Fig．144　PL．34）　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
－

E－VIII区に検出した住居址で、SC－71のすぐ北1mの距離にある。平面形は東西5・75m、南

北5．02mを測り、西壁の張り出した隅丸方形をなし、面積は28・9㎡である°壁の遺存状況は比

較的良好で高さ45cmを測りゆるく傾斜して立ち上がる。床面は平坦であるが、東側に傾斜する。

張り出した西堂側には幅90cm、高さ10cmのベット状遺構がある。中央部東偏りと北西堂隅に楕

円形土壙がある。柱穴は10個あるが、柱穴としてはまとまらない。

遺物は壷．甕等が出土しているが量的には少ない。

SC－80（Fig．145　PL．35）

E－ⅤII区に検出した住居址で、砂丘尾根上に南北に並ぶ住居址群中で最北端に位置する。SC－

81より北へ6mの距離にある。SR－13と重複する。平面形は東西5．22m、南北4．93mを測る隅

丸方形をなし、面積は25・8㎡である。壁高は43cmを測りゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅
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Fig．147　SC－80．81出土土器実測図（1／4）
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い凹レンズ状である。柱穴は東南隅を除いて6個あり、主柱穴は4本柱

と考えられる。中央部北偏りと南壁際には楕円形の土壙がある。

遺物は全域に散らばるが量的には少ない。

出土遺物（Fig・147） ，再二の18
甕形土器（533・534）533は口径13．6cm、底径7・3cm、器高13．0cm。「く」　』コ空

字状の言綾部は短く直線的に開く。胴部は下張れの短胴形で、平底の底　Fig・148SC－81

部がつく。調整は外面がハヶ目、内面はヘラヶズ11。534は口径12．3cm、出土銅鏃実測図（1／2）

器高12．5cm。言綾部は短く「く」字状に外反する。胴部は球形をなす。調整は言綾部は内外が

ヨコナデ、胴部外面上半がハヶ目、ほかはヘラヶズリ。

SC－81（Fig146　PL．35）

E－VII区に検出した住居址で、SCー80より南へ6mの距離にあり、SR－14．113と重複し最

も古い。平面形は東西5・20m、南北4．35mを測る長方形をなし、面積は22．6㎡である。壁の遺

存状況は比較的良好で高さ55cmを測り、ゆるく傾斜して立ち上がる。床面は浅い凹レンズ状で

ある。北東部コーナーに幅35cmのフラットな面があり、ベット状遺構の名残りかと思われる°

柱穴は中央東西軸の2本が主柱穴となるもので、南北軸の小柱穴は補助柱となるものであろう

か°　中央の主柱穴間に炉址をもつ。炉は径110cmの円形で浅く凹み、炭層のみが堆積していた。

北西部コーナー壁面に平行して135×75cmの浅い楕円形土壙がある。

遺物は弥生時代後期の壺・甕が北壁際から出土したが量的には少ない。

出土遺物（Fig・147．148）

壺形土器＿（535．536）535は口径14．0cm、底径7．1cm、器高29．6cm。言綾部は直言して立ち上

がった後に短く外反する。胴部はナデ肩の長胴形で、平底の鹿部がつくものである。EII類に属

する。調整は口綾部内外面はナデ、胴部は内外面ともにハヶ目。536は口径19・0cm。言綾部は短

く直言した後に大きく外反する。平坦に整えた端部には刻目を施し、外方に小さくつまみ出す。

調整は言綾部内外と胴部外面がハヶ目、胴部内面はナデ。

甕形土器（537）口径20．4cm、底径7・7cm、器高31．4cm。言綾部は短く「く」字状に外反し、

端部は平坦に整えている。胴部は長胴形をなし、凸レンズ状の平底がつく°調整は外面がパケ

目、内面はハヶ目後ナデて仕上げている。AI類。

鉢形土器（538）口径25・5cm、底径9．2cm、器高20．2cm、言綾部が「く」字状に短く外反する

深手のもので、A類に属する。口縁端部は平坦で、外方に小さくつまみ出し中央が僅かに凹む°

頸部には三角凸帯が1条巡る。胴部は半球形で、凸レンズ状の鹿部がつく。調整は内外面とも

にパケ目。

鋼鉄（18）有茎鏑造腸挟柳葉式に属するもので切先と茎端部を欠く。長さ3・0cm、身幅は9mm

を測り、茎部は短い。
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（2）土壙

土壙は古砂丘尾根北端のE－Ⅴ区を北限として調査区全域に亘って分布し、総計120基を検出

した。その立地は竪穴住居址のあり方と差異なく、概ね古砂丘尾根上のものと東側緩斜面上の

ものとに大別される。これらの土壙は数基からなる小単位の群を作りながらも、竪穴住居址と

隔絶した距離に存在するものは少なく、竪穴住居址群に付随するかのようなあり方を示す。殊

に古砂丘尾根上の土壙は赤褐色砂を取り除いた下層より検出したものがほとんどを占める。

また、これらの土壙はその形状から円形～楕円形のものと、方形～長方形のものとに二大別

され、それが直ちに時期差を捺すものとは云い難い。しかし、方形．長方形の土壙は古砂丘尾

根南半部を中心に分布し、竪穴住居址に隣接して位置し、出土遺物は少ないながらもそれにほ

とんど一致するものであることから、竪穴住居址群に付随する施設であったろうことは推測す

るには難くない。円形～楕円形土壙の一部をのぞきほとんどは出土遺物も少なく、時期や性格

を明確に決定しえるものは少ないが、あり方からして方形、長方形土壙のそれと同様に考えて

も大過ないだろう。

SK－01（Fig．149）

平面形は長軸195cm、短軸181cmを測る隅丸方形の土壙で、深さは67cmを測る。断面形は舟底

状をなし、壁面は比較的急に立ち上がる。

SK－02（Fig．149）

平面形は長軸327cm、短軸142cmを測る不整長方形の土壙で、深さは40cmを測る。断面形は皿

状をなすが、東側はわずかに凹み、壁面は緩傾斜する°

SK－03（Fig．149）

E－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－10より北へ4mの距離にある。平面形は長軸213cm＋α、短

軸132cmの不整楕円形で＼長軸方向をN－350－Eにとる。深さは18cmを測り、断面形は浅いレン

ズ状をなす。

出土遺物（Fig・159）

壺形土器（540）言綾部がラッパ状に開く長頸壷で、C類に属する。胴部は肩のはった扁球形

をなす。

SK－04（Fig．149）

E－XI区に検出した土壙で、SC－10より北へ5mの距離にある。平面形は長軸103cm、短軸72

cmの楕円形で、長軸方向をN－90。－Wにとる。深さは26cmを測り、断面形は摺鉢状をなす。．

SK－05（Fig・149）

E－XI区に検出した土壙で、SC－10より北へ3mの距離にある。平面形は長軸136cm、短軸92

cmの楕円形で、長軸方向をN－6。30′－Eにとる。深さは62cmを測り、断面形は緩傾斜する。

SK－06（Fig．149）
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E－XI区に検出した土壙で、SC－21より南へ6mの距雛にある。平面形は長軸122cm＋α、短軸

74cmの不整楕円形で長軸方向をN－670－Wにとる°深さは40cmを測り、断面形は舟底状をな

す。

SK－07（Fig．149）

E－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－10より南へ1mの距離にある。平面形は長軸96cm、短軸75

cmの楕円形で、長軸方向をN－65。－Wにとる。深さは48cmを測り、断面形は皿状をなす。壁面

は急傾斜する。

SK－08（Fig．149）

E－XI区に検出した土壙で、SC－10の北西隅ある°平面形は長軸104cm、短軸95cmの円形で、

長軸方向をN－85。－Wにとる。深さは40cmを測り、断面形は舟底状をなす。

SK－09（Fig．149）

E－XI区に検出した土壙で、SC－10と重複する。平面形は長軸122cm、短軸112cmの不整円形

で、長軸方向をN－8。－Wにとる。深さは60cmを測り、断面形は逆梯状で壁面は急傾斜する。

SK－10（Fig．149）

F－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－02の南1mの距離にある。平面形は長軸92cm、短軸58cmの

楕円形で、長軸方向をN－33°－Eにとる。深さは30cmを測り、断面形は舟底状をなす。壁面は緩

傾斜する。

SK－11（Fig・149）

E－XI区に検出した土壙で、ST－01より北へ1mの距離にある。SC－08と重複関係にあり、

SC－08より新しい°平面形は長軸194cm、短軸134cmの不整方形で、長軸方向をN－64。－Wにと

る。深さは18cmを測り、断面形は皿状をなす。

SK－12（Fig．149　PL．36）

F－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－07・09と重複関係にあり、この中では最も新しい°平面形

は長軸191cm、短軸125cmの楕円形で、長軸方向をN－9。30′－Eにとる。深さは38cmを測り、断

面形は舟底状をなす。南壁際より2枚重ねの須恵器蓋が裏返しの状態で出土した。

出土遺物（Fig．12）

須恵器坏蓋（559．560）いずれも身受けの反りが小さく、天井部が低い。560には外面にヘラ

記号がある。

SK－13（Fig・149）

E－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－10より西へ3mの距離にある。平面形は長軸152cm、短軸98

cmの不整楕円形で、長軸方向をN－9。－Eにとる°深さは54cmを測り、断面形は皿状をなす°

SK－14（Fig．150）

E－Ⅶ区に検出した土壙で、ST－01に切られ土壙内は古墳の葺石が充満している。平面形は
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長軸335cm、短軸140cm＋αの長方形で、長軸方向をN－78。－Eにとる。深さは30cmを測り、断面

形は皿状をなす。

SK－15（Fig・149）

E－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－23の東4mに位置する。平面形は長軸179cm、短軸178cmの

円形で、長軸方向をN－80。－Eにとる。深さは62cmを測り、断面形は舟底状をなす。西側上面に

は石組があり、周囲が赤変していることから、石組炉と考えられる。

SK－16（Fig・150）

F－Ⅹ区に検出した土壙で、SK－15の東2mに位置する。平面形は長軸70cm、短軸58cmの円

形で、長軸方向をN－9030′－Wにとる。深さは16cmを測り、断面形は浅い皿状をなす°

SK－17（Fig・150）

F－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－23の東1mに隣摸している。平面形は長軸94cm、短軸91cm

の円形で、長軸方向をN－80。－Wにとる。深さは26cmを測り、断面形は浅い皿状をなす。

SK－18（Fig．150）

F－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－23、SK－19と重複関係にあり、この中で貴も新しい。平面

形は長軸218cm、短軸176cmの不整円形で、長軸方向をN－70。－Wにとる。深さは40cmを測り、

断面形は舟底状をなす。壁面は緩傾斜する。

SK－19（Fig．150）

F－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－23より新しく、SK－18より古い。平面形は長軸278cm＋α、

短軸230cmの楕円形で、長軸方向をN－700－Wにとる。深さは38cmを測り、断面形は皿状をな

す。

SK－20（Fig・150）

E－Ⅹ区に検出した土喝で、SC－23より西へ3mの距離にある。平面形は長軸67cm、短軸63

cmの小円形で、長軸方向をN－6。40′－Wにとる。深さは34cmを測り、断面形は舟底状をなす。

SK－21（Fig・150）

E－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－21と重複関係にありSC－21よりも新しい。平面形は長軸86

cm、短軸84cmの円形で、長軸方向をN－80。40，－Eにとる。深さは12cmを測り、断面形は浅い皿

状。

SK－22（Fig・150）

E－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－21と重複関係にあり、これよりも新しい。平面形は長軸90

cm、短軸71cmの楕円形で、長軸方向をN－29。－Eにとる。深さは20cmを測り、断面形は浅い皿

状。

SK－23（Fig．150）

E－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－21と重複関係にありSC－21より新しい°平面形は長軸98cm、
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短軸86cmの不整長方形で、長軸方向をN－29。－Eにとる。深さは10cmを測り断面形は浅い皿状°

SK－24（Fig・150）

F－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－23と重複する。平面形は長軸60cm、短軸54cmの小円形で、

長軸方向をN－38。30′－Eにとる。断面形は皿状で深さは13cmを測る。

SK－25（Fig．150）

E－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－22の東1mの距離にある。平面形は長軸74cm＋α、短軸74cm

の円形で、長軸方向をN－50。30′－Eにとる。深さは22cmを測り、断面形は舟底状をなす。

SK－26（Fig．150）

E－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－22より南へ5mの距離にあり、SK－27・33と隣接する。平

面形は長軸103cm、短軸102cmの円形で、長軸方向をN－70。10′－Eにとる。断面形は舟底状をな

し。深さは38cmを測る。

SK－27（Fig・150）

E－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－22の南6mにあり、SK－26に接する。平面形は長軸104cm、短

軸90cmの楕円形で、長軸方向をN－26。－Wにとる。深さは25cmを測り、断面形はレンズ状をな

す。

SK－28（Fⅰg．150）

平面形は長軸262cm、短軸227cmを測る隅丸方形の土壙で、深さは33cmを測り、断面形は舟底

状をなす。

出土遺物（Fig．160）

甕形土器（548）「く」字状に反応する言綾部をもち、AI類に属する。口径16．6cm°

SK－29（Fig．150）

F－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－19より南へ4mの距離にある。SK－34と重複関係にあり、

これよりも新しい。平面形は長軸141cm、短軸94cmの楕円形で、長軸方向をN－520－Wにとる。

深さは40cmを測り、断面形は舟底状をなす。壁面は急傾斜する。

SK－32（Fig．151）

E－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－22より南東へ1・5mの距離にある。平面形は長軸203cm、短

軸120cmの隅丸方形で、長軸方向をN－42。－Eにとる。深さは36cmを測り、断面形は皿状をな

す。壁面は緩傾斜する。

出土遺物（Fig．163）

鈍（19）長さ14・3cm、身幅8mmを測る。外面には目の細かいものと粗い布目痕が残り、2種

類の布にまいて埋納されたものである。刃部は錆のために不明瞭であるがわずかにⅤ字状にな

り、身は長方形をなす。

SK－33（Fig．151）
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E－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－22より南へ4mの距離にあり、SK－26の西に接する°平面

形は長軸115cm＋α、短軸97cmの不整楕円形で、長軸方向をN－10．20′－Wにとる°深さは42cmを

測り、断面形は舟底状をなす。

SK－34（Fig．150）

F－Ⅸ区に検出した土壙で、S0－19より南へ3mの距離にある。SK－29と重複関係にあり、

SK－29よりも古い°平面形は長軸144cm、短軸108cmの不整円形で、長軸方向をN－10040′－Eに

とる°　断面形は浅い皿状をなし、深さは13cmを測る。

SK－35（Fig．151）

E－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－22より南東へ3mの距離にある。平面形は長軸144cm、短軸

115cmの楕円形で、長軸方向をN－5040′－Eにとる。深さは30cmを測り、断面形は皿状をなす。

SK－36（Fig・151）

F－Ⅹ区に検出した土塊で、SC山23の南西隅に接してある°平面形は長軸76cm、短軸56cmの

楕円形で、長軸方向をN－480－Eにとる。深さは34cmを測り、断面形は舟底状をなす°壁面は急

傾斜して立ち上がる°

SK－37（Fig．151）

E－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－18より西へ8mの距離にある°平面形は長軸60cm、短軸53cm

の小円形で、長軸方向をN－88030′－Wにとる°深さは30cmを測り、断面形は舟底状をなす°

SK－38（Fig151PL．38）

E－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－22の南1mの距離にある。平面形は長軸189cm、短軸188cm

の隅丸方形で、長軸方向をN－55。－Wにとる°深さは26cmを測り、断面形は浅い皿状をなす°

出土遺物（Fig．160）

甕形土器（549）短く「く」字状に外反する口綾部に短い胴部がつき、AV類に属する。

SK－40（Fig・151）

E－Ⅷ区に検出した土壙で、SC－79より東へ4mの距離にある。平面形は長軸80cm、短軸73

cmの小円形で、長軸方向をN－15030′－Wにとる。断面形は凹レンズ状をなす。

SK－42（Fig．151）1

E－Ⅴ区に検出した土壙で、SR－04より北へ2mの距離にある。平面形は長軸83cm、短軸80cm

の円形で長軸方向をN－880－Wにとる。深さは25cmを測り、断面形は舟底状で、壁面は緩傾斜

する°

SK－43（Fig151）

E－Ⅴ区に検出した土壙で、SR－01の南1mに隣接して位置する。平面形は長軸78cm、短軸

57cmの楕円形で、長軸方向をN－24040′－Wにとる°　断面形は浅い凹レンズ状をなす°

SK－44（Fig．151）
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E－Ⅴ区に検出した土壙で、SR－01より南へ2mの距離にあり、SK－43の南に摸している。

平面形は長軸78cm、短軸74cmの円形で、長軸方向をN－3040，－Eにとる。断面形は凹レンズ

状。

SK－45（Fig・151）

E－Ⅴ区に検出した土壙で、SR－01の東1mの距離にある。平面形は長軸90cm、短軸35cmの

瓢状で、長軸方向をN－6°20′－Wにとる°深さは12cmを測り、断面形は皿状をなす。

SK－46（Fig．151）

D－III区に検出した土壙で、SR－30のすぐ西にある°平面形は長軸232cm、短軸180cmの不整

楕円形で、長軸方向をN－32030′－Wにとる。深さは16cmと浅く、断面形は皿状をなす。

SK－47（Fig．151）

E－ⅤⅠ区に検出した土壙で、SR－05の北1mの距離にある。平面形は長軸46cm、短軸40cmの円

形で、長軸方向をN－10。－Wにとる°深さは24cmを測り、断面形は舟底状で、壁面は急傾斜する。

SK－48（Fig．151）

E－ⅤⅠ区に検出した土壙で、SR－05と重複関係にある。平面形は長軸91cm、短軸76cmの楕円

形で、長軸方向をN－2。－Wにとる。深さは22cmを測り、断面形は皿状をなす。

SK－49（Fig．151）

E－Ⅴ区に検出した土壌で、SR－01の北1mに位置する。平面形は長軸120cm、短軸90cmの楕

円形で、長軸方向をN－30。40′－Wにとる。断面形は浅い皿状をなし、深さは8cmを測る°

SK－50（Fig．151）

E－Ⅴ区に検出した土壙で、SR－01より北へ2mの距離にある。平面形は長軸72cm、短軸60cm

の円形で長軸方向をN－300－Eにとる。深さは24cmを測り、断面形は摺鉢状で、壁面は緩傾斜す

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

SK－51（Fig．152）

D－Ⅴ区に検出した土壙で、SK－52と重複関係にある。平面形は長軸220cm、短軸98cmの長方

形で、長軸方向をN－59。30′－Wにとる。深さは40cmを測り、断面形は舟底状をなす。床面は東

側に1段フラットな面を作り緩傾斜して底面にいたる。土壙内には小礫が散らばっていた。

SK－52（Fig．152）

D－Ⅴ区に検出した土壙で、SR－44より南へ3mの距離にある。SK－51と重複関係にある。

平面形は長軸278cm、短軸213cmの不整長方形で、長軸方向をN－30。30′－Eにとる°深さは20cm

を測り、断面形は舟底状をなす°

SK－53（Fig．151）

D－ⅤⅠ区に検出した土壙で、SR－58と重複関係にあり、SR－58より古い。平面形は長軸82cm、

短軸57cmの円形で、長軸方向をN－120－Wにとる。深さは20cmを測り、断面形は皿状をなす。
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SK－56（Fig．151）

D－ⅤII区に検出した土壙で、SC－81より西へ4mの距離にあり、SR－120と重複関係する。平

面形は長軸110cm、短軸87cmの隅丸長方形で、長軸方向をN－240－Eにとる。断面形は浅い皿状

をなし、深さは15cm。

SK－57（Fig．151）

E－ⅤII区に検出した土壙で、SC－81内にあり覆土は炭層のみである。平面形は長軸84cm、短軸

80cmの円形で、長軸方向をN－3030′－Wにとる。深さは14cmを測り断面形は浅い凹レンズ状を

なす°

SK－58（Fig・152）

E－VII区に検出した土壙で、SC－81の東隅に接してある°平面形は長軸81cm、短軸80cmの円

形で、長軸方向をN－89。30，－Eにとる。断面形は浅い凹レンズ状で、深さは16cmを測る。

SK－59（Fig・152）

E－ⅥⅠ区に検出した土壙で、SC－81の西1mの距離にある。平面形は長軸56cm、短軸53cmの
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円形で、長軸方向をN－19。30′－Wにとる。深さは24cmを測り、断面形は舟底状をなす。

SK－60（Fig．152）

E－ⅤII区に検出した土壙で、SC－81の西隅に摸してあり、SR－113と重複する。平面形は長軸

138cm、短軸116cmの円形で、長軸方向をN－25040，－Wにとる。深さは16cmを測り、断面形は逆梯

状。

SK－61（Fig．152）

E－Vm区に検出した土壙で、SC－78の西に隣摸し、SR－14と重複する。平面形は長軸172cm、

短軸95cmの長楕円形で、長軸方向をN－23。－Eにとる。深さは24cmを測り、断面形は皿状をな

す。壁面は緩傾斜して立ち上がる。

出土遺物（Fig・161）

鉢形土器（554）素口縁をもつ浅手の鉢で、G類に属する。口径12．1cm。

SK－62

D－VII区に検出した土壙で、SR－95の西に隣接する。

SK－63（Fig・153）

F－XlII区に検出した土壙で、ST－02の東2mの距離にある。平面形は長軸162cm、短軸139cm

の円形で、長軸方向をN－57。－Wにとる。深さは56cmを測り、断面形は摺鉢状をなす。壁面は

緩傾斜して立ち上がる°

SK－64（Fig．153）

F－ⅵII区に検出した土壙で、ST－02より東へ1mの距離に隣接する。平面形は長軸128cm、短

軸117cmの円形で、長軸方向をN－8。30，－Eにとる。深さは34cmを測り、断面形は舟底状。

SK－65（Fig．152）

F－ⅦII区に検出した土壙でSC－13より南へ7mの距離にあり、南側はST－02の周溝に切られ

ている。平面形は長軸260cm、短軸250mの円形になるもので、長軸方向をN－50。一Wにとる°深

さは62cmを測り、断面形は舟底状をなす。

SK－66（Fig・153）

F－XlII区に検出した土壙で、SC－13より南へ3mの距離にある。平面形は長軸108cm、短軸93

cmの楕円形で、長軸方向をN－15。－Eにとる。断面形は浅い凹レンズ状をなす。深さは14cmを測

る。土壙上面は炭を含む砂で覆われる。

SK－67（Fig．153）

E－XlⅤ区に検出した土壙で、ST－02より南へ3mの距離にある°平面形は長軸128cm、短軸99

cmの楕円形で、長軸方向をN－20030′－Wにとる。深さは38cmを測り、断面形は舟底状をなす。

SK－68（Fig．153）

E－XlⅤ区に検出した土壙で、ST－02より南へ5mの距離にあり、SK－69・70と並んで位置す
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る。平面形は長軸136cm、短軸116cmの楕円形で、長軸方向をN－20－Eにとる。深さは20cmを測

り、断面形は舟底状をなす。

SK－69（Fig．153）

E－XlⅤ区に検出した土壙で、ST－02の南5mにあり、SK－68・70と並ぶ°平面形は長軸123

cm、短軸110cmの円形で、長軸方向をN－200－Eにとる。深さは44cmを測り、断面形は舟底状を

呈する。

SK－70（Fig．153）

E－XlⅤ区に検出した土壙で、ST－02の南6mの距離にあり、SK－68・69と並ぶ。平面形は長

軸112cm、短軸94cmの楕円形で、長軸方向をN－170－Eにとる。深さは20cmを測り、断面形は皿状

を呈する。

SK－71（Fig・153）

E－XlⅤ区に検出した土壙で、SC－29より南へ7mの距離にある。平面形は長軸78cm、短軸55

cmの楕円形で、長軸方向をN－86。－Eにとる。断面形は摺鉢状をなし、深さ30cmを測る°壁面は

緩傾斜して立ち上がる°

SK－72（Fig．153）

E－XlⅤ区に検出した土壙で、SC－29の南東2mの距離にある°平面形は長軸126cm、短軸97cm

の楕円形で、長軸方向をN－75・－Wにとる°深さは26cmを測り、断面形は皿状をなす。

SK－73（Fig・153）

E－XlIl区に検出した土壙で、SC－29より北へ2mの距離にあり、SK－74に隣接する°平面形

は長軸136cm、短軸112cmの楕円形で、長軸方向をN－690－Eにとる°深さは32cmを測り、断面形

は舟底状をなす。

SK－74（Fig．153）

E－ⅦII区に検出した土壙で、ST－02の西に摸して位置する。平面形は長軸64cm、短軸59cmの

円形で、長軸方向をN－2。－Wにとる°深さは16cmと浅く、断面形は逆梯状をなす。

SK－75（Fig．153）

E－XlⅤ区に検出した土壙で、ST－02より南へ10mの距離にある。平面形は長軸306cm、短軸203

cmの不整長方形で、両小言側はビットで切られる。長軸方向はN－32030′－Eにとる。深さは44

cmを測り、断面形は皿状をなす°

SK－76（Fig．153）

E－XlⅤ区に検出した土壙で、ST－02の南3mにあり、SK－67と72の中間にある。平面形は長

軸136cm、短軸109cmの楕円形で、長軸方向をN－24。－Wにとる。断面形は舟底状をなし、深さ

は24cmを測る。壁面は緩傾斜して立ち上がる°

SK－77（Fig．154）
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F－ⅦII区に検出した土壙で、ST－02の東側墳丘下にあり、一部は葺石が重なる。平面形は長

軸226cm、短軸200cmの不整方形で、長軸方向をN－560－Wにとる。深さは40cmを測り、断面形

は舟底状をなす。

SK－78（Fig・154）

C－ⅤIII区に検出した土壙で、SC－75より砂丘尾根西傾面上にある。平面形は長軸88cm、短軸

77cmの不整円形で、長軸方向をN－71。30，－Wにとる。深さは22cmを測り、断面形は舟底状をな

す。

SK－79（Fig．154）

E－ⅤIII区に検出した土壙で、SC－71内の南側にありSC－71よりも新しい。平面形は長軸104cm、

短軸98cmの円形で、長軸方向をN－66030′－Eにとる。深さは30cmを測り、断面形は舟底状をな

す。

SK－80（Fig．154）

D－ⅤII区に検出した土壙で、SC－75の北壁際にあり、南側はSC－75によって切られる。平面

形は長軸114cm、短軸88cmの楕円形で、長軸方向をN－7。26′－Wにとる。断面形は浅い皿状をな

し、深さは10cmを測る。

SK－81（Fig．154）

D－ⅥⅠ区に検出した土壙で、SC－75の北に隣接し、SC－80の東に並ぶ。SR－137と重複関係

にある。平面形は長軸64cm、短軸46cmの円形で長軸方向をN－89。－Wにとる。断面形は浅い皿

状をなし、深さは12cmを測る。

SK－82（Fig・154）

D－ⅤII区に検出した土壙で、SC－75より東へ3mの距離にあり、SR－126と重複する。平面形

は長軸240cm、短軸187cmの隅丸長方形で、長軸方向をN－24。40′－Eにとる。断面形は浅い皿状

をなし、深さは12cmを測る。

SK－83（Fig．154）

D－ⅤIIl区に検出した土壙で、SC－71より西へ6mの距離にある。平面形は長軸130cm、短軸90cm

の楕円形で長軸方向をN－82。40′－Eにとる。断面形は浅い凹レンズ状をなし、深さは12cmを測

る。

SK－84（Fig・154）

D－VⅢ区に検出した土壙で、SC－75より南へ7mの距離にあり、SR－172と重複する。平面形

は長軸80cm、短軸76cmの円形で、長軸方向をN－12。30，－Wにとる°深さは28cmを測り、断面形

は舟底状をなす。

SK－85（Fig・155）

D－VII区に検出した土壙で、SC－75の北1mの距離に隣接する。平面形は長軸128cm、短軸122
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Fig．159　SK出土土器実測図（1）（1／4）
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Fig．161SK出土土器実測図（3）（1／4）

cmの楕円形で、長軸方向をN－29。－Eにとる。断面形は浅い摺鉢状をなし、深さは16cmを測る。

SK－86（Fⅰg・154）

D－ⅦI区に検出した土壙で、SC－75、SR－134・171と重複関係にあり、最も古い。平面形は

長軸470cm＋α、短軸278cmを測る大型の長方形で、長軸方向をN－110－Eにとる。深さは25cmを

測り、断面形は皿状をなす。土壙上は炉址埋土の赤暗色砂が厚く堆積していた。

出土遺物（Fig160．161）

甕形土器（550）土壙内より出土したN0．7の倒置甕である。「く」字状言縁をもち、短胴°AV

類。

鉢形土器（558）N0．8の倒置甕。A類。

SK－87（Fig・155）

D－ⅤIlI区に検出した土壙で、SC－76より北へ8mの距離にあり、SR－133と重複する°平面形

は長軸138。m、短軸93cmの楕円形で、長軸方向をN－280－Wにとる。断面形は浅い皿状をなし、

深さは12cmを測る。

SK－88（Fig．155）

D－XlII区に検出した土壙で、SK－90の東1mの距離に接して位置する。平面形は長軸188cmの

楕円形に復原され、長軸方向をN－73。30′－Wにとる。断面形は浅い凹レンズ状をなす。

SK－89（Fig．155）
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D－Ⅸ区に検出し1た土壙で、SC－76より北西1mの距離

にある°平面形は長軸132cm、短軸82cmの楕円形を呈し、長

軸方向をN－44030′－Eにとる。断面形は浅い舟底状をな

し、深さは14cmを測る。

SK－90（Fig．155）

D－XlII区に検出した土壙で、SK－88の西1mの距離に隣

接する°平面形は長軸407cm＋α、短軸238cmの不整形で、長

軸方向をN－80－Eにとる。深さは29cmを測り、断面形は浅

い舟底状をなす。

SK－91（Fig・155）

C－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－31の南へ2mの距離に

ある。平面形は長軸274cm、短軸218cmの不整形で、長軸方

向をN－720－Wにとる。断面形は浅い凹レンズ状をなす。

SK－92（Fig・155）

C－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－33のすぐ南に位置し、

東側はSC－35に切られている。平面形は長軸230cm、短軸

185cmの楕円形で、長軸方向をN－81030′－Eにとる。深さ

は30cmを測り、断面形は舟底状をなす。

出土遺物（Fig・161）

鉢形土器（557）素言緑で浅手の鉢。胴部は半球形で言

綾部は反りぎみに開く。G類。

SK－93（Fig・155）

D－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－42の南東へ2mの距

離にあり、SR－310と重複関係にある。平面形は長軸290

cm、短軸280cmの隅丸方形で、長軸方向をN－65040′－Wに

とる。深さは50cmで、断面形は舟底状をなす。底面中央

に径110cmの浅い円形ピットがある。土壙中央にむかって

焼けた小磯が凹レンズ状に敷かれており、土壙廃棄後に

石敷炉として使用されたものであろう。

0　　　　　　10cm

と三一．－1－－トー　　一口一一－1

Fig・162　SK－103出土石器

実測図（1／4）

5

cm

同

Fig．163　SK出土鉄器実測図（1／2）

出土遺物（Fig．160）

甕形土器（547）短く「く」字状に開く言縁をもつ。AVI類。

SK－94（Fig・156　PL．36）

D－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－42のすぐ南に接して位置し、SR－311と重複する。平面形は
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長軸254。m、短軸246cmの方形で、長軸方向をN－28。－Eにとる°深さは34cmを測り、断面形は舟

底状をなす。土壙上層には赤変した砂に混じって焼けた小礫が散乱しており、廃棄後に凹みが、

炉として使用されたことが考えられる。

出土遺物（Fig．159）

壺形土器（541）球形の胴部に短い言縁をもつ。F類に属する。

SK－95（Fig・156）

D－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－42の南東4mの距離にあり、SK－94に隣接する°平面形は

長軸230cm、短軸173cmの楕円形で、長軸方向をN－10。－Eにとる°断面形は皿状をなし、深さは

24cmを測る。

SK－96（Fig・156）

D－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－42より南東へ7mの距離にある。平面形は長軸130cm、短軸

85cmの楕円形で、長軸方向をN－2°－Wにとる°断面形は摺鉢状をなし、深さは60cmを測る°

出土遺物（Fig．160）

高坏（551）休部は内雪ぎみに立ち上がり、言綾部は反りぎみに開く。脚部は短いラッパ状

で、裾部は水平に開く。C類。

SK－97（Fig156）

D－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－43のすぐ北隣にある。平面形は長軸275cm、短軸201cm＋αの

隅丸方形で、長軸方向をN－68。－Eにとる°断面形は皿状をなし、深さは20cm°土壙上層には、

焼けた小礫が敷いたように拡がり、廃棄後に凹みが炉として使用された可能性がある。

出土遺物（Fig．159）

壺形土器（539）C類の長頸壺で，ラッパ状に開く言綾部は短めで端部を内方に小さくつまみ

出す。胴部は球形。

SK－99（Fig．156）

D－Ⅹ区に検出した土境で、SC－43より東へ2mの距離にある。平面形は長軸358cm、短軸277

cmの隅丸方形で、長軸方向をN－17030，－Eにとる。断面形は平坦な皿状で、深さは36cmを測

る。

SK－100（Fig．156）

D－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－43の南東約1mの距離にある°SR－309と重複する。平面形
＼

は長軸220cm、短軸142cmの円形で、長軸方向をN－17。－Wにとる。断面形は浅い凹レンズ状を

なし、深さは12cmを測る。

SK－101（Fig．156　PL．37）

D－Ⅸ区に検出した土壙で、SC－42のすぐ西に隣接してあり、SR－198・201・304と重複す

る。平面形は長軸362cm、短軸320cmの隅丸長方形で、長軸方向をN－250－Eにとる。断面形は皿
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状をなし、壁面は緩傾斜して立ち上がる。

出土遺物（Fig．160）

甕形土器（546）「く」字状の口綾部に卵形の胴部がつく甕で、AI類に属する。

SK－102（Fig・156）

B－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－52と南側壁に摸し、SR－155と重複する。平面形は長軸282

cm、短軸250cmの隅丸長方形で、長軸方向をN－60°40′－Wにとる。断面形は皿状をなし、深さは

18cmを測る。壁面は緩傾斜して立ち上がる。

SK－103（Fig．157　PL・37）

C－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－56のすぐ東に位置する。平面形は長軸231cm、短軸217cmの

楕円形で、長軸方向をN－52°－Eにとる。深さは38cmを測り、断面形は皿状をなす。

出土遺物（Fig・161．162）

鉢形土器（555）小さく開く素言縁をもつ深手鉢で、F類に属する。

石錘（14）滑石製の大型有孔石錘である。形状は径15・4×15・Ocmのほぼ円形で、中央部には．

内径2．6×2．1cmの，円孔を穿つ。断面形は側線部のや、膨らんだ長方形で厚さは7・8－8．6。Ⅲ。

側線部は粗く面取りした後に丸く整形し、上下面は平坦に仕上げている。なお、側線部には横

方向の、円孔内には縦方向のノミ状工具痕が残る。重さは3・17kg。

SK－104（Fig・157）

C－XI区に検出した土壙で、SC－67の南西隅を切っている。SR－152と重複し、これよりも古

い。平面形は長軸245cm、短軸242cmの隅丸方形で、長軸方向をN－68。30′－Wにとる。断面形は

皿状をなし、深さは28cmを測る。壁面は急傾斜して立ち上がる。

SK－105

C－XI区に検出した土壙で、SC－57と重複関係にあり、SC－57より古い。平面形はその大半

がSC－57によって破壊されているが、一辺が350cm程の方形を呈するものであろう。深さは約20

cmを測り、断面形は浅い皿状をなす。　。

SK－106（Fig．157）　　　　　　（
1

B－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－58．66と重複関係にあり、この中で最も新しい。平面形は
－

長軸290cm、短軸250cmの隅丸長方形で、轟軸方向をN－46。30，－Eにとる。深さは30。mを測り、
月

断面形は皿状をなす°壁面は緩傾斜して立ち上がる°

出土遺物（Fig・159．161）

甕形土器（545）言綾部は短く外反する。AI類に属する。

鉢形土器（552）素言縁をもち深手°休部は内雪ぎみに立ち上がり、言綾部は小さく直言す

る。G類。

SK－107（Fig．157）
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C－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－49の南東3mの距離にある°平面形は長軸302cm、短軸288

cmの円形で、長軸方向をN－110－Wにとる。深さは18cmと浅く断面形は皿状をなす°覆土上層

に淡赤褐色砂が薄くレンズ状に堆積し小礫が散布する°炉として使用されたのであろうか。

SK－108（Fig．157）

B－XI区に検出した土壙で、SC－53より北へ2mの距離にある。平面形は長軸170cm、短軸114

cmの楕円形で、長軸方向をN－29°－Wにとる。深さは10cmを測り、断面形は浅い皿状をなす。

SK－109（Fig．157）

B－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－59の北に隣摸し、SR－266と重複する。平面形は長軸252

cm、短軸220cmの不整楕円形で、断面形は皿状をなし、深さは22cmを測る。

SK－110（Fig・158）

C－IX区に検出した土壙で、SC－42より北へ2mの距離にある。SR－196．200・201・260・

291と重複関係にある。平面形は長軸390cm、短軸315cmの隅丸方形で、長軸方向をN－18030′－E

にとる。断面形は浅い皿状で、深さは14cmを測る°

出土遺物（Fig159・161．163）

壺形土器（542）砲弾状の休部をもつ小型壺で、言綾部は反りぎみに開く°

甕形土器（544）「く」字状の言綾部が短く外反し、卵形の胴部に小さな平底がつく。AI類°

鉢形土器（553．556）553は休部が半球形で、直言ぎみの言綾部は小さく外方へ開く。556は

休部が内雪ぎみに大きく開く。いずれもG類。

釣針（20）基部を欠く大型の釣針で、長さ5．2cm、幅2・8cmを測る°身はU字状になり、針先は

内面に返りがつく。基部には横に巻いた糸が残る。身の断面形は楕円形を呈す。

SK－111（Fig・157）

C－Ⅹ区に検出した土壙で、SC－68より北へ4mの距離にある。SR－234と重複関係にある°

平面形は長軸204cm、短軸196cmの隅丸方形で、長軸方向をN－54。－Eにとる。深さは8cmと浅

く、断面形は凹レンズ状をなす。

SK－114（Fig・158）

C－XI区に検出した土壙で、SC－50の北に隣接し、SR－267と重複する°平面形は長軸294

cm、短軸267cmの隅丸方形で、長軸方向をN－25030′－Eにとる。深さは12cmを測り、断面形は浅

い皿状をなす。

SK－115（Fig．158）

B－XI区に検出した土壙で、SC－60より南へ6mの距離にあり、SK－109と摸している°平

面形は長軸424cm、短軸224cmの長楕円形で、長軸方向をN－110－Wにとる°断面形は浅い凹レ

ンズ状をなし、深さは15cmを測る。

SK－116（Fig・158）
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B－XI区に検出した土壙で、SC－59より南東へ2mの距離にある。平面形は径82cmの円形プ

ランを呈する。断面形は浅い皿状をなし、深さは8cmを測る。

SK－117（Fig．158）

B－XI区に検出した土壙で、SC－52のすぐ西1mの距離にあり、SR－157と重複関係にある°

平面形は長軸110cm、短軸100cmの円形で、長軸方向をN－86。20，－Eにとる。深さは12cmを測

り、断面形は浅い凹レンズ状をなす。

SK－118（Fig．158）

B－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－59より西へ4mの距離にある。平面形は長軸108cm、短軸98

cmの円形で、長軸方向をN－110－Wにとる。断面形は浅い凹レンズ状をなし、深さは13cmを測

る。

SK－119（Fig・158）

B－Ⅶ区に検出した土壙で、SC－70より北西へ3mの距離にあり、SR－159と重複関係にあ

る。平面形は長軸218cm、短軸200cmの不整楕円形に復原でき、長軸方向をN－26。－Wにとる。

深さは15cmを測り、断面形は浅い皿状をなす。

SK－120（Fig．158　PL．38）

E－XlV区に検出した土壙で、ST－02より南へ13mの距離にあり、土壙群中、最南端に位置す

る°平面形は長軸115cm、短軸112cmの円形で、長軸方向をN－32。－Eにとる。深さは90cmを測

り、断面形は舟底状をなす。土壙には完形の二重言縁壷が埋置されており、そのあり方から墳

墓の供献土器の可能性がある。

出土遺物（Fig．159）

壺形土器（543）AIⅤ類の二重言縁壷。言綾部は短く朝顔状に開き、緩く屈曲して外方に開

く。胴部は張りの強い球形で平底がつく。
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土　壙　一　覧　表

遺構番号 グリット 平　 面　 形 断　 面　 形
法　　 皇 （cm）

長さ×帽×深さ
方　　　 位 備　　　 考

01 隅丸 方形 舟　 底　 状 195×181×67

02 不整長方形 皿　　　 状 327×142×40

03 E －Ⅶ 不整楕円形 レ　ンズ状 213×132×18 N －35．－E

04 E －Ⅶ 楕　 円　 形 摺　 鉢　 状 103×72×26 N －90・－W

05 E －Ⅶ 楕　 円　 形 摺　 鉢　 状 136×92×62 N －6。30′－E

06 E －Ⅶ 不整楕円形 舟　 底　 状 122×74×40 N －67・－W

07 E －Ⅶ 楕　 円　 形 皿　　　 状 96×75×48 N －65．－W

08 単一Ⅶ 円－　　 形 舟　 底　 状 104×95×40 N －85。－W

09 E －Ⅶ 不整 円 形 逆　 底　 状 122×112×60 N －8．－W

10 F lⅦ 楕　 円　 形 舟　 底　 状 92×58×30 N －33．－E

11 E 一Ⅶ 不 整方 形 皿　　　 状 194×134×18 N －64．－W

12 F 一Ⅶ－ 楕　 円　 形 舟　 底　 状 191×125×38 N －9．30′－E

13 E －Ⅶ 不整楕円形 皿　　　 状 152×98×54 N －9．－E

14 E 一Ⅶ 長　 方　 形 皿　　　 状 335×140×30 N －78．－E

15 F －Ⅹ 円　　　 形 舟　 底　 状 179×178×62 N －80．－E

16 F－Ⅹ 円　　　 形 皿　　　 状 70×58×16 N －9．30′－W

17 F －Ⅹ 月　　　 形 皿　　　 状 94×91×26 N －80．－W

18 F 一Ⅹ 不 肇円形 舟　 底　 状 218×176×40 N －70．－W

19 F －Ⅹ 楕　 円　 形 皿　　　 状 278×230×38 N －70。，W

20 E －Ⅹ 円　　　 形 舟　 底　 状 67×63×34 N －6．40′－W

21 E －Ⅹ－ 円　　　 形 皿　　　 状 86×84×12 ‘N －80。40′－E

22 E －Ⅹ 楕　 円　 形 皿　　　 状 90×71×20 N 一29．－E

23 E －Ⅹ 1 不整長方形 皿　　　 状 98×86￥10 N －29．－E

24 F －Ⅹ 円　　　 形 皿　　　 状 60×54×13 N －38．30′一一E

25 E －IX 円　　　 形 舟　 底　 状 74×74×22 N －5・30′－E

26 E ■IX 円　　　 形 舟　 底　 状 103×102×38 N －70。10′－E

27 E －IX 楕　 円　 形 凹レンズ状 104×90×25 N －26．－W

28 隅丸 方形 舟　 底　 状 262×227×33

29 F 一IX 楕　 円　 形 皿　　　 状 114×94×40 N －52．－W

30

31

32
E －Ⅰ女 一隅丸長方形　－ 皿　　　 状 203×120×36 N －42・－E

33 E －IX 不整楕円形 舟　 底　 状 115×97×42 N －10・20′－W

34 －　F －IX 不整 円形 皿　　　 状 144×108×13 N －10・40′－E

35 E ，IX 楕　 円　 形 皿　　　 状 144×115×30 N －5．40′－E

36 F －Ⅹ 楕　 円　 形 舟　 底　 状 76×56×34 N ，48．－E

37 E －IX 円　　　 形 舟　 底　 状 60×53×30 N －88．30′－W

38 E －IX 一隅 丸方形 皿　　　 状 189×188×26 N －55。－W

39

40 E －ⅦⅠ 円　　　 形 凹レンズ状 80×73 N －15．30′－W

Tab．1　土壙一覧表（1）
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土　壙　一　覧　表

、遺構番号 グリット 平　 面　 形 断　 面　 形 ．
法　　 量 （cm）

長さ×幅×深さ
方　　　 位 備　　　 考

41

．42 E －Ⅴ 円　　　 形 舟　 底　 状 83×80×25 N －88．－W

午3 E －Ⅴ 楕　 円　 形 凹レンズ状 78×57 N －24．40′－W

44 E －Ⅴ 円　　　 形－ 面レンズ状 78×74 N －3。40′－E

45 E －Ⅴ 瓢　　　 状 血　　 状 90×35×12 N －6．20′－W

46 D －III 不整楕円形 皿　　　 状 －232×180×16 N －32。30′－W

4－7 E －ⅤⅠ－ 円　　　 形 舟　 底　 状 46×40×24 －N －10。－W

48 E －ⅤⅠ． 楕　 円　 形 皿　　　 －状 91×76×22 N －2．－W

49 E －Ⅴこ 楕　 円　 形 皿　　　 状 120×90×8 N －30。40′一W

50 E 一Ⅴ 円　　　 形 摺　 鉢　 状 72×60×24 N －30。－E

－51 D －Ⅴ 長　 方　 形－ 舟 ．底　 状 220×．98×40 N －59。30′－W ．

52 D －Ⅴ 不整長方形 舟　 底　 状 278×213×－20 N －30。30′－E

53 － D －ⅤⅠ ．円　　 形 皿　　　 状 82×57×20 N －12。－W

54 －－

55

56 D －ⅤII 隅丸喪方形 皿　　 玻 110×87×15 N －24。－E

．57 E －ⅥⅠ 円　　　 形 レ　ンズ状 84×80×14 N －3。30′－W

58 E 一一ⅥⅠ 円　　　 形 レ　ンズ状 81×80×16 N －89．30′－E

59 E －ⅥⅠ 円　　　 形 舟　 底　 状 56×53×24 N －19。30′－W

60 E －ⅥⅠ 円　　 料 逆　 梯　 状 138×116．×16 N －25。40′－W

61 －E －ⅦI 長楕 円形 皿　　　 状 172×95×24 N －23。－E

62 D －ⅥⅠ

63 F －ⅦII 円　　　 形 摺　 鉢　 状 162×139×56 N －57。－W

64 F －ⅦII． 円　　　 形 舟　 底 、状 128×117火34 N －8。30．′－E

65 F －ⅦII 円　　　 形 舟　 底　 状 2－60×2－50×62 N －50．－W

66 F －ⅦII 楕　 円　 形 レ　ンズ状 108×93×14 N －15。－E J一一

67 E 一ⅦⅤ 楕　 円　 形－ 舟　 底　 班 128×99×38 N －20．30′－W

68 ． E －ⅦⅤ 楕　 円　 形 舟　 底　 状 136×116×20 － －N －2。－E

69 E －ⅦⅤ・ 円　　　 形 舟　 底 ・状 123×110×44 N －20。－E

70 E －ⅦⅤ 楕　 円　 形 皿　　　 状 112×94×20　－ N －17。1E

71 E 一ⅦⅤ 楕　 円　 状 摺　 鉢　 状 78×55×30 N －86。－E

72 定一ⅦⅤ 楕　 円　 形 血　　　 状 126×97×－26 N 175。－W

73 E －ⅦII． 楕　 円　 形 舟　 底　 状 136×112×32． N －69。－E

74 E －ⅦII 円　　　 形 逆　 梯　 状 64×59×16 N －2。－W

75 E－一肌 不整長方形 皿　　　 状 306×203×44 ・ N －32。30′－E

76 E一一一ⅦⅤ 楕　 円　 形 舟　 底　 状 136×109×24 N －24。－W

77 F 一軍II 不 整方 形 舟　 底　 状 226×200×40 ． N －56。－W

78 C 一ⅦⅠ 不整 円形 舟　 －底．状－ 88×－77×22 　 N －71。30′－W

79 E －ⅦⅠ 円　　　 形 舟　 底　 状 104×98×30 N ■66．30′－E

80 D －ⅥI －樟　 －円　 形 皿　　　 状 114×88×10 －N －7．26′■W 、

Tab．2　土壙一覧表（2）
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土　壙　一　覧　表

遺構番号 グリット 平　 面　 形 断　 面　 形
法　　 皇 （cm）

長さ×幅×深さ
方　　　 位 備　　　 考

81 D －ⅥⅠ 円　　　 形 皿　　　 状 64×46×12 N －89。－W

82 D －ⅴIl 長　 方　 形 皿　　 彿 240×187×12 N －24。40′－E

83 D －ⅤⅡⅠ 楕　 円　 形 凹レンズ状 130×90×12 N －82。40′－E

84 D －Ⅴⅲ 円　　　 形 舟　 底　 状 80×76×28 N －12。30′－W

85 D －ⅥⅠ 楕　 円　 形 摺　 鉢　 状 128×122×16 N －29．－E

86 p －ⅤⅢ 長　 方　 形 皿　　　 状 470×278×25 N －11。－E

87 D －ⅦII 楕　 円　 形 皿　　　 状 138×93×12 N －28．－W

88 D －ⅦII 不　 整　 形 凹レンズ状 188×155×0 N －73。30′－W

89 D －IX 楕　 円 －形 舟　 底　 状 132×82×14 N －■44．30′－E

90 D －ⅦII 不　 整　 形 舟　 底　 状 407×238×29 N －8。－E

91 C －Ⅶ 不　 整　 形 凹レンズ状 274×218 N ，72。－W

92 C －Ⅶ 楕　 円　 形 舟　 底　 状 230×185×30 N －81。30′－E

93 D －Ⅹ 隅丸 方形 舟－　底 ．形 290×280￥50 N －65。40′－W

94 D －Ⅹ 方　　　 形 舟　 底　 状 254×246×34 N －28。一E

95 D －Ⅹ 不整楕円形 皿　　　 状 230×173×24 N －10．－E

96 D －Ⅹ 楕　 円　 形 摺　 鉢　 状 130×85×60 N －2．－W

97 D －Ⅹ 隅 丸方 形 皿　　　 状 275×．201×20 N －68．－E

98

99 D －Ⅹ 隅丸方 形 皿　　　 状 358×277×36 N －17。30′－E

100 D －Ⅹ 円　　　 形 －凹レンズ状 220×142×12 N －17．－E

101 D －IX 隅丸長方形 皿　　　 状 362×320×14 N や25。ーE

102 B －Ⅶ 隅丸長方形 皿　　　 状 282×250×18 N －60．40′－W

103 C －Ⅶ ．楕　 円　 形 皿　　　 状 231×217×38 N －52。－E

104 C －Ⅶ 隅丸 方形 一皿　　　 状 245×242×28 N －68．30′－W

105 C －Ⅶ 一方　　　 －形 皿　　　 状 350×350×20

106 B －Ⅶ－ 隅丸長方形 皿　　 L　状 － 290×250×30 N －4－6。30′1E

107 C －Ⅹ 円 －　 ．形 皿　　　 状 302×288×18 N －11。－W

108 B 一一Ⅶ－ 埴　 円　 形 皿　　　 状 170×114×10 N －29。－W

109 B －Ⅶ 不整楕円形 皿　　　 状 252×220×22 N －66。－W

110 ・C －IX 隅 丸方 形 皿　　 準 390×315×14 N －18．30′－E

111 C 一一Ⅹ 隅 丸方－形 凹レンズ状 204×196×8 N －54。－E

112

113

114 C －Ⅶ 隅丸方 形 皿　　　 状 294×267×12 N －25。30′－E

115 B －Ⅶ 長楕 円形 凹レンズ状 424×224×15 N －11．－W

116 B －Ⅶ 円　　　 形 皿　　　 状 82×82×8 N 17。30′－W

117 B －Ⅶ 円　 ・形 凹レンズ状 110×101×12 N －86．20′1E

118 B －Ⅶ 円　　　 形 凹レンズ状 －108×98×13 N －11．－W

119 B －Ⅶ 不整楕円形 皿　　　 状 218×200×15 N －26。－W

120 E －ⅦⅤ 円　　　 形 舟　 底　 状 115×112×90 N －32。－E

Tab．3　土壙一覧表（3）
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（3）炉址

炉址は調査区北端から南西方へやや孤状にのびる古砂丘尾根上に重複して連なり、総数は大

小倉わせると300基以上になる。これら炉址群は古砂丘尾根上に立地するのみで、東西の緩斜面

上には1基もなく、明らかに砂丘尾根に占地することを意識したものである。

炉址は、まず古砂丘尾根の北端側より造営が始まり、大勢としては幾筋かに分かれながらも

時間の経過とともに漸次南方へ移ってゆき、古砂丘尾根南端にまで至っている。その時期は弥

生時代後期前半に始まり、後未には終焉をむかえる。平面形は馬蹄形のSR－266を除いてすべて

が円形あるいは楕円形プランで、断面形は皿状あるいは浅い凹レンズ状である。規模は直径50

cm内外の小型のものから5m余の大型のものまである。古砂丘尾根の北半部は大型のものが多

く、重複も著しいが、南半部は小型のものが多くなり重複も少なくなる。炉址上に拡がる赤褐

色砂の濃さ、拡さ、重複度や炉址中に含まれる土器片量はD・E－ⅤトIX区が最も顕著である。

次に、炉址内は焼けた赤

褐色砂で埋まり使用頻度に

よって濃淡がある。周辺部

には掻き出した灰の堆積層

があり、大型のものは炉址

を中心にドーナツ状に堆積

しているものが多い。構造

的には、A類：素掘りの炉

址°　B類：炉床及び炉壁に

粘土を貼りつけた炉址。C

類：炉床及び炉壁部に小礫

石を敷いた炉址の概ね3タ

イプに分類される。このう

ちB類は完存するものが少

なく、使用後に壊されて焼

粘土塊が散在するものがほ

とんどを占める。C類も同

様の傾向を示す。遺物は大

型の炉ほど甕を主とする土

器小片が炉内に敷きつめた

ように充ち、小型の炉は少

ない。 Fig．164　SR－06実測図（1／60）
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SR－28

SR－28土層凡例

E＝コ灰層
囚ヨ焼粘土層
1、黄赤褐色砂層
2、赤褐色砂層

3、赤褐色砂層
4、時茶褐色砂層
5、赤褐色砂層
6、時茶褐色砂層

SR－40土層凡例

囚焼粘土層
1、時黄赤褐色砂層
2、赤褐色砂層

3、赤褐色砂層

⊆ⅠⅡ一一一＿－．∴田－；－・．－1：．1二二＝∃

4、淡黄赤褐色砂層
5、黄褐色砂層
6、明黄褐色砂層
7、明赤褐色砂層
8、時黄褐色砂層

Fig．165　SR－28．40実測図（1／60）
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調査した300基をこえる炉は未

だに詳細を検討を加えるに至っ

ておらず、一覧表にしてその規

模・形態等を示すにとどまった。

SR－06（Fig・164）

E－ⅤⅠ区に検出した炉址で、古

砂丘尾根の東側に位置する。

SR－04の南2mの距離にあり、

SR－61と重複する。平面形は5・

92×5．24mの大型円形で、断面

形は深さ43cmの皿状をなす。炉

址内は焼粘土塊・小礫石の混入

した濃赤褐色砂が厚くレンズ状

に堆積し、下層には淡赤褐色砂

が堆積する。土器片は多く、敷

きつめた状態でほとんどが渡赤

禍色砂中に含まれる。また、炉

壁周辺には半環状に灰の掻き出

しによる淡灰黒色砂の堆積がみ

られた。B類に属し、焼粘土塊

は粘土床・壁の壊れたものであ

ろう。

SR－28（Fig・165）

E－III区に検出した炉址で、古

砂丘尾根の北端に位置し、SR－

30より北へ3mの距離にある。

平面形は520×208cmの楕円形を

なし、この中の265×250cmの範

囲に粘土床を貼っている。粘土

床までの深さは21cmで浅い凹レ

ンズ状をなし、粘土の厚さは2

cmである。炉心と粘土板周辺に

は灰の堆積層がブロック状に残

乱

H・5．0m

SR－31土層凡例　0　　　　　　　　　　3m
団焼粘土層
警誓芸完器土層昼中こ一七二〒〒≠幸二⊇
2、赤褐色砂土層

3、時赤褐色砂土層
4、時黄褐色砂層

5、赤褐色砂土層

Fig・166　SR－30．31
実測図（1／60）．
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∠く
SR－283土層凡例

［＝コ灰層
旺国焼粘土層
○石器
・　土器

△　焼粘土塊

遺構土層名称

1、

2、

3、

4、

5、

6、

7、

8、

9、

10、

11、

12、

13、

14、

15、

16、

17、

18、

19、

赤褐色粘砂土層

灰混入砂層

灰黒色砂土層（灰混入層）

淡明黄赤褐色砂土層

淡黄灰褐色砂土層

淡明赤褐色砂土層

淡灰黒色砂土層

淡灰茶褐色砂層

淡明黄褐色砂土層

淡黄赤褐色砂土層

淡黄灰褐色砂層

淡赤灰褐色砂土層
3

m

時灰黄褐色砂土層

時赤灰褐色砂土層

暗黒茶褐色砂層（灰混入層）

時茶褐色砂層（灰混入層）
淡茶褐色砂層

淡明灰赤褐色砂層

淡灰褐色砂層（多少灰混入層）

Fig．167　SR－283．300実測図（1／60）
0
Ⅲ
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0　　　　　　　　　　　　　20cm

⊆一一．，－1田口－．ロー－∴一一　一一一一一j一一一＿．ロー．－　土　一一一一一一一一一！

Fig．168　SR出土土器実測図（1）（1／4）
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－．－．－．1－．1．－．．－■－一一一
一撃 二二＝ 、

＝＝■一一一二：こ：
＝こ、－く
一一一．－、

lll田 出°‖ 〟U〝〝8 〝β。〝〝／伊8 8．ク8 ／ダ
－

貰 鳶 ・

．一一・

＝■一一一一一一一一一一一、壽

／

ミ芦垣 、

5 8

l
l

ヽ
／ノ－－
／

20cm

）田　口．　　－；一　　　一　　一一　！

Fig．169　SR出土土器実測図（2）（1／4）



180

、．一．．－∴
Fig．170　SR出土土器実測図（3）（1／4）



181

［ニー－1田　口　　　：　　　一　　　　一一！

Fig．171SR出土土器実測図（4）（1／4）
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Fig・172　SR出土土器実測図（5）（1／4）
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L111　　i－　　　1　　！

1

／

Fig・173　SR出土土器実測図（6）（1／4）
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．

20cm

ヒ［二言T一　　一1　－－　－．．－。±⊇

624

Fig．174　SR出土土器実測図（7）（1／4）
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Fig・176　SR出土石器実測図（2）（1／4）
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る。上面には炉址を覆うように赤褐色砂が大きく拡がり、見かけ上は600×

550cmの円形プランを呈する。遺物は少ない。B類に属する。

SR－30（Fig．166　PL．41） 一一二言一一
◎14
．　・

D‾III区に検出した炉址で、古砂丘尾根北端の西側に連なる‾群中にあ　』。』m

り、SR－31の北に隣接する。平面形は342×320cmの不整楕円形をなし、断Fig・178SR出土

面形は深さ40cmを測る舟底状を呈する。底面より20cmほどのところに厚さ　玉実測図（2／3）

2－3cmの粘土を一面に貼って炉床となしている。壁面の砂中にも半生焼けの黄褐色粘土ブロ

ックがみられた。炉床は固く焼け、床下も赤変が著しい。炉址の四周には掻き出された灰の堆

積がブロック状にみられた。遺物はほとんどない。B類に属する。

SR－31（Fig166　PL・41）

D－III区に検出した炉址で、古砂丘尾根北端の西側に連なる一群中にあり、SR－32の北2m

の距離にある。平面形は426×405cmの不整円形をなし、断面形は深さ25cmの皿状を呈する。底

面には厚さ2－4cmの粘土を一面に貼って炉床となしている。炉床は固くやけている。炉壁は

緩く傾斜し、黄粘土ブロックを含むことから炉壁も粘土壁であったと推測される。また、炉の

周囲には幅約1mの環状に灰の掻き出しによる堆積層があ

る。遺物は少ない。B類に属する。

SR－40（Fig・165）

E－ⅠⅤ区に検出した炉址で、古砂丘の尾根筋北側に位置し

SR－50より北へ6mの距離にある。平面形は4・3×4・Omの

円形で、深さ25cmを測る。断面形は皿状。炉址内は赤褐色

砂で、焼粘土塊はなく、土器片も少ない。素掘りの炉址で、

A類。炉址下層には間層を挟んで厚い赤褐色砂の堆積層が

あり、本炉址構築以前の炉址の存在が窺われる。

SR－283（Fig．167　PL．42）

B－Ⅶ区に検出した炉址で、古砂丘尾根の南西端に位置す

る。SC－70と完全に重複し、竪穴住居址埋没後の凹みを利用

して築かれている。炉址の平面形は255×220cmの楕円形プ

ラン内に幅50－85cmの環状に粘土床が巡り、浅い凹レンズ状

の炉心には灰層が堆積している。この環状の粘土床の外周に

は幅約1mの灰層が同心円状に巡る。これを含めると炉址

は直径5・4mの円形になる。遺物は弥生時代後期の土器片が

密に出土するが、粘土床下よりの出土はほとんどきい。B
ヽ

類。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、
＼

＼

U

．く＝⊃

く）

二品
22

5

cm

0

Fig・179SR出土青銅器．

鉄器実測図（1／2）

同
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SR－300（Fig167　PL．47）

C－Ⅶ区に検出した炉址で、古砂丘尾根の南端部に位置する°SC－56と重複し、新しい°炉

址は石敷き炉で、2度築かれている。はじめに竪穴住居址（SC－56）廃棄後の早い時期に一度築

かれ、更に％ほど埋没した段階でもう一度築かれている。上層の炉址は平面形が東西4m、南

北3mの楕円形プランを呈し、拳大から小児頭大の礫石を一面に重ね敷きしている°炉心は中

央部南偏りに位置し、90cmの範囲に炭の多く混入した黒色砂がレンズ状に堆積し、四周の礫石

も赤変していた。遺物は弥生時代後期の甕片が僅かに出土した。C類に属する。

出土遺物（Fig．168－179）

壺形土器（561－570・572・573・575－587）580は二重言綾部の壷で、AI類のもの。言綾部

は朝顔状に開き、鋭く屈曲して直線的に内傾する。端部は直交して外上方につまみ出す。581－587

は同タイプの言綾部をもつ胴部であろう。胴部に三角凸帯の巡るものがある。561は言綾部は長

くラッパ状に開くBI類の長頸壺である。562－564・566－568は「く」字状の外反する言綾部

をもつBIII～Ⅴ類のものである。575は球形の胴部に短く直言する言縁がつくDI類。579は短

い「く」字状の口綾部が大きく開くEI類のもの°569・576．577はF類に属するものである。

570・572は頸部に巡る凸帯の上下に竹管文を施すものである。

甕形土器（571．588－604）571は二重言線をもつものでC類。574は「く」字状言縁をもつ短

胴のものでAV類。600は「く」字状の口綾部が短く開くものでAVI顆で、そのほかのものは言

綾部が「く」字状に外反するAI類のものである°593は「く」字状の言縁を頸部から箆で鋭く

切りとったもので、端部を小さくつまみ出して言綾部を作っている°

鉢形土器（610－618）口綾部が「く」字状と素口縁のもので、浅手と深手のものがある。バ

リエーションに富みA－F類まである。

高坏（619）大型の坏部に細長いラッパ状に開く脚部がつくものでA類。

器台（620）受け部と脚部がラッパ状に開く筒状のもので、A類。

手提ね土器（605－609）いずれも鉢形に類する素言縁のものでD類に属する。

蛸壷（622）口径5．8cmの砲弾状のもので、休部上位には内上方よりの穿孔がある。

土師皿（621）口径8．6cmの糸切りの土師皿である。

須恵器坏身（623・624）623は口径10．3cm。言綾部は蓋受けから小さく内傾した後に直言す

る°624は口径10・8cm。内面にヘラ記号がある°

石庖丁（15）SR－80より出土したものである。背綾部はやや丸みをおびる。刃部は半月形を

呈し、両面より砥ぎ出す。背綾部近くに内径3mmの円孔を一対穿つ。長さ11．1cm、帽5．0cm、厚

さ5mm。粘板岩質°

石錘（16．17）16はSR－92より出土した扁平な釣鐘形の有溝・孔石錘で基部を欠く°縦方向
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に1条の溝を配し、その溝上に直交する2孔を縦方向に配する。重さ10g°滑石製。17はSR－

93より出土した滑石製の大型有孔石錘である。形状はほぼ円形を呈し、断面形は扁平な算盤珠

状。中央部には内径2・7×2．3cmの楕円形の主孔があり、2－3cm離れた位置に内径6mmの副孔

がある。この副孔は上下両面より穿っているが、下面からは斜め方向に穿孔するために中央部

で交錯する。径17．6×16・4cm、厚7・7cm、重さ3．0kg。大型有孔石錘中で貫通した副孔を有する

唯一の資料である。この外に図示しなかった破片資料がSR－47．93．122158より出土してい

る。

砥石（18－27）いずれも欠損資料である。18・20－23．25は棒状で掌中に納まり易い形状を

なし、欠損後もさらに掌に握って使用される例が多い。19．24．26・27はやや大型のもので研

砥の機能とともに作業台的性格も兼ね備えていたものであろう。18は砂岩質でSR－01出土、19

は泥岩質でSR－28出土、20は泥岩質でSR－47出土、21は泥岩質でSR－96出土、22はヶイ質泥

岩質でSR－131出土、23は泥岩質でSR－93出土、24は砂岩質でSR－142出土、25は泥岩質でSR－

65出土、26は砂岩質でSR－126出土、27は泥岩質でSR－148出土。この外にも図示しなかった破

片資料が多数ある。

管玉（10）長さ2．05cm、径4mm、重さ1gを測るもので、孔は同一の大きさで貫通している。

小玉（11－14）11はSR－97出土のガラス丸玉で、色調はコバルトブルーを里す。径4・2mm、

厚さ1．5mm。12－14は臼玉である。12はSR－200より出土。径4mm、厚さ1．4mmを測り内径2mm

と大きめの孔を穿つ。13・14はSR－299より出土した。13は径4・8mm、厚さ1・5mm。14は径4．25

mm、厚さ1．4mm。12．14は蛇文岩質か。

銅鏃（21－25）いずれも有茎鋳造腸挟柳菓式に属する。断面形は身が菱形、茎が円～楕円形

を呈する。21は身幅が1．5cmで他に比べてやや広く、茎部にはバリがでる。

鉄斧（26）長さ6．2cm、刃幅2．5cm、．袋幅約2・2cm、袋厚さ約1．3cmを測る鍛造斧である。袋部

は欠損しているところがあるが、短く簡単な折り曲げである。
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炉　址　一　覧　表

遺構番号 グリット 平　 面　 形
法　　 量 （cm）

長さ×幅×深さ
方　　　 位 備　　　 考

S R －01 E －Ⅴ 不整楕円形 300×270×22 N －81。30′1E A

02 E －Ⅴ・E －ⅤⅠ 楕　 円　 形 514×327×21 N －81。30′－E A

03 E →ⅤⅠ 不 整円 形 343×337×42 N －8。30′－W A

04 E 一Ⅴ 不 整円 形 454×450×28 N －2。15′－E A

05 E －ⅤⅠ 不　 整　 形 338×274×29 N －30。－W A －

06 E －ⅤⅠ 円　　　 形 590×512×43 N －5。－E C ．B ′

07 E －ⅤⅠ 不整 円形 545×452×34 N －81。30′－E A

08 E －ⅤⅠ 不整 円形 610×524×38 N －36。45′－E A

09 G 1V I 不整楕円形 450×372×20 N －8。30′－W A

10 E －ⅤⅠ －円　　　 形 530×470×32 N －81．30′－W －　A

11 E －ⅤIl 不　 整　 形 415×273×12 N －26．－E A

12 E －ⅴII 不　 整　 形 458×420×20 N －81。30′－E C

13 E －ⅥⅠ 不　 一整　 形 468×2－10×22 N －81。30′－E A

14 E －ⅴII 隅丸長方形 460×422×18 N －24。－E A

15 E －ⅴII 円　　　 形 360×330×17 N －8。－W A ．C

16 E －ⅤII 不　 整　 形 270×150×13 N －8。30′－W A

17 単一Ⅴ 不整長方形 358×318×18 N －35。－E A

18 E 一Ⅴ 不 整円 形 365×348×20 N －53。－W A

19 E －Ⅴ 円　　　 形 154×136×14 N －63。30′－E A

20 E 1V 不整楕円形 360×320×14 N －29。30′－E A

21 E －Ⅴ 不整長方形 282×198×16 N －9。－E A

22 F －ⅠⅤ 不一整 円形 404×400×10 N －90。－W A

23 E －ⅤII 不　 整　 形 482×2．23×40 N －8。30′－W A

24 E －ⅤIl 不整 円形 450×405×37 N 18。30′－W A ・C ′

25 C －IX 不一整 円形 61×56×1 N －20．－E B ′

26 E －Ⅴ 不整楕円形 440×350×12 N －67。－W A

27

28 D －ⅠⅠⅠ・E －III 円　　　 形 565×555 N －8．30′一E A

29 E一一II．E －III － 楕　 円　 形 427×410×14 N －81。30′－E A

30 田－III 不　 整　 形 413×343×40 N －48。－E B

31 D －III 不　 整　 形 550×478×30 N －81。30′－E B

32 D －ⅠⅤ 隅丸 方形 605×550 N －2．20′－W B ′

33 E －ⅠⅤ 円　　　 形 286×286×19 N －82。30′－E A

34 E －ⅠⅤ 不整楕円形 450×425×27 N －18。30′－E C ′

35 由一ⅠⅤ 円　　　 形 275×275－×9 N －85。－E A

36 C －Ⅹ 不整楕円形 93×66×8 N －81。30′－E B ′

37 D －ⅠⅤ 不整楕円形 373×238×16 N －9。－W B ′

38 D －ⅠⅤ・D －Ⅴ 楕　 円　 形 480×410×8 N －8。30′－W B ′

39 － E －IV 隅丸方形 438×306×18 N －84。30′－E A

40 E －ⅠⅤ・E ～Ⅴ 円　　　 形 400×468×25． N －8。30′－W A

Tab．4　炉址一覧表（1）
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炉　址　一　覧　表

遺構番号 － グリット． 平　 面　 形
婆　 量 （cm）

長さ×幅×浮き
方　 1年 備　　　 考

S R －41 D －Ⅴ．E －Ⅴ 隅丸方 形 455×433×35 N －81。30′－E A

42 D －Ⅴ 不整楕円形 3‘10×264×23 N ■8。30′－W A

43 D －Ⅴ 隅丸方 形 506×420－×16 N －8’30′－W A

44 D －Ⅴ 円　　 －　形 390×375×16 N －8。30′－W B ′－

4－5 D －Ⅴ 隅丸方 形 510×490×18 N －81。30′－E A

46 C －Ⅹ 不　 整　 形 155×132 N －81。30′－E A

47 C －ⅠⅤ 不整楕円形 －202×133 N －34。－W A

48 D －ⅤII 不 整方 形 ．302×250×10 N －42・－E A

49 D －Ⅴ 円　　　 形 170×162×21 N －81。30′－E A

50 E －Ⅴ－ 円　　　 形 398×392×18 N －81。30′－E B ′

51 D －Ⅴ 不 整 円形 253×240×15 N －8。30′－W ・ B ′

－52 D －V I 不一整方 形－ 442×436×22 N －8。30′－W B ′

53

54 D －V I 楕 1円　 形－ 120×94－×10 N －37。－E A

55 D －ⅤⅠ 不　 整　 形 342×335－×8 N －81。30′－E B ′

56 D －ⅤⅠ ．不 整方 形 430×400×21 N －8。30′－W B ′

57 D －ⅤⅠ 円　　　 形一一 282×282×13 N －81。30′－E A

58 D －ⅤⅠ 不　 整　 形 154×105×10 N －19。30′－E A　－

59 D 一寸II 円　　　 形 356×330×20－ N －8。30′－W B ′

60 D －Ⅴ 不整楕円形 295×165－×21 N －8。30′－W A

61 E －ⅤⅠ 楕　 円　 形 360×335 N －8°30′－W C ＋B ′

62 D －ⅥⅠ 円　　　 形 170×160×22 N －81。30′－E A

63 E －ⅤⅡⅠ 楕　 円　 形 325×280×29 N －9。－W A

64 E －ⅥⅠ 隅丸方 形 354×140×9 N －51．－E － A

65 E －ⅤⅠ 楕　 円　－形 420×375×32 ‘N －81。30′－E A

66 E －ⅤⅠ 楕　 円　 －形 280×238×24 N －21。一W B ′

67 E －Ⅴ 不整方 形 384×374×25 N －8。30′－W A －

68

69

70 E －ⅠⅤ 隅丸方 形 226×190×10 N 一8。3－0′－W B ′

71 　 E －ⅠⅤ 不整方 形． 3－50×250×13 N －8。31′－W A

72 E －ⅠⅤ 楕　 円　 形 137×155×9 N －8。40′－W A

73　－ E －ⅠⅤ 隅丸方 形 247×246×13 N －81。20′－E A －

ケ4 D －ⅤⅠ 楕　 円　 形 423×417×32 N －8。30′－W B ′

75 D －ⅤⅠ 不整楕円形 324×239×10　－ N －8。30′－W A

76 D －ⅤⅠ 円　　　 形 241×240－×22 N ，81。30′－E A

77 E －III 楕　 円　 形 230×213×40 N －‘83。－B A －

78 E －ⅤⅠ 楕　 円 、形 626×520×36 N －8。30′－W B ′

79 E －ⅠⅤ 楕　 円　 形 218×160×27 N －9。－W B ′

80 E －Ⅴ 隅丸 方形 186×166×13 N －8。30′－W A －

Tab・5　炉址一覧表（2）
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炉　址　一　覧　表

遺構番号 グリット 平　 面　 形
法　　 皇 （cm）

長さ×幅×深さ
方　　　 位 備　　　 考

S R －81 D －ⅤII 円　　　 形 424×338×30 N －81。30′－E A

82 D －VII 楕　 円　 形 385×286 N －8。30′－W A ＋C ′

83

84 D －ⅴ血 不整楕円形 225×182 N －21。30′－E A

85 －D －Ⅴ － 不整 円形 303×293×18 N －81e30′－E B

86 D －ⅤⅠ 不整楕円形 300×192 N －11。20′－E A

87 p －ⅤⅠ ．隅丸 万形 262×202×6 N －81。30′－E A

88 E 一Ⅴ 楕　 円　 形 240×110×34 N －8。30′－W B ′

89 E －Ⅴ 隅丸 方形 130×110×28 N －81。30′－E B ′

90

91

92 D －ⅤII 円　　　 形 486×438×43 N －90。－W B ′

93 E －ⅤII 不整 円形 460×440 N 一81°30′－E B ′

94 D －ⅥⅠ 楕　 円　 形 140×132×26 N 117。－E B ′

95 D －VII 樽．円　 形 180×160 N －15。－E B ′

96 D －ⅤII 不 整円 形 358×245×20 N －81。30′－E A ．

97－ E 一寸Ⅰ 不 整円 形 270×240 N －780－W A

98 D －ⅤⅠ 楕　 円　 形 170×130 N －22。－E A

99

100 C －ⅠⅤ 楕　 円　 形 86×70 N －4。40′－W A

101 D －ⅤII 不整楕円形 175×88×30 N －70．30′－E ． B ′

102 D －ⅴII 不整楕円形 445×308×18 N －81。30′－E B ′－

103 E －ⅤⅠ 円　　　 形 170×150×36 N －81。30′－E B ′

104 D －ⅤⅠ 円　　　 形 195×193×17 N －81。30′－E B ′

105 E 1V 楕　 円　 形 115×72×23 N －18。－E B ′

106 D －ⅤⅠ 、不整 円形 305×253 N －81。30′－E A

10 7 D －ⅤⅠ 楕　 円－　形 98×76×12 N －81。30′－E B ′

10 8 D －ⅤⅠ 楕　 円　 形 160×137×23 N －81。．30′－E B ′

10 9 D －ⅤⅠ 不　 整　 形 170×110×8 N －8。30′－W B 一

110 D －ⅤⅠ －不整楕円形 356×232×25 N －8。30′－W B ′

111

112 不 整円 形－ 496×440×23 N －9。－E B ′

113 E －ⅤIl 楕　 円　 形 100×55 N －44。－E B ′

114 ． C －ⅠⅤ 楕　 円　 形 40×30 N －82。－E A

115 D －ⅤII 円　　　 形 174×150×21 N －38。30′－E A

116 D －ⅤIl 楕　 円　 形 315×202 N －23．－E B ′

117 D －ⅴII 楕　 円　 形 310×114×23 N －10。30′－E B ′

118 E －ⅴII 楕　 円　 形 190×128×20 N －35・20′－W A

119 － D －ⅤII 楕　 円　 形 350×220×13 E －2。－S B ′

120

Tab．6　炉址一覧表（3）
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炉　址　一　覧　表

遺構番号 グリット 平　 面　 形
法　　 量 （cm）

長さ×幅×深さ
方　　　 位 備　　　 考

S R －121 D －ⅥⅠ 楕　 円　 形 146×56×32 N －55。30′－E A

122 D －ⅥⅠ 不　 整　 形 546×542×54 N 110．－E －A

123 D －ⅥⅠ 不　 整　 形 583×432×49 N －74。30′－W A

124 D －ⅥⅠ 不　 整　 形 ×　 ×26 A

125 D －ⅥⅠ 不　 整－形 448×118 N －74。－W B ′

126 D －ⅦⅠ 円　　　 形． 280×268×23 N －81．30′－E B ′

127 D －Ⅶ1 不　 整　 形 －　220×215×14 N －77。－W B ′

128 －D －Ⅷ 楕　 円　 形 293×260 N ■－8。30′－W C ′

129 D －ⅥⅢ 楕　 円　 形 300×130 N －8。－E A

130

131 E －Ⅷ 楕　 円　 形 450×300 N －4。－E A

132 D －Ⅶ1 不整楕円形 320×280 E －2。－S A

133 D －ⅤⅢ 円　　　 形 308×303 N －8。30′－W A

134 D －ⅴⅲ 不 整 円形 390×385×32 N －8。30′－W B ′

135 D －ⅤⅡⅠ 円　　　 形 404×366×18 N －32。30′－W B ′

136 D －ⅦⅠ 隅丸方 形 407×355×28 N 一8。30－W B ′

137 D －VII 不　 整　 形 250×215×49 N －9。－E ． A

138

139 田－Ⅷ 不 整 円形 542×462×18 N －35。－W A

140

141 D －ⅤⅡⅠ 楕　 円　 形 350×230 －1E －1。－S A

142 D －ⅴⅲ 楕　 円　 形 428×352×34 N －40。－E A

143 D －Ⅷ 不　 整　 形 255×153×13 N －81。30′－E A

144　－ D －ⅴⅢ 不一整 円形 120×15 N －8。30′－W B ′

145 D －ⅴnl 不　 整　 形 158×180 N －27。10′－E A

146 D 1ⅴⅡl 円　　　 形 98×95 N －81。30′－E A

147 D －ⅥII・ 不 整 円形 120×115 N －8°30′－W A

148 D －Ⅶl 不 整方 形 429×327×44． N －40．－W A

149 D －IX 楕　 円　 形 270 A

150 D －IX 楕　 円　 形 200×170　－ N 110。－E 阜

151 D －ⅦⅠ 楕　 円　 形 154×82 N －49。－E A

152 C －IX 不整楕円形 372×324×30 N －33。15′－W B ′

153 B －Ⅶ－ －不 整 円形 348×300×20 N －72。30′－E A

154 B 1Ⅶ 不　 整 －形 320×235 N －81。30′－E A －

155 B －Ⅶ 楕　 円　 形 －　490×216×52 N －43。■W C ′’

156 B －Ⅶ 楕　 円　 形 508×244×46 N －47。30′－E A

157 B －Ⅶ－ 不整楕円形 336×256×16 N －29。45′－W A

158 B －Ⅶ 不整長楕円形 420×330×38 N －53。－W A

159 B －Ⅶ 不整楕円形 420×226×34 N －43。－E A

160 B 一軍 楕　 円 ．形 178×135×17 N －10。30′－E A

Tab・7　炉址一覧表（4）
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炉　址　一　覧　表．

遺構番号 グリット 平　 面　 形
法　　 量 （cm）

長さ×幅×深さ
方　　　 位 備　　　 考

S R －161 B －Ⅶ 不整長方形 202 ×96 ×24 N －11．－E A

162 B －Ⅶ 不 ．整　 形 262 ×190×12 N －64。30′－W A

163 B －Ⅶ 不一　整　 形 320 ×221×24 N －82。15′－E A

164 B －Ⅶ 不　 整　 形 345 ×150 N －8。30′－W A

165 B －Ⅶ 長 楕 円 形 423 ×105 N －11．30′－E A

166 D －ⅤⅢl 不 整 方 形 56×26 N －56。20′－W A

167 p －ⅤHl 楕　 円　 形 211×130 ×28 N －28。－E A

168 D －ⅥII 楕　 円　 形 198 ×145 ×39 N －50。－W A

169 D －Ⅷ 円　　　 形 100 ×93 ×24 N －81。30′－E A

170 D －ⅴIlI 不　 整　 形 115×80×8 N －72。30′－W A

171 D －ⅤIII 不　 整　 形 193×152 ×43 N －71。－E A

172 ．D －ⅦⅠ 不　 整　 形 148×120 ×30 N －51。30′－W A

173 D －ⅤⅡ1 円　　　 形 225×210 ×7 N －8。30′－W A

174 D －ⅦⅠ 不　 整　 形 308×250 ×52 N －8。30′－W A

175 D 一ⅴⅱⅠ 不整楕円形 190×150 N －12。－E B ′

176 D －IX　－、 不　 整　 形 401×284 ×34 N －65・30′－E B ′

177 D －IX 円　　　 形 180 ×160×38 N －29。－W A

178 C －IX 長 楕 円 形 486 ×380×54． N －66．15′－W A

179 0 一ⅦⅠ 不　 整　 －形 341 ×326×24 N －83。30′－E A

180 C 一Ⅶ1 長 楕 円 形 318 ×240×24 N 181．－E －　A

181 C 一一IX 不整長方形 450 ×256 ×33 N －20。－E A

182 C －IX 長 楕 円 形 325 ×253 ×45 N －17。30′－E A

183 C －IX 不　 整　 形 397 ×348 ×9 N －8。30′－W A

184 C －IX ．不 盤 円 形 152 ×148 ×20 N －13。15′－W A

185 C －IX －円　　 形 164×154 ×30 N －56。30′－W A

186 C －IX 楕　 円　 形 137×106 ×18 N －2。30′－E A

18 7 C －IX 長 楕 円 形 174 ×115 ×29 N －25。－W A

18 8 C －IX 楕　 円　 形 215 ×172×36 N －13。15′－W －A

189 C －IX 不整楕円形 192 ×152×30 N －3。30′－W A

190 C －IX 円　　　 形 167 ×154×26 N －40．15′－W A

191 B －Ⅹ・C －Ⅹ 不　 整　 形 300 ×195 ×31 N －35。－B B ′

192 B －Ⅹ 不　 整　 形 290 ×95 ×29 N －8。30′－W B ′

193 D －IX 円　　　 形 452 ×443 N －8。30′－W A

194 D －IX 不　 整　 形 290 ×140 ×8 N －81。30′，E B ′

195 D －IX 不整長方形 388 ×289 ×44 N －21。－E A

196 C －IX － 楕　 円　－形 239×180 ×21 N －52。－E A

19 7 C －IX 円　　　 形 175×165 ×18 N －72．－W A

19 8 D －IX 不 整 円 形 197×195 ×24 N －3．－W B ′

19 9 D －IX 円　　　 －形 200×178 ×22 N －81．30′－E A

20 0 D －IX 不整楕円形 245 ×200 ×28 N －89．－E B ′

Tab・8　炉址一覧表（5）



104

炉　址　一　覧　表

遺構番号 グリット 平　 面　 形
法　　 量 （cm）

長さ×幅×深さ
方　　　 位 備　　　 考

S R －201 D ，IX 不整 方形 246×210×22 N －35。30′－E A

202 D －IX 不整 円形 289×280×29 N －81。30′－E A

203 D －IX 不整 円形 279×260×22 N －3。E A

204 C －Ⅹ 不整 円形 360×320×18 N －2。－W A

205 C －Ⅹ 円　　　 形 －215×200×26 N －47。－E A

206 ．C －Ⅹ 長楕 円形 198×140－×23 ．N －8。30′－W A

207 C －IX 不整 円形 187×156×13 N －82。30′－W A

208 C －IX 不整 円形 151×148×19 N －19。－W A

209 0 －IX 不整長方形 222×L156×9 N －69。－W A

210 C －IX 不整楕円形 133×100×22 N －90。－W A

211 C －Ⅹ 不一整 円形 224×187×27 N －81。30′－E A

212 C －Ⅹ 不整楕円形 287 A

－　213 D －IX 不整長方形 143×114×13 N －64－。－W A

214 D －IX 不整長楕円形 114×97－×16 N －8。30′－W A

215 C －Ⅹ 不　 整　 形 392×300× N 181。30′－E B ′

216 C －IX 不整楕円形 106×96×28 N －12。30′－E A

217 － C －ⅠⅩ－ 不整楕円形 96×75×1 N －81。30′－E A

218 C 1 Ⅹ 円　　　 形 75×67 － N －81。30′－E A

219

220 C一一IX 不整 方形 254×210×21 N －22°－E A

221 D －IX－ 不整楕円形 141．×79×20 N －81．30′■E 　 A

222 C －Ⅹ 不 一整　 形 180×135×20 N －8。30′－W B ′

223 C －Ⅹ 不　 整　 形 240×186×25 N －8。30′－W B ′

224 C －Ⅹ 不整楕円形 176×117 N －8。30′－W B ′

225 C －Ⅹ 楕 －円　 形 118×58 N －43。－W － B ′

226 C －Ⅹ 長楕 円形 334×121×15 N －81。30′－E A

227 C －Ⅹ 不整楕円形 ．166×116×17 N －47。－E A

宰28 C －Ⅹ 不　 整　 形 283×208 N －22。－E A －

229 C ■IX 不　 整　 形 231×164×9－ N －37。－W － A

230 C －IX 不　 整　 形 260×150×22 N －89。－W ．．A

231 C ■IX 不　 整　 形 335 N －29．－E A

2芋2 C －Ⅹ 不　 整　 形 259×158×12 N －81。30′－E A

233 C －Ⅹ 円　　　 形 113×95×18 N －81°30′－E A

234 C －Ⅹ 不　 整　 形 2・34×206×18 N －37．－E ． B ′

235 C －Ⅹ 楕　 円　 形 127×103×25 N －49。－W A

236 D －Ⅹ 楕　 円　 形 63×55×11 N －8。30′－W Å

237 D －Ⅹ 楕　 円　 形 －395×306×14 N －1。30′－E A

338 C －Ⅹ－ 円　　　 形 － 147×140×10 N 一8。30′－W A

239 C －Ⅹ 不整 円形 119×64×23 N －81。30′－E B ′

1　 240l C －Ⅹ 楕　 円　 形 ／73×59×14－ N －20。30′－E B ′

Tab．9　炉址一覧表（6）
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炉　址　一　覧　表

遺構番号 グリット 平面形
法皇 （cm）

長さ×幅×深さ
方位 備考

S R －241 C －Ⅹ 不整長楕円形 194×124×16 N －13。－E B ′

242 C －Ⅹ 円　　　 形 310×272×20 N －3。30′－E －B ′

243 ，C －Ⅹ 円　　　 形 91×65×10 N －81。30′－E A

244 C －Ⅶ 円　　　 形 250×246×13 N －81。30′－E A

245 C －Ⅶ 円　　　 形 167×160×13 N －81。30′－E A

246 C －Ⅶ 円　　　 形 280×277×38 N －81。15′－W A

247 C －Ⅶ 甲　　 形 150×148×14 N －81030′－E A

2年8 D －Ⅹ －不 整 円形 220×180 N －81。30′－E A

249－ D －IX 不整楕円形 141×114×19 N －81。30′－E A

250 C －IX 不整方 形 294×2．78×35 N －49。30′－W B ′

251 C∴－IX 方　　　 形 177×160×18 N －5。ーE A

252 D －IX 円　　　 形 85×82×10 N －8。30′－W A

253 D －IX 不整楕円形 207×150×17 N －56。－W A

254 C －Ⅹ 不　 整　 形 466×458×20 N －81。30′－E A l

255 C －IX 長楕 円形 170×120×18 N －27°－E B ′

256 C －IX 円　　　 形 85×84×19 N －30。－W A

257 C －Ⅹ 不整楕円形 114×88×12 N －25。30′－E A

258 C －Ⅹ 不整 円形 59×49×8 N －81。30′－E A

259 0 －IX 不整楕円形 113×81×16 N －51．－E 阜

260 D －IX 円　　　 形 275×273×11 N 181。30′－E B ′

261 C －IX 不　 整　 形 263×180 N －26。30′－W B ′

262 C －Ⅹ 不　 整　 形 172×145×5 N －8．30′－W A

263 0 －Ⅶ 不 整円 形 230×172×26 N －40。30′－W A

264 C －Ⅶ 円　　　 形 208×183×18 N －21。10′－W A

265

266 B －Ⅶ 馬　－蹄　 形 730×650×28 N －32。－E A

267 C －Ⅶ 円　　　 形 511×490×35 －N －81。30′－E A

268 C －Ⅶ 不整 円形． 282×247×24 N －34。30′－W ．A

269 C －Ⅶ －一隅丸 方形 331×311×49 N －60。－W A

270 C －Ⅶ 楕　 円　 形 277×183×27 N －42。10′－E C ′

271 C －Ⅶ 楕　 円　 形 240×182 N －52．40′－W A

272 C －Ⅶ ∴円　　　 形 363×345×41 N －8。30′－W C ′

273 C 一軍 隅丸 方形 195×234×32 N －81。30′－E A

274 C －Ⅹ 不整 円－形 272×262 N －8。30′－W 3 ′

275． C －Ⅶ 不　 整　 形 183×160×33 N －17。30′－E A

276 C －Ⅹ 不　 整　 形 336×254×36 N －26。30′－E B ′

277 C．－Ⅹ 円 ．　 形 195×188×23 N －81．30′－B A

278’ C 一軍 楕　 円　 形 218×158×22 N －8。30′－W A

279

280

Tab・10　炉址一覧表（7）
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炉　址　一　覧　表

遺構番号 グリット 平面形
法量 （cm）

長さ×幅×深さ
方位 備考

S R －281

282 B －Ⅶ 不　 整　 形 ‘400×235 N －81。30′－E B ′

283 B －Ⅶ 不整 円形 533×435 N －81。30′－E C ・B ′

284 B －Ⅶ 不　 整　 形 254×108 N －50。－W B ′

285． C －Ⅹ 不整楕円形 230×180 E －7。－S B ′

286　－ C －Ⅹ 不整楕円形 200×120 E －41。－S B ′

287 B －Ⅶ 不　 整　 形 281×170 N －8。30′－W B ′

288． B －Ⅹ 不整楕円形 363×250 N －8－。30′－W A

－　289 ．C －IX 楕　 円　 形 54×43×17 N －81。30′－E B ′

290 C －IX 不　 整　 形 43×24 N －39。30′－E B ′

291 田－IX 不整痛円形 180×107×5 N －81030′－E B ′

292 C 一事 不　 整　 形 252×198×11 N －81。30′－E A

．293 C －Ⅹ 不　 整　 形 46×16 N －8－1。30′－E A

294 C －Ⅹ 不整 円形 70×52 N 一81。30′一E A

295 C －Ⅹ 不　 整　 －形 92×65×3 N －42。－E B ′

296 C －Ⅹ 不整形隅丸
長　 方　 形 92×35 N －19。30′－E B ′

297 C －Ⅹ 円　　　 形 46×46 N －81。30′－E B ′

298 C －Ⅹ 長楕 円形 87×61 N －19。′－E B ′

239 B －Ⅶ 不 整 円形 318×300 N －8。30′－W B ′

300 C －Ⅶ 不整 円形 －450×360 N 一83。30′－E C

301 D －ⅥⅠ 楕　 円　 形 127×90 N －81。30′－E C

302 D －ⅤII 楕　 円　 形 213×190 N －81。－E C

303 C －IX 円　　　 形． 245×187 N －42。－E C

304 ‘D －IX 楕　 円　 形 190×115 N －81°30′－E C

305 D －IX 楕　 円　 形 220×152 N －2。－E － C

306 E －IX 円　　　 形 160×145 N －81。30′－E C

30ケ D －Ⅹ 不整 円形 205×210－－ －N －8－30′－W ．C

308 D －Ⅹ 円　　　 形 326×330　－ N －8。30′－W C

309 D 一事 楕　 円　－形． 138×68 N －－81。30′－E Lc

310 D －Ⅹ 円　　　 形 190×186 N －1。30′－E C

311 D －Ⅹ 円　　　 形 276×253 N －40。－E C－

312 B －Ⅶ 円　　　 形 143×105 N －8．30′－W　 － C

3－13 C －Ⅶ 円　　　 形 172×150 N 一81。30′－E ・ C

314 C －Ⅶ 円　　　 形 225×200 N －81．30′－E C ．

315 C －Ⅶ 円　　　 形 540×515 N －81。30′－E C －

316 C －Ⅶ 円　　　 形 350×320 N －81。30′－E － C

317 C －IX 円　　　 形 100×80 N －81。30′－E C

318 C －Ⅶ－ 円　　　 形 145×140 N －81。30′－E C

319 －　C．－Ⅶ 円　　　 形 390×330 N －81。30′－E C

Tab．11炉址一覧表（8）



187

（4）その他の遺構と包含層の遺物

調査区の中央には、北端から南西方向へ緩やかに弧状にのびる古砂丘が形成されていた。こ

の古砂丘尾根上には多数の炉址を伴う弥生時代後期の集落址が形成されていた°　これに対して

弥生時代終末から古墳時代になると尾根東側の緩斜面上に集落址は移動する°　これは生活空間

の拡大と東側緩斜面の埋没の進行を窺わせるものである。

このうち弥生時代後期の集落址が営まれた古砂丘尾根上には竪穴住居址や炉址の狭間を縫う

ようにして倒置甕が点在している（Fig180）。こ

れらの甕は2・3の例を除いてほとんどが単基

で存在し、言綾部を打ち欠いたものである。ま

た、甕を埋置した土壙も検出できなかった。

N°・3－5号甕（Fig．181）

E－Ⅶ区で検出した甕で、SR－10の南隅に3

基並んであり、10－20。の傾きをもってる。Na5

は胴上半より打欠く。2次焼成痕はなく、状況

からして炉址以前のものと推定される。

N°．7・8号甕（Fig．181）

D－ⅴIII区で検出したもので、SK－86内に重複

してあり、No・9　10より以東へ約6mの距離に

ある°　ほぼ垂直に倒置した甕の下部に蓋をする

ようにして鉢を接している。

N°．9・10号甕（Fig・181）

D－ⅥII区に検出した甕で、SR－142の南隅に並

置する。両者とも言縁部直下より打欠き、ほぼ

垂直に倒置する。D，ⅤIII区には西側10mの範囲内

に5基の倒置甕が近摸して一群をなす。

No．11号甕（Fig・181）

D－IX区で検出したもので、SC－73の南西隅

に隣接して位置する。甕は70×50cmの楕円形プ
′

ランを呈する浅い皿状の土壙底面に言綾部を接

して垂直に倒置している。

Nn14号甕（Fig．181）

B－Ⅹ区で検出した甕で、SC－60の北約4m

の距離にある。砂丘上に水平に埋置したもので、

A B C D E F

0

40m
4／
．1

／
／●3こ45
2

／
6・ぴ

・．
9．10

11．

●12
／
－13
土

／11．瑞

・17
18
19・20 ／

三二
2123
●
24

Fig．180　SR倒置甕分布図（1／2，000）
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土壙は精査したが検出できなかった。

Na15号甕（Fig．181）

D－Ⅹ区で検出した甕で、SC－45の東側に隣摸してある。甕は約15。の傾斜をもって倒置され、

言綾部の一部を打欠いている。甕周囲の土色変化はなく、埋置後直ちに埋められたものであろう。

Nn20号甕（Fig．181）

D－Ⅹ区で検出した甕で、SC－46の東に隣接してある。甕は言綾部を打欠きほぼ垂直に倒置

しているが、攪乱により胴部上半のみが原状を留めるにすぎない。

SR－10

0

H．4・6m

H・4．7m sR－112　　　　　　日．4．3m

7　　　8

SK－86　　　日．4・Om

H．4．8m

H・4．8m

Fig．181倒置甕実測図（1／20）
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B－Ⅶ区で検出した甕で、SC－35に隣接する。甕はほぼ水平に埋置した小型甕に言綾部～胴

部上半を打欠いた壷を垂直に覆い被せている。壺の直径は甕の器高より小さいために埋置時に

一部破損している。甕周囲の土色変化はみられなかった。

No・22号甕（Fig．181）

B－Ⅶ区に検出したもので、Na21－25と近接してある。甕は言縁部を打欠いて垂直に倒置した

もので、四周の土色変化はみられなかった。

N°・23号甕（Fig．181）

B－Ⅶ区に検出した甕で、SC－35のすぐ南にNa21．22と隣摸してある。甕は言綾部をきれい

に打欠き垂直に倒置したもので、四周の土色変化はみられなかった°

No．25号甕（Fig．181）

B1Ⅶ区で検出した甕で、Na21－24と狭い範囲に集中する。甕には唇部を打欠き、53×42cm、

深さ30cmの楕円形の土壙にほぼ垂直に倒置する。覆土は暗黒色砂。

出土遺物（Fig．182－191）

壺形土器（626－639）627は言綾部が細長くラッパ状に開くBI類の長頸壷である。625－629

はBII・III．Ⅴ、F類の小型壺である。634は言綾部が短くラッパ状に開くもので、EII類に属

する°胴部は肩のはった卵型で頸部に三角凸帯が巡る。638は同タイプのもので鹿部穿孔°635・

636は二重言縁のAI類、635は言綾部が内等ぎみに内偵する袋状のものである。636は頸部が長

めで、言綾部は内等ぎみに直言する。頸部と胴部下位に刻目を施した凸帯が巡る。

甕形土器（641－662）645－647・649－656は言綾部が「く」字状に外反するAI類のもので

ある。661．662は「く」字状の口綾部が内等ぎみに開く布留系のAIⅤ類に属する。661は肩部に

箆描きによる文様を施す。641・642・648は口綾部が短く「く」字状に開くものでAVI類に属す

る。642．657は「く」字状言縁に短胴のつくものでAV類のものである°

鉢形土器（640．663－666）640は短い「く」字状口縁をもつA類。664－666は素日経をもつ

深手の鉢でF類。666は内偵した口綾部が直交して短く「く」字状に開く。

高林（667－674）大型の林部をもつA類（669－671）と小型の林部をもつC類（672－674）

がある。667は林部が扁平な半球形に棒状の短い脚部がつく。

土師皿（675・676）小型のもので、676は糸切り。

皮袋形土器（677）逆台形のもので、外面はハケ目後ナデ、内面はナデて仕上げている。

須恵器壺（630）言綾部は「く」字状に外反し、言綾部は小さくつまみ上げる。

須恵器施（678）口綾部は大きくラッパ状に開き、言縁下に小さな段を作る。胴部は扁球形。

有孔円盤（28．29）28はD－Ⅷ区で出土のボタン状有孔円盤。直径2．0cm、厚さ3mm、重さ0．

9g。中央に孔が2個並ぶ°蛇文岩°29はC－Ⅶ区出土のボタン状有孔円盤で中央に内径1－2

mmの孔が並ぶ。径3．0cm、厚さ4mmで断面形は台形に近い六角形°重さ5．8g。蛇文岩°
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Fig・182　包含層出土土器実測図（1）（1／4）
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Fig・183　包含層出土土器実測図（2）（1／4）
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Fig．184　包含層出土土器実測図（3）（1／4）
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Fig．185　包含層出土土器実測図（4）（1／4）
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Fig．186　包含層出土土器実測図（5）（1／4）
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Fig．187　包含層出土土器実測図（6）（1／4）
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Fig・188　包含層出土土器実測図（7）（1／4）
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石錘（30・31）30はB－Ⅶ区出土の棒状の有溝石錘°長軸方向に溝を配するが平坦に整えた

端部には巡らない。長さは6．2cmで、休部中央に最大径を有す°重さは12．8g。滑石片岩製。31

はD－Ⅶ区出土の滑石製の大型有孔石錘。形状は径15．2×14・8cmの円形で、中央部に内径2・4cm

の円孔がある。断面形は長円形で厚さ6・9－7・8cm。側線部は4段の面取りを行った後丸く整形

している。側綾部は横方向に、円孔内は縦方向に粗いノミ状工具痕が残る。重さ2・56kg°

銅鏃（27）有茎鋳造腸挟柳菓式のもので、切先を欠く。身幅は8mmを測り、身・茎ともに断

面形は菱形である。

刀子（28）長さ3．2cm、身幅1．0cmを測る。刀子の切先資料である。

釣針（29・30）29は針先を欠き、身はU字状になる。基部

は外方に短く折り曲げる。長さ3．3cm。30は基部を欠くもので

針先は内面に返しがつく。長さ

6．1cm。身の断面形は方形。

鈍（31）長さ9．4cm、身幅1．

1cm°Ⅴ字形の刃部は端部が外

傾して研がれている。

鉄斧（32）長さ8・6cm、刃部

幅5．3cm、袋幅3・8cmを測る鍛

造鉄斧で刃吉田まバチ形を呈す

る。

ーl二■軋l

．ニ
‾一一　28

と雪軍軍ヽ

三一
ウ表．．車Ⅰ．■9

5cm

L一一一一」一一一一⊥一一一一⊥一一一一一」」

Fig・189　包含層出土
石器実測図（Ⅰ）（1／2）

の

10cm

L1－　．－－：－．ロー　．一二∃

Fig・190　包含層出土
石器実測図（2）（1／4）

Fig．191包含層出土青銅器．鉄器実測図（1／2）



308

〈凡例〉
青銅器鉄器計測表
表中の数値の単位は、重量がgであり他はcmで表記した

数値の後の＊マークは欠損状況を示す

Figは図版ナンバー、番号は図版中の番号に一致する。

F ig 番号 遺　 構 全　 長
幅

厚　 さ 重　 量． 素　 材 器 L一　種 備　　　 考刃 部 l 基 部

38 1 S C －2 1 10 ・5 ＊ 2・2　　　　　 0 ．4 0 ．4

4 ・5

6・2

鉄 鉄　 鏃 圭頭斧箭式

43 2 S C －2 3 2 ．8 ＊ 1．3 0 ・2 －鉄 錐 先端、木質付 着

43 3 S C －2 3 3 ．7 ＊ 0 ．9 ＊ 0 ・3 鉄 鉄　 鏃 圭頭斧箭式 ？

46 　 4 S C －2 4 4．9 ＊ 2．6 0 ．4 鉄 鉄　 鏃 基端部欠損

46 5 S C －2 4 5・0 ＊ 2．7 0 ．2 ？ 鉄 鉄　 鏃 先端欠損

46 6 S C －2 4 4．1 1．7 0 ・2

0 ．4

鉄 鉄　 鏃 基端部片方欠損

長　　 茎

完　　 形

57 7 S C －2 9 5・6 ＊ 1．2　　　　　 0 ．6 鉄 鉄　 鏃

77 8 S C －3 3 4．9 ＊ 1．0 ＊　　　　 0 ．6 青　 銅 銅　 鏃

77 9 S C －3 3 3．3 ＊ 0．8　　　　　 0 ・5 0・4 青　 銅 銅　 鏃

92 10 S C －4 2 6．7 ＊ 1・3　　　　　　 ＊ 0・2 鉄 刀　 子

92 11 S C －4 2 9・5 1．3　　　　　 0 ・5 0．2 鉄 刀　 子

92 12 S C －4 2 12・8 ＊ 1．2　　　　　 1 1．1・ 0．3－0．5 鉄 地

10 6 13 S C －5 2 18．9 3．0　　　　　 3 ・2 0．4 鉄 鉄　 鎌

10 8 14 S C －5 3 6・9 4・1　　　　　 2 ．9 2．0 鉄 鉄　 斧

11 7 15 S C －5 8 6．5 ＊ 0 ・7 0 15 鉄 ヤ　 ス 漁　　 具

12 4 16 S C －6 0 2，1 ＊ 1．5 ．－0・2 鉄 釣　 針 表面に木質付着

13 8 17 S C －7 1 9．5 串 1．7　　　　 ．1・0 0．2－0，4 鉄 刀　 子 わ らび手型

表面に2種 の布付 着

腐 食肥大 してい る

14 8 18 S－C －8 1 3・1 ＊ 0．9 ＊　　　　 0・5 ＊ 0．4 青　 銅 銅　 鏃

16 3 19 S K －3 2 1 4．3 0 ・8 0・3

0．5

鉄 錐

16 3 2 0 S K －1 10 5・2 2 ．8 鉄 釣　 針

17 9 2 1 S R 5．3 ＊ 1．6　　　 0．．7 青　 銅 銅　 鏃

－17 9 2 2 S R 2．6 ＊ 1・0　　　　　 0．5 0・3 2・6 青　 銅 銅　 鏃

17 9 2 3 S R －1 34 2．7 ＊ 0・8　　　　　 0．4 0・4 1．5 青　 銅 銅　 鏃

17 9 2 4 S R 3・1 ＊ 0．8＊　　　　 0．5 0・3 2．2 青　 銅 銅　 鏃

17 9 2 5 －－ S R 3・1 1・1　　　　　 0・6 0．4 2．9

1．3

青　 銅 銅　 鏃

17 9 2 6 S R －2 2 6．2 2・5　　　　　 2・5 ＊ 1．2 鉄 鉄　 斧

19 1 2 7 包含層 3 ・3＊ 0．7　　　　　 0．6 0．2 青　 鋼 銅　 鏃

19 1 2 8 包含層 3．3＊ 1 ．1 0・6 青　 銅 銅　 鏃

19 1 2 9 包含層 3 ・3＊ 1 ・9 0・2－0．3 鉄 不　 明 端部 U 字に曲が る

19 1 3 0 包含層 6 ．2＊ 3 ・1 0・5 鉄 釣　 針 かえ しあ り

19 1 3 1 包含層 9 ．4＊ 1 ．2 0・2 鉄 埠

Tab12　青銅器鉄器計測表

石　錘　計　測　表
F ig 番号 遺　　 構 長 径　 短 径 孔　 径 器　 高 重　 量 素　 材 備　　　 考

21 1 S C・10 19・3　　 14．4　－ 2．・5 6・－5 2，870 滑石片岩 平面不整形な長楕円形－

21 －2 S C－10 18・1　 13．9＊ －2．2 5・8 1，620＊ 滑石片岩 平面長楕円形

21 3 － S C－10 15・0　　 13．7 2．3 6・4 2，180 滑石片岩 平面長楕円形

85 7 S C－37 19．9　 －17．0 2・9 ′8・3＊ 3，640 滑石片岩 平面卵形

91 8 S 0－41 14．4　　 13．7 2．1 4・6 1，365 滑石片岩 平面円形 －

91 9 S C・41 ′－15・6　　 13・9 1．9 4．4 1，465 滑石片岩 平面円形

129 12 S C．62 13．4　　 12．6

15．4　　 15・0

2・4 6．．4 1，720 滑石片岩 平面円形

141 13 S C－74 2．3－2．8 15・5 2，980 滑石片岩 縦型、横方向穿穴

162 14 SK ．103 2・5 8．7 3，170 滑石片岩 平面円形

176 17 S R－93 －17．6　　 16．5 2．4 7．7 3・000 滑石．片岩 上面から下面への副孔あり

、190 31 包含層 15．5　　 15．0 2．4 －7・8 2，565 滑石片岩 平面円形

Tab．13　石錘計測表
／
／
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ⅠⅤ・おわりに、

（1）．発掘調査の成果と問題点

博多湾は玄界灘にむかって湾口を開き、ここを玄関口として各時代に亘って様々の文化を受

け入れてきた。この博多湾の最奥部には奈多浜・海浜・和白浜の砂丘がつづき、立花山から派

生した低丘陵がこれらの砂丘に覆い被さるようにしてのびている。このためかこの地域におけ

る遺跡の密度はきわめて薄く、考古学的調査も昭和45年の和白遺跡群、昭和54年の下和白塚原

古墳群の発掘調査以来絶えて久しいものであった°　このような中で実施された唐原遺跡の発

掘調査は、白浜砂丘の南端に位置する小砂丘を完掘する結果となり、試掘調査時の予察をはる

かに越える成果をもたらした。発掘調査では、古砂丘尾根上に拡がる炉址群、竪穴住居址、土

壙等の集落性遺構と箱式石棺墓、円形周溝墓、方形周溝遺構と円墳からなる墳墓群を検出した。

このうち古砂丘尾根上に拡がる80軒以上の竪穴住居址群は、300基を越す大炉址群や大型有孔石

錘の発見と相侯って弥生時代後期から古墳時代前期における海浜性集落のあり方や生産活動の

一端を垣間見ることができたといえよう。

稲作農耕の開始による弥生文化の成立は歴史上の大変革期であり、その確立は日本社会・経

済の根幹を方向づけるものであった。稲作農耕の成立は、縄文的食習慣からの脱却を意味する

が、狩猟・漁捗による鳥獣類や魚貝類．海産物類は依然として食資源の重要な一翼を担うもの

であり、海浜性集落と漁扮活動とを隔絶して考えることは困難なことである。

標高4－5mの古砂丘上に立地する唐原遺跡の前面には内海が拡がり、背後には立花山から派

生した小山塊が迫っている。こうした立地条件下にあっては遺跡周辺に可耕地を求めることは

困難なことであり、求めえたとしても谷水田的な小規模なもの以外にはなかろう。したがって、

その経済的基盤を農耕生産力に求めることは不可能なことであり、必然的に海との関わりの中

にその生産（経済）活動の場が求められよう。生産具としての農工具が石庖丁l点であるのに

比べて、釣針をはじめとする刀子．鎌等の鉄器類や大型有孔石錘など漁扮活動に関連すると思

われる遺物は種類．量的にも多く、生業の主体が漁扮活動にあったことは十分に窺いえる。そ

れは、漁扮集団としての活動と自立にその経済的基盤を求められ、漁抒専業集団としての特異

な性格を有していたことが容易に想定される。

魚獣骨．貝類等の発見は、古砂丘を完掘したにもかかわらずまったくなく、周辺地域におけ

る貝塚等の発見もない°　魚貝類の処理法・場所等にも関連するものであろうが、古砂丘上に立

地する慣海洋性的集落址としてはきわめて特異であり、該期の漁業内容・漁法等を知る上から

も残念なことであった。

一方、古砂丘尾根上のみに意識的に立地する移しい数の炉址群は、その異常な数の多きに驚
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嘆する。砂丘尾根上に立地する必然性は、また、その機能・目的は何であるのか。漁扮集落や

漁扮活動との関わりやあり方を考える上で多くの問題を提起するものであろう。

唐原遺跡の発掘調査は、小砂丘尾根を完掘しえたと云えどもその範囲は連なる砂丘や内陸部

へも拡がり、広大な範囲に及ぶものである。その内容もさらに大規模に、複雑・多岐に亘るも

のであろう。それは、いわゆる外来系土器の多様性からも云える。庄内・布留系の畿内系土器

に混って吉備系・山陰系土器も出土し、一点ではあるが朝鮮半島系の陶質土器片も出土してい

る。この外来系土器の多様性が、この大規模な集団の姪浜的基盤やその背景を窺い知る一要素

となるものであろう。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけて連綿と形成された漁扮集落は、その後忽然と姿を消

し墳墓地と化す。それが集落自体の変貌なのか、あるいは内外的要因による変動なのかは明確

ではない°　それは漁扮集団のもつ必然的な宿命によるものなのであろうが、その解明こそが今

後に残された大きな問題である。

今回報告した集落址遺構の提起せる問題点は複雑・多岐に亘るが、莫大な遺物量や時間的制

約にまして勉強不足が災いし、その調査成果を十分に深化しえなかった°　ここでは提起された

問題点について若干触れ、整理しなおして今後に備えたいと思う。

（2）．炉址について

調査区の中央部には南北にのびる古砂丘が形成され、幅30－40mの尾根上には300基を越す炉

址が重複して立地している。これらの炉址は東西の緩斜面上にはなく、尾根上の占地が明確な

意識のものに行われている。

炉址の平面形は径50－600cmと規模に大小の差こそはあるものの円形あるいは楕円形プラン

で、断面形は皿状あるいは浅い凹レンズ状を呈する。このうち大型のものは古砂丘尾根の北半

部に多く、小型のものは南半部に多く分布する。大型のものほど重複度が著しい。炉址内は赤

褐色砂で埋まり、周辺部には掻き出した灰の堆積層がある。灰層はブロック状堆積とドーナツ

状堆積があり、大型の炉址ほど後者例が多く焼成度も高い。これは小型の炉址が1回から数回

の使用で廃棄されたのに対して、大型の炉址は繰返し使われ、使用に際して灰が周辺に掻き出

されたからであろうことは容易に窺いうる。

構造（形態）的には、A類：素掘りの炉址（SR－40外）。B類：炉床及び炉壁に粘土を貼りつ

けた炉址（SR－30．31外）。C類：炉床に小礫石を敷詰めた炉址、（SR－300外）、の概ね3タイプ

に分類される（Tab．4－11）。このうちB類としたものは完存するものが少なく、使用後に破壊

された焼粘土塊が埋土中に散在するものが大半を占める（B′類）。これらの炉址で竪穴住居址と

重複するものはほとんどが竪穴住居址廃絶後の凹みを利用して構築されている。殊に石敷炉（C

類）が顕著である。また、A・B（B′）類としたものの中には埋土上層より土器小片が集中して
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出土するものがある。これは大型炉に多く、破砕した5の小片をびっしりと炉址一面に敷詰めた

ようで、土器敷炉的色彩が強いが土器片のうち2次焼成痕の残るものは少ない。新たな区分が

適切かもしれない。

炉址は、はじめに古砂丘尾根の北端側より造営が始まり、幾筋かの群に別れながらも大勢と

して漸次南方側へ移ってゆき、弧状の古砂丘尾根南端部に至っている°　時期的には弥生時代後

期前半に始まり、終末には終焉をむかえている。あわせて構造的分布を概観するとA類は古砂丘

尾根全域でみられる。B類は北半側に多く、南半側で少なくなるのに比べて、C類は南半側でし

かみられない。この現象が即座に炉址の形態的変遷に繋がるとは云い難いが、C類とした石敷炉

が最も後出する新しい形態であることだけは明らかであろう°

次に、これら多数の炉址のもつ本来的機能とはいかなるものであったのだろうか。列挙すれ

ば、（1）・製塩炉址。（2）・土器焼成炉址。（3）・海産物加工炉址。（4）．日常生活用煮沸炉址等の諸

機能が考えられる。

このうち（1）は製塩土器が出土していない。仮に甕形土器の使用を想定しても外面の2次焼成

痕がなく、濃海水の煮沸時に生じる内面の剥離したものもないことから製塩炉としてはほとん

ど考え難い。（2）の土器焼成炉は、これまで弥生時代の土器焼成土壙として報告されている大阪
（護1）　　　　　　　　　（註2）

府河内長野市大師山遺跡や大分県大分市雄城台遺跡・羽田遺跡の例とは隔世の感がある。仮に

土器焼成炉であるとすれば浅い土壙内に土器を野積みにし、草木等で覆って焼いた露天窯であ

ったろうことが想定される。中国雲南省では野積みにした土器を燃料で覆い、更にそれを簡便
（註3）

な粘土壁で覆って通風孔を設けた原始的な土器焼成窯が報告されている。この土器窯は焼成後

に粘土壁を取り除いて土器を取り出すために粘土床しか残らない。B類とした炉址の中には凹レ

ンズ状に貼った粘土床の端部が2－5cmほど内傾ぎみに立ち上がって炉壁をつくり、炉床内に

炭片の残っていたものが数例あり、この中国雲南省例にきわめてよく類似する°以上の点から

本遺跡の炉址中には土器焼成炉としての可能性を十分に検討しうるものがあることを挙げてお

きたい°　しかし、土器焼きには焼成時に塩分を含むと破砕が容易に起こるとの指摘があり、こ

れからするとこの条件を満たす本遺跡の炉址は形態的類似性により直ちに土器焼成炉と断じる

ことは難しくなろう。（3）の海産物等の加工炉址については検討しうるものがあろう。弥生時代

後期になると大型貝類によって構成される貝塚が海浜性集落に隣摸して出現しはじめる。これ

らの大型貝類は商品性価値の高いもので活発化する交易活動の交易品になるものとされ、のち

の律令制下における租税（調）へと繋がるものも多いという°　しかし、唐原遺跡においては貝

塚はおろか日常の食用に供したと思われるブロック状貝層すら検出されておらず、可能性とし

ては考えられなくもないが、特定するには多くの困難が伴う°（4）の日常生活用煮沸炉について

（註1）「河内長野　大師山」1977　関西大学文学部考古学研究室

（註2）富来隆「弥生式土器窯址について（予報）」1964（『考古学雑誌』第50巻第3号）

（註3）北九州市立考古博物館長小田富士雄先生よりご教示を受ける。
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は最も考え易いものであろう。炉址内の遺物には甕片が圧倒的に多く、散在する土器片の中に

は煤の付着したものも少なくないことからソトクド的機能は十分に妥当性の高いものと思われ

る。この場合小型の炉址は理解も容易であるが、直径4－6mの大型炉についてはやや理解に苦

しむ。この場合大規模かつ大量の煮炊きを必要とする要因とは何かが問題となろう。

以上簡単に検討を加えてみたが、本遺跡で検出した大量の炉址の機能については容易に特定す

ることは難しく、単一の機能のみを考えることは避けるべきであろう。この中にあって土器焼成

炉とソトクド的煮沸炉（日常生活用煮沸炉）の二者についてはその可能性が十分に考えられるべ

きものであることを指摘しておきたい。また、大量の炉址が古砂丘尾根上に立地する必然性につ

いては、集落址に隣摸していることもさることながら、燃料等の資源確保が容易であったことと

あわせてその広い空間が集落の入会地的公共空間として容易に利用されていたであろうことを

挙げておきたい。いずれにしても、今後の類例資料の増加を待って再検討を加えてみたい。

（3）．倒置甕について

調査区のほぼ中央部を南北にゆるく孤状に形成された古砂丘があり、この尾根上には弥生時代

後期の竪穴住居址．土壙・炉址が立地している。この竪穴住居址や土壙の周辺には　その間隙を縫

うようにして倒置甕（壺）が点在している。これらの甕は言綾部を打ち欠いたものが多く、かつ狭

小な範囲の中に数量のまとまりをつくる傾向がある。2－3の例を除いては土壙は検出されず、

甕の埋置後は直ちに埋め戻されたものと推定される°時期的には弥生時代後期前半に比定され

る。これは弥生時代後期中葉の長頸壷を出土したSR－62以前と思われる箱式石棺墓（SX－01）の
′

時期とも概ね合致する。また、立地的には箱式棺墓群が集落址よりやや離れたところに占地する

のに対して、一群の倒置甕は竪穴住居址に隣摸して集落内に占地する。この倒置甕のうちNo・21号

甕は横置した甕を言綾部から胴部上半を打ち欠いた壷ですっぽり被っており、明らかに葬送的色

彩を強く漂わせるものである。No14．25号甕等も同様の傾向を示

している。この一群の倒置甕はこれらの稀薄な状況と少ない資料

から直ちに断ずることは早計であるが、縄文時代以降の埋甕的色

彩の強いものではなかろうか。短絡的に云い換えれば成人量とし

ての箱式石棺等に対して、倒置甕は小児埋葬墓としての機能を考

えたい。今後の類例資料の増加を待ちたい㌔

（4）・石錘について、

円形の有孔石錘は弥生時代後期後半の博多湾沿の遺跡より九 L一一一　一一．．：　　　．　二1

（註4）

州型石錘とともに出土し、早くから該期の漁扮関連具として注　Fig．192　SC－06
出土石錐実測図（1／3）

（註4）下僚信行「弥生、古墳時代の九州型石錘について」1984、（九州文化史研究紀要第29号）
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（註5）

目され、いくつかの検討がなされている。使用の目的としては、綱具の沈子としての打欠石錘、

管状土錘や棒状の双孔小土錘等や延縄漁具としてのタコ壷との同遺跡内での出土例はあるが、

今のところ良好な共伴例はない。円の中心に穿たれた円形の主孔の外側に小さな副孔を穿つ例

がある。網の本紙の両端に垂下するだけの錘であれば副孔の必要性を感じないが、タコ壷や二

枚具を用いる延，純漁の民俗例を見た場合、本紙を沈めっぱなしにするため、純の両端に目じる

しとなる浮子を結び付けることがある。これをもって副孔の存在を考えるのはどうであろうか。

弥生時代後期後半に出現する九州型石錘や有孔石錘の存在は、物理的には福岡県北を東西に

走る三部変成岩帯が博多湾の西と東に露呈し、タルク（滑石）を含んだ加工しやすい片岩類が

手に入りやすかったことに依っている。また、社会的には該期の多分野に渡る鉄器の普及と瀬
（註6）

戸内方面からの新たな漁獲法（タコ壺漁等）とに刺激された博多湾沿周辺地城の漁業の活性化

に対応したひとつの姿として捉えることができる。

（5）．漁具にみる唐原遺跡

博多湾沿周辺の弥生時代後期から古墳時代前期頃にかけての漁業関連遺物を出した遺跡を概

観すると、遺跡の立地条件を考えた場合次の3つのグループに分けることができる。Ⅰ群は臨

海地の砂丘（Tab．14No．1・3・12．13．16）や低台地（Tab．14No．2）にあるもの。II群は砂

丘後背地で河川に近く、小規模な低湿地に接するもの（Tab．14No．7・8・9）。III群はラグーン

後背丘陵地や河川沿の段丘面上や扇状地、沖積地上の低台地（徴高地）等山と海との中間的位

置にあるもの（Tab14No．4．5・610・11．14・15）。

また、遺跡から出土する漁具を漁種別に分けた場合、釣針と九州型石錘とからなる釣具°　打

欠石錘と管状土錘、棒状の両端に孔を穿つ双孔小土錘と1kgを越える石錘とからなる網具。タ

コ壷や二枚貝、巻貝と1kg以上の石錘とを組み合わせた延縄具°ヤス、モ11、アワビオコシな

どの潜水刺突具。鎌を用いた藻刈具°　刀子、刀等の解体具。鉄斧や鈍を用いて船や他の関連用

具を製作、整備する道具とに分けうる（Tab14）。

前記立地別3群を漁法、工程別の区分を通して見た場合、さらに次の類型を見ることができ

る°Ⅰ群には各分野のほとんどの道具が揃うA類（Tab．14No．1・16）と部分的に道具の保有に

止まるB類（Tab14No・2．3・13）とがあり、B類中にも釣具と延縄具との組み合わせのもの

と網具だけのものとが見られる°II群にはすべてが揃うものがなく、釣具と網具の組合せC類

（Tab．14No．8・9）とそれにタコ壺等延縄具が加るD類（Tab．14No．7）とがある。III群には

釣具と延，純具（Tab14No．15）、綱具と延縄具といった延縄具十単種、E類とがある。

B類は漁場に近い臨海地に置かれた「ハマガヶ小屋」的性格が想定される°C類は河川が近い

（註5）橋田達也　八幡一郎「半球形有孔滑石製品」（考古学雑誌57巻3号）等°

（註6）SC－06出土の長円礫の短径に太く浅い溝を切る石錘（Fig192）は瀬戸内通有の釣漁の沈子であり、タコ

壺等と伴にもたらされたものであろう。平川敬治氏御教示°
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こともあって川の漁具との弁別に気を配らねばならないが、II群の多くは起耕具のみならず、

水田経営に関わる多種類の農具との共伴例が多く、生業の比重がどちらかにかかるのかは断じ

がたいがC．D類は半農半漁村的な性格を想定しうる°E類の属するIII群の遺跡は小平野単位の地

域を代表する様な環濠集落を含む拠点的集落で生業基盤は農業にあると思われるが、タコ壺漁

などが臨海集落に限ったものでないことを逆説的に示している。

唐原遺跡は御床桧原遺跡とともにA類に属する純漁村と想定するが、展開する集落が恒常的な

ものであったのかどうかは、さらに土器等を含めた異った分析を要するものである。季節的な

大規模な作業場であったと想定する場合、両遺跡ともに瀬戸内系の土器や石器、はたまた韓半

島との関係を想定する変様土器を保有する点で、C．D．E．類等、近隣の集落との関係のみで完結す

るものではない。
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8 冶 六町 ツイ ジー 弥叫古 低 湿地 2 1 6 3 10
農具 多い。
十郎 川吟 レ一、。 水 田

口出9，一 轡　　　 納 弥山岳 前 谷部 低湿 地 7 10 7 11
孔
1 1′1 農具 多い

IO 宮　 の －　前 弥後 後 ■古 初 低 丘陵 3 6 弘
2 1 集落

11
－
野　 方 ．・ 中原 弥後 後 ～－古 前 粛状 地上 6 3 孔

1 －
3 字 環藻 集落

－1 2 西　　　　 新 弥後 後 一古 前 砂 丘 2 、17 2

13 藤 崎 ．9　次 ／／ 11 2 1

14 比 恵　 7 一次 彿後 低 台地 1
孔 一

1
2 2

15 多 々－良 込 田 畠前 段 丘面 23 1 3 100g ほ どの石 錘15
ケ

16
唐　　　　 療 弥後 一古前 砂 丘 2 1 1 1 ． 亨し

1－1 1 1 2 、－7 3 4 瀬戸 内型沈子 －1 ヶ

Tab．14博多湾沿周辺主要遺跡出土漁具表 （大型錘は1kgを越えるもので「孔」は有孔石錘を示す。）
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同類の御床桧原遺跡の比較に於いて、岩礁性の漁場を持つ同遺跡の潜水刺突具、藻刈具が優

勢な点は理解できるが、唐原遺跡の釣具が少なく網具が欠落している点には理解に苦しむ°

両遺跡の漁具に見る質的な差と、連綿と続いた炉の有無との関わりがあるのか否かは今後の

課一題となろう。

（6）・土器群について

弥生時代終末から古墳時代前期にかけての土器群については、相田、今光、西新町、宮の前、

三雲、御床桧原等の遺跡が相次いで調査され、竪穴住居址等より出土した良好な一括資料が提

示された。その結果として平野ごとに井上・柳田氏等の編年案が提示されている°　こうした中

にあって、福岡平野東部地域では未だに良好な一括資料が得られておらず、体系的な編年案は

試みられていない。

唐原遺跡出土の土器群は、弥生時代後期から古墳時代前期の長時間にわたる良好な一括資料

がみられ、福岡平野東部地域における当該期の編年を試みるには十分な条件を備えていると云

える。しかし、時間的制約や不勉強により、ここでは編年についてはふれず、当該期の土器群

の形態的変遷についてのみ一応の整理をしておきたい。なお、分類にあたっては土器群相互の

組成関係や搬入系土器と在地系土器との相互関係等の諸要素については十分な検討を加味する

ことなく、あくまで形態的特徴のみをとらえているために不十分な点が多くある。編年等につ

いては、これらの諸要素を十分に加味した資料の詳細な分析．修正を行った上で論及し、その

責を果たしたいと思う。

また、唐原遺跡出土の土器群中には畿内系や瀬戸内．山陰系土器と云われるいわゆる外来系

土器が多くみられる。この外来系土器の多様性の起因は海に面する地理的条件が他地域との活

発な交渉の結果としてそのまま土器組成に反映されたものと推察されるが、その背景となる地

域相・時代的様相の解明が今後の課題であろう°
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壺 形 土 器言

A －1．．・長頸の袋状もしくは二重ロー縁を持つ。

1．．・袋状部が深く長くゆるいカーブを描く。

2・・・袋状部が横に拡張－し浅いもの。外面に屈曲の稜線がある。

1
a 緩く内彎する言綾部は長めで鋭角的に屈曲する。

b 内奪する綾部はaよりも緩く短い。

3．一旦ラッパ状に開き90。近くの屈曲を持って短く－、内偵するもの。

a 内傾する白線部は内奪ぎみで平坦な端部も内傾するもの。

b 内傾する口綾部は－直線的で端部は水平になる°

C ．内－傾する口腰部は反り－ぎみに開き端部は丸く、おさめる。

・4．．・屈曲部外面に平坦面を持ち、内傾する口縁はやや外反する。

5．・．目線端部が平坦面を持って外厚する。

6．・一旦ラ．ッパ状に開き、内零しながら直立する言緑を持つもの°

7‥．一旦ラッパ状に向き、直立する白線を持つ。′屈曲部は小さく突出し∴口縁端部に平坦面を有す°

AII．．．ゆるく一一屈曲し外反する二重口縁を持ち、－胴外面はヨコ方向へバーヶメ一胴内面はヶズリを有するもの。－（山陰系）

AIII∴．高さのない胴を持つ二重口縁°－

1．．1日縁の屈曲が強く、頸部もしまっている一一一

寧一口縁の屈曲が弱く上方に長くなり頸部が広い。

－1

1

a　中 部は屑か張り，外面ハケメ。内面ヶズリ。

b l内外面ともにヶズリを施す。

AIⅤ・．腰部が柱状をなす二重言縁で、言縁はかなり外反する。胴は径に比し高さがなく尖底でレシズ状ゐ底－を持つ°（畿

内系）1．

一一一一一AV．・．胴は屑が張りチッパ状に開．く口縁の外面中位た三角凸帯を貼り擬似二重口縁様に仕上げる二重口縁を持つ。

B I．－．膚球形の胴部からロ疎が上方に延びる長頸壷。

1…尖底でレンズ状の平坦面がある。

2．．・尖底の丸底°胴はやや肩張りする。

a やや頸が広く短い

b 長頸で外面にタテ方向のミガキがある°－

3．．・胴中位が張り出し、頸が広いもの°

4．・・丸底で横長の扁球形の胴を持つもの。

a 頸が短く、外面はタテ方向のハヶメあり。

b
長頸で外面はタテ方向のミガキを有するもの。やや頸のくびれ部が広い。－（丸底壷と言われる

もの°）

5．．・丸底で球形の胴部を持ち、口緑端部が外反する。

Tab．15　土器型式分類表（1）
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B II・・．休部径と口径が同じくらいの大きさで、球形の胴部に直線的に外に延びる口縁がつくもの。

）．．胴部の高さが口縁の高さの1．5倍程度のもの。薄手°

l

l

a ロ緑がストレートに開くもの。

b 口縁が内等気味に開くもの。

2‥．胴部の高さが言縁の高さの2倍程度のもの。薄手°　ロ緑は内題気味°外面と内面上位にハケメ。

3・・．胴部の高さが口縁の高さの3倍近いもの

l

l

a 直線的に開く口綾部は屈曲が弱くなる°胴部は球形を呈す。薄手°

b 口縁は端部を小さく上方に摘み上げる。外面と言録内面に荒いハケメを施す。厚手。

BIII．．廟高10cm程度で頸部が太く、短くスト－レートに外反する口縁を持ついわゆる小型丸底壷と言われるもの。

1．・・鹿部にかけてやや尖邸こ近いカーブを痔っ。薄手

2・・．頸部が広くなり屈曲も弱くなる。厚手で、胴内面に指頭痕が残り、凹凸が著しいものがある。胴部が不整

形な球形を呈すもめが多く、形態も多様。

a 言縁が「く」字形をなし、外面にハケメを有す。

b 言緑が直立気味で、より厚手のもの°

BIⅤ．．・球形の胴部からゆるく外反しストレートにやや長く．延びる日録を持つ。頸部に窪みを持つのが特徴。

1．・．胴部は屑が張り、頸部は段を持って立ち上がる。パケメは胴部外面にヨコ方向に入る°

2・．．胴部は肩張りするが、頸部の屈曲は段ではなくやるい窪みとなる。ロ緑にハヶメの入るものがある。

a やや大きめで器塵が厚い。

b 口緑が短くなる。

3…頸部の窪みがカーブになり、胴部も球形化する。

4．・．小型で厚手。　B III2－タイプに近接する。

B V・．．器高値と器幅値とが近似する、背が低く広口のもの。

1・‥丸みのある尖底で、肩張りのするもの°

2・．．口緑は屈曲が強い。胴部は肩張りする°突底気味。厚手°

3．・．丸底。言緑はストレートに外反する。

C．・・長頸の素口縁を持つもの

1・・．肩が張りロ縁はやや外反ぎみ。平底がつくと思われる。

2．・．口縁端部が外屍するもの。

l a　 恒同部最大径が中央に下り・平底に近いレンズ状の底がつくもの。

l b　 恒同部と頸部の屈曲が弱く、あまり屑も張らず、長胴になると固われるもの°

Tab．16　土器型式分類表（2）
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D I．・．球形の胴部に、短く直上気味に立ち上がる口縁を有する。

l 1．．．少し内傾して立ち上がる言縁をもつ。

2．・．短く直上して立ち上がる言縁をもつ。

DII…直立する短い口縁を持つもの。胴は縦長のラグビーボール状を呈し縦方向のミガキを施すもの。

E I∴．ラッパ状に外反する広義の広口壷。甕AV類と通ずる形状をもつ。

a
口縁は長く、肩部に貼付三角凸帯を持つ。口径も大き．いが、頸部も広い°内外面にハヶメが

ある。．

b 言縁は広いが、酎βが口径に対し5割近くすぼまる。肩張りの長胴。

C 言縁はきつく外反し、短くおさまる。口縁端部に刻み日を持つ°

d 口縁はCに近いが、胴中央に最大径がある。平底に近いレンズ底が付く。

e dに比し言縁が少．し立ち上かり、胴部は肩張りし、尖底にレンズ状平坦面がある。

f 言縁はストレートに開き、胴は肩張りがし、尖底。内面はケズリ。

g 頸がやや柱状に立ち上がり、口緑端部にはね上げが見られる°

h
ロ縁はきつぐ外反しラッパ状に開き、端部に平坦面を持つか、口径が胴部長大径の5割弱し

かなく、かなり小さくみえる。

1 口緑はき？く外屍する。高さが低いのが特徴。球形の胴部を持つ。

EII－．・E I類に対し頸部が広いもの°言緑端部に明確な平坦面を作らない。

1・．ヰ底で、胴上位に貴大径があり肩部に三角突帯が廻る。頸はやや柱状気味に立ち、ゆるく外反する言縁に

綺く。

2．．．平底に近いレンズ状底を持つ。

a　－ 柱状に立．ち上がる頸はなく、口径がやや大きくなり口緑は短く屈曲する。

b 屑の張りがなく、頸が広く、甕型土器の「く」卓形言縁がつく。

C 頸の柱状部分が長く、長胴。頸部から言綾部の屈曲がゆるやか°

Tab17　土器型式分類表（3）
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F．．・器高が胴部径より小さく、口縁が短いもの°

1・．．平底で内彎気味に立ち上がる鹿部を持ち、ロ緑はきつ．く短く「く」字形に屈曲し外反する。2ケ1対の穴

Lをロ縁に穿つものもある。

2．．・平底に近いレンズ底を持つ。

a 屑張りがなく口緑が短く直立する。

b 外面にミガキを施す°

C 「く」字形の口縁を持つ。

－3・．．丸みのある尖底。

a やや長めに口縁が直立する。

b 屑張りし、頸部の屈曲がゆるい。

c 頸がやや狭いもの。

4．，．丸底

a ゆるい「く」字形言緑を持ち、胴部外面にミガキを持つ。

b 岡部内面一にケズ11を施す。

C 胴部径が器高の1．3倍ほ－どあり胴部内部に荒いヶズ11を施す。

甕形圭一器
A I．．．「く」字形言縁を持つもの°もしくはそれから派生するもの。

1…平底。

l

l

a ストレ，トに延びる休部を持つもの。

b 胴上位に張りのある休部を持つもの。

2．・．平底で内奪せず立ち上がるものか、平底的レンズ状底のもの。

a A Ilaタイプに比べ、ロ緑の屈曲が弱い°

b ．aタイプよりさらに口緑が上に延び、砲弾形の胴部を有す°

C 口縁が長く上に延び胴部がふくらむ。

－d ゆるく長く「く」字形に外反する大型のもの。

e
素口縁。端部に平坦面がある。底はやや凸レンズ状を呈すが、内等ぎみに立ち上がる。

3．．・丸底的レンズ状底

l

l

a 口緑端部が外反するもの。

b 胴部下半にケズリ気味の擦過を施すもの。

4…尖底でレンズ状の平坦面があるもの

5．・．丸形の尖底

a 長胴でロ縁端部が外反するもの。

b 長胴で口縁端部に平坦面があるもの。

C．－ 長胴で口緑端部に刻目があるもの。

d ロ縁が内彎気味に立ち、胴部にタタキが残っている。薄手である。

元b18　－土器型式分類表 （4）
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A II．・．「く」字形口縁をなし、短胴のもの。

1．・．尖底でレンズ状の平坦商のあるもの°

2・．．尖底で胴部最大径やヾ上位にあり肩張りのするもの。

a 言縁のくびれが強く、胴内部全面にハヶメがあるもの．。

b 口縁がやや革ち上がり、胴内部はナデと．ヶズ、リがあるもの。

C さらに口縁が立ち上がり．、底も丸味を持つ。－

d くびれの屈曲がゆるや中、胴内部はヶズリ。

3・．・丸底。

a 胴内部はヶズリのみ。

b 全体に不整形の胴内部はケズ11のみ。

AIIトロ準が上方に延びるもの°

1．．・尖底の丸底°

a 口緑は内彎気味。胴外部上位はヨコ！、ヶ°内部上位はヨコ方．向のヶズ11。

b
口縁の屈曲が弱く、立ち上がりはやや長い。胸外面上卸まタテハヶ。胴内部の上中位はヨフ

方向ケズIJ°

C 胴外部上位は斜方向のハヶメ。．

2－・．．丸底°

a 口径と胴部長大径が近い。やや屑張りする。

b 胴部中位に最大径がある。

C 全体に不整形。

LA IV・．・言緑は内等ぎみに立ち上がり端部につまみ上げを持つ。一一布留系もしくは布留系の影響を受けたもの°

1 1．．．丸底。胴部が球形をなし、内面ヶズリ、薄手。

2－．．・やや長胴で全体に不整形°布留系と在地系の師表型。

AV．・．「く」字形口縁を持つ短胴のもの。

1．．．内考気味に立ち上る平底を持つもの。

2．．．平底的レンズ状底を持つ一　言縁屈曲がやや弱い。

AVI．・・短く開く言縁を痔っもの。

1・．・平底。

a 全体に不整形。

b 全体に厚手。

2・．．平底状レンズ底を持ち、口縁は内等ぎみ。言縁端は摘み出す。－

3・．．尖底でそりぎみの言縁を痔っ。－外面はタタキが残る°

1

a 胴部が砲弾状を呈す。

田 長胴で口縁部との境は不明瞭。

4．．．蹄形の丸底を有する。

B・．．上方に短く延びる言縁を持ち・－胴は強く屑が張り・縦長の隅丸方形様の形状を里す。－丸底°－外面タタキ。内面ナ

デ。

l

1

a－ 無文のタタキを施すもの°　内面はナデ。

ノb 格子目のタタキを施すもの一一内面はナデ。

Tab．19　土器型式分類表（5）
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C …二重口縁をもつもの。1山陰系か°

a ロ緑部に波状文を施す。

b ロ綾部無文で鋭角的に屈曲する°

c 尖底。やや厚手。小型。

d 頸部の屈曲が強く、内面にヶズリを持つもの°

D．．．小型で擬似二重口緑を持つもの°

1．．．ロ緑が外反するもの。

a 内面タテ方向ヶズリ。

b 内面の同曲が略される。内面ヨコ方向ケズリ°

2・．．ロ縁の反りが弱く、内傾するもの。

a －内面ヨコ方向ヶズリ。

b 二重口縁というよりつまみ上げ様を呈す°尖底レンズ底。

3∴・肩の張りがなく、二重口緑というよりつまみ上げ的°

鉢形土器－
A ・・偲い「く」字形白線を持つ。口径は器高の1．5倍程度。

1．．．やや内彎気味に立ち上る平底を持つ。内外面ハケメを施す°大型。

2・・・平底。

1

、

a 小型で弱い「く」字形の口縁を持つ。

b 言緑の屈曲が弱く、厚手。

B・．．言緑が鍔状に長い。．深手で口径が器高の2倍程度°

1・．・内彎気味に立ち上がる平底°鍔が長い。

a 胴中位が張る°　ロ縁端部に平坦面がある°

b 胴の張りがなく、ロ縁が外反．する°

C b タイプに脚が付くもの。

2．．．尖底にレンズ攻の平坦面を持つ。口径は器高の1．5倍。

3…丸底。

a 言縁の屈曲が弱い。

1 b 胴部が癖虹向か云て、「旦内零し・ロ縁は横に延びる。胴が箱形を呈す。

C ・．．言縁が鍔状に長く、口縁が器高の3倍程度あるものふ

1．．．尖底に近いレンズ底。口縁端部に平坦面がある。

2・・．尖底°　口縁端部に平坦面がある。

3．．・丸底。口縁端部は尖り気味。

a 浅手。

b 胴が箱形をなす。

C 柱部が太い脚が付く。

Tab．20　土器型式分類表（6）
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D．．・「く」字形言緑を持ち器高と器幅が等しいかそれに近いもの－。胴の屑が張る。

1．．．尖底ふ

a 言縁端部に平坦面を持つ。

b 口縁端部は尖り気味°

C 言縁の屈曲が弱く、胴部が短い。

2．．．丸底。壺型阜器B V類に近い。

a 口緑の屈曲が弱く長い。

b 胴の中央に最大径がある。

トヽ、
C 屑がなく、言縁は屈曲が弱く先端が尖る°　　　　　　　　　　　　　　　　　 －で

d 胴部がやや箱形を呈す°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、．／－、

E．．・素口縁で砲弾形を呈す°器高と最大径がほぼ等しい。－

1．・．内彎気味に立ち上がる平底を持ら。－

2．．・尖底にレンズ状の平坦面を持つもの。

3・・・尖底。

a 胴下半部にヶズリ気味の擦過を施すもの。

b 胴上位に－タタキを有するもの。

C 10cm前後の小型のもの°素言緑で深手のもの°

F・．・素口緑で深手のもの。

1・・・小さな平底で内面には平坦面を持た－ない。

a 休部がストレートに開くもの。

b 休部がやや内等気味に立ち上るもの°

2．．・平底に近いレ、ンズ底。

1

a 言縁端部が直立するもの。

b 日録端部が内奪するもの。

3．‥尖底でレンズ状の平坦面を持つもの。言縁はやや外反する一

4・．．尖底。言縁ま外反し、内面にわずかに稜をつくる。

5・・．丸底。

a 休部は内彎し言緑端部をやや外に摘み出す。

b 休部はストレートに立ち上がる。－

C 言緑端部が内彎する。

d ご－く短い「く」字形の言縁を時つ。

G．・．東口緑で浅手のもの。

1．．．平底で、内面に明確なフラット面を持つ。

2・．．平底に近いレンズ状底。

3－・・．尖底、もしくはそれに近いもの。

a 口径が高さの2倍程度のもの。

b 口径が高さの3倍程度のもの。

C bタイプに短い脚が付くもの°－

4．．．丸底° l

l

1
a 口径が高さの2倍程度のもので、全体に不整形。

b 口径が高さの3倍程度のもの。

Tab．21土器型式分類表（7）



333

器台形土器
A…上下ともラッパ状に開く筒状のもの。

1・．．屈曲が上下2ヶ所にある°　内面のパケメは上下とも施される。

2・．．屈曲が上位に寄るもの。

l

l

a やや薄手。

b 厚手。

B‥・ラッパ状に開く脚に小型の坏疎のものがのるもの°

a 坏はストレ，トーに横に開く°

b 坏は上方に延びやや深め。

手づくね．ミニチュア土器

A・．．壺型BIII顆に類するもの°

B…平底で休部が直立するもの。

C．．・鹿部が小さく屑張りする素口縁め壺型°

D．．・逆台形の鉢状を呈すも．の。

1・．．平底に近いレンズ底。

l

l

a 休部がストレートた立ち上がり、口縁端部を平坦になす。

b 休部が内等ぎみに立ち上がり、言緑は摘み上げた様になる。

2．・・尖底にレンズ状の平坦面を有すもの。

3・‥尖底。

a 整形。

b 指頭痕が残り、不整形。

E．．．浅い坏に低い脚がつくもの0

Tab・22　土器型式分類表（8）
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高坏形土器
A・．・口径30cm程の大きな坏部と長い柱部とラッパ状に開く－裾部とからなる大型のもの。

1．．．坏の深さが口径の3－4倍程とやや深めで言線内郵こ明確に屈曲が見られるもの。

a 口縁が上方に延びる。口径が深さの3倍程度。

b 口縁の延びが下がり、口径が深さの4倍強。

／　C 形状はAlbタイプで小型で厚手のもの。

2…言の延びが下がり長くなる。口径が深さの5から6倍近く、よ－り浅くなるもの。

a 口縁端部が外反する。薄手。

b －坏鹿部が横に延びる。

C 坏部は鉢C地類に近い。内外面ミガキを施す。

3・．．坏部の屈曲がないもーの。

あ・・坏部は深く口縁の屈曲も強いが端部が外反する。脚は柱部がなく、すぐ外開きに鋤 るヾ。

C・・・口径が20cm程度の小型のもので、脚柱部内側は横方向のヶズ11を施すもの。

1・・．坏部の鹿部と休部が段を持って屈曲するもの。

a－ 坏内面の底が窪み、言縁端部が外反す－るもの。

b
底が平坦で、鹿部と休部は外面で段を持つが、連続するカーブで描かれ一体化する。ロ緑端

部は外反する。

C 言縁端部亘内奪する°－

d 坏部の鹿部と休部の境に立ち上がりがある。

2．．・坏部の鹿部と償却が「く」字形をなして屈曲し、屈曲部から口端部までが長いもーの°

a 林部－と脚部の換合はソヶッ上武。

b 坏部の屈曲部が断面享角形の稜をなす。

C 脚柱部がなく短く大きく開くもの。－

d 脚柱部がなくゆっくり開く裾を持つもーの。

．3・．．C2顕に比べ坏部が浅く、脚柱部が長いもの5

Tab・23　土器型式分類表（9）
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壷AI型

Fig．193　壺形土器分類図（1）
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壷AII類

壷AIII揖

壺AⅣ揖

AIII1

（339）

／∵∵＼

Fig．194　壺形土器分類図（2）

壷AⅤ類
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Ⅰ

壷BI頬 壷BII頼

壷BIII類

Fig．195　童形土器分類図（3）

上
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壷BⅣ顆

壷BⅤ類

ヽ．．．－惑 Ⅴ2
（235）

壷DI類

Fig．196　壺形土器分類図（4）

壷DII類
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壷EI頬

l

I

1

1

I

l

，

1

1

凹

Fig．197　壺形土器分類図（5）
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壺EII頒

壺F頼

Fig．198　壺形土器分類図（6）



3才1

AI5b

（98）

Fig・199　甕形土器分類図（1）

甕AI揖



甕AII・AIII顆

Fig．200　甕形土器分類図（2）

甕AⅣ類



3，ぶ

Cd

（245）

甕AⅤ揖

甕B棟

甕C類

甕D類

甕AⅥ顆

D2a

（213）

Fig・201甕形土器分類図（3）

D3

（198）
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鉢A・B・C顆血

一正．▲し、

藍－≡享子≡

‡≡l二三雲I

一三2－／‡≡

Fig．202　鉢形土器分類図（1）
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㍉
3b

512）

鉢F顆

．　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　－

葦・．l－1－－1
Fig．203　鉢形土器分類図（2）

FSd

（666）



且紺

鉢G類

器台A・B輯

‾惑．．

－ノ

豊クー・宇

手づくね．ミニチュア土器A～E類

（③自
（142）

壙待。9）

W冒品）

Fig．204′鉢．器台・手づくね・ミニチュア土器分類図



A2b

11・（349）

，♂三。
（115）

Fig．205　高坏形土器分類図

高坏A輯

高坏B類

高坏C類
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仲 論

福岡市東区唐原遺跡土壙（SK－32）出土の

鈍に付着する織物について

布　目　順　郎
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福岡市東区唐原遺跡土壙（SK－32）出土の

純一に付着する織物について

京都工芸繊維大学名誉教授　布目順郎

標記の鈍に付着する2種類の織物（第1図）について調査したので、ここにその結果を報告す

る。本土壙の時代は弥生時代後期終末ないし古墳前期とされる°　もし、出土の織物が絹であれ

ば、当時の絹出土品がきわめて少なく、かつ、耶馬台国時代からさほどかけ離れていないこと

から興味が持たれる。

1．材質

材質調査は繊維断面形によった。断面作成には従来同様パラフィン切片方を通用した°　繊

維断面形は第2図にみるように、いずれも家蚕のものである。

2．織り密度と繊維断面計測値による産地推定出土の絹は第1図にみるように、両者とも平絹

であり、その織り密度と繊維断面計測値は第1表に示す通りである。平絹（1）の織り密度を同時

期のものと比較しようとしても、同時期の絹出土品が殆どないところから、それは不可能であ

る°　そこで弥生中期後半の9資料での平均値25・4×16・8と比較してみると、大差がない。しか

し、古墳前期の33資料での平均値41．8×26．1に比べると格段に粗いことがわかる。

平絹（2）のほうは、弥生時代の平絹を通じて最も粗い部類に属し、弥生後期の麻織物4資料で

の平均値22．3×13・3と比較しても格段に粗い。

これまで筆者は、他の弥生絹を、織り密度の点からすべて日本製とみなしてきた°　したがっ

て、本土壙出土の2種類の絹もまた日本製とみて差し支えない。

次に、出土の絹の繊維断面計測値を第2表に示す漠代4墓のそれと比較（比較は経緯の平均

値で行ない、差の有意性検定は省略する）するときは、次のようになる°

平絹（1）：完全度においては、漠代4墓でのいずれよりも小さい。

断面積のほうは、陽高よりも大きく、楽浪、馬王堆、ノイン・ウラのいずれよりも

小さい。楽浪と陽高の中間よりもやや陽高寄りの値である。

平絹（2）：完全度については、漠代4墓でのいずれよりも小さい。

断面積では、陽高、楽浪よりも大きく、馬王堆、ノイン・ウラよりも小さい。楽浪

と馬王堆の中間により馬王堆寄りの値である。

両絹の完全度がともに漠代4墓での値よりも小さいことは、それらの材料糸が日本製である

ことを示しているとみてよい。また、断面積からみるときは、平絹（1）の繊維を産出した蚕は楽

浪系の三眼蚕であった可能性が濃いのに対し、平絹（2）のほうは中国本土系の四眼蚕であった可

能性が考えられる。しかし、楽浪系三眼蚕の可能性もないではない。
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いずれにせよ、そのような蚕が出土地のあたりで飼育されていたと考えられる。

終わりに、本調査の機会を与えられた福岡市教育委員会に感謝の意を表する。

文献

（1）布目順郎「養蚕の起源と古代絹」雄山閥、1979

第1図　繊維断面拡大転写図（顕微鏡視野にあらわれた個ヶの繊維の断面転写図を無秩序に並べたもの。）

資　　　　 料
経 緯、

の別

繊 維 断面 につ いての計 測値
織糸数

（対 1 cm）
縫糸数と 織糸 の 巾

（mm ）
完全 度 （％） 面　 積 （〟2） 供試繊

維の数

糸数の

鈍 に．付 着す る平絹 （1） 経 46 ・0 ± 3 ．15 39 ・7 ± 4 ．5 1 30 25
1 ．2 5

1 ．2 2

0 ・25 － 0 ．37

／／ 緯 47 ・2 士 3 ・4 0 45 ・6 ± 3 ・25 30 120 0 ．33 － 0 ．45 －

鈍 に付 一着す る平絹 （2） 経 51 ・8 ± 3 ・6 1 58 ．0 ± 5 ．23 30 1 1 0 ．48 － 1 ．20

／／ 緯 47 一9 ± 1 ・8 9 60 ．0 ±6 ・24 25 9 0 ・40 － 0 ・65

第1表　唐原遺跡出土の鈍に付着する平補の繊維断面計測値と織り密度

備考・銘は土壙（SK－32）からのもの。　時期は弥生後期終末ないし古墳前期。

遺　 跡　 名
繊維横断面につ いての計測値

完全度 （％） 面　 積 （〟2）．

陽高県 （山西省）－ 50．9　 （10）、 37．1 （10）

楽　　　　　　 泊 50．8　 （23） 49．8　 （23）

馬 王 堆 1 －号（ － 65・5
〔53・9〕 （5 ） 〔69．3〕 （5 ）

ノ　イ　ン ． ウ ．ラ 53．9　 （20） 73．0　 （20）

パ　 ー．ル　　 ミ　　 ラ － －

第2表　漠代の平絹における繊維断面計測値

備考（1）馬王堆の絹繊維横断面計測値は『考古学報』（1974年第1期）にあるもの（ただし、〔〕内の
数値は筆者が同学報に示された繊維横断面写真をもとに算出したもの）°

（2）本表の数値にはマワタでのものは含まれていない。

（3）（）内の数値は資料数。
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第1図

C

第2図

繊維断面拡大転写図（顕微鏡視野にあらわれた個々の繊維の断面

転写図を無秩序に並べたもの）

A・平絹（l）の経糸　　　　　B．平絹（l）の練糸

C．平絹（2）の経糸　　　　　D．平絹（2）の緯糸
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＝土器観察表凡例＝
（1）法量
○現存または復原されうる数値だけを記載した。
○上段が口径、中段が底径、下段が器高を示す。（単位はcm）
（2）形態の特徴
。部位とその形態と場合によって残存状況を記載した。
（3）手法の特徴

○調整の用語はカタカナで略式的ド記載した。
。上段が外面、下段が内面の手法を表わす°　また）、おのおの上部から下部の順に記した。
（4）胎土
○砂粒の大小については、細＜小＜（無冠）＜粗．の順で示し、砂粒の前に冠した。
（5）焼成
○焼成の状況については、不良くやや良く良＜良好1の使い分けを設けた°
（6）色調
○農林水産省農林水産捜術会議事務局監修『標準土色帖』に依る°
※なお、遺構．土器番号については、本文中に使われている番号と一致している。

N o． 出土遺構 器 L　種 法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手法の特徴 －胎　　 土 焼 成 色　 調 備　 考

－1 S C ・0 1
金宝E
F

土11・1

12．0

言綾部 は小 さ く外反 し胴部 は球 形。
ヘ ラ研磨

小砂粒少食 良 ． 黄 橙色
ナチ．

2 S C －0 1
甕

A I

19．ヶ 言縁 は L「く」字状 に外反 し端部 は

平坦 た整 えてい る。

胴部 は砲 弾状 °

ヨコナデ、タテパケ目 砂粒、

金雲母含
良 橙色

ヨーコハ ヶ目

3 S C －0 2
4、型壺

B II

12．1 言綾部 は、内考 ぎみに外方 に長 く

開 く。 胴部 は球形

研磨
4、砂粒含 良 赤色

ナデ、ハケ目後ナデ

－　4 S C －0 2 4 、型壺 胴部 は球 形
ヨコナデ．

小砂粒合 一 良 橙 色
ヘ ラヶ ズ リ

5 S C －0 2
甕

A III

10・0

16．5

言緑 は立ち ぎみに外反 し、胴部 は

球形°

胴部 中央に穿孔。

ヨコハケ、タテハケ
小砂粒含 良 明赤褐色

ヨコハヶ、ヘラケズリ

6 S C ．0 2－
甕

A IⅤ

15 ．－0 「く」字状の ロー綾部 は内彎 ぎみに

開 き、端部は水平 に整 えて内側 に

小 さ く摘み出す。胴由 は長胴 形°

ヨコナデ、ハケ目
粗砂粒 多含 良 黄橙色 スス

付着　 －ヘラヶ ズ リ

7 S C －0 2
甕

A II

13 ・0 － 言綾 部は 「く」字状 に外 反 し、端

部は平坦に整 えて いる。

－胴部 は卵形。

ヨコナデ、ハケ日後
ナテ． 細砂粒食 良 橙 色 スス

付着ハケ目後ナデ、ヘラヶ
ズ11

8 S C ・0 2
甕

．A II 一

13 ．8 言綾 部ⅸ 「く」字状 に開 き、内面

に稜 －を作 る。

ハヶ一目 砂粒 、

金雲母含
良 橙色

ヘラ ケズ 11

9 S C ・0 2
甕

A III

14 ．1 「く」字状 に外反す る°　言綾 部は

中位 で屈曲 して直 言ぎみに立 ち上

が る°

ハ ヶ日 小砂 粒 多食．

（赤褐色粘

土粒食 ）

良 橙色 スス．

付着ヘ ラヶズ 11

10 S C ■0 2
甕

A IⅤ

13 ．9 口綾部は 「く」字状 に外 反 し、端

部は雫状に膨 らむ。

－胴部は卵形。

ヨコナデ、パケ目
小砂粒含 良　 一明赤褐色

スス1

－付着ヘ ラケズ 11

1 1 S C －0 2
一軍坏

C

17 ．6 坏部は下半 に明瞭 な球 を有 し、反

ぎみに外方 に開 く。

脚部は膨 らみ ぎみに短 くのぴ．る。

ナ デ
細砂粒 含 良 橙色 －

パケ日、ベラヶズ 11

12 S C ・0 2
高坏

C
1 1・6

脚部は ス トレ一 一下にのぴ、緩 く開

いた裾部 は端部 を内側 に小 さ く摘

み出す。

ナ デ
細砂粒 含 良 橙色

ナデ、へラグズリ

13 S O ．0 2
高坏

C
1 1・8

脚は短 くス ト／－ 下にのび、裾部

は大 き く閏 いて端 部は内側に小 さ

く摘み 出す。

ナ デ
細砂粒 含 良 橙色

ヘ ラケズ リ

Tab・24　土器観察表（1）
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Nq 出土遺結 器　 種 法　 皇 形　 態　 の　 特　 徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成－色　 調 備　 考

14 SC．03 小型壺
9・4

1．6

9・3

口綾部は内彎ぎみに長く外方にの

ぴる。胴部は扁球形。

ヨコナデ、ハケ目、ナデ

小砂粒含 良 黄橙色
ハケ目指頭押圧後に
ナデ

15 S C・03
小型壺

BIII

8・1

8．6

「く」字状の言綾部は短く外反す

る。胴部は球形。

ヨコナチ’、ハケ目後
ナチ一

細砂粒少食 良 橙色
ハケ目指頭押庄後に
ナデ

16 S C．03
甕

A II

11．2 口緑部は小さく外反し、端部を外

方に小さく摘み出す。

胴部は扁球形。

ヨコナデ、ハケ目
小砂粒含 良 橙色 スス

付着ナデ．ヘラケズリ

17 S C．03
甕

A II

12．4 口綾部は 「く」字状に外方し、端

部を小さく摘み出す。胴部は屑が

はる°

ナデ
小砂粒含 良 橙色

ヘラケズリ

18 SC ．03
甕

牟II
胴部は球形。

パケ目
小砂粒含 良 明赤褐色

ヘラヶズリ

19 SC ・03
甕

A IⅤ

14－．1 口綾部は直言ぎみに短く外反し、

端部は水平に面を作る°

胸部は卵形°

ヨコナデ、パケ目
細砂粒食 良 黄橙色

ナデ、板目ハケ

20 SC・03

高料

C
坏部は内密ぎみに外方に開く。

ハケ日
小砂粒含 良 黄橙色

ナデ、指頭押圧痕

21 SC・03
料坏

．C
10．8
脚部はスト－レートにのぴ。

裾部は、小さく開く。

タテ研磨、ナデ
小砂粒含 良 黄橙色

ヘラケズ11、ヨコナデ

22 SC・05
小型壺

BIⅤ

9・4 白線部は直線的に長くのび下位に

擬言線状の弱い段を作る。

胴部は屑の墜－る球形。

ヨコナデ、パケ目
小砂粒含 良 橙色

ヨコナデ、ヘラケズリ

23 SC－05
小型壺

B III

一口綾部は 「く」字状に短くのぴる。

胴部は扁球形°

ヨコナデ、ハケ目、
ヘラケズ11 小砂粒含 良 料色

ナデ、ヘラケズリ

24 SC・05
甕

A IⅤ

14．2 口綾部は水平に画を盤え、内側に

小さく摘み出す。

ヨコナデ
砂粒含 良 橙色

ヨ．コナデ

25 S C－05
甕

A IⅤ

12・4 直言ぎみに短く立ち上がり、口織
部は、端部を水平に整え、内側に
4、さく摘み出す°　胴部は屑のはる
球形。

ヨコハケ目

細砂粒含 良 橙色 スス
付着ヘラケズリ、ナデ

26 S C．05
高坏

C

18・3 坏部は内彎ぎみに外方に開き、端

部は小さく外方に痛み出す。

ノ）ヶ日、ナデ
小砂粒含 良 橙色

ヘラナデ

27 S C・05
高坏

C 10・1
脚部はストレートにのび裾部は小

さく細く。

ハケ目後ナデ

小砂粒含 良 橙色
ヘラケズリ、ナデ

28 S C．06
小型壺

BIV
胴部は球形°

ヨコナデ、ハケ日
細砂粒含 良 橙色

ヘラヶズ11

29 SC ．06 ．会璽E 胸部は球形。
ハケ目、ケズ11風擦過

粗．砂粒含 良 橙色
人ケ目

30 SC・06
高坏

C

16．8 口縁部は緩く屈曲して小さく外方

に開く。

ヨコナデ 砂粒金

雲母含
良 橙色

ヨコナチ．

31 SC．06
高坏

C

18．3 坏部は下位で緩く屈曲し反りぎみ

一に外方に開く

ヨコナデ 租．、小

砂粒含
良 橙色

ヨコナデ

32 SC・06
高料

C

13．3 坏竜如ま反りぎみに外方に開き、言

緑端部は小さく摘み出す。

ヨコナデ
小砂粒含 良 橙色

Tab．25　土器観察表（2）
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33 SC－06
高坏

C

19・2 坏部はストレートに外反し、．中位

に小さな凸帯を作り出す°

タテハケ目 小砂粒含

（赤褐色粘

皐粒含）

良 橙色
ナデ、ヘラヶズリ

34 SC．06
高坏

C
13・4

脚部はストレートにのびる。裾部

は強く屈曲して、短．く外方に開き、

端部を小さく上方に摘み上げる。

ナデ
小砂粒含 良．明黄褐色 スス

付着ヘラケズリ

35 SC．08
士雪E
D II

12・4 言綾部は直言ぎみに立ち上がり、

端部を外方に小さく摘み出す。胴

部は長胴形－

研磨 石英、金

雲母含
良 橙色

研磨・ヘラヶズリ

36 SC－08
甕

A I

18・1 「く」字状の口綾部は反りぎみに

外方に開き、平坦に整える°　端部

は小さく摘み出す。胴部は長胴形。

タテハヶ目
細砂粒含 良 明赤福色

ス．ス

付着タテハヶ日

37 SC一08
高坏

A
L20・1

脚部は細長く、裾部はラッパ状に

開き、端部は内側に小さく摘み出

す。穿孔あり。

タテ研磨
－小砂粒含 良 橙色

ヘラヶズリ、．しぼり痕

38 SC．08
高坏

A
19・4

脚部は細長く、裾部はラッパ状に

開．き、端部は内側．に小さく摘み出

す。穿孔あり。

タテノ、ケ目後、研磨

細砂粒多含 良 橙色

ヘラケズリ、ハヶ目

39 SC一09
小型壺

AIII

8・7 二重言縁°　言綾部は一旦、－外方に

開き屈曲して垂直に立ち上がり、

端部は緩く外反°　胴部は扇球形。－

ヨコナデ、ヘラケズ11
－　細砂粒含 良 凄橙色

炭化物

－付着ヨコナデ、ヘラケズ11

40 SC．09
士璽E
BII

13．3 ．言綾部は直線的に外反する。

胴部は球形。

ナデ
細砂粒含 良 橙色．

ナチ．

41 SC・09
甕L

AIV

15．6 口練端部は、水平に面を整え内側

に小さく摘み出す°

ヨLコナデ．
砂粒金雲母含 良 橙色

3コナデ．

42 SC－09
甕

AIⅤ

17．6

26．6

「く」字状の一言縁由は、内彎ぎみ

に外方に開く。

胴部は卵形°

－ヲコナデ、ハヶ目

小砂粒含 良 橙色
スス

付着ヨコハケ後ナデへラヶ
ズ11

43 SC－09
高坏

C

22・8 坏部下半め屈曲は粘土を摘み出し

て凸帯状に作る°

言綾部は反りぎみに外方に開く一

ナデー、タテハヶ
細砂粒含L 良 黄橙色

ナデ

44 SC－09
高坏

C

20・1

13．6

13・4

坏音βは－下半カゞ屈曲して緩い稜をな
し言経書βは、大きく外反する°
胴一書βはストレートにのび、裾書βは
大きく劇kね上がりぎみに外反する°

タテハケ目
小砂粒含 良 嘩色

ハヶ目、ヘラケズリ

45 SC．09
鉢′

（台仲）112．4
裾部はラッパ状に開く。

ハヶ目 石英

金雲母含
良 黄痩色

ヨコパケ目

46 SC－09

鉢1．

（台仲）L、

G

14．5

7．9

6・9

休部は内奪して立ち上がる。′脚部

は短く、裾部は緩く屈曲して外方

に開く。

ナデ
細砂粒合一 良 赤褐色‘黒斑

ナデ

47 SC．09 器台 ．10・3
スト／－下にのびる。脚下半は膨

らみ、裾端部は、小さく摘み出す。

ナデ
小砂粒含 　良 橙色

ヘラゲスリ、ナデ

48 SC一10 小型壺

「く」字状の口綾部は、内彎ぎみ

・に立ち上がり、端部は直言する°
胴部は球形。

ヨコナデ 微砂粒金雲

母含
良 橙色

スス

付着ナデ

49 SC．10
．出雲E
F

10．4－、白線部は短く「く」一字状に開く。

胴部は玉葱状°

タテパケ目後ナデ ∴砂粒、金雲

母含
　良 橙色

指頭押圧後ナデ

50 SC．10
4才璽E
A II

16・4 二重言縁°　言経書βは、一旦屈曲し
て凸帯有夫の段を作り直線的に小さ
く外方に開く。端部は水平に面を
整え外方に摘み出す。

ヨ．コナチ．
砂粒含 良 橙色

しヨコナテ・

51 SC．10
士苫E
A II

19．9 二重言繰。外喀する一口綾部は一旦屈曲
して凸帯有夫柱段を作り、直線的に外方
に開く。端部は水平に面を整え外方に
4、さく摘み出す°　胴部は球形。

ハヶ目
砂粒含 良 橙色－ スス－

付着．ナチ、ベラヶズリ

Tab．26　土器観察表（3）
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52 SC－10
一会璽E
D I

9・4 口綾部は直言して立ち上がり、緩

く屈曲して小さく外方に開く°　胴

部は肩のはる球形。

ヨコナデ
石英含 良 黄橙色

ナデ、ヘラケズ11

53 SC．10
－土璽E
bII

13・8 口綾部は直軸こ立ち上がり、端部

は小さく外方に摘み出す。胴部は

長胴形°

ヘラ研磨
細砂粒含 良 橙色

外面

黒斑ヘラナデ、ヘラケズリ

54 SC．10
甕

A I

27．8 口綾部は「く」字状に外反し、端

部は平坦。

ヨコナデ
砂粒含一 良 灰白色

ヨコナチ．

55 SC．10 、甕 胴部は長胴形。
ハケ日

小砂粒含 良 橙色
ハヶ日

56 SC．10 高坏 22・0
口縁端部は外方に摘み出して平坦

に整え掻臼状の横凹線を巡らす°

ヨコナチか
砂粒含 良 明赤褐色

ヨコナチ・

57 SC．10
高一坏

C
脚部はストレートにのびる。

ナデ
小砂粒含 良 黄橙色

ヘラヶズリ

58 SC－10
器台

A 9・8
器壁は厚く1裾部はラッパ状に開く。

指頭押圧後ナデ
砂粒金雲母含 良 橙色

指頭押匠後ナデ

59 SC．10
鉢－

G

16・6

12．7

休部は内奪して立ち上がり、言綾

部は直言ぎみ°　鹿部は平底

ナデ
石英含 良 黒褐色 黒斑

ナチ．

60 SC－10
鉢　－

G

－16．8

6・9

休部は緩く膨らんで外方に開く。

鹿部は凸レンズ状°

ヘラヶズリ
砂粒含 良 橙色

ヘラケズリ、ナデ

61 SC．10
鉢

G

14．3

6．5

休部は内等して立ち上がり、直言

ぎみのi 口綾部は端部を外方に小

さく摘み出す。鹿部は丸底ぎみ。

ハケ目
小砂粒含 良 赤色 スス

付着ナデ

62 SC．10
鉢

C

27．8

7・3

休部は扁球形で口緑部は屈曲して

大きく外方に開く。鹿部は丸底。

タテハヶ目
砂粒含
やや

良
明赤褐色

ナデ

63 SC－10
鉢

B

．23・0 言綾部は扁球形の休部から緩く屈

曲して小さく外方に固く。

ハヶ目後ナデ ノ

小砂粒含 艮 橙色　L

64 SC，10
鉢

G

24．3

5．0

9・3

休部は小さく膨らんで外方にスト

レートに開き、言綾部は平坦に整
える°

ハケ目 白色小．

砂粒含
良 赤色

65 SC．10
鉢1

－B

22・1

4．6

扁球形の休部は直言して立ち上が

、り口綾部は反りぎみに外方に開く。
鹿部は平底状の丸底°

ハヶ目、ナデ
砂粒含 良 赤色

指頭押圧後ナデ

66 SC・11
長頸壺

B I

8・8 頸部は、ラッパ状に長くのび言緑

端部は小さく外方に開く。

ヨコナデ、研磨 白色小

砂粒含
良 橙色

ヘラケズ11、ヘラナデ

67 SC－11
士竺E
A I

二重田．縁。言綾部は外方に開き、

一旦強く屈曲して、鋭く内傾する。

ハヶ月
砂粒含－ 良 橙色

ハケ目

68 SC－11
士璽E
A I

胴部は、球形で長大径部に三角凸

帯を1条巡らす。

ヨコナデ、ハケ日
砂粒含 良 黄橙色

ヨコナデ、ナデ

69 SC．11
－出雲E
A I

扁球形の胴部は肩部で、小さく屈

曲して頸部は内偵にのびる。

タテハケ、ナデ
砂粒含 良 黄橙色

70 SC・11
甕

A I

－　20・0 言綾部は「く」字状に短く開く。

胴部は長胴形。

ハケ目
砂粒含 良 黄橙色

ヨコナデ、パケ目

Tab・27　土器観察表（4）
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71 SC－11
甕

A I
胴部は長胴形。

ハヶ目
砂粒含 卑 橙争

外表面

黒一色化ハケ日工　ナデ

72 SC．11
甕

A I

16・9
口綾部は・、短く「く－」字状に開く°

ヨコナデ
小目砂粒含．良 赤色

ヨコナデ

73 SC・11 翠 7・4 鹿部は凸レンズ状の平底°
ハヶ目

小砂粒含 良 明赤褐色
ハケ目

74 SC．11
高坏

C

脚部は、ストレートにのび、裾部

は強く屈曲し、水平に開く。

ナデ
小砂粒含 良 灰黄褐色

ヘラケズリ、ナデ

75 SC－111
高坏

．A 20・0
朝顔状に大きく外方に開く。

ハヶ目
小砂粒含 良 橙色

ハヶ目

76 SC．12
．出雲E
B I

－8．1
頸部はラッパ状にのびる。

－タテ研磨
小砂粒合　一良 明赤褐色

ヨコハケ、ナデ、

77 SC－12－
小型壺

BⅢ

10．6 言綾部は「く」一字状に開き、端部

は小さく直言する。胴部は球形。

ナデ、ノー、ヶ日
微砂嘘含 良 橙色

ナデ、ヘラケズリ

78 SC－12．
小型壺

BIII

10・5 「く」字状の言綾部は、反りぎみ

に外方に開く。

ヨコナデ、バーヶ目

砂粒含 良 橙色
ヨコハケ、ナデ、ヘラ
ヶズ11

79 SC．12
鉢

D

10・2

7・2

「く」字状の言緑釦は、反りぎみ

に短く外方一に開く。胴部は半球形。

ナデ、ハヶ目
砂粒含 良 嘩色

ナデ、ヘラヶズリ

80 SC・12
甕

AIII－

．12・1

15．2

「く」字状の口縁部は、直線的に

外方に開く。胴部は球形。

ハヶ目
砂粒含 良 橙色

ヨコナデ、ヘラケズ11

81 SC．12
甕

A I

19・7 「く－」字有犬の口綾部は、大きく外
方に開き平坦に整えた端部は上方－

ハヶ目
砂粒含
やや

良
浅黄橙に4、さく摘み1上lずる。月同書βは長月同

形。 ヨコナデ、ナデ

82 SC－12
甕

A I
25・4

「く」字状の口綾部は、緩く屈一曲

して外方に開き、端部は平坦に整

える。

タテハヶ
砂粒含 良，黄橙色

ヨコハヶ

33 －SC－12
甕

A I

30．0 「く」字状の言綾部は、緩く屈一曲

して外方に開き、端部は平坦に整

え－る。

タテハヶ 砂粒、

金雲母含
良 黄橙色

ヨコハヶ

84 SC．12
甕

A I

19．3 「く」字状の口縁部は、大きく外

方に開き端邸は平坦に整える°胴

部は長胴形。

ヨコナデ、ハヶ目

小砂粒含 良 黄橙色
ヨコナデ

85 SC・121
甕．

皐Ⅰ

言縁部は－「く」字状に開く。－胴部

は卵形°

ヨコナデ、タテハヶ
砂粒含 不良 赤褐色 、スス

付着

86 SC．12
高坏

A

25．0 坏部は膨らみ、中位で、弱く屈曲

して直言ぎみに立ち上がる。言縁

部は小きく外反する。

ヘラ研摩
砂粒含 点、、l 橙色

ナデ一

87 SC．12
高坏

－A

26．0 坏部は反り．ぎみに開き、口綾部は

外方に、摘み出して、水平面につ

く3°

ナデ
砂粒含 良 明赤褐

ナチ・

88 SC－12
器台

B －
坏部は内等ぎみに立ち上がる。

ナテ・
微砂粒含一一良 橙色

ナデ

89 SC～12
高坏

A
脚部はストレートにのびる°

研磨
徹砂粒含 良 橙色

ナテ・

Tab．28　土器観察表（5）
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90 SC ．12
高坏

A
19 ・3

．脚部は朝顔状に、ストレー トに大

きく開き、端部は内側に小さく摘

み出す。

ハヶ目後ナデ
砂粒含 良 橙色

ハケ目後ナデ

91 S C －12 土匙 手控の棒：状で、－基部を欠く。
指頭押圧後ナデ

白色砂粒合一 良 橙色

92 S C 113
・出雲E
A I

20 ・4 二重言縁。大きく開いた言綾部は

一旦強 く屈曲して、膨 らみぎみに
内偵する。

砂粒含 不良 橙色

ハケ日後ナテ．

9亭 S C －13
恵璽E
A I

胴部は、肩のは－つた球形で、頸部

は、三角凸帯が 1 条巡 る°

ヨコナデ、ハケ目
小砂粒含 良 淡黄色

ヨコナデ、ハケ目、ナデ

94 S C －13
甕

A I

19・4 「く」字状の言綾部は、反 りぎみ

に大きく開く。

ハヶ目後ナデ
小砂粒含 良 橙色

冒コナデ

95 S C －13
甕

A I

4．5 胴部は．卵形で、肩部はやや凸レン

ズ状。平底。

タテハケ
砂粒含 良 橙色

ナテ・

96 SC ・13
甕

A I

23．6 「く」字状の言綾部は、大きく外

方に開き、端部は小 さく摘み出す。

胴部は長胴形。

ハケ目
－砂粒含 良 黄橙色 スス

付着ハヶ目、ヘラケズ10

97 SC ．13
高坏

A

28．5 膨 らんだ坏部は、中位で屈曲し一

旦短 く直言して外方に開 く。

ハケ目、ナデ
砂粒含 良 橙色

ヨコハケ後ナデ、研磨

98 SC ．14
甕

A I

24 ．3 「く」字状の口綾部は、短 く外方

に開き、平坦な端部は小さく摘み

出す。胴部は長胴形°

ヨコナデ、タテハケ
砂粒含 良 橙色

ヨコハケ、下半風化

99 SC ．15
長頸壺

B I

11 ・6
頸部は、長くラッパ状に開く。

タテ研磨
砂粒含 良 赤褐色

ナデ

100 SC ．15
小型壺

B IV

10 ．1 「く」字状の言綾部は、長く外方

一に開き端部は薄い。
胴部は玉葱状°

ナデ
砂粒含 良 灰黄色

ナデ

101 S C ・15
＝月ゴ・璽E
E I

21．7 言綾部は大きくラッパc状に開き、

端部は平坦に整える。

タテハケ

小砂粒含 良 褐色

ヨコハヶ

102 S C ．15
甕

A I

18・9
「く」字状の口綾部は短 く開 く。

ヨコナデ、タテパケ
砂粒含 良 赤褐色

ヨコハケ、ナデ

103 S C －15
鉢

C

33．3

6・4　－

9．0

体邸は扁平な半球形で、言綾部は

鋭 く屈曲して大 きく反りぎみに開

く°　鹿部は凸－レンズ状の平底。

ナデ、ハヶ目
砂粒含 良 橙色

ハケ目後ナデ

104 SC ・15
高坏

A

30．2

18．2　－

24．4

坏部は浅 く膨 らみ、中位で屈曲し

言綾部は、反－りぎみに開 く。脚部

は細長 くラ、！パ状に開く。穿孔

ハヶ目、研塔
微砂粒含 良 橙色

外面

異姓ヨコハケ、研磨

105 SC ．15
高坏

A 10．6
脚部は細長 く小さくラッパ状に開

く。穿孔－6 ヶ所。

タテ研磨
小砂粒含 良 明赤褐色

ヘラヶズ11

106 SC ．1－5
高坏 ．－

A 20 ．0
脚部は大きく朝顔状に開 き、端部

は．、面削こ小 さく摘み出す°

ナデ
砂粒含

やや

良
明赤褐色

タテハケ目

107 SC ．15
器台 －

A

11 ・6

11 －．5

16 ・3

受け部は大きく開 く°

脚部はス トレー－トに、ラッパ状に

開．く。

タテハヶ、ナデ
砂粒含－ 良 橙色

ヨコハヶ、ヘラケズリ

108 SC ．15
器台

A

8 ・7

12 ．2

16 ．8

受け部は大きく開 く°

脚部はストレー トにラッパ状に開

く。

ヨコナデ、ハケ目
砂粒含 良 明赤褐色

ハケ目、ヘラケズリ

Tab．29　土器観察表（6）
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No1 出土遺構器L　種法　皇 形　態　の　特　徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調備　考

．109 SC－16
4、型壺

BIII

9・1 「－く」字状の言綾部は、直線的に

開く°

胴部は球形。

ヨコナデ、ハケ目
砂粒含 良 橙色、－

ハケ目、ヘラケズリ

110－SC．16
甕

A II

12・8 口綾部は反りぎみに直言し、端部

は細く摘み出す卓うに小さく開く°

胴部は球形。

ヨコナデ、パケ目
砂粒含 やや

良
黄灰色

ハヶ目、ヨコナデ、ヘ
ラヶズリ

111 SC－16
甕

A II

12．2 「く」宰状の言綾部は短く直線的

をこ開く。

ハケ目、ヨコナデ
微砂粒含 良 浅黄橙色

ハヶ目、ナデ

112 SC．16
甕

AIⅤ

15．0 1「く」字状の言綾部は、内雪ぎみ

に開き、平坦に整えた端部は内傾
する。

ヲコナデ
砂粒含 良 橙色

ナデ、■ラケズlJ

113 SC．16
甕

－AIⅤ

15．8 「く」字状の言縁部は、直線的に

開き、－端部は僅かに－内傾し、内に

小さく摘み出す。胴部は球形。

ヨコナデ、ハケ目
石英含 良 橙色

ヨコナデ、ヘラケズリ

114 SC・16 甕
球形の胴部に「く」字状の言綾部

がつく°

ハヶ目、ナチ．

砂粒含 良 橙色
ナデ、ヘラヶズ11

115 SC．16
高坏

A

23・3 坏部は、僅かに膨らんで大きく外

方に開く．、。

－ヨキナデ
砂粒含 良 橙色

ハケ目後ヨコナデ

116 SC－16
高坏

C

20・6 坏部は下半に段をつくり、口縁部

は反りぎみに大きく外方に開く。

ヨコナテ・
小砂粒含 良 浅黄橙色

ヨコナデ

－117 SC－16－
高坏

C

ナデ
微砂粒含 良一－黄橙色

ハヶ目－

118 SC・16
高坏

′0
脚部は、細くストレートに開く°

ヨコハヶ自

砂粒含 良 橙色
ヘラヶズリ

119 SC．16
高坏

C
16．0 脚裾部は朝顔状に大き－く開き、端

部は、内に小さく摘み出す°

タテハヶ、ナデ

微砂粒含 良 橙色－
ヨコハケ目

120 SC．16
陶質土

器甕

胴部の小片。

胸部は屑のはった球形で、肩部に

横凹線が巡る°

タタキ
白色微砂粒含

やや

良
灰黄色

ナチ・

121 SC．17
4、型壺

B I

9・2 「く」字状の言綾部は、直線的に

長くのび、小さく開く。

ハケ後ヨコナデ

砂粒含 良 料色 ス．ス．
付着ヨコナデ、ヘラケズ11

122 SC．17 小型壺
「く」字状の口緑部は厚く直線的

に開く。

研磨
砂粒含 良 赤色

研磨

123 SC．17 4、型壺
13・2 ）「く」．字状の口綾部は、反りぎみ

に大きく開く°

ヨコナデ．
自一色粗砂粒含 良 責橙色

124 SC・17
，4、型壺

BIII．

8．9 「く」字状の言綾部は緩く屈曲し‘

て短く開く．。

胴部は球形。

ヲコナデ、ハケ目
砂粒含 良 明赤褐色

ヨコナデ、ヘラケズリ

125 SC．17
4、型壺

BII．Ⅰ

8．6 「く」．字状の口綾部は、短く反り

ぎみ畢こ外方に開く°

胴部は球形。

ヨコナデ、ハケ目 砂粒含

（赤褐色粘

土粒含）

良 黄橙色
ヨコナデ、ヘラケズ11

126 SC・17
小型壺

BIII

8・－2

8．3

言縁部は短く「く」一字状に開－く°

胴部は扁球形°

ヲコナデ、ハケ目
砂粒含 良 橙色

ヨコナデ、下半指ナデ

127 SC．17
甕

AIⅤ一一

13．4 「く」字状の言綾部は、緩く屈曲

－して反りぎみに明き、平坦に整え
た端部は水平面をつくる°

ヨコナチ・
砂粒含－
（
良 橙色

スス

付着－ヨコナデ1

Tab．30　土器観察表（7）
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Na 出土遺草器　種 法　皇 形　態　の　特　徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調 備　考

128 SC－17
甕

AIV

13．6 「く」字有犬の口経書βは、僅かに内
奪して開き、水平に平坦面をつ〈

－る°　端音βは、内外に摘み出す。月同書βは、肩のはった球形。

ヨコナデ、ハケ日
砂粒含 良 橙色．

ヨコナデ、ヘラケズ10

129 SC．17 高坏
18・6 坏部は下半平坦で、緩く屈曲して、

直線的に外方に開く。

ナデ
砂粒含 良 黄橙色

ナデ

130 SC－17
高坏

C

脚部は短くラッパ状に開き、裾部

は屈曲して大きく外方に開く°

タテハケ目
微砂粒含 良 橙色

ヘラケズ11、ヨコナデ

131 SC－17
高坏

C 11・0
脚部は短く、朝顔状に開き、裾部

は屈曲して、内面に稜を作る°

ナチP
砂粒含 良 黄橙色

ヘラケズリ、ヨコナデ

132 SC－18
－甕

A II

15．3 「く」字状の口綾部は、小さく外

方に開く一°

胴部は球彪°

ヨコナデ、ハケ目
小砂粒含 良 黄橙色

ヨコパケ後ナデ

133 SC－19
小型壺

BIII

7．8 「く」字状の言綾部は短く開く。

胴部は球形°

ナデ．
小砂粒含 良 橙色

ヨコナデ、ヘラケズリ

134 SC．19
．小型壺
8．7
一言緑は－長．く反りぎみに小さく開く。ナデ、ハヶ目 砂粒含

良 橙色
B I
11．7
胴部は玉葱状° ナデ、指頭押圧痕 （角閃石含）

135 SC．19
甕一

一AIV

13・6 「く」字状の言綾部は、反りぎみ

た外方に開き、－端部を内に小さく

摘み串す。胴部は球形°

ヨコナデ、タテハケ
砂粒含 卑 黄橙色

ヨコナデ、ヘラケズリ

136 SC・19 甕
球形の胴部に、反りぎみの「く」

字状の口縁がつく°

ヨコナデ、ハケ目
砂粒含 良 橙色．

スス

付着ヨコナデ

137 SC．19
甕

A I

24一8－口綾部は折り曲げるように短く開

く°

胴部は、長胴形。

ハケ日
砂粒含 良 橙色

スス

付着

138 SC・19
高坏

C
12・1
脚裾部は、強く屈曲して大きく外

方に開く。

タテ′、ケ後ナデ
小砂粒含 良 明赤褐色

ヘラケズリ、ヨコナデ

139 SC－20
虫竺E
A I

15・2 二重口縁°　ラッノヾ有夫に開いた言録
音βは、凸帯様の段を作って屈曲し、
直言して立ち上カする。端部は水平
面を作り、．内に4、さく摘み出す°

ヨコナデ．
微砂粒含 良・ 橙色

ヨコナデ

140 SC，20
出雲E
AIⅤ

二重口緑。

直言する頸部は、短く開き、一旦

屈曲して反りぎみに外方に開く。

ハケ目、ナデ
砂粒含 良 橙色

ハヶ目

141 SC・20 甕 胸部は薄く球形。

ハケ、ヨコナデ
砂粒含 良 赤褐色

ヨコナデ、ヘラケズリ

142 SC．20
手捜

B

4・4

3．4

3．9

平坦な小さな鹿部に厚手の直言す

る休部がつく。

押圧ナデ
微砂粒含 良 赤褐色

押圧ナデ

143 SC・20
高坏

C

17．－8 坏部は下半に－下向きの小さな凸帯

様の段がつき、一言綾部は、反りぎ

みに大きく外方に開く。

，ヨコナデー
小砂粒含 良 明黄褐色

ヨコナデ

144 SC．20
高坏

C

20・1 休部は、やや反りぎみに大きく外

方に開く°

ヨコナチ，
砂粒含 良 褐色

ヨコナデ

145 SC・20
高坏

C

20・0 坏部は、ほぼ直線的にのび言緑端

部は小さく開く°

ナデ
徴砂粒含 良 橙色

ハケ目後ナデ

146 SC－20
高坏

C

脚部は短くラッパ状にのぴ、裾部

は屈曲して大きく開く。

ハケ目
小砂粒含 良 赤褐色

ヘラケズ11、パケ目後
ナデ

Tab・31　土器観察表（8）
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Nn 出土遺構器　種法一　畳 ．形　態　の　特　徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　潤備　考

147 SC．20
高坏

C

脚部は細くストレートにのび輝部

は緩く屈曲して大きく外方に開く。

タテハケ、ヨコナデ

砂粒含 良 赤褐色
ヘラヶズリ、ヨコナデ

148 SC－20
高坏

C 13．2
脚部は短く筒状で裾部はラッパ状

に開く。

タテハヶ日

砂粒含 良 黄褐色
ヘラケズリ、ハヶ日後
ナチ・

149 SC．21
甕

A－Ⅰ

14．1 「く」字状の言縁部は短く外反す

る°　胴部は卵形°

ハヶ日
砂粒含 　良 赤褐色 スス

付着ハケ目

150 SC－21
甕

A I 6．2
卵形の胴部に凸レンズの平底がつ

く。

板状工具による嘩過
砂粒含 良 褐色

スス

付着板状工具による擦過

151 －SC－21
甕

A－I－

18・0　L

6．1

23・4

「く」字状の言綾部は、－短く直線

．的に開き、平坦に整えた端部は、
外に小さく摘み出す°　胴部は卵形。

ハヶ目、ナデ
砂粒含 良 橙色 ス．ス

付着ハヶ目、ナチ．

152－SC－21 甕 6．0
卵形の胴部に凸レンズ状の鹿部が

Lつく。

タテハヶ目
細砂粒含 良 褐色

タテハヶ、ナデ

153 SC・21
高坏

A

24・2 坏部は、膨らみぎみに、立ち上が、

り、上半で、一旦屈曲して段を仲

り言綾部は反りぎに開く一

タテ研磨

砂粒含 良　一黄褐色
タテ研磨

154 SC．21
高坏

A

L26．7 坏部は、膨らみ中位に弱い稜を仲

って反りぎみに大きく開く。

ヨコナデ

砂粒含 良 明褐色
ノ一ヶ目ナデ

155 SC－21
高坏

A 19．0

脚部は、細長く裾部はラッパ状に

大きく開き、細部を外方に小さく

痛み出す。

研磨－
砂粒含 良 赤褐色

ヘラヶズリ、ナデ

15－6 SC．22
士璽E
A I

19－．5 二重言縁。大きくラッパ状に開い

た言綾部は強く屈曲して内偵する°

ヨコハヶ目
粗砂粒含 良 橙色

ヨコノ．ヽヶ目

157 SC・22
4、型壺

BIII

－8．2

19・0

「く」字状の言綾部は薄く直線的

に開く。胴部は扁球形°

ハヶ目、ナデ
砂粒含
やや

良
橙色

ヘラヶズリ

158 SC122
－＝b璽E
F

11・0

11．9

口緑部は、．直日ぎみに立ち上がり

端部は小さく外反する°　胴部は玉

葱状。

ヨコナデ、研磨

砂粒含 良 明赤褐色
研磨、ハヶ目

159 SC．22
甕

A I－

12．8　－「く」字状の言綾部は短く外反す

る。胴部は卵形。

調整不明 石英、金一

雲母多含
良－1 褐色

工具によるナデー

130 SC．22
甕

A I

18・・3
「く－」字状の言綾部は、反りぎみ

に開き端部は平坦に整える。 砂粒含 良 明黄褐色
ハヶ面、ナデ

161 SC－22 甕 2．2 卵形の胴部に小さな平底がつく。－
ハヶ臼状擦痕

砂粒含 良一黄橙色
指頭押圧ナデ

162－SC．22
甕

AVⅠ

－14・5

5・7

．14・6

「－く」字状の言綾部は、－内彎ぎみ

に開－く°　胴部は厚手の砲弾形°　底

．部は厚手の平底。

タテハヶ．目一一
すな粒含 良 橙色

ノ）ヶ目、ナデ

163 SC．22 高坏 20．8
裾部はラッパ状に開き、端部は小一

さく内傾する。

タテパケ、ナデー

砂粒含 良 ．黄橙色
ヨ3ハケ目

164 SC．22－
手］聖′

D

6．0

3・3

手捏状。休部は、一半球形で言綾部

は小さく直言す．る°

ハヶ目

砂粒含 良 橙色
ナチ．

165 SC－22
－＝b望
E

8．3 休部は卵形で言緑部は、直言ぎみ

に立ち上がり端部は、小さく摘み

出す。

ハヶ目、ナチ．
砂粒含－ 良 橙色

ナデ

Tab・32　土器観察表（9）
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No1 出土遺構器　種 法　量 形　態　の　特　徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調 備　考

166 SC，23
＝土，笠
A I

ロ縁部はラッパ状に大きく開き、

平坦に整えた端部に山形の刻み目

を施す。

ハケ日
砂粒含 良 黄橙色

パケ目

167 SC－33
甕

A II

14．1 －「く」字状の口綾部は反りぎみに

開く。．胴部は球形。

ナデ、タテハケ目
砂粒多含 良 黄橙色

ナデ、ヘラケズリ

168 SC－23 甕

10・3

4一7

13．9

「く」字有夫の言緑部は、大きく開
き、－肥厚した端部は、平坦に整え
外に4、さく摘み出す。胴部は短く
卵形で凸レンズ璃犬の平底かつく°

タテ研磨、ナデ
砂粒含 良 橙色． スス

付着ナデ

169 SC．2－3 甕

．ロ綾部は、反りぎみに開き、平坦

に整えた端部は、小さく外に摘み

出す。

ヨコナデ
砂粒含 良 黄橙色

170 SC－23 甕 8・0
鹿部は平底で胴部は直線的に立ち

上がる°

ナデ
砂粒含

やや

良
黄橙色

171 SC．23
鉢－

．B

14・0

5．5

半球形の休部は上半で屈曲し言綾

部は短く外方に開く°

ナデ
砂粒含 良 橙色

172 SC．23
－高坏

C
脚部は細くストレートにのびる。

ナデ
砂粒含 ．良 橙色

ヘラケズリ

173 SC－24 －虫笠

10・7 二重言縁°　ラッパ状に開いた言緑

部は強く屈曲して、反り－ぎみに内

偵する。

ハヶ目
砂粒含 良 黄橙色

ハケ目、ヨコナデ

174 SC，24
．＝ヒ璽
B I

10．5

1・9

11．0

「く」字状の言綾部は、反りぎみ

に開き、やや長め°　胴部は、玉葱

状で小さな平底がつく°

ハヶ目、ナデ
砂粒含 良 橙色

ナデ、ハヶ目

175 SC．24
甕

D

10・3 Ⅰ事い「く」字有夫の口緑青βは、外面
に＊占土紐を貼りつけて、凸帯様の
段を作り・一見、ニ重言練有夫にみせ
ている°

ヘラナデ
砂粒含 良 暗赤褐色

スス

付着ナデ、ヘラケズリ

176 SC・24
甕

D

10－・1

3一0

10．5

緩く　「く」字有犬に開く　言綾部は、
端書βを直言ぎみに摘み上げて、二

ヘラケズリ
小砂粒含 良 赤褐色

えス

付着重一言線状に作る。胴部は卵形で4、
さな一平底がつく。 ヨコナデ、－ヘラケズリ

177 SC・24
甕

C

13・5 二重田縁。短く「く」字状に開く

言縁部は一旦屈曲して直言し端部

は反りぎみに小さく開く。

ヨコナデ
小砂粒含 良 明褐灰色

スス

付着ヨコナデ

178 SC．24
甕

C

20．2 二重言縁。口縁部は一旦屈曲して

小さな凸帯様の段を巡らし、反り

ぎみに直言する°

ヨコナデ．
砂粒含 良 浅黄色

スス

付着ヨコナデ

179 SC・24
鉢

B

26．0 ロ綾部は緩く屈曲して、反りぎみ

に短く開く°

ハケ日
砂粒含 良 橙色

ナデ

180 SC・25
甕

A IⅤ

11・2 「く」字状の口緑部は、直線的に

開き、内偵する端部は内に小さく

摘み出す°

ヨコナデ
砂粒含 良 橙色

ナデ

181 SC．25 7量，璽E 3．5 長頸壺の胴部で玉葱状。
ハケ目

砂粒含 良 橙色
スス

付着ナデ

182 SC－25 壺 5．0
鹿部は平底で胴部は膨らんで立ち

上がる。

ハケ目、ナデ
砂粒含 良 橙色

183 SC－25
甕　A I 10．8 「く－」字状の口綾部は強く反りぎ

みに短く開く°　胴部は卵形。

ナデ
砂粒含 良 明赤褐色

184 SC．25
甕－

A I

－21．9 「く」字状のロ綾部は反りぎみに

開く°

ナナメハケ後、
ヨ・コナデ 小砂粒含 良 橙色

ハケ日後、ナデ

Tab・33　土器観察表　㈹
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185 SC．25
－甕

A I
胴部は卵形°

タテハケ目
砂粒含 良 黄橙色

ヲコハヶ目

186 SC－26
甕

D

12・6 短く外反する「く」一字状の言綾部

は、端部を小さく上方に摘み上げ

て稜をつくり二重口線状にする。

ナデ、ヘラケズ11
赤褐色粒含 良 橙色

ヘラヶズリ

187 SC－26－
甕

A II

15．8 「く」字状の口綾部は、．反りぎみ

に開く。胴部は卵形。

タテハケ、ナデ
白色砂粒含 良 橙色

ハヶ目

188 SC．26 甕 7・8 鹿部は平底－。
ハヶ目

砂粒 良一明赤褐色

189 SC．26 甕
7．5
平底の鹿部に卵形の胸部がつく。

タテハヶ目
粗砂粒含 良 褐色

ナデ

190 SC－26 七宝 胴部は玉葱状。
研磨

精良 良 黄橙色 スス

付着ヘラケズ11

191 SC－27 甕 5．0
凸レンズ状の鹿部に、長胴形の胴

部がつく。

タテハケ
砂粒含 良 橙色 スス

－付着ナデ

192 SC．27
甕

A I

13・2

4．0

16．1

言綾部は短く「く」字状に外反し、

端部を平坦に整える。胴部は卵形

で、丸底ぎみの小さな鹿部がつく。

タテハヶ
．小砂粒含 良 褐色 スス

付着ハケ目、ナデ

193 SC－27
甕

A I－

16．5 口綾部は、短く「く」字状に外反

し平坦な端部は外方に小さく摘み

出す。－胴部は長胴形。

タテハヶ
砂粒含 良 橙色 スス

付着ハケ目、ヨコハヶ目

194 SC．27
鉢

F

9．6 半球形の休部は上半で緩く屈曲し

言縁部は小さく内偵して立ち上が

る。

ヨコハケ目後ナデ
砂粒含 良 　橙色

ナデ

195 SC127－．L
手捏

－　C

4．8

1．9

6・2

ロー綾部は屈曲して短く直言する。

休部は、やや肩のはった球形で小一

さな平底がつく。

タテナデ（板）
小砂粒含 良 構色

指頭押圧後ナデ

196 SC．28 虫璽

12・5 口綾部は内彎－ぎみに大きく開く。

端部は直言ぎみに小さく摘み上げ

る。－

ヨコナデ

小砂粒含 良 赤褐色
ヨコナデ

197 SC－28 七量有．璽E
言綾部は、「く」字状に開く。胴邸．

は、肩のはった球形。

ヨコハヶ
砂粒含1 良 橙色

ナデ

198 SC．2寧
甕

D

7・6

2．7

6．0

「く」字濾犬の言録音βは短く開き一旦、
屈曲して直言して立ち上がり二二重言縁
有夫に見せかけている。胴部は、卵形で
厚手の4、さな平底カずつく°

ナデ

微砂粒含 良 赤褐色
ナデ

199 SC・28 甕
7．4 ロ綾部は短く．「く」字状に開く。

胴部は、いびつな卵形。

ナデ
砂粒含 良 黄橙色 スス

付着ナデ、ヘラケズリ

200 SC－28 甕
10．0 言縁部は短く「く」字C困こ外反す

る。胴部は扁球形。－

タテハヶ後ナデ

小砂粒少含 良 調色 スス
付着ナデ、ヘラヶズ11、

ナデ

201－SC．28 準

12．4 「く」一字状の言縁部は、－反りぎみ

に開き端部は肥厚する。胴部は球

形。

ナデ
砂粒含
やや

良
橙色

ナデ、－ヘラケズリ

202 SC・28
甕／

A II

17・0 「く」字状に外反する言綾部は端

部を小さく摘み出す。

ナナメハヶ後ヨコナデ
砂粒含 －良 橙色

ヨコナデ

203 SC・28
甕

C　－

17・3 二重口縁。短く「く」字状に開い

た言緑部は一旦屈曲して直言した

後に小さく外方に開く。

ヨコナデ 砂粒、金

雲母含
良 黄橙色

ヨコナデ、ヘラケズリ

Tab・34　土器観察表（11）
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204 SC．28
甕

C

14．0

1．6

16．4

二重言縁。タ豆く　「く」字有夫に開い
た口経書βは一旦屈曲して直言した

ナデ 砂粒含

（赤褐色粘

土小粒含）

良 橙色
後に、4、さく外方に開く°　月同音βは、
田口形で丸底。 ヨコナデ、ヘラケズリ

205 SC．28
甕

A II

15・2 「く」字状の口緑部は直言ぎみに

立ち上がった後に小さく外－反する。

胴部は球形。

ハケ目
粗砂粒含 良 明赤褐色

ヨコナデ、ヘラケズ11

206 SC・28
鉢

G

13．5

3・6

5．0

休部は、内雪ぎみに膨らみ言綾部

は直言ぎみに立ち上がる。

ヨコナデ、ハケ目
小砂粒含 良 褐色

ハケ目

207 SC・28 高坏

ヽ

坏部は、一旦屈曲して大きく、外

方に開く。

ナデ（研磨風）

小砂粒合一 良 橙色

ナデ

208 SC．28 高坏
、
脚部はラッパ状に開く° 1 ．宣 不良 灰白色

209 SC．28
手捏

E

6・2

2・8－

3・2

坏部は、直線的に大きく開き、短

く低い脚がつく°．

ナデ
小砂粒含 良 痙色

ナデ

210 SC．28－高坏

9．5 坏部は、内彎ぎみに膨らんで立ち

上がり口綾部は小さく直言した後

に小さく外反する°

ナデ、ヘラケズリ
小砂粒含 良 橙色

ヘラヶズ11、ナデ

211 SC．29
甕

C

14．1 二重言縁。短く「く」字状に闘い

「ゝ1虹立　　　　　　 一日商1日㌧た

ヨコナデ
砂粒含 良 橙色た言緑瓢は屈曲して　－匝言した

後に小さく外反する。

212 SC．29 甕 4・2
小型甕の鹿部。厚手の小さな平底

に卵形の胴がつく。

ナデ 小砂粒含

（赤褐色粘

土粒多含）

やや

良
橙色

ナデ

213 SC．29
甕

FIⅤ

11・0 二重口縁。短く「く」字状に外反

しキロ綾部は一旦屈曲して直言し

端部は摘み出すように小さく開く。

ナデ
砂粒含 良 赤色

ナデ、ヘラケズ11

214 SC－29 甕

27・3 口綾部は、屈曲して「く」字状に

開き口綾部直下に三角凸帯が1条

，巡る。

タテハヶ目
小砂粒含 良 橙色

ナデ

215 SC．30
小型壺

BIII

7．7 「く・」字状の口綾部は短く直線的

に小さく開く。胴部は扁球形°

ナデ
細砂粒含 良 橙色

指頭押圧後ヨコナデ

216 SC・30
小型壺

BIⅤ

8．2

9・5

口綾部は、「く」字状で端部は小さ

く摘み出す。胴部は、球形で下半

は厚く扁平になる。

ナナメハケ、ナデ 石英粗・

砂粒含
良 明黄褐色 スス

付着ハケ目後ナデ、
指頭押圧

217 SC．30
小型壺

BIII

7．4

9・0

「く」、字状の言綾部は短く直線的

に開く。胴部は肩－のややはった球

形で尖底ぎみになる。

ヨコナデ、ハヶ目
石英小

砂多含
良 橙色

ヨコナデ、
指頭押圧ナデ

218 SC．30
小型壺

BIII

9・1

2－・4

9．4

「く」字状の言綾部は、うすく直

線的に開く°　胴部は玉葱状の扁平

な球形。

ヨコナデ、ハケ目 細砂粒

雲母含
良 明赤褐色

ヨコナデ、ヘラケズ11

219．SC・30
小型壺

BIⅤ

9．7

9．4

言縁部は、内雪ぎみに「く」字状

に開きやや長め。胴部は、玉葱状

の扁平な球形。

ナデ、ハヶ目 細砂粒

雲母含
良 橙色

ヨコパケ、ナデ

220 SC．30
小型壺

BIⅤ

9．1

2．6

10．7

口縁部は、「く」字状に短く開く。

胴部は、肩のややはった球形。

ナデ、ハヶ目
細砂雲母含 良 橙色

．ヨコナデ、ヘラケズリ

221 SC・30
小型壺

BIⅤ

9．6

9－．9

「く」字状の言綾部は短く直線的

に開く。胴部は、玉葱状で尖底ぎ

み。

ナデ 細粒多

雲母含
良 橙色

指頭押圧ナデ

222 SC．30

小型壷

BIII

10．2

12．8

「く」字状の口緑部は、やや長く

直線的に開く°　胴部は、やや屑の

はった球形。

ヨコナデ、ハケ目 小砂石英、

雲母含
良 黄橙色

ヨコナデ、
押圧後へラケズリ

Tab．35　土器観察表　㈹
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223－SC．30
小型壺

BIII

8．5

9・7

口綾部は直線的に小さく開く。胴

部は、やや肩のはった球形で尖底

ぎみになる。

ナデ 細砂粒

雲母含 良 嘩色指頭押圧後ナデ

224 SC．30
小型壺

BIII

7．9

8．7

「く」字状の言綾部は、長く直線

的に開く。胴部は扁平な玉葱状で、

やや尖底ぎみ。

ナデ 粗砂多

雲母含
良 橙色．

指頭押圧後ナデ

225 SC．30
小型壺

BIII

6．7

7．3

手捏様で厚手。

「く」．字状の言1線部は、直線的に

開く。胴部は扁球形°

ナデ －細砂雲母含

（赤色粒含）
良 －褐色

指頭押圧後ナデ

226 SC・30
小型壺

BIII

8．2

9．3

「く」字状の口綾部は、大きく外

反する。胴部は、肩のはった扁球

形で尖底ぎみ。

ハヶ日後ナデ
石莱細砂、

雲母含
良 明黄褐色

ハケ目、ヨコナデ指頭
押圧後ナデ

227 SC．30
小型壺 9・9 「く」字状の言綾部は長めで大き ハヶ目後ナデ 白、灰色

良 明黄褐色BIII
10・3
く直線的に開く。胴部は扁球形。－ヨコナデ、

拇頭押圧後ナデ
小粒多含

228 SC．30
小型壺

BIII

8．－9

11・5

「く」字状の言緑部は長く外反し、

外面にヘラ記号あり。胴部は扁球

形。

ナデ 粗砂多、

雲母含
良 赤橙色

ナデ

229 SC・30
小型壺

BIII

10．6－

10・8

「く」一字状の口縁部は、緩く屈曲

して直線的に長くのびる。胴部は

肩のはった玉葱状。

ハヶ目後ナデ 小砂多、

雲母含
良 赤褐色

指頭押圧後ナデ

230 SC・30 小型壺
扁球形の胴部に「く」字状の言緑

部がつく。

ハヶ目

砂粒多含 良 橙色
パケ目、ヘラケズ11、
ナデ

231 SC－30
小型壺

BIⅤ．

12．－3

15・0

言緑部は、僅かに膨らんで直言ぎ

みに長く立ち上がる。胴部は、や

や屑のはった球形で尖底ぎみ。

ハヶ目、ナデ 小砂粒雲母

含（赤褐色

粒含）

良一黄橙色
ハヶ目後ヨコナデ、
ヘラヶズ11

232 SC－30
小型壺
8・4
口綾部は、短い「．く」字状で小さ 指頭押圧後ナデ 細砂粒多

良 橙色 スス
－　BIII
8・3
く開く。胴部は球形。

指頭押圧後ナデ 雲母含 付着

233 SC．30 示型壺
8・－9

8．5－

言縁部は、僅かに膨らんで短く直

言する。胴部は扁球形で、平底ぎ

み°

ハヶ目後ナデ 細砂粒多

雲母含
良 橙色

指頭押圧後ナデ

234 SC⊥30
小型壺

BIII

10・4

3・0

9．6

言緑青βは、厚く　「く」字有夫に長く
外方に開く°　月同書βはやや扁平な球
形°　頸書βは緩く－屈曲し内面に弱く
稜をイ乍る。

ハヶ目 細砂粒多、

雲母含
良 橙色

ナデ（工具）

235 SC一一30
小型壺

BV

12．8 頸部は弱く屈曲しそ大きく外方に

開く。胴部は、玉葱状で扁平な球

形。

ナデ 細砂粒多、

雲母含
良 赤褐色

ヘラヶズリ、ナデ

236 sc－．30
小型壺

BV

13・2

11．4

言綾部は、うすい「く」字状で端

部は上方に小さく摘み上げる一　胴

部は球形°

ナデ 石英金黒

雲母含
良 橙色

ヘラヶズリー

237 SC・30
小型壺

BII

11・7

11．3

「く」字状のロー縁部は長くのび、

端部は、上方に小さく摘み上げる。

胴部は扁球形。

小砂・石

英．雲母含
良 橙色 ス－ス

付着指頭押圧後ナデ

238 S0．30
小型壺

BII

、12．4 「く」字状の言綾部は、うすく端

部を上方に小さく摘み上げる。胴

部は肩のはった球形。－

ノ）ヶ自 砂粒．金

雲母含
良 橙色

ハヶ目後ナデ

239－S0－30
小型壺

BII

13・1

3・6　－

15．7

「く－」字状の言縁部は直線的で長一

く外方に開く。胴部は扁球形で小

さな平底がづく。

指頭押圧後ナデ 小砂・

雲母含
良 橙色

指頭押圧後ナデ

240 SC－30
小型壺

BII

12・5

18．5

「く」字状の言緑部は、－直線的に

外方に開き、端部は小さく摘み出－

す。胴部はやや肩のはった球形。

ノ＼ヶ日
細砂粒含l 良 黄橙色 スス

付着ヘラケズリ、パケ目

241 SC・30
．＝ヒヨ互
A II

16．8 ニ重言縁。外反する言録音βは、一旦屈
曲して、直言ぎみに立ち上がり、満吉β
は平坦面を作って外方に摘み出すd擬
言縁上面に凹線を巡らし凸帯有夫に仕上
げている。月岡書βは卵形°

ハヶ目 肌色、灰

色砂粒含
良 橙色 スス

付着ヘラヶズリ

Tab．36　土器観察表（1③
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No・出土遺構器　種 法　量 形　態　の　特　徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調 備　考

242 SC－30
．土璽
AV

10．3 口綾部は、反りぎみに外方に開き

中位に粘土紐を貼りつけて擬言線

状になす。胴部は屑がはる。

ヨコナデ
砂粒含 良 黄橙色

ナデ

243 SC．30
一＝と亡雲E
C

10．8 口綾部は反りぎみに直言し端部は

水平に面を整える。胴部は卵形。
白色粒多含 良 黄橙色

ナデ

244 SC－30
壺一

一　A I．

21．3 二重口緑。頸部は外反して擬言縁

を作り、言綾部は、内等ぎみに直

言する。

ハケ目 白色小

石粒多含
良 橙色

ハヶ目

245 SC．30
甕

C

10・0 二重口緑。外反する言綾部は一旦

強く屈曲して、小さく内傾して立

ち上がる。胴部は球形。

ハケ目－
砂粒含 良 赤色 スス

付着ヘラケズリ

246 SC，30
＝量，竺E
11．3－二重口練。外反する言綾部は、4、さく
屈曲して、弱い稜をイ乍り、反りぎみに

ハヶ目 石英砂多、
良 黄橙色

AIII
14・7
立ち上がり－、一喝部は外方に摘み出す。
胴部は、やや肩のはった球形° ヘラケズ11 雲母含

247 SC－30
甕

AIII

14．ケ

15．9

言綾部は「く」字状を呈し反りぎ

みに外反する。

胴部は球形。

人ヶ月 粗砂粒、

雲母含
良 橙色

炭化物

付着ヘラヶズリ

248 SC－30
甕

AIII

13・4－

17．3

「く」字状の口綾部は、直線的に

長くのび、端部は小さく摘み上げ

る。胴部は球形。－

ハヶ目
粗石英含．良 赤色

ヘラヶズリ

249 SC．30
甕

，AII

13．2

17．3

「く」字状の言綾部は短く、外方

に開き、端部を小さく摘み出す。

胴部は卵形。

ハヶ目
砂粒含 良 橙色

ハケ臥ヘラケズリ

250 SC・30
甕

AII

13．0

20・1

「く」字状の言縁部は短く、外方

に開く。

胴部は肩のはった球形。

ハケ目
砂粒含 良 明黄褐色

ハケ目、
指頭押圧後ナデ

251 SC－30
甕

AIII

12・0

16・9

「く」字状の口緑部は短く、外方

に開く。

胴部は肩のはった球形。

指頭押圧徳ナデ
砂粒含 良 赤褐色

指頭押圧後ナデ

252 SC．30
甕

－AIII

14．0 「く」字状の言綾部は反りぎみに

外方に開く。

胴部は球形。

パケ目
砂粒含 良 明赤褐色

パケ日後ナデ、－
ヘラケズリ

253 SC．30
七宝E
E I

19・5－

33・0

「く」字状の言綾部は、直線的に

開き、端部は外方に摘み出す。

胴部は卵形°

ハヶ目
自色石粒含 L良 橙色

ナデ、ヘラケズリ

254 SC・30
甕

A－II

15．0

23．4

「く」字状の言綾部は、反りぎみ

に大きく外方に開き、端部を小さ

く摘み出す。胴部は卵形。

ナデ
砂粒含 良 明赤褐色

胴部下

半にス

ス付着ヘラケズリ

255 SC－30．
甕

AII

14・8 肥厚した「く」字状の口綾部は、

反－りぎみに外方に開き、端部は丸

くおさめる。胴部は球形°

ハケ目後ナデ
白色粒多含 良 黄橙色

ヘラヶズリ

256 SC－30
甕

A II

．16・4

23・0

「く」字状の言綾部は、反りぎみ

に外方に開き、端部を内側に小さ

く摘み出す。胴部は球形。

パケ日
灰色粒含 良 明黄褐色 スス

付着
ハケ目、ヘラケズリ

257 SC－30
甕

A II

16．3 一く」字状の言緑部は、反りぎみ

に外方に開き肥厚する。

胴部は卵形。

ハヶ日
砂粒含 良 橙色

ハケ目、ナデ、
ヘラケズり

258 SC－30
甕

A II－

17・5

26．2

「く」字状の言蹄部は、やや反り

ぎみに外方に開く。

胴部は球形。

ハケ目

小砂粒含 良 橙色
スス

付着ハケ目後ナデ、
ヘラケズり

259 SC130
甕

A II

14．4

24．4

「く」字状の口綾部は、頸部で強

く屈曲し反りぎみに大きく外方に

開く。胴部はやや屑のはった球形°

ハケ目
石粒含 良 黄橙色

ヘラヶズリ

260 SC．30
甕

A－II

13・8 「く」字有夫の言線審βは、短く直線
的にのび、平坦に整えた端音βは4、
さく外方に摘み出す°
月同書βはやや屑のはった球形°

ハケ目
砂粒含 良 赤褐色

ハケ臥ヘラケズリ

Tab・37　土器観察表（14）
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Nn 出土遺構器　L種法　量 形　態　の　特　徴． 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調備　考

261 SC－30
甕

AII

15・0 「く」字状の口縁部はやや反りぎ

みに開き、端部を小さく外方に摘

み出す。胴部は卵形。

ハケ日後ナデ
砂粒含 良 橙色 スス

付着パケ目、ヘラケズリ

262 SC－30
甕

AIⅤ

17・2 「く」字状の言縁部は、直線的に

開き、端部は内側に摘み出し凸線

を作る。胴部は肩のはった卵形。

ハヶ目
粗砂粒含 良 橙色

ヘラヶズリ

363 SC．30
甕

AIⅤ

13．6　－「く」字状の口縁部は小さく内零

し、端部は内側に摘み出す。

胴部は肩のはった球形。

ハヶ目
白色粒多含 良＿ 橙色 スス

付着ヘラヶズリ

264 SC－30
甕

AIII

16・3 「く．」字状の口縁部は－、直線的に

外方に開き、端部は水平に面を整

える。胴部は卵形。

ハヶ目
小砂粒多含 良 黄橙色

外面一

部にス

ス付着
ハヶ目、－ヘラケズリ

265 SC．30
甕

AIII

14．5 「く」字状の言綾部は直線的に開

き、端部を小さく摘み出して、上

面を平坦に整える一　胴部は球形。

ハヶ日
砂粒含 良 褐色

パケ日、ヘラケズリ

266 SC－30
甕

AIⅤ

12・0

17・6

「く」字状の言縁部は内零し、水

平に整えた端部は内側に小さく摘

み出す°　胴部は肩のほうた球形。

／、ケ目
砂粒含 良 橙色

ナデ、ヘラヶズ11

267 SC－30
轟

AIV

12・8

18．4

「く」字状の口綾部は反りぎみに

外方に開く。

胴部昼球形。

ハヶ．目

砂粒多含 良 赤褐色
ヘラケズリ

268 SC．30
甕

AIⅤ

12・3

18・7

「く」字状の言縁部は、直線的に

開き端部は平坦に整える。

胴部はやや屑のはった球形°

パケ目、ナデ
砂粒含 良 灰褐色

ハケ目、ヘラヶズリ

269 SC130
，甕

．B

12・5 「く」字状の言綾部はやや反りぎ

みに開く。

胴部は屑のはった球形。

タタキ
石英多含 良 明赤褐色

指頭押圧後ナデ

270 SC．30
甕

AII

13．7

8・7－

「く」字状の言綾部は反りぎみに

外方に開く。

胴部はやや肩のは．った球形。

ハヶ目後ナデ 砂粒、金

雲母含
良 橙色

二次

焼成ナデ、ヘラケズリ

271 SC－30
甕

AII

13・1

24．5

月巴摩した．「く」字有夫の言縁書区は4ヽ
さく外方に開く。

ハヶ日、ナデ
砂粒含 良 橙色胴書β昼やや屑のはった－下膨れぎみ

の卵形° ヘラヶズリ

272 SC．30
甕

AII

15．5 「く」字状の言綾部は反りぎみに

短く開く。

胴部は肩のはった卵形°

ハヶ目
白色粒含
やや

良
橙色

ヘラヶズリ

273 SC－30
甕

AII

13・4 「く」字状の言綾部は短く開き、

端部を上方に小さぐ摘み上げる。．

胴部は肩のはった球形。

ナデ
石英合一 良 橙色

ヘラヶズリ

274 SC．30
甕 14．0 口経書βは直言に立ち上カヾり、中位

てゝ緩く屈曲して、4、さく外方に開
格子目タ．タキ 白．灰色

良 赤橙色 ススB
23．0
き、端書βを内側に4、さく摘み出す。
月同書βは肩のはった田陣形° ナデ 粒少含 付着

275 SC－30
甕

B

14・0 口経書βは直言して立ち上カすり、中
位で緩く屈曲して4、さく外方に開
く°　端書βを内側に4、さく摘み出す。
月同書βはやや屑カゞはる°

格子目タタキ 肌・橙

色粒含
良 橙色

ナデ

276 SC．30
高坏

C

14・9

10．7

9・0－

I不吉βは直線的に開き、中位で弱レ－、
稜を作って、やや反りぎみに大き
く開く。脚部は短く屈曲して内側
に稜をイ乍り、大きく朝顔有犬に開く。

ヘラケズリ、ハヶ目 細砂．　雲母含
良一橙色

ナデ、ヘラヶズリ

277 SC．10
高坏 17・3

11 6

坏書βは－内弓雪ぎみに立ち上カすり口綾
部は反りぎみに大きく開く。
立

ハヶ目 細砂粒・
良 橙色

剥離著

C 11・3 脚部は直線的で内面に弱い稜をイ乍り、裾書βは大きく反りぎみに開く°
ナデ 雲母含． しい

278 SC・30
高坏

C

16・8

12・2

12．1

坏書βは下半に弱い稜を作り、やや
反りぎみに外方に開く°
脚書βは太く裾書βは屈曲して、内偵叫
．一に稜を－0く　り大きく外方に開く。

ノ）ヶ目、ナデ
，石英含 良 撃色

ハヶ目、ナデ

279 SC－30
高坏
17．0

10．5

11・4

坏部は内弓雪ぎみに外方にのぴ、休
部下位で弱い稜を－作る。
細い脚書βは直線的にのぴ．裾書βは屈
曲して、短く外方に開く。

ヘラヶズ11、ナデ 輝砂粒多、
良 明褐色

外面には
ス11ッ7．様の赤褐
色を塗布
している°

C ヨコハケ、ヘラケズ11 雲母含

Tab．38　土器観察表　㈹
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Nn 出土遺構器　種 法　量 形　態　の　特　徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調 備　考

280 SC．30
高坏

C

19．1

11．7

土不吉βは蕃戈め－で－直線的に開き、口繰都は
反り　ぎみに4、さ　く外方に開く。
脚苦瓜は直線白勺にのび切引払は屈曲して短

ハヶ目、ナデ 細砂粒－、

雲母含
良 橙色

焼成前
の穿子し
（3子しハケ目　へ－ヶズ11

12．7 く外方に開く°端書βは平坦に仕一一ヒlヂ内
偵出こ4、さ　く摘み出す。

、　7　　　、
ナデ あり）

281 SC－30
高坏

C

16．8

12．6

12．4

坏書βはストレ－トに外方に開く°
脚書βは膨らみをもち内面に凸帯有夫
の段を作って、反りぎみに大きく
開く°

ナデ 細砂粒多・

赤褐色小粒

少含

良 黄橙色
ナデ

282 SC．30
高坏

C

18・6

12．0

13．7

坏部は直線的に立ち上がり口縁端

部は反り－ぎ顛壬小さく外方に開く°

脚部は細かくチッノi状に開く。

ハケ目、ナデ 砂粒、金

雲母含
良 橙色

シギリ痕

283 SC・30

高坏

C

17．4

10．2

12．8

坏書βは緩く膨らんで立ち上カすり、
口縁端吉βは4、さく摘み出して外方
に開－く。－　脚書βは細くのび裾書βは屈
曲して4、さく開く。

ハヶ目、ナデ
砂粒多食 良 橙色

ナデ、ヘラヶズ11

284 SC・30
高坏

C

19・0

14．2

12．7

坏部は下半が、内琴ぎみに立ち上がり
やや反り　ぎみになる。
言縁端部は内偵銅こ小さく摘み出す。
脚部はストレートにのぴてラッノヾ有夫に
開く°

ナデ、ヘラ研磨
砂粒含 良 黄橙色

パケ目、ヘラケズリ

285 SC，30
高坏

C

20．6

12．0

13．8

坏書βはや－や扁平で口緑にむカ、い直
線白勺に開く。脚書βは膨らみをもっ
てのび－下半は緩く屈曲°　裾書βは4、
さく屈曲して、外方に開く。

ハケ目、ナデ 小砂粒多

雲母含
良 黄橙色

ハヶ目、ナデ

286 SC．30
高坏

C

16－・5

10．5

坏部は下半に強い段をつくり、一

旦、直言して反りぎみに大きく外

方に開く。

ハヶ目
小砂粒含 ．良 淡黄褐色

ハヶ目、ヘラケズリ

287 SC－30
高坏

C

16．6

10．7
坏書βは下半に段を作り、－且、直言し
て反り　ぎみに大き－く外方に開く。脚音β
はスト　レートにラッノヾ有夫にのぴ、裾書β

ナデ、ノ＼ヶ目
細砂粒

雲母含
良 橙色

ハケ目　ナデ
10．3 は屈曲して反りぎみに外方に開く。 　ヽ　　　　　　　　　ヽヘラヶズ11

288 SC・30
高坏

C

17．0

11．7

11・8

坏書βは、下半に段を作り反りぎみ
に外方に開き、端書βは内偵＝こ4、さ
く摘み出す。
脚書βは大き　く　ラッノヾ有犬に開く°

ナデ、ハヶ目 細砂粒

雲母含
良 橙色

ナデ

289 SC・30
高坏

C

19．0 坏書βは－下半に弱い稜を作り、膨ら
みぎみに立ち上カするカヾ中位で、4、
さく屈曲して反りぎみに開く。
脚書βは、－　細く　ストレートにのぴる。

ナデ 細砂粒、

雲母含
良 橙色

パケ目、ヘラケズリ

290 SC．30
高坏

C

16．4

13・4

12－5

坏部は下半に段を作り、．一旦、直

言して反りぎみに外方に大きく開

く。脚部はラッ．パ状に開く。

ナデ
砂粒含 良 黄褐橙色

ナデ、ヘラケズリ

291 SC・30
高坏

C

18．4

－12．2
－12・6．

坏苦βは－下半で稜を作り、反りぎみに大
き．く外方に開く－。口唇端苦βは4、さ　く外
方に摘み出す°脚書βは直線白勺にのび裾
書βは弓重く屈曲して内弓雪ぎみに開く。

ナデ 砂粒多、

石英多含
良 橙色

ナデ、ヘラケズリ

292 SC・30
高坏

C

19．6

12・6

坏部は下半に段を作って外方にの
び言経書βは反りぎみに開く°
脚書βは膨らみぎみにのび屈曲して

ナデ、ハケ目

細砂粒含 良 橙色
パケ目　ナデ

12・1 大き　く外方に開く° 　ヽ　　　　　　　　　ヽヘラケズ11

293 SC．30
高坏

一　一C

18・8

11・8

13・2

坏書βは下半に段をイ乍り、反りぎみ
に大き　く外方に開く°
脚吉βはスト　レ－下にのび、裾書βは
弓重く屈曲して大きく－外方に開く。

ナデ
砂粒含 良 橙色

ハケ日、ヘラケズリ

294 SC．30
高坏′

C

20・3

12．2

12．6

坏書βは扁平で下半に緩い稜を作り、
反り－ぎみに大きく外方に開く°
脚音βは直線白勺にのぴ、裾書βは緩く
屈曲して、やや反りぎみに開く°

ナデ、ハヶ目 小砂粒多

雲母含
良 橙色

ナデ、ヘラケズリ

295 SC．30
高坏

C

23．7

18．5－

15．5

坏苦βは下半に4、さな凸帯有夫の段を
作り、反りぎみに大きく外方に開
く。脚吉βはラッノヾ有夫に大きく開き、
端吉βは－上方に4、さく摘み上．ずる。

ナナメハケ、ナデ
細砂粒多含 良 橙色

296 SC．30
高坏・

C

24・3 坏部は下半に強い段を作り、反り

ぎみに、大きく外方に開く。脚部

は反りぎみに外方にのびる。

指頭押圧後研磨 砂粒、金

雲母含
良 橙色

ナデ、ハケ臥
ヘラケズリ

297 SC．30
高坏

C

17．7

11・6

坏部は、下半に弱い稜を作り、直

線的にのびて、外方に開く。脚部
ハケ目、ナデ

細砂粒多含 良 橙色
ハケ目　ナデ

12・2 は短く朝顔状に大きく開く。 　ヽ　　　　　　　　　ヽヘラケズ11

298 SC．30
高坏

．C

19．6

11．0

12・9

坏部は下位で、段を作り大きく外

方に開く°　脚部は短く朝顔状に開

く。

ナデ、ハケ目 赤褐色

砂粒含
良 橙色

ナデ、ヘラケズ11

Tab．39　土器観察表　㈹
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299 SC．30
高坏

C－

19．5

13．4

16・2

坏書βはやや浅く、－F半に段をイ乍って外
方に開く°　脚吉βは細長く　直線的にの
立

ハケ目、ナデ
精良 ・良 橙色ぴ、裾ロβは弓轟く屈曲して大き　く外方に

開く。端書βは」二方に4、さ　く　摘み－ヒⅠず
る°

ナデ、ヘラケズ11

300 SC・30
高坏

C

19・6

12・5

15・4

坏書βは下半に4、さな凸帯凛犬の段をイ乍っ
－　て直線的に開く。言縁端苦瓜は4、さ　く外立

ハヶ目、ナデ 砂粒、金

雲母含
良 明黄褐色方に摘み出す。脚ロβはストレ－下にの

ぴ、裾吉βは弓轟く屈曲して稜を作り、短
く外方に開く。

ナデ、ヘラケズリ

30i SC－30
高坏

C

17・5

13・0

坏部は下半に弱い稜を作り、やや

反りぎみに立ち上がる。－脚部は、．

研磨、ハヶ目 砂粒、金

黒雲母含
良 明黄褐色

ナデ　へラヶズリ
15．4 厚くラーッパ状に開く。 ハケ白　　　 ’

－302 SC」30
高坏

C

32・1

14・3

12．0

坏由は、下半に準い稜を作り反り

ぎみに大き－く外方に開く。脚は短

く、朝顔状に開く。

ナデ
砂粒含 良 明黄褐色

指頭押圧後ナデ

303 SC－30
－高坏

C

13．0 脚部は細く緩やかに、ラッ－パ状に

開いてのびる。

ハヶ目、ナデ 粗・砂粒

石英、

雲母含

－良 橙色
ヘラ

記号ヘラケズ11、ハケ日

304 SC－30
－高坏

C
12．4 脚部は朝顔状に開き、端部は小さ

－く外方に摘み出す。

ナデ 細砂粒、

軍母含

＼

良 明褐色
ナデ

305 SC－30
器台

B

8．7

9．3

7・9

坏部は浅く言縁部は内雪ぎみに開

く。‘脚部は、直線的に朝顔状に開

く。

ハヶ目 細砂粒、

雲母含
良 ．橙色

ハヶ目、ナデ

306 SC．30
鉢

G

13・0

7－・2

休部は半球形で、肥厚する。口綾

部は直言する。

ハヶ目 粗砂粒

雲母赤色

砂粒含

良 橙色
指頭押圧後ナデ

307 SC－30
器台

B
－8・0 短く直線的に開く。

ハヶ目
砂粒少含 良 黄橙色

－指頭押圧後ナデ

308 SC．30
高坏

須恵器

14－・9 坏部は内考に立ち上がり口縁直下

で小さく屈曲して直言する。口唇

は内傾して平坦に仕上げる。

ヨコナデ 細砂粒、

金雲母含
良 灰黄色

ナデ

309 SC－30 一画壺
6・0

10．5

投弾状で言綾部は直言する。
指頭押圧後ナデ

小砂粒多含 良 黄橙色

一人両様

の線刻

がある指頭押圧後ナデ

310 SC－31
長頸壺 5．7 直線的にのびラーッパ状に小さく開 パケ目 細砂粒

良 橙色 スス

・B I く。口綾部は細く丸く．おさめる。 ナデ 雲母含 付着

311 SC一31
小型壺
10・2 「く」字有犬の言緑書βは、頸書βの屈
曲カヾ弱い°「く」字有夫の口縁書βは、

ハヶ目 砂粒、
良一橙色

黒斑

印II
．10・8
やや直言ぎみ一に立ち上カヾる。胴書β
は、玉葱有夫。

人ヶ目、指頭押圧 雲母含 ア11

312 ・SC－31
恵璽E
D I

10．6

5．－5

25．8

言綾部は短く直言し嘩部を丸くお

さめる。胴部は卵形。

ハヶ目、ナデ
黄色砂粒含 良 赤褐色

指頭押圧後ナデ

313 SC－31 小型壺
13．8 「く」字状の言綾部は短く直線的

一にのびる。胴部は扁球形。

ナデ、ハヶ目
小砂粒多含 良 橙色

ヘラヶズリ

314 SC．31
鉢

D

13．4

3・8

11・3

「く」字状の言綾部は短く反りぎ

みに開く。胴部は半球形で丸底ぎー

みの鹿部がつく。

ハヶ目
砂粒含 良 橙色

ハヶ目

315 SC・31－
甕

A I

19．2 －「く」字状の言綾部はは大きく外

方に開く。胴部は卵形。

ハヶ甲
痛点 良 橙色 スス．

付着バグ目

．316 SC－31
甕

A I

22・2

32一5

「く」字状の言綾部は反りぎみ一に

開き平坦に整えた端部は中央が凹

む。胴部は卵形。

ハケ目、カキ上げ
小砂粒多含 良 褐色 スス

付着ハヶ目、ナデ

317 SC．31
甕

A I

20．01 言綾部は「く」字状で大きく外方

に開く。胴部は長胴形。L

ハヶ目
砂粒含 良 赤褐色

ハヶ目

Tab．40　土器観察表　㈹
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318 SC・31
－‘甕

AII

12・8　－「く」字状の言綾部に反りぎみに

短く外方に開く。．胴部は痍形。

ハヶ目、ナデ
砂粒含 良 褐色

指頭押圧後ナデ、
ハケ目

319 sc．31
甕

AIII

10．8 「く」字状の口綾部はストレート

に外方に開き、端部は小一さく摘み

出す。胴部は球形。

ハヶ目
砂粒多含 良 浅黄橙色

ヘラケズリ、ナデ

320 SC－31
甕

AIII

iiL．2

14・8

言綾部は直言ぎみに立ち上がり、

平坦に整えた口唇は端部を小さく

摘み出す。胴部は球形。

ハケ目、ナデ
粗砂粒多含 －良 褐色 スス

付着ナデ、ベラケズ11

321 SC．31
甕

AIⅤ

11．6

18．6

「く」字政の口綾部はやや膨らみ

ぎみに開き、中位に弱い稜をもつ。

鹿部は、ややフラット気味の丸底。

ハヶ目、．ナデ
白色砂粒含 良　一橙色

ナデ、ヘラケズリ

322 SC．31
甕

AIII

15・．4－

17・9

「く」字状の言綾部はスートレート

に外方に開く。胴部は球形。

ハケ目、ナデ
細砂粒多含 良 明赤褐色

ナデ、‘■ラケズ11

323 SC．31
甕．

AIII

12・3

16．8

「く」字状の口綾部は内雪ぎみに

外方に開く1。胴部は球形で、鹿部

分はやや尖りぎみ。

ナデ、ハケ目 小砂粒

微量含
良 －橙色

ナデ、ヘラケズリ

324 sc．31
甕

A II

14．2

20・1

言緑は直言ぎみの－「く」字形。胴

部は卵形で、尖形ぎみの鹿部をも

つ。

ナデ、ハヶ目
小砂粒多含 良 橙色．、

ヨコナデ、ヘラケズリ

325 SC－311
甕

AIⅤ

17．8

26．5

「く」字状の口綾部は内彎ぎみに

開き、口唇端部は内側に小さく摘

み出す。胴部は球形。

ナデ
小砂粒多含 良 橙色

スス

付着ナデ、ヘラケズ11

326 SC一31
鉢

C

26．、．7

15・3

1、9．2

鍔の長い丸底鉢に太く短めのラッ

パ状に開く脚部がつく。

ハヶ目
小砂粒多含 良 褐色

ハケ目、指頭押圧ナデ

327 SC・31
鉢

G

17．7

5．1

休部は半球形や内等ぎみに立ち上

がる。－

ハヶ目
1日色砂粒含 良 明赤褐色

ハヶ目、ナデ

328 SC－31
高坏

C

16一1
坏部は下半に弱い稜を作りやや反

りぎみに大きく外方に開く。

ナデ 細砂粒

赤褐色、

雲母含

良 橙色

器面剥離

329 SC・31
－高坏

C

17．5 坏書βは－下半に宕膏い凹線有夫′の段を仲
って外方に直線的に開き、言綾部
は丸くおさめ外方に4、さく摘み出
す°

ナデ 細砂粒

雲母含
良 赤色

ナデ

330 SC－31
高坏　C
18．0

12．0

11．8

坏書βは－下半に弱い稜を作り直線的
に開く。月同書βはストレ－下にのぴ
裾書βは弓重く屈曲して4、さく外方に
開く°

ナデ
白灰色石含 良 明赤褐色

ハケ目、ヘラケズリ

331 SC・31
高坏

C

－19．5一一坏部は下卑に段を作り直線的に開

く－。脚部はストレートにのびる。

ナデ、研磨
細砂粒含 良 橙色

ナデ、ベラケズリ

332 SC．31
高坏

C

20．2

13．0

16．0

坏書βは下半に段を－0く　り反り　ぎみ
に大き　く開く°　脚吉βは細長く、裾

ナデ
細砂粒多含 良 橙色、

書βは弓虫く－屈曲して内琴ぎみに短く
開く。 ナデ、ヘラケズリ

333 SC・31
高坏

C

18－．7

11・2．

13．0

坏書βは下半に段を作り、直線的に大き
く－外方に開く、脚書βはスト　レートにの

ナデ、研磨
小砂粒多含 良 明赤褐色

び裾書βは屈曲して大き　く外方に開く－。

．端書βは上方に4、さく摘み一一ヒlずる。
器面荒れ（ナデ）

334 SC．31 立脚
5．8 いわゆる沓形で器壁は厚い。脚は

短く直線的に開く。

ナデ 細砂粒

雲母含
良 黄褐色

ナデ

335 SC．32
小型壺

BIII

11－．0

’9・6

胴部は、玉葱状肩球形。頸部は、

強く屈曲し直線的に大きく外反す

る。

ハケ目 石寒、－細

砂粒含
良 橙色

ナデ

336 SC．32 小撃畢

1

13．3

11・1

口綾部は、短く直言した後に小さ

く外反する。胴部は玉葱状。

ナデ 石英、

雲母含
良 橙色 黒斑

ヘラケズ1リ、ナデ

、Tab・41土器観察表　㈹
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＼

337 SC．32
小型壺

F

7・2

6．4

口綾部が短く直言した後に小さく

外反する°　胴部は玉葱状。

ヨゴナデ、ハケ目
細砂粒含 良一褐色 スス

付着ヨコナデ、ナデ

338 SC．32
小型壺

BIII

a・3

2・2

11・0

「く」字状の言緑部は直線的に小

さく開く°胴部は玉怒状で小さい

鹿部がつく。

ハヶ目、ナデ 細あ粒

雲母含
良 橙色

ハヶ目、指頭押圧ナデ

339 SC－32
小型壺

AIII

10．6

12・0

二豊田線。「く」字有犬に開いた口録
音βは一旦屈曲し段を作って直言し

ヨコナデ、ハヶ日
砂粒含 良 黄橙色た後に4、さく外反する。一　月同書βは扁

球形。 ヨコナデ、ヘラケズ11

－340 SC－3．2
甕

A I

19．8 ．言綾部は短く「く」字状に外反す

る。胴部は卵形。

ハヶ目 砂粒、－金

雲母含
良 灰褐色

ハヶ目

，341 SC一32
甕

AII

15・0 「く」一字状の言縁部は直線的に開

き平坦に整えた端部は小さく摘み

出す°

ヨコナデ、ハケ目 石英、

砂粒含
良 黄褐色

ヨコナデ、ヘラケズ11

342 SC－32
甕

AIⅤ

13・3

20．0

「く」字有夫に外反する言縁書βは端
吉βを上方に4、さく摘み上lずる°　月岡

ヨコナデ、ハヶ目
細砂粒含 良 橙色 ろス

付着書βは月田形で凸レンズ有犬の4、さな底
普βカゞつく。 ヨコナデ、ヘラケズ11

343 SC－32
甕

A II

11．0 「く」字状の言緑部は反りぎみに

小さく開く。胴部は肩のはった卵

形でやや尖底ぎみ。

ヨコナデ、パケ目．

精良 良 赤褐色
ハヶ目後ヨコナデ、
ヘラケズリー

344 SC－32
手捜

D

10・8

3．4

5．0

‘胴部は半球形に膨らみ言緑部は小

さく直言する。鹿部は凹レンズ状

の平底。

指頭押圧ナデ
砂粒多含 良 橙色

ナデ

345 SC・32
鉢

E

12．0

11．3

胴部は卵形で口綾部は直言ぎみ一に

小さく内偵する。

ハケ目
砂粒含 良 赤褐色

ハヶ目、ナデ

346 SC－32
鉢

C

22・5

7・5

休部は下脹れの半球形で緩く屈曲

した言綾部は反りぎみに大きく開

く°

ハヶ目
粗砂粒少含 良 橙色

ハヶ目

347－SC－32 鉢 16．0
脚部は直線的に朝顔状に大きく開

く。

ハヶ目、ナデ 細砂、

雲母含
良 黄橙色

ハケ首

348 SC．32 高坏

112・2

17・6

12．7

坏部は卵形で言緑部は直言ぎみに

立ち上がり端部を小さく摘み出す。

脚部は低く朝顔状に大きく開く。

研磨、ナデ 細砂、

雲母含
良 赤彿色

ナデ、ハヶ目

349 SC．32
高坏

A

28・8 坏部は小さく膨らんで立ち上がり、

緩く屈曲して、．口縁部は大きく外

反する。

ハヶ目後ナデ
砂粒含 良 赤褐色

ハケ日後ナデ

350 SC．32
高坏

A

31・4 坏部は内考して立ち上がり中位で

小さく－屈曲して稜を作り、言綾部

は外反する。

研磨
白色砂粒含 良 赤－褐色

甲磨

351 SC－32
高坏 18．2 坏部下半は平坦で休部は直線的に ハヶ目 細砂粒

良一構色
スリ．ッフ。
様の明赤
でC 大きく外方に開く° ハヶ目、ナデ 雲母少含
褐色力金
布されて
いる。

352 SC．3．2
高坏

C

16．8 坏書βは中位に4、さな段をイ乍り、直 ヨコナデ、ハケ日、 細砂粒

雲母含
良 明赤褐色12・2 線自勺に大きく外方に開く。脚書βは4、さく膨らみ裾普βは屈曲して大き

ナァ

ヨコナ‾e13．4 く　ラッノヾ有夫に開く。 7－、
ヘラヶズり

353 SC133
小型壺

BII

12・4 「く」字状の口緑部は内雪ぎみに

長一く開く。

胴部は球形。

ハヶ目
石英、

砂粒含
－良 橙色

ヨコナデ、
ヘラヶズ11

354 SC．33
小型壺

BIII

12．4 「く」字状の言縁部はやや長めで

直線的に開く。

胴部は球形。

ハヶ目
砂粒含 良 橙色

パケ目、ヘラヶズリ

355 芦C・33
甕
7．4
卵形－の胴部に凸レンズ状の平底が ハヶ目 白色小

良 黄橙色 スス
A I つく。 ハヶ目、ナデ 砂粒含 付着

Tab・42　土器観察表　㈹
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3 56 S C ・3 3
高 坏

C

18 ．7 休 部 は直線 的に大 きく開 き、 言縁

端部 は小 さ く摘 み出 して上面 を平

坦 に整 える。

ヨコナデ 粗砂 粒

石英、赤

色粘土含

良 橙色 丹彩

ハ ヶ 目

35 7 S C ．3 3
高 坏

C

1 8 ．8 坏 部 は小 さ く膨 らんで立 ち上 が り、

口綾部 は大 きく外方に開 く。

ナデ、ヘ ラナデ 砂粒 含

赤色粘 良 黄橙色

ナデ脚部 は短めで ラッパ状に開 く。 土粒含

35 8 S C ・3 3
鉢

F

19 ・0　－

3 ・8

9 ・4

休 部 －は内雪 ぎみに膨 らみ、 ロー縁部

は直 言す る。鹿部は厚手 の小 さな

平 底°

ハケ 目 砂粒、

雲母含
良 明赤褐色 黒斑

押圧後ナデ

3 59 S C ・3 3
鉢

F

12 ・6

3 ・7

11 ．－9　－

休 部は半球形 で、 口緑部 は大 きく

内奪す る。

鹿部は凸 レンズ状の平底 。

ヘラケズリ後ナデ
砂粒含 良 赤褐 色

指頭押圧後ナデ

3 60 S C ．3 4
．出雲E
E I－

24 ．3 言綾部 は朝顔状 に開 く。

胴吉田ま卵形。

ハ ケ目
砂粒 含 良 赤色

ハ ケ目

36 1 S C －3 4 甕
1 57 5 「く」字状 の口縁部 は直線的に開

く。－胴部 は卵形。

ハ ヶ目 砂粒、金

雲 母含
良 褐色

ハ ヶ 目、 ナデ L

36 2 S C ．3 5
甕

A II

1 4 ．2 「く」字状 の 口綾部 は厚手 で小 さ

く－外 反する。

ナデ、ハケ目 砂 粒、

金雲母含
良 橙 色

ナデ、パケ目

36 3 S C ．3 5
甕

A I

16 ．2 「く」車状の 言綾部はタ豆く外 反す
る。
平 坦に整え牢端部は 4、さ く摘 み出
す°　胴部は卵形。

ハ ヶ 目 砂粒、

金雲 母含
良 褐色

ハヶ 目

3 64 S C ．3 5
甕

A －I

14 ・7 、

－　7 ・0

25 ．5

「く」′字状の 言綾部 は短 く直線的

に開 き、端部 を内に小 さ く摘み上

げ る。胴部は卵形。平底 の鹿部。

ハヶ 目、ナデ
精 良 良 赤褐 色

外 面黒

ず みハヶ目、指ナデ

3 65 S C ・35
甕

A I－

20 ・0

4 ．6

2 8 ．1－．－

「く」字状の 口綾部 は短 く外反 し、

平坦 な端部 は外 に小 さ く摘み出す°

胴部 は卵形。平底。

ハ ヶ目
白色砂粒 色 良 明赤褐色

片面

黒 い
ハ ヶ目

36 6 S C ，3 5
鉢

B －

2 1．7

3．4

1 3 ．9

言綾部 は－「く」字状 で直線的に開

－く。胴部 は半球 形で小 さ な平底が
つ く。

指頭押圧、研磨
砂 粒含 良 橙 色

指頭押圧後ナデ

36 7 S C ．3 6
＝土，望
E I

2 0 ．3 撃糟βで緩 く屈曲した言録音βは－且直言
して、立ち上カすった後、ラッノヾ有夫に開
く。撃i書βに三角凸帯 カゞ 1条 巡る。
月同書βは月日形。

ハ ヶ 目
白色砂粒含 良 橙色 ス ス

．－付着ハヶ 目

3 68 S O 華 土質 ．胴部は球形。
ハヶ 目 石 英、金

雲母含
良 明赤褐色

指頭押圧、ハケ目

3 69 S C ．3 6
七月亘
A I

24 ・8

8 ．8

3 9 ．5

二重言緑°朝顔有犬に開いたロ繰書βは鋭く屈
曲して、一旦内偵し、更に反転して言緑青β
を摘み出す。言綾部と擬口線上に刻み目。
頸部に三角凸帯をめぐらす。胴音βは玉葱有犬

ヨコナデ、ハヶ目、
研磨 粗・砂粒含 良 橙色

ハ ヶ 目、ナデ

37 0 S C －3や
甕

A I

2 0 ．1 「く」字状 の口綾部 は短 く外反す

る。

胴部 は卵形。

ハ ヶ 目
砂粒含 良 淡褐色

ハ ヶ 目

37 1 S C ・3 6
甕

A I

・2 1－．0 「．く」字状 の 口縁部は直線的 に短

く開 く°

胴部 は卵形。

ハ ヶ 目
白色小粒含 良 －　橙色

ハヶ 目

3 72 S C －36
甕

A －Ⅰ－

19 ．8 「く」一字状の 口綾部は短 く外 反 し、

平坦な端部 を小 さ く摘み 出す。

胴部は卵形。

ハヶ 目
白色粒含 良 橙色

ハヶ 目

3 73 S C ．36
1甕

A II

13 ．3

16 ．4

「く」字状の 言綾部 は反 りぎみに

開 き端部 を上方 に小 さ く摘み出す°

胴部は短卵形。

タタキ、ナ デ 砂粒、金

雲 母含
良 黄橙色

ハケ目、ヘラケズ11

3 74 S C －3 6
甕

A IV

15 ・8

1 9 ．2

「く」1字 状 の口綾部 は内題 ぎみに

開 き、端部 を小 さ く摘 み出す°

胴部 は球形 で小 さな鹿部がつ く°

ハ ケ目．
砂 粒含 良 黄橙色

ヨコナデ、ヘラケズリ

Tab・43　土器観察表　帥
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Na 出土遺構器　種法　皇 形　態、の　特　徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調備　考

375、SC．36
甕

A I

12・4

4・0

14－0

19．4

4 6－

口綾部は折り曲げたように水平に

大きく開く。

胴部は卵形で厚手の平底がつく°

ハヶ目

石英含 良 灰黄褐色
ナデ、ハヶ目

376 SC・36
鉢 口綾部は緩く屈曲して大きく外方

に開く　胴部は扁球形で凸レンズ
パケ日後ナデ
＼ 石英、細

良 明赤褐色黒料B
7．6

20．0

。　　　言　　　冊　　　ノ
状の平底がつく。 指頭押圧埠ナデ 砂粒含

377 SC－36
鉢

F

休部は内彎ぎみに立ち上がり直言

する°　口綾部は端部を小さく内傾

させる°

＼
ハヶ目後ナ＼デ
＼ 白色粒含 良 褐色

ナデ　　　 ＼

378 SC．38
甕

A I

19・3

4・5

25．7

16・4

5．5

26．1

21．5

7・9

33．6

19．0

L　6 2

若干面を残した丸底（尖がりきみ）°「く」
字状の言綾部は－且直言した後に外反
する。
胴部は卵形で凸レンズ状の小さな平底
かつ、く。

一ヶ目
白色粒多含 良 橙色 スス

付着ハヶ目

379 SC・38
甕

A I

「く」字状の口綾部は反りぎみに

短く開く。胴部は長胴形で凸レン

－ズ状の平底がつく。

ヨコナデ、ハヶ目

L砂粒含 良 橙色　－スス
付着ヨコナデ、パケ目

380 SC．38
痙

A I

「く」字有犬の口．綾部は鋭く屈曲し
て外反し端部はやや膨－らむ°
長胴形の胴部に凸レンズ有夫の平底
がつく。

ハヶ目、ナデ
白色粒多含 －良 橙色 スス

付着ハヶ目、ナデ

381 SC－38
甕 「く」字状の言綾部は反りぎみに

短く開き　端部を小さく摘み出す
ハヶ目 白色小砂

良 橙色 ススA I
27．4－

16・0

、　　　言　　　　　　　　　　　　　　　　 。
卵形の胸部、凸レンズ状の平底。 ハヶ目 粒多含 付茜

－382 SC・39－
鉢

F

休部は小さく膨らんで立ち上がり

口綾部は直言する。

薄手。

ノ、ヶ月

細砂粒含 良 淡黄褐色
ハヶ目

383 SC．39 ．高坏 18一1 脚部は低く朝顔状に大きく開く。
ナデ 微砂粒多、

．蜜母含
良 赤褐色 スス

付着ナデ、ハヶ目

384 SC．40
鉢

F

16．6

19．8

薄手の体部は内等ぎみに立ち上が

り白線部は直言する。．

ハヶ目 細砂粒多

雲母含
良　一赤褐色

ナデ

385 SC．41
甕

A I

「く」字状の言綾部は短く、直線

的に開き、端部を平坦に整える。

胴部は草卵形°

パケ．目
自茶色粗

石粒多含
不良 橙色

ハヶ目

386 SC－4．2
壺

A I

21．5 朝顔状に開いた口綾部は強く屈曲

して、短く直線的に内偵する°

頸部に三角凸帯1条巡る。

ヨコナデ、ハヶ目 肌、橙色

砂粒含
良 橙色

ヨーフナデ、ハケ目

387 SC．42 撃 7．0 凸レンズ状の平底
ハヶ目 砂粒一

L石英含

良 橙色
ハヶ目

388 SC－42
鉢

F

14・8 薄手の休部ま半球形で言綾部は直

自する°

ハヶ日、ナデ 砂粒、

金雲母含
良 －橙色

ハヶ目、ナデ

3甲 SC－42 高坏 坏部は半球形に膨らんで立－ち上が

る。脚部ぬ細い。

指頭押圧後ハヶ目
砂粒、

金雲母含 良 橙色指頭押圧後ハケ目

390 SC－42
器台

A

12．5

23・8

8・6

受け部は大きく外反する。

短く筒状にのびた脚部は屈曲して

大きくラッパ状に開く°

ハヶ目 砂粒、

金雲母含
良 橙色

指頭押圧後ナデ

－　391 SC－43－
鉢

C

言緑部樟緩く屈曲して外方に大き

く開き、端部は小さく摘み出す。

休部は扁平な半球形。

ハヶ目 砂粒、

金雲母含 良 黄橙色ノ黒斑ハヶ日・研磨

392 SC－44 長頸壺
6・5

11．0

口綾部は短くラッパ状に開くL。胴

部は玉葱状°

研磨 赤茶色

砂粒含
良 橙色

指頭押圧後ナデ

393 SC－44
鉢

D

15．7

18．1

「く」字状の言綾部は一旦直言し

た後に外反する。

胴部は扁球形°

ハヶ目
石粒含 －良 橙色 スス

付着ナデ

Tab．44　土器観察表（紬
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394 SC．44
鉢

A

17．5

6．0

16．8

「く」字状の言縁部は短く外反す

る°　胴部は短卵形で凸レンズ状の

平底がつく。

ヨコナデ、ハヶ目
白色粒多含 良 赤褐色

表面黒

ずみハケ目、ナデ

395 SC・44 甕 7・0
凸レンズ状の鹿部に卵形の胴部が

つく。

ハケ目
白色粒多含 良 橙色

ハヶ目

396 SC．44
甕

A V I

15・8

4．3

20．9－

「く」字状の口綾部は反りぎみに

小さく開く。1卵形の胴部に凸レン

ズ状㊥平底がつく。

ハヶ目
白色粒多含 不良 赤色 スス

付着
ヘラヶズリ

397 SC．44
鉢

F

17一5

2・0

8．2

休部は半球形で言緑部は直言する。

厚手の小さな平底がつく。

パケ目、ナデ 細砂粒多

雲母含
良 橙色 累斑

ナデ

398 S C．44
鉢

B

21．1

－　4．0
11一3

口緑部は緩く屈曲して大きく「く」

字状に開く。休部は扁平な半球形

で平底がつく。

ハヶ目、．ナデ 砂粒、金

雲母含
良 赤褐色

ハヶ目、ナデ

399 S C．44
高坏

A

30．5 坏部は浅く膨らみ中位で屈曲して

反りぎみに大きく開く。

ハケ目、研磨 細砂粒多

雲母含
良 橙色

研磨、ナデ

400 S C．44
高坏

A

32・2 坏部はやや直線的に立ち上がり、

癖く屈曲して外反した言綾部は短

め。

ハヶ目、ナデ 細砂粒多、

雲母含
良 明黄褐色

ハヶ目、ナデ

401 S C・44
器台

A 11．3 ラッパ状に短く開く°
指頭押圧後ハヶ 砂粒、

金雲母含
良 橙色

指頭押圧後ノ、ケ

402 SC．4－5
高坏

A 19．0 脚部は薄－く朝顔状に大きく開く°
研磨 砂粒、

石英含
良 橙色

パケ目

403 SC．45
器台

A

10・2 受け部は大き－く外反し、端部を小

一さく摘み出す。脚部は短 く直言し
てラッパ状に開く。

ハケ目
砂粒多含 良 橙色

指頭押圧後ハヶ目

404 SC．45
鉢

E

6．5

9．3

休部は下半が小さ－く膨らんだ後直

言して立ち上がり、蛸壺状°　小さ

な鹿部がつく°

ハケ目、ナデ 砂粒、金

雲母含
良 明赤褐色

ナデ、ヘラケズリ

405 SC．46
小型壺

B I

4．7 「－く」字状の言縁部は直言した後

小さく外．反する。胴部は玉葱状。

研磨
金雲母含 良 黄学色 黒斑

指頭押圧後ハケ

406 SC．46
鉢
15・7 「く」一字状の口縁由は外等ぎみに 研磨、ヘラケズリ 粗・砂粒少、

良 浅黄橙色
言緑部

D
9・7
大きく開く。胴部は玉葱状。 研磨、指頭押圧後ケ

ズリ、ナデ
雲母含 黒斑

407 S C．46
鉢

B

11．1

10・2

「く」字状の口綾部は大きく外反

する。胴部は下脹れの半球形。

ヘラケズ10
金雲母含 良 褐色．

研磨後ナデ

408 S C－46
甕

A I

20・2 「く」字状の一言綾部は長めで、反

りぎみた大き．一一く開く。

ヨコナデ、ハケ日 砂粒、

金雲母含
良 橙色

ハケ目

409 S C・46
畢

A I

17・0

5．0

24・5

短めの 「く」字状言縁は反りぎみ

に開く。胴部は卵形で平坦な鹿部

がつく。

ハヶ目 砂粒、

金雲母含
良 明赤褐色

指頭押圧後ハケ目

410 S C・46
甕

A I

18．7

25．6

「く」字状の言綾部は、短く外反

し端部は平坦に整える°　胴部は卵

形で凸レンズ状の平底がつく。

ハヶ目 砂粒、

金雲母含
良 橙色

ハケ目

411 SC．46
鉢

G

I2・7

5・0

休部は扁平な半球形で、言緑部は

短く直言する°
砂粒含 良 橙色

指頭押圧後ハケ

412 SC・46 －　甕 3．9
小さな凸レンズ状の僅部がつき胴

部は球形に膨らむ。

ナデ
石英含 －良 橙色

指頭押圧後ハケ目

Tab．45　土器観察表　㈲
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413‘SC．46
鉢

G

17・0

7．1

休部はやや内彎ぎみに木き－く外方

に開く。

ハヶ目
金雲母含 良 黄橙や

ハケ日、ヘラケズリ

414 SC・47
鉢

A

30．2

8．0

28・9

言緑部は「．く」字状に外反し頸部

に三角凸帯が1条巡る。胴部は短

卵形°　凸レンズ状の鹿部。

ナデ
白色粒少含 良 橙色

指頭押圧後ハヶ

415 SC・47 高坏 10．0

坏部は膨らみをもち立ち上がる。

脚部はラッパ状に開き裾部は短く

水平に開く°

ハヶ目、ナデ 細砂粒

石英、

雲母含

良 橙色 黒斑
ナデ、ヘラケズリ

416 SC－48
虚空
A I

18．0　－朝顔状に開いた口綾部は強く屈曲

して膨らみぎみに小さく内傾する。

ハヶ目
白色粒含 良 明赤褐色

ナデ

417 3C・ヰ8
虫璽E
A I

19・2 二重言縁。朝顔状に開く言綾部は

一旦屈曲して鋭く内偵し端部を小
さく摘み上げる。

ナデ
白色粒含 良一 橙色

418 SC．48
7量，璽E
A I 10．0

卵形の胴部下半に三角凸帯が1条

巡る。

ハヶ目
砂土 良 橙色

ナデ（表面剥離）

419 SC－48－
－壺

E I

18・0

8．－6

31．0

言綾部は「く」．字状に短く外反す

る°　卵形の胴部に平底の鹿部がつ

く。

ハヶ目、ナデ 自茶色

粒多含
良 橙色

指頭押圧後ナデ

420 SC－48
高坏

A

脚部は細長く裾部はラッパ状に開

く°

研磨

砂粒含 良 橙色
ヘラヶズ11

421 SC．48 高坏 13・8 脚部は低く、朝顔状に開く。
ハヶ目 石英、金

雲母含
良 明赤褐色

ハヶ目

422 3C．48 支脚
受け部は一端が高く噴状に尖る。

脚部は短く裾部はラッパ状に開く。

押圧ナデ、ハケ
一日・色粒含 良 赤褐色

ナデ、ハヶ目

423 SC．49
鉢

E

11．3

4．6

11・6

体部は短卵形で言綾部は小さく内

傾する°　鹿部は厚手の凸レンズ状

の平底°

ハヶ目 砂粒、金

雲母含
良 橙色

押圧後ナデ

424 SC．49
甕

A I

－23．4 「く」字状の言綾部は、反りぎみ

に開き、端部を小さく摘み上げる。

胴部は卵形°

ヨコナデ、バーケ
白色粒含 良 橙色

ヨコナデ、ハヶ

425 SC・49
甕

C

15．2

4．6

21．0

「く」字状の口綾部は、長めで反

りぎみた小さく開く。－胴部は卵形

で凸レンズ攻の鹿部がつく。

パケ日
石英含 良 褐色　－

パケ目、ナデー

426 SC－49
－甕
．－C 6．4

言縁部は「く」字状で卵形の胴部

に厚手で大きめの平底がつく。

ハヶ目
石英多含 良 褐色

ナデ

427 S0．49
高坏

C‘

18．0

11．7

12．0

坏部は浅く内考ぎみに大きく外方

に開く。脚部は細く裾部は屈曲し一

て大きくラッパ状に開く。

ハヶ目、研摩
細砂粒含－良 橙色

ハヶ目、ナデ

428 SC．享9 高坏 9．0 脚部は低く裾部は小さく開く。
ハヶ目 砂粒、金

黒雲母含
良一褐色

ヨコナデ

429 SC－50－
一　　会璽
A I

15・2 二重言縁。朝顔状に開いた言縁部

は一旦屈曲して強く内偵する。胴

部は長球形。肩部に三角凸帯。

ハヶ目
白色小粒含 良 橙色

ハヶ目、ナデ

430 SC．50－
小型壺

BII

9．8 「く」字状の言綾部は長1く直線的

に開く°

ハケ目
砂粒含 良 褐色

ハヶ目

431 SC一50 甕
16・0 「く」字状の言縁部は小さく開き－

端部は雫状に肥厚する。

ヨコナデ、パケ
砂粒含 良 橙色

ヨーコ．ナデ、パケ

Tab．46　土器観察表　㈲
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432 SC・50
高坏

C

17・3 坏休部は内等ぎみに大きく外方に

開く°

ナデ 細砂粒多

石英、

雲母含

良 橙色 黒斑
ナデ

433 SC．50
高坏

C

15．8

11・3

坏部は下半で緩く－屈曲して稜を作

り大きく外反。脚部はラッパ状に

のび裾部は屈曲し．て大きく外反。

ヨコナデ、ハケ、ナデ 石英多、・

金雲母含
良 淡橙色

ヨコナデ、ナデ、
指頭押圧後ケズリ

434 SC．50
鉢．、

F

18・7

2・7

9・0

半球形の休部に小さな凸レンズ状

の鹿部がつき口綾部は直言する一°

ハヶ目 石英、金

雲母含
良 赤褐色

指頭押圧後パケ目、
ナデ

435 SC．50
鉢

．C

26．0 一口縁部は強く屈曲して反りぎみに

大きく外方に開き、端部を小さく

摘み上げる。体部は扁平な半球形。

ハヶ目－、ナデ 石英、金

黒雲母含
良 褐色

ハヶ月、ナデ

436 SC．51
甕

A I

22・4

5．6

33・0

「く」字有夫の田綾部は反りぎみに
開き平坦な端部は小さく摘み出す°
胴部は長胴形で、凸レンズ有夫の平
底がつく。

ヨコナデ、ハケ 白色、

砂粒含
良 赤褐色

ヨコナデ、パケ

437 SC．52
壷．

BII

1－1．2

16．2

「－く」字状の言綾部は長く直線的

にのびて開く。胴邸は屑のはった、

球形で、尖底ぎみ。

ヨコナデ、ハケ 砂粒、金

雲母含
良 明赤褐色

ハケ目、ナデ、
ヘラケズ10

438 SC．52
鉢
12．7 「く」字状の反り－ぎみに聞く。 ヨコナデ、削り後ナデ 石粒、金

良 赤褐色
D
12．8
胴部は扁球形。 指頭押圧後削りナデ 雲母含

439 SC・52
鉢

D

13．6

2・9

14．8

「く．」字状の口縁部は、反りぎみ

に短く開－く。玉葱状の胴部に小さ

な丸底ぎみの鹿部がつく°

人ケ目 粗1砂粒、

雲母含
良 褐色

ヨコナデ、ケズリ

440 SC・52
．甕

A II

16．4

19．8－

言縁部は短く「く」字状に開く。

胴部は、はりの強い卵形で凸レン

ズの平底がつく°

ヨコナデ、ハケ
砂粒含 良 赤褐色 スス

付着
ヨコナデ、ハケ、ナデ

441 SC－52
甕

A I

18・4

23．5

「く」字状の言綾部は短かめで直

線的に開く。胴部は長胴で砲弾形

で凸レーンズ状の平底がつく。

ヨコナデ、パケ、ナデ
白色砂粒合一良 赤褐色

ヨコナデ、ハケ、ナデ

442 SC．52
鉢
12－．5
休部は半球形で口綾部は小さく内

ナデ 細砂粒
良 灰黄褐色

F
7．2－
傾し、端部を小さく摘み出す。 ヨコナデ、指頭押圧

後ナデ
雲母含

443 SC．52
鉢

E

13．2

13．5

休部は卵形で言縁部は肥厚して小

さく内傾する。

鹿部は丸底ぎみ。

ヘラケズ11、ナデ 砂粒、金

雲母含
良 明赤褐色 黒斑

ヘラケズ11後ナデ

444 SC・52
鉢
15．0 半球形の．休部で口綾部は小さく内 ヘラケズ11、ナデ 砂粒、－金

良 褐色
F
8・0
傾する。 ハケ目、ナデ 雲母含

445 SC．52 一　鉢
14．0 休部は皿状の扁平な球形で言綾部

は強めに内傾する°

ヘラケズ11後ナデ
砂粒含 良 橙色

1ヘラケズリ後ナデ

446 SC．52
一　鉢

．B
16．0

休部は扁平な半球形で、鋭く屈曲

した「く」字状の言綾部は短めで

直線的に開く。

ナデ 細砂粒

雲母含
良 赤褐色 スス

付着
ハケ目、ナデ

447 SC．52 高坏 14・4 朝顔状に開く脚部は内等ぎみ°

指頭押圧後ナ－デ
砂粒、金

雲母含
良 黄橙色

指頭押圧後パケ目、
ナデ

448 SC．52 一帯坏

15．3

13・8

21．6

坏部は下脹れの半球形で短い「く」

字状の言綾部は小さく開く。脚部は

柱状で裾部は朝顔状に開く。

ハケ目
砂粒含 良 褐色

スス
付着

ハケ目、ナデ

449 SC・53
小型壺

B I

9．9

11．5

言綾部は短めで直言ぎみに開く。

胴部は扁球形。

ヨコナデ、ハケ 細砂粒

石英．

雲母含

良 橙色
ハケ後ヨコナデ
指頭押圧ナデ

450 SC・53
甕

AⅤⅠ

44・5

3・3

15・2

短い「く」字状の言緑部は屈曲が

弱く、直言ぎみに外反。

胴部は長胴形不明瞭な平底。

指頭押圧後ナデ 細砂粒

石英

雲母含

良 褐色

指頭押圧後ナデ
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451 SC．53
甕

A I

17．9

6．8

27．－2

「く」字状の言綾部は反りぎみに

開き端部を小さく摘み出す°

胴部は卵形。凸レンズ状の平底。

ヨコナデ、ハヶ 細砂粒

雲母含
良一橙色 スス

付着ハケ目

452 SC．53
鉢

F

16・7

11．3

休部は半球形で、口綾部は小さく

内偵する。

ハヶ目 細砂粒

石英

雲母含

良 褐色 スス

付着押圧後ハヶ目

453 SC－53
鉢

G

13・2

6一8

口綾部は直言して立ち上がる。

休部はやや扁平な半球形で、不明

－瞭な鹿部がつく。

ヘラケズリ、ナデ

砂粒含 良 学色
指頭押圧後へラヶズ．
11、ナデ

454 SC．54

壷

AIII

12．8

20・5

「く」字状の言綾部は一旦直言－し

た後に－、反りぎみに小さく開く。

胴部は屑のはった球形。

ヨコナデ、ハケ目、
ナデ 白色粗

砂粒含
良一赤橙色 スス

付着ヨコナデ、指頭押圧後．
ヶズリ、ナデ

455 SC．54
寳

BIⅤ

11．8

15．3

「く」字状の言縁部は短く外反す

る。胴部は屑のはった扁球形で尖

底ぎみ。

ヨコナデ、ハヶ日、
ナデ －白色砂粒含 良 橙色
ハケ目後ヨコナデ、
ヘラヶズリ．

456 SC．54
甕

AIⅤ

13一1

21．3

「く」字政の口録音βは、強く屈曲
して内琴ぎみに開き小さく肥厚す
る°
胴部はやや屑のはった球形。

－．ヨコナデ、ハケ目、
ヨコナデ 白色砂粒含 良 明赤褐 ．スス

付着押圧後へラケズリ

457 SC－54
甕

AII

17・3

25．5

「－く」字状の言緑部は鋭く屈曲し

て直線的に開く。胴部は肩のはっ

た卵形で鹿部は尖底。

・3コナデ、－ハヶ

白色砂粒含 良 橙料 スス

付着ハヶ目、ナデ、
ヘラヶズリ

458 SC．54
鉢
15．2
休部は半球形で言綾部は僅かに直 ヨコナデ、ヘラケズリ 細砂粒、－

良L 橙色
G
5．9
言ぎみに開く。 押圧後ハヶ目 雲母含

459 SC．54
高坏－

C

18．0

13－・3

12・3

坏部は緩く屈曲して直線的に外方

に開く。脚部は直線的にのび裾部

、は屈曲してラーツパ状に開く°

ヨコナデ、ナデ 細砂粒

雲母今
良 黄準色

ヨコナデ、ヘラケズリ

460 SC．54
鉢

G

15・3

9．7

7・2

坏部はやや扁平な半球形で言綾部

は直言ぎみに立ち上がる°

脚部は低くラッパ状。

ヨコナデ、ハヶ目ナデ 細砂粒

雲母合一
卑 橙色－

ヨコナデ、ナデ

461 SC．55
甕

阜II

13．0 「く」字状の口綾部は短く反りぎ

みに開き、－平坦な端部は中央が凹

む。胴部は卵形－

ヨコナデ、ハヶ
白色粗砂粒 良 橙色

ヨコナデ、指頭押圧後
ハケ目

462 SC一55
鉢

F

21・0

10．7

休部は内雪ぎみに立ち上り口縁部、

は弱く屈曲して短く直線的に開－く。

鹿部は丸底。

ハヶ目、ナデ 白色粗

砂粒含
良 橙色

ハヶ目、ナデ

463 SO・55
鉢

G

15・0 休部はやや内雪ぎみに大きく外方

に開き口緑部は外方に僅かに摘み

出す。

ハヶ目 白色粗．

砂粒含
良 褐色六ヶ目

464 SC．55 高坏 11・4
脚部は朝顔状に開く。

穿孔。

ハヶ目 砂粒、金

雲母含
良 黄橙色

465 SC・56
／・お 18．0 「く」．字有夫の言緑書βは大－きく反っ ヨコナデ、ハヶ目、後 白色粗

砂粒含
良 橙色璽E

E I
て外方に閏き端部を4、さく摘み出
す°
綱吉βは大きく膨らんだ球形°

ナデ

ヨコナデ、ハヶ一目後
ナデ

466 SC．56
高坏

A

20・4 坏部下半はやや一旦弱．く屈曲して

小さく直言した後に大きく外反す

る－。

ヨコナデ工ハヶ
砂粒含 良 橙色

ヨコナデ、研磨

467 SC．57
士 12・0

二重言緑°　朝顔有夫に開いた言録音βは、
－日屈曲して稜を作　た後に短かく直

ナデ、ハヶ目、 自砂粒金

雲母含
良 明赤褐色 黒斑－ヨ互

A I
4－．0／

20．1

つ　．－　　　　ヽ－線的に内偵－する°胴苦瓜は肩のほうた玉
葱有夫で下半に凸帯か（巡りィ、さな平底有夫
の底書βカでつく。

研磨（暗文）

ハヶ目、ナデ

468 SC・57．
甕′

AVI

14・9 言縁吉田ま弱く屈曲して一旦桓く直

ローした後に外反する。

胴部は長胴形。

ヨコナデ、ヘラヶズ
リ、ナデ 砂粒、金

雲母含
良 赤褐色

ヨコナデ、指頭押圧後
ナデ

469 SC．57
鉢

D

13．3 「く」字状の口綾部は、反りぎみ

に短く開く。胴部は玉葱状の扁球

形で肩部は尖底ぎみ。

ハケ目後ナデ 細砂粒

雲母含
良 果構色

ヨコナデ指頭押圧後
ナデ
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470 SC・57
鉢

F

2串．・0 休部は半球形で直言して立ち上が

る。言綾部は端部を水平に整え外

方に小さく摘み出す。

ヨコナデ、ハケ
白色砂粒含 良 赤褐色－

ハケ目

471 SC・57
高坏

A
17・3 脚裾部はラッパ状に大きく開く。

研磨、ハケ目
砂粒含 良 褐色

ヘラケズ10、ハケ

．472 SC．57
一一高坏

A
20．4 脚部は大きくラッパ状に開く°

ハヶ目後研磨 細砂粒、

雲母含
良 褐色

ヘラケズリ、ハケ目

473 SC．58
七宝
8．1 一口綾部は短めでラッパ状に開く°

研磨、ハケ甘 微細砂粒、
良 橙一色

スス

－　B I
17・8
胴部は玉葱状の扁球形。 ヨコナデ、

指頭押圧後ナデ
石英、雲母含 付着

474 SC・58
甕－ 18．8 「く」一字状の甲綾部は強く屈曲し

一，・

ヨコナデ、ハヶ 白色粗．
良 褐色

スス

A I て直線的に開く。

胴部は長めの卵形。
ハヶ目、ナデ 砂粒含

付着

475 SC－58
鉢． 11・4 休部は半球形で口綾部は小さく内

ナデ、押圧 石英、金
良 灰黄褐色

F
2・5－

9．7
傾し、小さな鹿部がつく。 指圧後へラケズ11、

ナデ
雲母含

476 SC．58－
鉢　－

G－．

14．年

ウ・4

休部は半球形で、直言ぎみに立ち

上がる。田綾部は端部を整える。

ヨコナデ、
ヘラケズリ 砂粒含 良 橙色

押頭押圧後ナデ

477 SC－58
鉢
16・2 休部は半球形で、内等ぎみに大き ナデ、ハケ目 石英金 良 橙色

G
6．1
く開く。 ハケ目後ナデ 雲母含

478 SC．58
鉢

C

23・3

14．9

17．7

坏部は半球形で頸部は直言ぎみに

立ち上がって緩く屈曲し、大きく

外反。鉢型°脚部は低くラッパ状。

ヨコナデ、ハケ目
砂粒含 良 橙色

ハケ目、ナデ

479 lSC・5－8
鉢

B

20．9 坏部は扁平な半球形で、痍部は小

さく内傾し、口綾部は鹿く直線的

に開く。

ナデ
砂粒含 良 褐色

庚化物

付着
押圧、ナデ

480 SC・58
高坏－

B

10．6 坏部は下半で強く屈一曲して直言し

た後大きくな－って開く。

脚部は細く短い°

ヨコナデ、ハケ目
金雲母含 良 橙色

ハケ目後研磨、ナデ

481 SC．59－
．壺

C

10．0 頸書βは直言して立ち上力すり言録音β
は4、さく外反する°　平土巨に整えた
端部は列日頃し小さく摘み出す。胴
書βはやや屑カヾはる。

ナデ、ハヶ目 白色粗

砂粒含
良 橙色

指頭押圧後ハケ目、
ナデ

482 SC．59
．＝た，望
14．0 言綾部は内傾ぎみに短く直言する。ハケ目

細砂粒

良 橙色
E 14．．6

胴部は玉葱状の扁球形。 ハヶ目後ナデへ
ラケズリ

石英、

雲母含

483 SC－59
甕

A II
16・3

ロ縁部は「く」字状に外反する°

胴部はやや屑のはった球形で尖底

状の小さな鹿部がつく。

ハケ目
金雲母含 良 橙色

スス
付着

ヘラケズリ

484 SC．59 甕

13．3

2・1

13．7

頸書βは内傾ぎみに直言して緩く屈 ハケ目、タタキ、
．1 砂粒、

雲母含
良 明褐色曲し、言緑青βは「く」字有夫に開く。

胴吉βは玉葱有夫の扁球形で尖底有夫の
底書βカヾつく－。

へフケズJ

パケ目後ナデ

485 SC．59
甕

A II

12．6 「く」字状の言綾部は短めで小さ

く外反する。

胴部はやや屑がはる°

ハヶ目－ 粗砂粒

石英、金

雲母含

良 橙色‥

ハヶ目

486 SC．59
甕

AII

15・2

19．8

．「く」字状の一一ロ縁部は強く屈曲し

て大きく外反する。

胴部は短めの卵形で尖底ぎみ°

ナデ
白色砂粒含 良 明赤褐色

ヨコナデ、ハケ目

487 SC．59
会∃互
－14・9．言縁晋βは僅かに膨らんてh直言ぎみ
に4 さヽく開く　平ま旦に整えた端部

ハケ目後ナデ 白色粗
良 橙色 スス

AIII
28．3

。は列・傾し、4－さく摘み出す。胴部
はやや屑のはった球形°

パケ目、ナデ、
ヘラケズリ

砂粒含 付着

488 SC．59
鉢－

B

17・8

15．4

15．8

坏部は扁平な球形をした鉢状で言

綾部は短く「く」字状に外反する

胴部は低くラッパ状に開く。

！、ケ目、ナデ
精良 良 赤褐色

スス

付着°
ハケ目、ナデ
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489 ．SC．59
鉢

F

8・9

5．3

休部は半球形で小さく内偵する。

言綾部は小さく摘み出す°

鹿部は小さな平底。

ハヶ目、ナデ
金雲母含 良 赤褐色

ハヶ目、ナデ

490 SC．59
鉢 17・0 休部は内琴ぎみに大きく外方に開 ハヶ目 細砂粒、

良 橙色G
5・9
く。

ハヶ目、ナデ 雲母含

491 SC－59
鉢

F

14．3

10・7

．休部は半球形で言綾部は小さく内

偵し、水平に整えた端部は、小さ

く摘み出す。

ナデ、ベラナデ 細砂粒、

雲母含
良 橙色

押頭押圧後ナデ

492 SC．59
鉢
12－8

4 1
休部は半球形で言縁部は直言する。ナデ 細砂粒

良 橙色 黒ずみF
6・6
鹿部は凸レンズ状の平底

ナデ 雲母含

493 SC．59
革坏

C

18．0 坏部は下半で緩く屈曲し反りぎみ

に、大きく開く。

ナデ 細砂粒、－

雲母含
良 橙色

ナデ

494 SC．60
虫璽
－13．8

6 1

「く」字状の言綾部は緩く屈曲し

て反りぎみに開く
ハヶ目． 石英、金

良一橙色EII
18．0

し．　　　　。
胴部は卵形で大きめの平底がつく。ハヶ目、ナデ 雲母含

495 SC－60
恵望
EII．

13．0

7．0

20．0－

「く」字状の言綾部は短く折り曲
げるように外反する°　胴部は屑の
はった卵形で、大きめの鹿部がつ
く。

ナデ、′、ヶ首
白色砂粒含 良 橙色

パケ臥押圧後ナデ

496 SC．60
－＝月亡璽E
14・3 言綾部は直言した後小さく外反し

更に端部を摘み上げ小さく有言さ
ハヶ月

r－ノ
白色粗

良 橙色 ススE I ～　　言　　　　　　　　　　　　　 1日．
せる。胴部は屑のはった卵形°

）押圧後ハケ目、ナデ 砂粒含 付着

497 SC・60
甕

A I

18・5 「く」字状のロ縁部は反りぎみに

開く。端部に刻み目を施す。胴邸

は長胴形。

ハヶ目、タタキ 石粒、金

雲母合一 良 黄橙色ハヶ目

498 SC－6－0
　甕

A I
2・9 砲弾形の胴部に小さな平底がつく。

ハヶ目 白色粗砂粒

金雲母含
良 黄橙色

ハヶ日－

499．SC．60
甕
20・2

5 2

「く」字状の田綾部は反りぎみに

大きく開く　胴蔀は卵形で　 、
ヨコナデ、ハケ目

白色小
良 赤色A I

30．3
。同部はP形で凸レ／

ズ状の平底がつく。
ヨコナデ、指頭押圧後
1ハヶ目

砂粒含

500 SC－60
鉢

G

16・5

7・1
休部は半球形で、口録部は小さく

直言する。

ハヶ一目、ナデ

石粒含 良 褐色 黒斑
ナデ

　501 SC－60
鉢 16・8

4　9

一体部は半球形。言綾部は端部を水

平に整’Jさ
パケ日後粗い研磨

白色小
良 明赤褐色F

10．3
～　え′、く摘み出す。凸レ／

ズ状の小さな平底がつく。
ヨコナデ、－ハヶ日
後研磨

砂粒含

502 SC・60
．高坏

A

24．6 坏部は内一考ぎみに立ち上がり、上

位で緩く屈曲した言綾部は－直線的

に開く。脚部は細い。－

パケ目後ナデ、ハヶ目

粗砂粒含 良一 褐色
ナデ、ハヶ目

503 SC－60
高坏

A

24．6 坏書βは内雪ぎみに立ち上がり口綾
部は緩．く屈曲して開く。
平坦に整えた端部は中央が凹み4、
さく摘み出す。

研磨、ハヶ目 黒色微

砂粒含
．‘良 赤褐色

人ヶ目

504 SC－60
高坏

A

23・8 坏部は内琴ぎみに立ち上がり厚手 ヨコナデ、ノiヶ日、

砂粒含 良 赤褐色14．4－

18．6

の言経書βは緩く屈曲して反りぎみ一
に開く°　脚軍βは細長く裾書βはラッ
ノヾ有夫に開く。

ナデ
ナデ（研磨）
ハケ目

505 SC－62
手捏

D

6・8

5．0

鉢形。休部は膨らみ言綾部は小さ

く直言する。鹿部は尖底状。

指頭押圧ナデに
砂野合 良 褐色

よる手軽形

506 SC．64
甕－ノ

A II

14・0 「く」字状の口緑は小さく外反す

る。胴部はやや肩のはった球形。

ハヶ目、ナデ

白色砂粒含 良 橙色
ハケ目、ナデ

507 SC・6－5
・＝月文．
10．8 口綾部は屈曲して短く外反し折り ヨコナデ、ハヶ目、

石粒、金
良 明赤褐色

璽E 3　7 げる　 、に　て　　　 、に へフケズリ
EII
14．9

フ　～　　　　　　　　　 ．～
る。胴部は肩のはった球形平底。

ヨコナデ、押圧後へラ
ケズ11、ナデ

雲母含

Tab．50　土器観察表　帥
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508 SC－65
士竺E
A I

18．8 二重口縁。言綾部は短く外反した

後、一旦屈曲して短く直言する。

胴部は卵形。

ヨコナデ、ハケ目
白色砂粒色 良 明赤褐色

ハヶ目

509 SC－65
甕
18・0 「く」字状の口綾部は短．く外反す ヨコナデ、パケ目 白色小

良 明褐色
A I 5．、7

2－8．4

る。胴部は卵形で凸レ／ス状の平

底がつく。
ハヶ目、ナデ 砂粒含

510 SC－65
高坏

A

30．0 坏部は内等ぎみに立ち上がり、言

綾部は屈曲して大きく外反する。

研磨（暗文様） 白色小

砂粒含
良 橙色

研磨（暗文様）

511 SC－65
高坏

A
17．9
脚部は細長く、裾部はラッパ状に

－開く。

研磨、ナデ 細砂粒

石英、

雲母含

良 橙色 丹彩

ナデ、ヘラケズ10

512 SC．65
高坏
31．5 坏吉βは内雪等ぎみに開き、言録音βは
緩く屈曲して　稜を作三り大きく外

ナデ 砂粒、金
良 橙色

A
17．4 ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ反する°　脚書βは細長く裾吉βはラッ ハケ目後ナデ、ヶズ 雲母含
27・5 ノヾ有夫。 lJ、ハヶ目

513 SC－65
器台

B

6．5 小さく盃状。

休部は内雪ぎみに外方に開く。

ハヶ目 砂粒、金

雲母含
良 ・褐色

ハヶ目、ナデ

514 SC－68
甕

A II

14・7 「く」字状の言綾部は短めで反り

ぎみに開く。

胴部は肩のはった球形。

ヨコナデ、ハケ目
微砂粒含 良 橙色

ハケ目、押圧ナデ

515 SC－68 高坏 14．3 脚部は短くラッパ状に開く。
ハヶ目

白色砂粒含 良 橙色

ナデ、ハヶ目

516 SC－71
甕

A I

23．6

6・6

34・0

「く」字濾犬の言縁書βは反りぎみに
開き、外傾する端書βを4、さく摘み
出す。月同書βは砲弾形で、凸レンズ
有犬の平底。

ヨコナデ、ハケ目
白色砂粒含 良 橙色

ハヶ目

517 SC．71－
甕

A II

12．8 「く」字状の口綾部は短く直言ぎ

みに開き、端部を小さく摘み出す。

胴部はやや肩のはった球形。

ハヶ目、ナデ
白色砂粒含 良 橙色

ヨコナデ、
ヘラケズ11

518 SC－71
器台

A

8．4

9・9　－

13．0

受け部は短く外反する。

脚部は細めの筒状で裾部は短く反

りぎみに開く。

ナデ、ハヶ目
細砂粒含 良 赤褐色

ハケ目、ヘラケズリ

519 SC－71．
器台

A
8．2 脚裾部は小さくラッパ状に開く。

指頭押圧ナデ 細砂粒、

雲母含
良 橙色 淡黒斑

指頭押圧ナデ

520 SC171
器台

A
9．3
脚部は長めの筒状で裾部は緩く屈

曲して小さく外反する。

ハヶ目 細砂粒、

石英含
良 橙色

ハケ目、ヘラケズ10

521 SC－72
士璽E
F

13・0 口綾部は短く直線的に小さく開き、

端部は雫状に小さく膨らむ。

胴部は肩のはった扁平な玉葱状。

ハヶ目 砂粒、金

雲母含
良 黄橙色

ハケ目、ヘラケズ11

522 SC一72
小型壺

BIII

8．6

9．1

1「く」一字状の言綾部は緩く屈曲し

て反りぎみに開く。

、胴部は扁球形。

ナデ
灰色粒含 良 黄橙色

ナデ

523 SC一72
一鉢
17．3 休部は内雪ぎみに大きく開－く。

立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 立

ヨコナデ、ハケ目 自黒色
良 橙色

G 5・6

6．9

言繰言町小さく直言する。鹿部は

凸レンズ状の平底°
ナデ

砂粒含

524 SC－73
甕

A I

16・8 「く」字状の口緑部は短く外反す

る。胴部は長胴形一

ハヶ目、ナデ 砂粒、

石英含
良 橙色

ハケ目、ナデ

525 SC．73
手担

D

7・0

3．1

4一6

休部は厚く、内等ぎみに開く°
押圧ナデ 砂粒、

石英含
良 赤褐色 黒ずみ

押圧ナデ

526 SC －73
器台

A
10．5 脚部は小さくラッパ状

ナデ 細砂粒、

金雲母含
良 橙色

ナデ、ヘラケズリ

Tab・51土器観察表　㈱
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527 SC．73
高坏

A
21・9

脚部は細長く、裾部は内彎ぎみに

ラ、シバ状に開く。

穿孔。

六ヶ日後ナデ
細砂粒、

金雲母含
良 赤色

ヘラヶズ11、ナデ、
パケ日

528 SC－74
士
12．．2

17．2

「く」字状の口縁部は長く反りぎヨコナデ、ハヶ目、

白色砂粒含 良 橙色∃互
B I

みに開く。

胴部は球形。

ナデ

指頭押圧後ナデ

529 SC－74
＝土亡霊
E I

15．0 －「く」一　字有夫の言緑書βは折り曲げる
ように外反し、平坦に整えた端吉β
は4、さく摘み出す°
月同書βは肩のはった月田形。

ヨコナデ、ハヶ．日
白色砂粒含 良 浅黄橙色 ろス

付着！、ケ目

530 SC．74
．＝月f雲E　－
A I

19・0 二重日録。朝顔有夫に開いた言録音βは強
く屈曲して反りぎみに鋭く内偵し、更
に端立βを摘み出すよ　‾，　　　　　 有

ナデ、ハヶ目
白色砂粒含 良 橙色」　ロ　　　　　　　　　　 ブにして反転1日．口

させる。
頸書βに三角凸帯カヾ1条巡る°

ナデ、！、ヶ日

531 SC．74
甕

AIⅤ

17・4

25・4

「く」字状の口綾部は強く屈曲し

て内考ぎみに開き、端部は雫状に

膨らむ。胴部は卵形で尖底。

ハヶ目後ナデ
白色砂粒含 良 橙色

ナデ、ヘラヶズリ

532 SC－74－高坏
16．1 坏部は扁平な半球形で、言綾部は

小さく直言する。

ヨコナデ、ハヶ日 細砂粒、

雲母含
良 明赤褐色

研磨、ナデ

533 SC－80 甕

13・6

7・3

13．0

「く」字状の言綾部は短く直線的

に開く。胴部は下脹れの球形で大

きめの平底がつく。．

ヨコナデ、パケ目
砂粒含 良 暗褐色

ヨコナデ、ヘラケズリ

534 SC．80
＝土ご璽E
F －

12・3

12．5

「く」字状の言綾部は短く外反す

る。胸部は球形。

ヨコナデ、ハヶ、
ヘラケズリ 石英含 良 褐色 スス

付華ヨコナデ、
ヘラケズ11

535 SC．81
－＝Ⅰゴ・璽E
EII

14・0

7．1

29－・．6

言綾部は直言して立ち上がった後、

緩く屈曲して短く外反する。胴部

は卵形で凸レン－ズ状の平底がつく。

ナデ、ハヶ目 白色微

砂粒含
良 橙色

ナデ、ハヶ目

536 SC－81
士∃E
E I

19・0 「く」字状の口綾部は大きく外反

する。端部に刻み目を施す。胴部

は卵形°．

ヨコナデ、六ヶ目

白色砂粒含 良 橙色 スス
付着ハケ目－、押圧後ナデ

537 SC．81－
甕

A I

20．4

7・7

31．4

「く」字状の言縁は反りぎみに開

き、端部を平坦に整える。胴部は

長卵形で凸レンズ状の平底がつく°

ヨコナデ、ハヶ目

白色砂粒含 良 黄橙色
ヨコナデ、ハヶ目後
ナデ

538 SC．81
鉢

A

25．5

9．2

20・2

厚い「く」字有犬の口経書βは、反りぎみ
に開き平坦な端書βは中央カゞ凹み外に4、
さく摘み出す。
胴吉βは扁平な半球形で、凸レンズ有夫の平
底カヾつく。

ヨコナデ、ハヶ目 白色小

砂粒含
良 橙色

ヨコナデ、
ハヶ目後ナデ

539 SK．97
士璽E
C

11．0

19・5

言経書βは直一言して立ち上カヾった後、緩
く外反し、外傾する言綾端書βは内に4、

ハヶ目、ナデ
白色小粒含 良 明赤褐色さく有痛み出す。胴君臣は球形で凸レンズ

有夫の平底カヾつく。 ハヶ目後ナヂ

540 SK－03
．＝量ご璽E
C
7．0

18・8

口綾部は直言して立ち上がる。

胴部は肩のはった扁球形で、凸レ

ンズ状の平底がつく。

バーヶ目
白色石粒含 良　一赤褐色指頭押圧後ハケ日、

ナデ

541 SK－94
士∃互
E．

10．2

7・5

14・7

言縁部は、短く直言ぎみに開く。

胴部は球形で凸レンズ状の平底が

つく－。

！一ヶ日
白色小

粒多含
良 橙色－

ハヶ日

542 SK．110 ．二王ゴ．璽E

月同書βは砲弾有夫に膨らんで立ち上カヾ
り中位で緩く屈曲して、反りぎみ
に4、さ　く　内偵する。
底普βは凸レンズ－有夫の4、さな平底。

ハヶ自認ナデ
白色小粒含 良 橙色

指頭押圧後ハヶ目、
ナデ

543 SK．120
－＝白雲E
AIⅤ－

21．3－

7・0

34．5

二重口琴。言緑部は、一旦短く朝

顔班に開いた後、屈曲して反りぎ

みに開く。胴部は肩のはった球形。

ハヶ日
粗砂粒含 良 橙色

バーヶ目

544 SK－110
甕

A I

14．0

3．0

23．6

「く」字状の口緑部は短く外反す

る°　胴部は卵形で尖底ぎみの小さ

な鹿部がつく。

ハヶ目、ナデ 灰白色

石粒合一
良 橙色

手旨頭押圧後ハヶ目、
ナデ

545 SK．106
甕

A I

16・4

6．7

20・6

「く－」字状の言縁部は短く外反し、

端部は雫状に小さく膨らむ。胴部

は卵形で凸レ㌣ズ状の平底がつく。

ヨコナデ、ハヶ目 白色小

粒少含
良 赤褐色．スス

付着ハヶ目後ナデ

Tab．52　土器観察表　餉
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546 SK．101
甕
16．6 「く」字有夫の言経書βは反りぎみに
開き外傾する°　平士旦な端音βは中央

ハケ目、ナデ 灰色小
良 橙色

部分的

に黒っ

ぼい
A－Ⅰ
18．4
カ寸凹む°　月同部は田図形で底書βは尖底
ぎみ。 ハケ目、ナデ 粒多含

547 SK・93
甕

AVI

16．6

6．0

16．8

言綾部は短く直線的に開く°

胴部は厚手の砲弾形で凸レンズ状

の平底がつく。

ヨコナデ、ハケ日 自－色石

粒多含
良 黄橙色

スス

付着ナデL

548 SK．28
甕

A I

16．6

5・6

「く」字状の言経書βは反りぎみに
開き、平坦な端吉βは外傾する。月同
書βは田口形で凸レン－ズ有夫の平底力寸つ

ヨコナデ、ハケ目
石英粒含 良 赤褐色 スス

付着指頭押圧後ハケ目
22．4 く－。 日　　　　　　　　　　　　　　　ヽナデ

549 SK－38
甕

A V

19．7

8．4

21・0

．「く」字状の言緑部は短く外反し、

肥厚した端部は水平に整える°

胴部は扁平な卵形で、平底の底部。

ヨコナデ、ハケ目
自色石粒含 良 明黄褐色

ハケ目、ナデ

550 SK・86
甕

A V

17．0

7．0

22・8

「く」字状の言綾部は短く外反す

る。胴部はやや肩のほうた厚手の

卵形で鹿部は平底。

ヨコナデ、ハケ目 白色石

粒多含
良 果橙色

ナデ

551 SK．96
高坏

C

19・5

13・0

13・2

疎部は、下半に弱い凹線状の段を作り
大き　く外反する。
脚部は、ラッパ濾犬にのぴ、裾部は、屈
曲して短く開き、端部は水平になる。

ナデ、ハヶ目 白、灰色

小石粒含
良 赤褐色

ナデ、ヘラケズリ

552 SK ・106
鉢

G

9．5

5・1

休部は半球形で、口綾部端を直言

ぎみに小さく摘み上げる°

指頭押圧
灰色砂粒含 良 褐色

押圧ナデ

553 SK．110
鉢
10．7
休部は半球形で、直言ぎみの言縁 ハヶ日後ナデ ．白色小

良 明赤褐色 スス

G
　4・7
一部は小さく外方に開く° ハヶ目 粒多含 付着

554 SK・61
鉢

G

13・1

3．4

5・2

休部は僅かに膨らんで、大きく開

く。

鹿部は平底。

ハケ目
白色粒少含 良 赤褐色

ハヶ目

555 SK・103
鉢

F

－13．2

4．0

7．6

休部は砲弾状に膨らみ、直言ぎみ

の言綾部は、僅かに開く°

鹿部は凸レンズ状の平底。

研磨
精良 良 橙色

研磨

556 SK．110
鉢

G

15．8

7．0

休部は半球形で、内等ぎみに立ち

上がる。器壁は厚い。

鹿部は、凸レンズ状の平底。

研磨
白色粒多含 良 褐色 スス

付着研磨

557 SK．92
鉢

G

18・6

5．5

7．8

口緑部は、短く緩く屈曲して小さ

く開－く。胴部は、短い砲弾状で底

部は厚い平底°

ハヶ目 自色石

粒多含
良 橙色

部分的

．に黒っ
ぼいナデ

558 SK－86
鉢

A

15．8

5．8

10・8

口綾部は、短く緩く屈曲して小さ

く開く。胴部は、短い砲弾状で底

部は厚い平底。

ハケ日 自色石

粒多含
良 橙色

ナデ

559 SK－12
須恵器

坏蓋

15・6

3・1

休部は平坦で扁平な乳頭状のつま

みがつ－く。

身受けの立ち上がりは低い。

ケズリ、ヨコナデ
精良 良 灰黄色

ナデ

560 SK・12
須恵器

坏蓋－

14・1

2．9

平坦な天井部に扁平なつまみがつ

く。

身受けは短く直言に立ち上がる°

ケズリ、ヨコナデ
自色石粒含 良 白黄色

ナデ

561 SR－126
七宝E
B I

8・9 言綾部は短めでラッパ状に開く°

胴部は肩のはった玉葱状。

ノ＼ヶ目、研磨
砂粒含 良 橙色

指頭押圧後ナデ

562 SR・ⅰ27
小型壺

BIII

5・5

2．0

7．3

「く」字状の．言綾部は長めで直線

的に開く。胴部は球形で小さな平

底の鹿部がつく。

ハケ目，ナデ 小砂粒・

雲母含－
良 橙色

指頭押圧後ナデ

563 SR・266 小型壺 2．6
胴部は、扁平な玉葱状で小さな平

底の鹿部がつく。

ナデ、ハケ目 砂粒、

雲母含
良 橙色

指頭押圧後ナデ

564 SR・122
小型壺

BIII

「く」字状の口綾部は、やや長め

で反りぎみに開く。

胴部は球形。

ヨコナデ、ハケ日 白色小

粒多含
良 黄橙色

指頭押圧後ナデ
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565 SR，152
鉢

D

10．4

8．8

「く」字状の口縁部は短く外反す

る。胴部は、扁平な玉葱状°

ハヶ目、ナデ
砂粒多含 良 橙色

指頭押圧後ナデ

566 SR－149
小型壺

BV

11・6

11．8

「く」字状の言緑部は長めで反り

ぎみに開く。胴部は、やや肩のは

った球形で尖り底ぎみ。

ヨコナデ、ハヶ目
砂粒含 良 橙色

ナデ

567 SR・235
示型壺

BIⅤ

10．8
口綾部は、直言ぎみに小さく開く。

胴部は、やや肩のはった球形。

ヨコナデ、ハケ目 灰自

小石粒

多含

良 橙色
拇頭押圧後ナデ

568 SR．150
小型壺

BIⅤ

10・3－

14．7

「く」字状の口綾部は長めで小さ

く開く。

胴部は球形。

ハヶ目、ナデ 白色小

一粒少含

良一 橙色
指頭押圧後ナデ

569 SR．ⅰ37
士　　一望E
11・0

3 4

言綾部は短く「く」字状に外反す

る－　胴部は　‾平オ玉葱状で J
ハケ目後研磨 白色細

良 橙色 ススF
12．9
。　 ロ　、屈　 ど・．．、　 、′、
さな鹿部がつく° 押圧ナヂ 粒少含 付着

570 SR一267 七宝

頸部に巡る1条三角凸帯を挟んで、

竹管文を2段施文する。

胴部は卵形。

ハヶ目
砂粒含 良 橙色

ハヶ目

571 SR・14
甕

C

17一6 二重口緑。タ豆く　「く」字有犬に外反
した言経書βは一旦、屈曲して4 さヽ
く反り－ぎみに開く。外面に櫛描波
有夫文を施す。

ヨコナデ 白色小

粒少含
良 橙色

ヨコナデ、パケ目

572 SR1242 士∃互

頸部に三角凸轟が1条巡り、肩部

には竹管文を施すが全周しない。

胴部は、卵形°

ハヶ目 白、戻色

小粒含
良 廻色

ナデ

573 SR－242 虫ヨ互 6．0

鹿部は、凸レンズ状の平底で胴部

は、内雪ぎみに立ち上がる。

574と同一個体か？

ハケ目
白灰色

小粒含
′　良 褐色L

ナデ

574 SR．34
甕

A V

16．3

6・1

20．8

「く．」字状の言縁部は短く外し、

端部を平坦に整える。

胴部は球形で、鹿部は厚手の平底。

ナデ 自色石

粒多含
、良 橙色

ナデ

575 SR．283
壺－

D I

9．4 直言する言縁部は長めで端部は水

平？

胴部は、やや肩のはった球形。

タタキ後ハヶ目 砂粒金

雲母含
良 橙色

ハヶ目－

－576 SR－93
．虫璽E
F

11．9

15・2

直言ぎみの口緑部は小さく開き外

傾す－る端部は中央が凹む。

胴部は、やや肩のはった扁球形。

ハヶ目後ナデ 白色小

粒少含
良 橙色

ナデ

577 SR．12
立璽
F

14．6

8．8

16．1

「く」字状の言緑部は短く外反す

る。胴部は、やや肩のはった球形

で鹿部は平底。

指頭押圧後ハヶ 石英、金

雲母含
良 橙色 黒斑

指頭押圧後ハケ

578 SR．01 甕 7．6 胴部は卵形で、鹿部は平底。
ノ）ヶ一目－

自色石

．粒多含
良 橙色

ハヶ目後ナデ

579 SR－34
虫望
E I

12．0 「く」字状の言綾部は短く外反す

る。

胴部は、屑のはった卵形。

ハヶ目、ヶズリ 砂粒、金

蜜母含 良一 橙色パケ目、指頭押圧後
ナデ

580 SR．－129
壺－

A I

26・0 朝顔有夫に開いた言録音βは、凸帯様に張
り出した後、鋭く屈曲して内偵し更に
直交ぎみに摘み出す。
言綾部はに刻み目を施し頸部に三角凸
帯カで巡る。

ノ＼ヶ目
自色石粒含 良 橙色

ハヶ目

581 SR．137
．虫・笠
A I
7．6

胴部は、やや扁平な卵形で、最大

径部に三角凸帯が1条巡る。

鹿部は、平底で穿孔あり一

ハヶ目－、ナデ
白色粒多含 やや

良
橙色

ノ）ヶ目、ナデ

582 SR．137
恵璽E
A I 7・6

胴書βはやや扁平な卵形で貴大径部
に亥吋み目を施した三角凸帯カヾ1条
巡る。
底書βは、平底°

ハヶ目、ナデ 自色石

粒多含
良 橙色

ハヶ目

583 SR・220
　士ヨ互
A I
7．6

胴部は、やや扁平な卵形で最大径

部に刻み目を施した三角凸帯が1

条巡る。鹿部は、凸レンズの平底。

ハヶ目 石夷、

．小粒含
良 橙色

ハヶ目、ナデ
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584 SR．137
恵璽E
A I 7・6

胴部は、卵形。

底部は、－凸レンズ状の平底で厚手。

ハヶ目
白色粒多含 良 橙色

ハケ目、ナデ

585 SR．142－
士竺E
A I 8．6

胴部は肩のはった卵形。

鹿部は平底。

ハヶ目後ナデ 小白石
粒少含
良 橙色

ハヶ目

586 SR－142
－＝量ゴ璽E
A I 7．6

胴部は卵形で、鹿部は平底。
ハヶ目

精良 良 橙色
ハヶ目

587 SR－78
．ニ量ご璽E
A I 9．3

胴部は卵形。
鹿部は厚手の平原。

′、ヶ目、ナデ 自小砂

粒少含
良 橙色

ナデ

588 SR－2－4
甕

A I

12．3 「く」字状の言綾部は、反りぎみ

に開く。
胴部は卵形。

ハヶ目 白色小

粒多含
良 褐色

ハヶ目、ナデ

589 SR－84
甕

A I

14．6 「く」字状の言綾部は、短く外反。

外傾する平坦な端部は中央がやや

凹む。胴部は砲弾形。

ヨコナデ、ハヶ目
自灰色粒含 良 褐色

ハヶ目

590 SR－242
甕

A I

16．0 「く」字状の言縁部は、短く外反

する。
胴部は、厚く、卵形。

タタ．キ
自色石
粒多含
良 褐色

ナデ

591 SR－242
甕

A I

17．4 「く」字状の言縁部は短く外反す

る。
胴部は、厚手の砲弾形。

タタキ
白色石粒含 良 褐色

ナデ

592 SR－83
甕

A i

18・4 「く」字状の口綾部は反りぎみに

開き平坦な端部は小さく摘み出す。
胴部砲弾形。

ハヶ目、ナデ
白色小粒含 良 橙色

スス
付着ハヶ目

593 SR．37
甕
15．8 「く」字状の言綾部は直線的に開

」L出立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 立
ハヶ目 白色石

良．－橙色 スス

AI 2．4
19．5
き端部を小さく摘み出す。胴部は

砲弾形で、－小さな鹿部がつく°
ハヶ目、－　ナデ

粒多含 付着

594 SR－61
壷

A I

12．8

11．0
29．5

口綾部は、平坦な端部を小さく直

に摘み上げる°　胴部は、卵形。底
部は厚く大きめの平底。

ハヶ目、ナデ 白色小
粒多含
良 黄橙色

ハヶ目後ナデ

595 SR．14
甕
A I

18・0 「く」字状の言録音βは、内考ぎみ
に開く。
月岡書βは、田河形で、線亥り文カヾみられ
る。

タタキ後ハヶ目 砂、粗

砂多含
良明黄褐色

ハヶ目、ナデ

596 SR－74
甕
23．0 「く」字状の口縁部は、反りぎみ

立　　　　　　ノ　．　立　　＼
ハヶ目 白色小石

良 橙色
スス

AI 7・1
3－2．3
に開く。胴部は卵形で鹿部は平底°
肩部に線刻文がみられる°

ハケ日後ナデ 砂多含 付着

597 SR－14
甕

A I

18・3

6．8
29・7

「く」字状の口綾部は、大きく外

反す皐。胴部は、卵形で凸．レンズ

班の平底がつく。

ハヶ一目
白色小

粒少含
良 橙色

ハケ目

598 SR．01
甕． 27．0 「く」字有犬の口綾部は反りぎみに開き

立
ハケ目 白色小

良 橙色
AI 10・0

．43．2

平坦に整Jこた端言βは4、さ　く摘み出す。
月同書βは、長胴形で平底の底書βに穿子し。ハヶ目後ナデ

粒多含．

599 SR．134
甕

A I

20．4　5・8

33．4　－

「く」字有犬の言経書βは内琴ぎみに
開く°
月同書βは、長月同形で、底書βは、平底°

ハヶ目、ナデ
白色粒含 良 橙色

ナデ

600 SR・122
甕

AVI

16．6

9．0
23．7

「く」字状の言緑部は、短く外反

する。胴部は、肩のはった卵形。

鹿部は大きめの平底。全体に厚手°

ハヶ目
白色粒含 良 黄橙色

ナデ

601 SR194
甕

A I

18．1
7一3

22・0

「く」字状の言縁部は短．く開く°

胴部は卵形。
凸レンズ状の平底はやや大きめ。

パケ目 白色小

粒多含
良 橙色

ハヶ目後ナデ

602 SR．ヶ8
甕

A I

19・5

8．3
26．7

「く」字状の口綾部は短く外反す

る。胴部は卵形で鹿部は凸レンズ

状の平底。全体に厚手°

パケ目、ナデ
自色石粒含 良 浅黄橙

ハケ目後ナデ
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603 ．SR．153
甕

AI

27．6

32・4

「く」一字状の言綾部はやや反りぎ

みに開く。胴部は卵形。全体に厚
手。

ハ右目

白色粒多含 良 橙色
ハケ目、ナデ
（下に指頭痕）

604 SR．123
甕

AI

29．0

9・0
36．7

「く」字状の口縁部は内考ぎみに

短く開き、端部を小さく摘み出す。

胴部は卵形。平底の鹿部に穿孔。

ハケ目．
石粒多含 良 橙色

ハケ目後ナデ

605 SR．122
手捜

D

8．8
3．1

5．3

休部は内奪して立ち上がり口綾部

は小さく内偵す．る。
鹿部は凸レンズ状の平原。

指頭押厚後ハヶ
砂粒含 良 橙色 黒斑

恕頭押厚後ハヶ

606 SR．15
手捏

D

10．2

5．6

休部は半球形で言縁部は直言する。
指頭押圧後ハヶ目、
ナデ 白色小一

粒空合
良 橙色 スス
付着ハケ目

607 SR．139
手捏
D

9・5

4．4
6・1

休部は直線的に開き、言綾部は小一

さく直言する。鹿部は平底。全体

に厚手。

指頭押圧後ナデ
石英含 良 橙色

指頭押圧後ナデ

608 SR・101
喜捜

D

12一0

4．4

7．0

休部は内等ぎみに開き、言綾部は

小さく直言する°
鹿部は平底。

指頭押圧後ノ）ヶ 砂粒、石

英多含
良 橙色

指頭押圧後ナデ

609 SR．237
手捏

D

10．0

子‾　4．8
7．4

休部は直線的に開き平坦な端部は
小さく摘み出す。

鹿部は凸レンズ状の平底°

ハケ目－ 白．灰色
粒多含
良 橙色
外．壽従方
向に4、さ
いヒビわれありハヶ日

610 SR．122－
鉢

F

14・8
5・4

7．3

休部は膨らみぎみに大きく開き、

端部は平坦に整える。
鹿部は凸レンズ状の平底。

ハヶ日
精良 良 橙色 スス

付着ナデ、ヘラケズ11

611 SR．15
鉢－

A

11．6

5．4
10・0

口綾部は小さく内傾した後、一一反り

ぎみに開く。休部は扁平な半球形

で鹿部は大きめの中底。

ハヶ目
精良 良 橙色－

ナデ

612 SR．266
鉢

E

14．0 内偵した言縁部は端部を平坦に整

える。

タタキ．ハケ目
砂粒含 良功赤褐色

ノーヶ目

613 SR．48
鉢

q

19．4

6・3
7．2

休部は内雪ぎみに大きく開き、端
部は小さく摘み出す。

鹿部は凸レン－ズ状の平底。

ハヶ目、ケズ11
精良 良明赤褐色

言縁書β
カ寸書β分
自勺に黒
い

ハヶ目－

614 SR．203
鉢

G

15．0
6．0

8．5

休部は半球形で直言する言綾部は

小さく摘み出す。

ハヶ目 白．茶色

小粒多含
良 橙色－黒斑

パケ臥指頭押圧

615 SR．122
鉢

B

16・8

8．1

言縁部は弱く屈曲して、短く外反
する°休部は半球形で開きぎみにL

立ち上がる。

パケ自 白色線

－一粒多含

良 橙色
ハヶ目、ナデ

616 SR．176
鉢
C

19．1
5．4

8．2

口綾部は大きく外反する。

休部は扁平な球形°
平底の鹿部は厚く高い。

ハヶ目、ナデ
白色小粒含 良 赤褐色

ハヶ一目

617 SR．211
鉢

B

20．0

8．4
11．2

「く」字状のロー緑部は長めで、反
りぎみに開く。休部は扁平な玉葱

状で凸レンズ状の平底がつく。

ナデ 白色小　一
粒多含
良 黄橙色

ナデ

618 SR．22
鉢

A

29．4
8．0．

L28・7

「く」字状の口綾部は短く外反す

－る°一体部は扁平な卵形で凹レンズ
状の平底がつく°全体に厚手。－

ハヶ目 白色小

石粒含
良一黄橙色

ハヶ目

619－SR．153
高料

A　－

32．3 坏部は浅く口綾部は緩く屈曲して

1反りぎみに開く。

ハヶ目
－石英粒含 良 橙色

外面に

暗文ナデ

620 SR－131
器台

A

12・2
11．8

15．2

受け部は小さく反りぎ卒に開く。

脚部は筒状で裾部はラ、シバ状に閏
き内に小さく摘み出す。

ナデ
白色小粒含 良 橙色

ナデ

621 SR．60 一皿
8．6

7．3
1．4

休部は直線的に短く開く。

鹿部は糸切り。

ヨコナデー 砂粒、金
雲母含1
良 橙色

ナデ
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622 SR －148 癖壺
5－．8

9．1

休部は砲弾形で、言縁部は小さく

内偵する。

休部上位に内より穿孔

指頭押圧後ナデ
砂粒含 良 橙色

指頭押圧後ナデ

623 SR ．24
須恵器

坏身

10・3

．5．5

言綾部は直言．ぎみに小さく内偵 し

平坦な端部は外上方に小さく摘み

上げる。鹿部は丸みをもつ°

ヨコナデ、ケズリ
砂癒合 良 灰色

ヨコナデ、ナデ

624 S R ・260
須恵器

坏身

10．8

4 ．0

蓋受け部は平坦で言緑部は反りぎ

みに内偵する。

鹿部はやや扁平。

ヨコナデ、ヶズ11
精良 良 黄灰色 へフ－′記号ナデ

625 E ．Ⅷ
手捏

A ．

5 ・0 「く」字状の言綾部は小さく外反 粘土仕上げナデ、
白色砂粒含 良 橙色．3・6

6 ．5

する。胴部は肩のはった卵形で大

きめの平底がつ く。

ハヶ目

押圧ナデ

626 E －ⅩⅡⅠ 小型壺

9．3 言綾部は、内雪ぎみに開いた後直

言し、端部は摘み出して小さく外
反する。

ハヶ日ナデ
白色砂粒含 良 橙色

ナデ

637 E ．Ⅷ
長頸壺

B I －

6 ．2

18 ．8

言綾部は細長 くラッパ状に開く。

胴部は扁平な玉葱状で尖底 ぎみ°

研磨
白色小粒含 良 赤色

ナデ

628 D －Ⅹ－
小型壺

B III

18 ・6

．10 ．5

「く」字状め言綾部は、小さく反

・りぎみに開 く°
胴部は扁球形°

ナデ、ヘラケズ11 粗砂粒

雲母含
良 橙色

ナデ、ヘラケズリ

629 E ・ⅧⅠ
小型壺

B III

10 ・0

9 ．8

「く－」字状の言縁部は小さく外反

－す る。
胴部は肩のはった扁平な玉葱状°

ヨコナデ二ハケ 肌色小

石粒含
．良 黄橙色－

ヨコナデ、ヶズリ

，630 C ．ⅩⅠ
須恵器

＝量，璽

11 ・3

10 ・3

「く」字有夫の言緑は、反 りぎみに
開き、一端書βは4、さく屈曲して一一上方
に摘み上lずる。月同書βは屑のはった
球形で平底カずつ く°

ヨコナデ、ケズ11
細小砂多含 堅 浅黄色

ヨコナデ、ナデ

631 E ・Ⅷ
．＝量，璽
F

11．5 「く」言綾部は短 く外反する。

胴部は球形。

ヨコナデ、パケ
白色砂粒含 卑 橙色

ヨコナデ、ハケ

632 E －ⅧⅠ
．虫竺E
B V

11・3

13－．5

「く」字状の言綾部は小 さく外反

する°

胴部は球形。

ヨコナデ、パケ
石夷含 良 橙色

ヘラヶズリ、ナデ

633 D ，Ⅰ革
・虫璽
B II

12．4

19・2

「く．」字状の言縁部は、長 く反 り

ぎみに開く。

胴部は球形。

ヨコナデ、パケ
砂粒含 良 橙色

ハケ、ヘラケズリ

634 B ．Ⅶ
七宝

13．6

7・3

30・8

口経書βは短 く直言した後、4、さ　く
ラッノヾ有夫に開く。月同書βは田P形て払、

ヨコナデ、ハケ目 細小砂多
良 、黄橙色

言緑打

－　E II 凸レンズ有夫の平底カでつく。頸音βに
三角凸帯。 ヨコナデ、ハケ目 雲母含 ち欠 き

635 E ．ⅤII
士璽
A I

14・0 袋状口縁。 言綾部は小さ く朝顔状

に開き、緩 く屈曲して膨らみぎみ

に内偵°　頸部、胴部に三角凸帯°

ヨコナデ、パケ目 白色小

石粒含
良 橙色

ナデ、ハヶ目

636 E ．Ⅷ
．土
19・2

39．4

二重言縁。口綾部は朝顔有夫に開いた
ノ5　　　　　　　　　　　＿　　く．　　　　一一

ヨコナデ、ハヶ目、 細小砂

良 明赤褐色∃互
A I

後、内弓等きみに直言し端書βは4、さく内
偵する。ガロ形の胴部に凸レンズ鍾犬の平
底方寸つく。頸書β、月同書βに－条の凸帯か（
巡る°

ナデ 粒多含

雲母含ハケ目、ナデ

637 D ．IX
．ニ土1璽E
A I

8．6 胴部は肩のはった卵形で頸部に三

角凸帯が 1条巡る。

平底の鹿部には、穿孔がある。

ハヶ目
黄色砂粒含 良 浅黄色

ナデ

638 C ・Ⅶ
．＝ヒ璽E
E II

7 ．3

胴邸は卵胞で胴大径部に三角凸帯

か 1条巡る。

鹿部は平底。

ハケ目、ナデ
小砂粒多含 良 橙色

ハケ目、ナデ

639 C ・Ⅶ
恵ヨ互
A I

8 ・1

卵形の胴部には三角凸帯が 1 条巡

る。

鹿部は．平底。－

ハヶ目、ナデ
白色砂粒含 良 橙色

ハケ目

640 D ・IX
鉢

A

13 ・0

10 ・2

「く」字状の言綾部は、短 く外反

する。胴部は半球形で大きめの平

底がつ く。全体に厚手°

ナデ、ハヶ目
白色砂粒含 良 橙色 スス

付着ナデ

Tab・57　土器観察表　別）
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No．－出土遺構 器　種 法　量 形　 態　の．特　 徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調 備　考

641 D．X
甕

AV

16．2

8．2

「く」字状の口綾部は短く外反す

る。胴部は短めの卵形で、やや大

ヨコナデ、ハヶ 粗．砂粒

雲母含
良 明黄褐色

ヨコナデ　ハケ目
15．7 きい。平底の鹿部がつく° 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　ヽナデ

642 D－X　L
甕

AV －

20－．2

8・6

．23・7

「く．」字状の口綾部は短く外反す

る。胴部は卵形で平底の鹿部がつ

く。全体に厚手。

ヨコナデ、ハケ 小一粗

砂粒多含
良 黄橙色 スス

付着ヨコナデ、押圧ナデ

643 E－ⅥⅠ
甕

AVI

12L・0

5．5

16．8

「く」字状の口綾部は小さく開く。

胴部は砲弾状で頸部に弱い稜がつ

－く。鹿部は凸レンズ状の平底。

ナデ、バーヶ目

白色砂粒含 良 橙色
ナデ、ハヶ目

－644 C－Ⅶ
甕

AVI

11・8

5．7

17．2

口縁部は短く直言ぎみに立ち上が

る0

胴部は卵形で平底の鹿部がつく。

ヨコナデ、パケ 小砂粒

赤褐色

粒雲母含

良 黄橙色
スス

付着－ヨコナデ、ハケ

645 D．IX
甕

A I

14・7

7．3

「－く」字状の言綾部は、反りぎみ

．に開く。胴部は砲弾形で、凸レン．

ズ状の平底がつく°

ハヶ一目後ナデ
自色砂癒合 良 橙色 スス

付着ハケ目、ナデ

646 E．Ⅶl
甕

A I

17．6 「く」字状の口緑部は短く外反す ヨコナデ、ハケ目、 細～粗

良 黄橙色
スス

付着
6．6

24．7

る。、胴部は卵形で凸レンズ状の平

底がつく。

ナア仕上げ 砂粒

雲母含ヨコナデ、ハヶ

647 C．元
甕

A I

20．0 －「く」字状に外反する口綾部は端

部が僅かに凹み、内外両方向に小

きく摘み出す°　胴部は長胴形。

ハヶ目
白色砂粒含 良 橙色 スス

付着パケ日

648 P一ⅥⅠ
甕

AVI

17．4

8・5

17．8、

「く」字状の口縁部は、短く水平

に廟曲して開く。胴部は、長胴形

で大きめの平底がつく。

ヨコナデ、ハヶ 細砂粒

多含雲

母含

良一 橙色
ヨコナデ、ハヶ

649 不明
甕

A I

19．1 「く」字状のロ綾部は反りぎみに

開く。

ヨーコナデ、－ノ．、ケ
細砂粒多含 良 橙色

二次

焼成ハヶ目

650 E．ⅤⅢ
甕

A I

21－7

6．3

27・6

「く」字状の言綾部は短めで、屈

曲して大きく外．反する°

卵形の胴部に平底の鹿部がつく。

ヨコナデ一．ハケ 小一粗

砂多合一

雲母含

良 ．橙色 スス
付着ヨコナデ、ナデ

651 ノD－IX
甕

A I

25・4 「く」字状の口縁部は反り－ぎみに

開き、率坦に整えた端部は中央が

凹む。

ハヶ目
白色砂粒含 良 橙色

・ノ、ケ目後ナデ

65寧 B－X
甕

A I

26．7

9．8

47．0

「く」字状の言綾部は反りぎみた

開き、平坦に整えた端部は中央が

凹む胴部は長胴形で平底の鹿部。

ハヶ目 細小砂

粒多含

雲母含

卑 明赤褐色
ハケ目、ナデ

653 不明
甕

A I

28－4

8．1

34．8

「く」字状の言綾部は反りぎみに

開き、端部を平坦に整える。

胴部は長胴形で鹿部は平底。

ヨコナデ、ハケ 細一粗

砂多含

雲母含

良 橙色
スス

付着ハヶ工　ヨコナデ

654 B．ⅦII
甕 28．0 「く一字状の口綾部は反りぎみに ヨコーナデ、ノ、ケ 細小砂

良 黄橙色
スス
付着

A I 開き、端部は丸くお－さめる。 ヨコナデ、ハヶ目、
押圧ナデ

粒多含 二次
焼成

655 B，Ⅶ
甕

A I
7．8 長胴形の胴部に平底の鹿部がつく。

ハヶ目、ナデ 細小砂

粒多合

一雲母含

良 橙色 スス付着ロ縁打ち
欠きハヶ目、ナデ

656 B．Ⅶ
甕
10．0

33．6

胴部は長胴形で鹿部は凸レンズ状 ハヶ一　ナデ上げ 細小砂 良 橙色 スス付着

A I の平底。 ハケ目、ナデ 粒多含 口緑打ち
欠き

657 D－Ⅹ
甕

A V

34・8

9．9－－

31．1

「く」字状の口緑は小さく外反し

頸部に三角凸帯が巡る？

胴部は卵形で平底の底部がつく。

ヨコナデ、パケ 細■粗砂粒

雲母含
良 橙色

言縁＿

打ち

欠きハ．ヶ目、ナデ

658 D．IX 甕 胴部は卵形°
ハヶ目

細砂粒含 良一 準色 スス
付着ヘラヶズリ、ナデ

659 D．X
甕

AIII

16・0

22．5

「く」字状のロ綾部は小一さく外反

する。胴部はやや肩のはった卵形

で尖形ぎみ。

ヨコナデ、ハヶ 細小砂粒

嚢母含
良 黄橙色 スス

付着ハヶ目、ヘラヶズリ、
ナデ

Tab．58　土器観察表　㈱
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No・出土遺構器　種 法　量 形　態　の　特　徴 手法の特徴 胎　　 土 焼成 色　調 備　 考

660 B．Ⅶ 甕
12．8

4・4

18・2

「く」字状の言綾部は短く直線的

に開く。胴部は下脹れぎみの球形

で小さな丸底ぎみの鹿部がつく。

ナデ、ハヶ目 細～粗

砂粒多

雲母含

良 赤褐色
ハケ目、ナデ

661 D．IX
甕

A IⅤ

11．3

15‘・6

「く」字状の口綾部は内等ぎみに

開き端部を小さく摘み出す°　胴部

は球形でやや尖底。薄手。

ハヶ目．、ナデ 細砂粒、

雲母含
良 明黄褐色

ヨコナデ、ケズリ

662 D－IX
甕

A IV

坤．4

22－・6

「く」字状の言綾部はやや内幸ぎ

み一に外方に開く。胴部は球形。全

体に薄手。

ハヶ目、ナデ
細砂粒含 良 黄橙色

ハケ、押圧ナデ

663 D．IX 鉢

13．0

3．6

7・9

休部はストレートに大きく開く。

鹿部は短－く立ち上がりやや上げ底

状をなす°

押圧、ハケ目
白色砂粒含 良 黄褐色

664 C．Ⅶ
鉢

F

15－・6

3・6

休部は膨らみぎみに大きく開き言

緑部は外方に小さく．摘み出す。

丸底ぎみの小さな鹿部がつく。

ヨコナデ、ヶズリ 小砂粒多

雲母含
良 赤褐色

二次

焼成ナデ

665 C・X
鉢

F

16．2

4．7

8・6

休部は半球形で、言綾部は直言ぎ

みに立ち上かる。

鹿部は平底。

タタキ後ハヶ 細小砂粒多

雲母含
良 橙色

ハヶ目、ナデ

666 B－Ⅶ
鉢

F

13・0

10・6

口緑部は鋭く屈曲して短く外．反す

－る。
胴部は球形

ハヶ目後ナデ
白色砂粒含 良 明赤褐色

ナデ

667 D．ⅤⅠ 高坏

12．6 坏部は平球状に内等して立ち上が

り白線部は小さく内傾する。

胴部は細い棒状で短い°

ナデ ．細砂粒、

雲母含
．良 明赤褐色

ナデ

668 E．Ⅶ 高坏 11．8 脚部は短かく、ラッパ状に開く。
ナデ 細砂粒多、

雲母含
良 黄褐色

ナデ

669 C・ⅴII
高坏

A　－

30．4 坏部は浅く膨らみ、中位で小さく

直言した後、大きく外反する。言

綾部は小さく摘み出し水平になる。

ハヶ目
細砂粒多含 良 黄褐色

ナデ、ハヶ目

670 C．ⅴII
高坏

A

－30．4 坏部は浅く膨らんで立ち上がり中

位で屈曲して反りぎみに開く。

ハヶ目、ナデ
細砂粒

石英含
良 黄褐色

ヨコナデ、ハケ目後
ナデ．

671 C・Ⅶ
高坏

A

3．4．5 坏部は浅く膨らみ中位で屈曲して

小さな段を作った後大きく外反す

る。

ハヶ目 細砂粒、

石英

雲母含

良 赤褐色

ヨコナデ、ハケ目

672 B．Ⅶ
高坏

C

16・2

10．4

坏書βは－底書β近く　で短く立ち上カすっ
た後、弱－く屈曲してストレ－トに
開く。脚書βは短くのび裾書βは屈曲

ヨコナデ、ヘラケズリ
微砂粒含 良 明赤褐色

ヨコナデ　押圧ナデ
11・．3 してラッノーヾ有犬に開く。 ヽヘラケズリ

673 D－IX
高坏－

C

－18．9

13．0

坏部はストレートに大きく開く°

脚部はラッパ状に開き、裾端部は

ハヶ目、ナデ 白色細

砂粒含
良 橙色

パケ目後ナデ
12．6 下方に小さく摘み出す° ヽヘラケズl1

674 C．X
高坏

C

17・4 －

．13・4
12・5

坏部は反－りぎみに開き、口縁部は、

小さく摘み出す。－脚部はラッパ状、

裾部は屈曲して大きく開く°

ヨコナデ、ナデ
砂粒含 良 橙色

ナデ

675 FlVI 皿

11－・5

8．0

2・9　－

休部は内等ぎみに小さく．立ち上が

－り言綾部は直言ぎみに小さく摘み

－出す。

ヨコナデ
白色砂粒含 良 橙色

ヨコナデ

676 F．ⅥⅠ 皿

8・0

6．2

1・4

休部は、内雪ぎみに立ち上がる。

言綾部は、－直言ぎみに小さく摘み

上げる。

ヨコナデ 細砂粒

石英雲

母含

良
褐色

橙色
スス
付着ヨコナデ

677 E・ⅦII
皮袋形

阜器

底

長径5．1

短径3．5

ハケ目ナデ
白色砂粒含 良好 橙色

ナヂ

678 C・IX
須恵器

埠

13．2

13．7

頸部はラッパ状に開いた後口緑直

下で一旦水平に屈曲した後外反す

る°　休部は屑のはった扁球形。

ヨコナデ、ヘラケズリ
細砂粒含 良好

暗灰

黄色

口頸部

波状沈

線ヨコナデ、指頭押圧後
ナチ一

Tab．59　土器観察表　㈱



P L A T E S



PL．1

遺跡周辺航空写真



PL・2

（1）調査区全景（東上空より）

（2）調査区全景（南上空より）



PL．3

（1）ST－01周辺住居址群全景

（2）SC－02－09全景



PL．4

（1）SC－01全景

（2）SC－02全景



PL．5

（1）SC－02．05・06・07全景

（2）SC－09全景



PL・6

（1）SC－10全景

（2）SC－11全景



PL．7

（1）SC－12全景

（2）SC－13全景



PL・8

（1）SC－14全景

（2）SC－15全景



（1）SC－16－20全景

（2）SC－16全景



PL．10

（1）SC－17全景

（2）SC－18全景



PL．11

（1）SC－19全景

（2）SC－20全景



PL．12

（1）SC－21全景

（2）SC－22全景



PL・13

（1）ST－02周辺住居址群全景

（2）SC－23全景



PL．14

（1）SC－24全景

（2）SC－25全景



PL・15

（1）SC－26全景

（2）SC－27全景



PL・16

（1）SC－28全景

（2）SC－29全景



PL．17

（1）SC－30全景

（2）SC－30遺物出土状況



PL・18

（1）調査区西南部住居址．土壙・炉址全景

（2）SC－31全景



PL・19

（1）SC－32全景

（2）SC－33全景



PL・20

（2）SC－36全景



PL・21

（1）SC－37全景

（2）SC－38全景



PL．22

（1）SC－39全景

（2）SC－40全景



PL．23

（1）SC－41全景

（2）SC－41石錘出土状況



PL．24

（1）調査区中央部住居址．土壙・炉址全景

（2）SC－43－45・SK－94．97全景



PL．25

（1）SC－42全景

（2）SC－43全景



PL・26

（1）SC－45全景

（2）SC－46全景



PL．27

（1）SC－47全景

（2）SC－49全景



PL．28

（1）l SC－50全景

（2）SC－52全景



PL．29

（1）SC－53全景

（2）SC－57全景



PL・30

－ヽ■．

（1）SC－58全景

壙

（2）SC159全景



PL．31

（1）SC－60全景

（2）SC－62全景



PL．32

（1）SC－63全景

（2）SC－64全景



PL．33

（1）SC－65全景

（2）SC－67全景



（1）SC－71全景

（2）SC－79全景



PL．35

（1）SC－80全景

（2）SC－81全景



PL・36

（1）SK－12全景

（2）SK－94全景



PL．37

（1）SK－101全景

（2）SK－103全景



PL・38

（1）SK－38全景

（2）sK－120全景



PL．39

（1）北側炉址群全景（中央部よ下目ヒを望む）

（2）北側炉址群全景（北から）



PL．40

（1）東北部炉址群遺物出土状

（2）東北部炉址群全景



PL・41

（1）SR－30全景

（2）SR－31全景



PL・42

（1）SR－215全景

（2）SR－283全景



PL・43

（1）SR－139全景

（2）SR，141全景



PL．44

（1）SR－48全景

（2）SR－66全景



PL・45

（1）SR－108．109全景

（2）SR－192炭．炉壁体検出状況



PL・46

（1）SR－274全景

（2）SR－74全景



PL．47

（1）SR－300（石敷炉）全景

（2）SR－301（石敷炉）全景



PL．48

（1）倒置甕No・1・No・2全景

（2）倒置薙No．3全景



PL・49

石錘



PL．50

（1）勾玉類・小玉類

（2）鋼妄族
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